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    主な登場人物


    



    



    ［坂上清顕（さかがみ・きよあき）］


    秋津連邦海軍少尉。


    黒ウサギのノーズアート。


    



    ［イリア・クライシュミット］


    セントヴォルト海空軍ヴォルテック航空隊。


    白狼のノーズアート。


    



    ［ライナ・ベック］


    ウラノス情報部参謀将校ゼノンが育て上げたＳ級工作員。


    別名・ハチドリ。


    



    ［紫かぐら（むらさき・かぐら）］


    秋津連邦慧剣近衛師団・神明隊所属。


    



    ［バルタザール・グリム］


    セントヴォルト海空軍作戦本部多島海方面部局大尉。


    



    ［セシル・ハウアー］


    シルバニア旧王家の失われた王女・エリザベート。


    



    ［ミオ・セイラ］


    ウラノスのスパイという汚名を受けながら、ニナの身の回りの世話をしている。


    



    ［ニナ・ヴィエント］


    創世神話に予言された『風呼び』の少女。


    ウラノス王都に幽閉されている。


    



    ［リュウ・ウォン］


    秋津連邦海軍特務少尉。


    



    ［ジャダンバ・ダムバゾリク］


    秋津連邦海軍二等飛空兵曹。


    



    ［新田原聯介（にゅうたばる・れんすけ）］


    秋津連邦海軍二等飛空兵曹。


    



    ［カルステン・クライシュミット］


    カルステン・ターンを操り「空の男」と呼ばれたイリアの父親。


    



    ［レオ・ローゼンミュラー大尉］


    セントヴォルト海空軍ヴォルテック航空隊長。


    帝国軍撃墜王。獅子のノーズアート。

  


  
    　第二部　　第二次多島海戦争（承前）


    



    



    　十五．


    



    



    　空を飛ぶたびに、心が凍える。


    　優しさだとか、思いやりだとか、他人を慈いつくしみ感謝する気持ちだとか、そういった人間性が高高度気流に持ち去られていき、代わりに空域に存在する一切を無機物として捕ほ捉そくし排除する鋼鉄の芯しんが突き立つ。


    　人間を殺しているのではない。


    　地上に住まう女性、子ども、老人へ無差別に爆弾の雨を降らせる殺人機械の群れを、破壊している。


    　天空の解体作業をつつがなく遂すい行こうするために、おのれの意識から完全に捨て去るべき不純物が人間性だ。


    　情けをかけたなら次の瞬間、自分自身が爆ばく砕さいする。心しん技ぎ体たいを極限まで磨き上げるためにこれまで積み重ねてきたすべての努力が、散さん華げの炎とともに空へ四散しゼロへ還かえる。砕け散った残ざん骸がいを突き破って飛ひ翔しようする敵は、嘲ちよう笑しようを浮かべながらさらなる仲間を殺し、非戦闘員の住む街を焼き払うだろう。


    　そんなことを許容できるほど聖人ではない。


    　母国に住まうすべての人間を生かすために敵を撃ち墜おとす。考えることはそれだけでいい。


    　秋あき津つ連邦海軍単座戦闘機「村むら雨さめ」の操縦桿かんを握りしめ、坂さか上がみ清きよ顕あきは鉄の一分子となって敵機を追尾する。


    　海原に溶け込むような青せい灰かい色しょくの機体が懸けん命めいに逃げる。つい一か月前まで自分が乗っていたセントヴォルト海空軍単座戦闘機「ベオイーグル」だ。


    　意識しまいとしても、どうしても尾翼に目がいってしまう。機体を振って、黄色い一本線を視認した。セントヴォルト空母戦闘機隊の目印だ。清顕が所属していたセントヴォルト最強の戦闘機部隊、ヴォルテック航空隊の機体には尾翼に白・赤・青の三本線が入っている。


    　──ヴォルテック航空隊じゃない。敵は艦載機だ。


    　照しよう準じゆん器きに青灰色の敵機を収めた。


    　おのれのうちにまだ残る甘さを振り払うように、清顕は二十ミリ機き銃じゆうと七・七ミリ機銃の引き金を同時に絞る。


    　機関銃の咆ほう哮こうが機体を震ふるわせ、真っ赤かな曳えい痕こん弾だんの火か線せんが敵機へと伸びる。


    　操縦桿を横に倒し、旋せん回かいしつつ、火か球きゆうとなった敵機が左斜め後方へ消えていくのをちらりと見た。


    　胸の痛みは、ない。ひとを殺した罪悪感も、ない。喜びも快かい哉さいも達成感も、ない。


    　──次。


    　鳥の羽をむしり終え、次の鳥に取りかかる。いまの清顕の感覚としてはそれが近い。


    　高度五千七百メートル。半横転して海原を頭上に見上げ、空戦場を鳥ちよう瞰かんした。


    　真っ青さおな海を背景にして、メスス島の沖合あたりで濃緑色の秋津連邦海軍戦闘機と、青灰色のセントヴォルト空母艦載機隊が入り乱れて嚙かみ合っている。さらに目線を空域全体へ送り、敵爆ばく撃げき機隊を探し求めたが見えない。清顕は次の獲え物ものを見定め、身を翻ひるがえし、鷹たかのごとく急降下する。


    　風防の前面に、哀れな獲物のすがたがぐんぐん大きくなってくる。


    　尾翼の黄色い一本線を確認し、必ひつ中ちゆうの距離へ寄せて、二十ミリ機銃を注ぎ込む。


    　新たに生まれた炎の球の傍かたわらを急降下のまま行き過ぎて、追い立てられる味方のすがたを認めた瞬間、追う敵機の尻しりに食らいつく。


    　敵は夢中で照準器を覗のぞき込んでいるらしく、背後の清顕に気づかない。スロットルをひらいて肉にく薄はくし、一度振り返って自分の背後に敵機がいないことを確認してから、七・七ミリ機銃を敵の尾翼へ指向する。


    　黄色の一本線が破片に変じ、制御を失った敵機は大きくバランスを崩して、糸の切れた凧たこのごとく吹っ飛んでいく。空戦がはじまって十五分ほどで三機を撃げき墜ついしながら、清きよ顕あきは表情ひとつ変えることなく、次に羽をむしるべき鳥を見定める。


    　──空から異物を排除する。


    　その一念だけを腹の底に据すえて、清顕は戦闘空域を翔かける──。


    



    　帝紀一三四九年、十月上旬、メスス島オデッサ。


    



    　オデッサ第一飛行場脇わきの航空指揮所にて戦果報告を聞いた秋あき津つ連邦海軍大佐リ・コウツウ基地司令官は、不審そうに清顕へ顔を持ち上げた。


    「いまの空戦で五機墜おとしたというのか」


    「自分にはそう見えました」


    「おまえの報告をそのまま信じたなら、直ちよつ近きんの十日間だけで二十五機を墜としていることになる。うちのエースより上ではないか」


    「わたしの見間違いでしょう。戦果確認機の報告が正確だと思います。わたしは撃墜数には関心がありませんので、どうぞ司令の裁量で戦果をお見積もりください」


    　淡々と告げると、ふむ、とリ司令の鼻が気に入らなそうに鳴った。清顕は敬礼して司令官の前を辞し、歩いて兵舎へむかう。


    　と、背後から走り寄ってきた飛空士が二名、緊張に顔を強こわばらせ清顕の進路脇に直立した。がっしりした体格と扁へん平ぺいな顔立ち、太く短い手足。西せい方ほう民みんの特徴をもつ少年が、大きな声を張り上げた。


    「坂さか上がみ少しよう尉い！　わたくし、ジャダンバ・ダムバゾリク二等飛空兵へい曹そうと申します！　先ほどの空戦、地上から見上げておりましたっ！」


    　その隣、こちらはやや優やさ男おとこ風だが、長い手足としなやかな筋肉をもつ少年が、同じく胸を反らして敬礼する。


    「お、同じく二等飛空兵曹、新にゆう田た原ばる聯れん介すけであります！　坂上少尉の技量に感かん銘めいを受けておりますっ！」


    　ふたりともまだ若い。おそらく十七、八歳くらい、清顕より年下だろう。


    　清顕は足を止めて、返礼を送った。表情を変えず、答える。


    「ありがとう。でもぼくよりうまいひとは大勢いるよ」


    　感情のにじまない口く調ちようでそれだけ告げて、ふたりをその場に残し、兵舎へと歩く。


    　ダムバゾリクと聯介は顔を見合わせてから、また小走りで清顕を追い抜くと、進路脇に並んで直立する。


    「ご無礼ながら、わ、わたくしは、坂さか上がみ少しよう尉いに弟子入りしたく思いますっ!!」


    「なんでも命令を聞きますっ!!　空戦技術の手ほどきをお願いしたくっ!!」


    　清きよ顕あきは歩ほを止めて、ふたりへ目線だけ投げる。


    「下士官には優秀な飛空士がたくさんいる。そのひとたちに頼むといいよ」


    　ダムバゾリクは唇くちびるを引き結んで、首を左右に振る。


    「いらっしゃいます！　いらっしゃいますが……っ」「指導方法が……なんというか……」


    　ふたりともなにか言いよどんでいる。言えない内容が、清顕には伝わってくる。秋あき津つ連邦軍の悪あしき風習にまつわるものだ。


    「鉄てつ拳けん制裁は、リ司令も禁じているはずだけど」


    「はっ！　……禁じておられますっ！」


    　聯れん介すけはそれだけ答えて、生き真ま面じ目めな表情で目線を斜め上へ持ち上げたまま動かない。


    　禁じられているが、下士官兵舎では行おこなわれているのだろう。


    　かわいそうだとは思うけれど。


    「ぼくはそんなにうまくもないし、偉くもないから。ほかを当たって」


    　つれなくそう言い、またふたりを置き去りにして士官兵舎へ戻った。


    　そのまま机にむかい、士官飛空士むけ教範を読んだ。セントヴォルト海空軍とは異なる秋津海軍固有のやり方を学ぶ必要があった。内容を頭に叩たたき込んでいると、昔から顔なじみの士官が兵舎内に入ってきて清顕に話しかけてきた。


    「さすが坂上飛ひ曹そう長ちようのせがれだな、清顕。目ん玉飛び出たぜ、さっきの空戦」


    　清顕はすぐさま直立した。


    「扇おうぎガが谷や中佐……！　恐縮です」


    「楽にしろ。ばか話をしに来ただけだ。しかしまあ、無許可で下駄はいて飛空機乗り回してたあのクソガキが立派になりやがってまあ……」


    　オデッサ航空隊航空参さん謀ぼう、扇ガ谷晴はる彦ひこ中佐はおおらかに笑って、隣の椅い子すに腰を下ろし、配給のタバコに火を点つけた。ぶふー、と豪快に紫し煙えんを吐き出して、顎あごでもう一度、清顕に座るよう促うながす。今年四十一歳になるこの参謀は、第一次多島海戦争にも参戦した古こ参さん中の古参である。


    「こっち戻って何回、空戦に出た」


    「二十二回です」


    「撃げき墜つい数は」


    「確実撃墜が十七、不確実撃墜十五です」


    　ひゅう、と扇ガ谷は口笛を吹く。


    「不確実撃墜がえらく多いな」


    「はい。先ほども司令に、ほら吹き扱いされました」


    　清顕は苦笑いしながら答える。


    「戦果確認機が一応飛んでるが、あれも万能じゃねえからな。適当なもんだ。だがまあ、おまえの戦い方見てっと、確実撃げき墜ついが少なすぎるように思えるが」


    　扇おうぎガが谷やはそう言って、じろりと清きよ顕あきへ一瞬だけ真ま面じ目めな目をむけた。清顕はまた、苦笑いで返すしかない。


    「撃墜数というものに、あまり執着もなくて。どうでもいいかな、と……」


    　子どものころから扇ガ谷とは知り合いで、よく父親に隠れて飛空機械の操縦を習っていたから、自然に口く調ちようが砕けてしまう。


    「どうでもよかねえだろ。飛空士の格を決めるのは撃墜数だ。だからこそ、ウソの報告がまかり通っちまうわけなんだが……」


    　扇ガ谷は不服そうに後頭部を搔かいた。空戦を終えて、航空指揮所への飛空士本人の口頭報告によって撃墜数は計上される。だからいい加減な飛空士だと、自分の格を上げるために偽いつわりの撃墜数を報告するものもいる。一応、戦果確認機が空戦場を飛びながら戦果を計測してはいるのだが、数え間違いも多々起こる。つまるところ、撃墜数というものは眉まゆ唾つばものの場合のほうが多い。


    「だがおまえは違う。おれの見立てでは、おまえの撃墜数は十七なんてもんじゃねえ。少なくともこの一か月だけで、三十は超えてねえか？」


    　扇ガ谷の眼光が鋭するどさを増す。


    　──ぼくの計算では、三十二機だけど。


    　心のうちでそう呟つぶやいたが、清顕は首を振った。


    「十七機でも多いくらいです。ぼくはあまり気にしませんので」


    「謙けん虚きよだねえ。おまえ、航空司令部の上層部でも評判だぜ。士官飛空士にえらく強いのが入ってきたって」


    「過大な評価です。むしろ軍上層部がすぐにぼくを最前線に配備したことに驚いています」


    　飛空要よう塞さいオーディンを紫むらさきかぐらとともに脱出した一週間後、清顕はすぐにメスス島オデッサ航空隊に少しよう尉いとして所属することとなった。それまで敵国セントヴォルトで教育を受けてきた少尉候補生を、簡単な事情聴ちよう取しゆを経へたのちにあっさりと少尉として任官させて、戦略上の重要拠きよ点てんへ送り込んだ海軍軍令部の思おも惑わくが、わからない。


    「単純に優秀な士官飛空士の数が足りないのが一点。もう一点は……早いとこ英雄になってほしい、ってとこだな。第一次多島海戦争の英雄、坂さか上がみ正まさ治はる飛ひ曹そう長ちようの息子なら、その資格があると踏んだわけだ」


    　扇ガ谷は楽しそうに笑って、清顕の困り顔を見やり、肩を無む造ぞう作さに叩たたいた。


    「お偉方ももくろみが当たってさぞかし喜んでるだろうよ。おまえが帝国軍の戦闘機を撃墜するのをためらうようだとマズかっただろうが、この一か月でばんばん撃ち墜おとしてるしな。もうセントヴォルトに未練はないか、ん？」


    「……軍人ですから。個人的な感情を持ち込むことはしません。セントヴォルトに留学できて軍学を学べたのも、秋あき津つ人じんの血税のおかげですし。それに……むこうの隊長にも、手加減せずに戦うよう、別れ際に言われましたから」


    　清きよ顕あきの脳のう裏りに、ヴォルテック航空隊飛空隊長、レオ・ローゼンミュラー大たい尉いの言葉がよぎった。レオを敬愛する気持ちは、いまだ消えない。


    　扇おうぎガが谷やは胸の前で腕組みをして、大きく頷うなずく。


    「騎士道精神ってやつだな。立派な軍人はむこうにも大勢いる。だがおれたちもサムライの末まつ裔えいだ、堂々と戦わないとな」


    　扇ガ谷は今後の戦局の展望やオデッサ航空隊内の台所事情について清顕に伝えてから、腰を上げた。


    「さて、戻らねえと。おまえ、今日きようはもう終わりだろ。おれのバイク貸してやるから、墓参りでも行ってこい」


    「いいのですか？」


    「まだ一回しか行ってないんだろ。飛ひ曹そう長ちようも寂しがってるといけねえ。元気にしてるとこ見せてやれよ」


    「あ、ありがとうございます！」


    　清顕は大喜びで頭を下げた。扇ガ谷について兵舎を出ると、砂すな埃ぼこりにまみれた軍用バイクが停とめてあった。扇ガ谷が住んでいる高級士官用の兵舎とはそんなに距離が離れていないから、清顕に貸すために乗ってきてくれたのだろう。


    　キーを受け取り、片手をあげて去っていく扇ガ谷の背中にもう一回頭を下げて、清顕はシートにまたがりエンジンをかけた。


    　セントヴォルトで乗っていた愛車に比べれば、排気量は半分だしエンジンは旧式だし整備が行き届いていないのも明らかなのだが、秋津連邦においては庶民には買えない贅ぜい沢たく品ひんだ。ギアを踏み込むと盛大に黒こく煙えんを吐き出してから走りはじめる。


    　変速の感覚をつかんでから、でこぼこだらけの道路へ乗り入れ、一路、オデッサ旧市街地へむかった。


    　道の両側を流れすぎてゆく懐なつかしい故郷の風景は、そこかしこに破壊のあとが生なま々なましい。捨てられた水田が干からびた苗なえ床どこを日の光にさらしており、なだらかに広がる牧草地や耕作地でも、家畜小屋や飼料小屋、風車や灌かん漑がい設備はあらかた破壊されていた。村落があったはずの場所は更さら地ちとなり、半焼した木造家屋がぽつねんと焼け焦こげた梁はりを地に突き立て、その傍かたわらに野の花が群れていたためバイクを停めて、墓ぼ参さんの花を摘つんだ。


    　子ども時代をこの島で過ごして、色鮮あざやかで幸せな記憶がいくつもまだ残っているが、いま目に映る故郷は死し臭しゆうを伴う暗い灰色をしている。いまや第二次多島海戦争における最前線のひとつであるから致し方ない光景であるが、走ったぶんだけやるせなさが降り積もってしまう。


    　峠とうげをふたつほど越えると、かつての市街地が山並みのむこうへ遠望できた。清きよ顕あきが住んでいる兵舎からは三十キロほど離れているため、自動車両でないと行ゆき来が難しい。一か月前にこの島に赴ふ任にんした際、旧市街地へむかうトラックの荷台に便乗して家族の墓参りに赴おもむいたが、帰りの車両になかなか巡り合わず苦労した。秋あき津つ連邦軍はセントヴォルト軍に比べると輸送車両の数が少なく、道路も未整備で、こうしたちょっとした移動にも困難を来きたす。


    　──この国は、貧しい……。


    　セントヴォルトに留学した目で改めて祖国を見やると、そのことを痛感させられる。街の様相も、人々の身なりも、都市インフラも、すべてがセントヴォルトに劣おとっている。


    　──それに、軍備も……。


    　その事実を認めざるをえない。セントヴォルトに留学して二年間を過ごし、国境を越えて永遠の友情を誓える仲間と出会い、彼かの国を愛し尊敬する気持ちが骨こつ髄ずいに沁しみているが、しかしやはり祖国を愛する気持ちを消すこともできない。


    　──なぜ戦っているんだろう……。


    　セントヴォルトの人々に出会って、どちらが善でどちらが悪、などというくくりが安易すぎることが理解できた。セントヴォルト人も秋津人も、よいところもあれば悪いところもある普通の人間だ。しかしいまふたつの国家は、互いに大だい瀑ばく布ふのむこう側を指さして悪の帝国だと決めつけ、自みずからの大たい義ぎだけをがなり立てて、数百万人もの若者を戦地へ送り込んでいる。


    　どれほどの美び辞じ麗れい句くでおのれを飾り立てようが、本当の目的は、他国の政府を支配下に置くことだ。それで自国の安全と影響力を確保して、資本を拡大できる。


    　弓や刀で戦う素そ朴ぼくな戦場であれば、相手を屈くつ服ぷくさせて収奪するメリットは大きいだろう。戦争に必要な予算は比較的少なく、勝って相手が保有する財貨や領地、領民をぶんどれば十分すぎるほどに投下資本は回収できる。


    　しかし大量の飛空機や戦車を必要とし、大量破壊兵器を用いて戦う現代戦においては、消しよう耗もうする人的物的資源がけた違いである。国家は赤字国債を発行して戦争に必要な資金をまかなうしかないが、たとえ勝ったとしても収奪分よりも損失分のほうが遙はるかに大きい。そして巨額の借金を抱え込んだ国家経済は破は綻たんへの隘あい路ろに入り込む。


    　ふたつの国家が総力をあげて、資源と財産と人間の命をドブに投げ捨てている。清顕にはそうとしか思えない。


    　──国家とは、なんだろう……。


    　そんな大命題にさえ、疑問が及んでしまう。気づいた瞬間に清顕は、その疑念を思考から払い落とす。大それた問題意識を一いつ介かいの軍人が抱いてどうする、と自分を叱しかりつけた。


    　いまの自分は、秋津連邦のために戦う軍人だ。セントヴォルトに留学したのも秋津連邦に学んだ成果を還元するためだし、いつか学友たちと敵対することになるかもしれない覚悟はしていた。別れ際にレオやイリアと誓ったように、サムライの誇りを以もつてセントヴォルトの騎士たちと正々堂々戦うことが、自分の道として最も正しいと信じるしかない。


    　透明な初秋の日差しを浴びながらつづら折りを下り、雑ぞう木き林ばやしを走り抜けると、海岸沿いの旧住民居住区の一角、我が家の跡地にたどり着いた。


    　五年前、十四歳の清きよ顕あきが墓ぼ標ひよう代わりに突き立てた建材が、朽くちながらもまだ立っていた。


    　崩れ落ちた家屋はそこかしこ雑草に覆おおわれているが、墓標のまわりだけは前回来たときにきれいにしておいた。


    　日が傾いていた。長く伸びた清顕の影が、三つの墓標にかかっていた。これから焼けようとする空から、音のない風が差して髪を撫なでる。


    　清顕はじっと立ちすくみ、摘つんできた花を手た向むけた。


    　この地面の下に、ウラノスに殺された父と母と姉が眠っている。


    　なにもできないままウラノスの攻撃を眺めることしかできなかった自分への悔くやしさと憤りがが舞い戻ってくる。あのとき自分に戦闘機を操縦する技術があったなら、むざむざ家族を失うことはなかっただろう。


    「十九歳になったよ。父さん。母さん。姉ちゃん。秋あき津つ連邦軍の正規飛空士にもなれた」


    　墓標にそう語りかけると、穏やかな風が吹き抜けた。風のなかに懐なつかしい誰かがいるような感傷が、わずかに爆はぜた。


    　帰国した直後、実技と座学の能力検査を経へて、清顕は正規士官飛空士として認められた。セントヴォルトにいたころは少しよう尉い候補生だったため、正規飛空士としての認可は下りていなかったが、人材不足の秋津軍では早さつ急きゆうに新たな飛空士を戦場に出したいらしく、呆あつ気けないくらい簡単に試験に合格できた。


    「この島に暮らすひとが、父さんや母さんや姉ちゃんみたいな目に遭あわないように、努力する」


    　亡くした家族に語りかけながら、清顕は自分の気持ちを整理していた。毎日が命がけの生活を送っていると、いつのまにか思考がすさんでしまい、なんのために軍人になったのか、なんのために戦っているのか、その目的を忘れてしまいそうになる。


    　跪ひざまずいて、手を合わせ、家族の冥めい福ふくを祈り、立ち上がった。


    「また来る。しばらくこの島にいるから。何度でも来られるよ」


    　挨あい拶さつして、バイクにまたがり、我が家をあとにした。


    　行きたいところがあった。前回は交通手段がなくていけなかった、もうひとつの大切な場所がこの島にある。


    　道みち行ゆきの途中、かつての菜の花畑の傍かたわらを通りかかった。いまはもう雑草に覆われて見る影もないが、瞼まぶたの裏にはまだ、きららかな夏の日差しを浴びて笑っていた少女のすがたが克明に残っている。


    『飛空士になったら、あたしをあんたのお嫁さんにすること』


    　菜の花のティアラをかぶって、十二歳の少女はそんなことを清顕に言った。


    『約束、忘れちゃダメよ。このティアラに誓って！』


    　十二歳の清きよ顕あきはおどおどしながらも、少女へ誓せい約やくの言葉を告げた。


    『そのティアラに誓って、ミオと結婚するよ』


    　意味もわからないまま交わしたあの約束が、七年経たったいま、狂おしいほどに胸を締め付けている。


    　疾しつ走そうしながら夕焼け空を見上げた。


    「ミオ」


    　いまどこにいるかもわからないひとの名前を呼んだ。


    「きみに会いたい」


    　この胸に抱きとめた、ありのままのミオのすがたが風景にかぶさる。切なくて、苦しくて、叫び出したい。横おう隔かく膜まくから突き上げてくる熱い衝しよう動どうを押し込めて、清顕は一気に高台へと上りつめた。


    　坂さか上がみ家けの葡ぶ萄どう畑がかつてここにあった。山の斜面からはオデッサを一望できる。


    　ひび割れ、荒れ果てた土地にバイクを停とめて、清顕は暮れなずむ故郷を見渡した。


    　五年前、ウラノスによるオデッサ急きゆう襲しゆうの二週間後。


    　清顕はこの高台からミオと一緒に焼け落ちた市街地を眺め、生涯をかけて果たすべき宿願を胸に抱いだいた。


    『ぼくは、空の一族ウラノスをぶっ潰つぶす』


    『ウラノスを滅ほろぼして戦争がない世界をつくらなきゃいけない。ぼくが、この手で』


    　十四歳の少年が見た、大きすぎる夢。


    　まだ、あの夢を抱いている。


    　あのころよりも、むしろ強い力で。


    　その動因は、ミオだ。


    「きみを取り戻す」


    　生涯の夢へ、新たな決意を重ねる。


    　どんなに時間がかかろうと、ここでミオと交わした約束を必ず果たしてみせる。


    「きみのところへ行く。いつか必ず」


    　喪そう失しつの痛みに血を流す心が、そんな決意の言葉を吐き出す。


    　──このまま終わるわけにはいかない。


    　──ぼくは必ず、プレアデスへ行く。


    　──ウラノス王都を焼き払い、ミオを取り戻す……！


    　遠大な夢を叶かなえるためには、与えられた場所で最善の努力を積み重ね、ひとつひとつ階段を上っていくしかない。地道だが、目標を達成するには最も確実なやり方だ。セントヴォルトと敵対することになったいまも、その目標のためであれば全力を尽くせる。


    　茜あかね色の光に包まれてゆく故郷を見下ろし、清きよ顕あきは改めて、自分の成すべき道を確認した。


    



    



    　翌日も、早朝から敵艦載機の空くう襲しゆうだった。


    　待機所を駆かけ出して、早いもの勝ちで列線の機体に乗り込み、離陸する。


    　空戦が日課で行おこなわれる、本物の最前線だ。毎日毎日、何人もの敵を撃ち墜おとし、また何人もの味方が撃ち墜とされていく。わずかでも油断したなら次の瞬間、人生が終わる。生と死の瀬戸際に常にさらされ、神経を張り詰めながら過ごす最前線の一日は、平へい穏おんに暮らす一年に匹ひつ敵てきするほど中身が濃密だ。オデッサ航空隊で一か月生き残ればベテランだ、と真顔で航空隊員がささやくなか、清顕はその一か月を超えようとしている。


    　配属されて数十年の月日が経過したようにも思える。オデッサ航空隊で戦うほどに、セントヴォルトで過ごした日々が思い出として遠ざかっていく。


    　しかし感傷にひたることも許されない。


    　この空でやるべきことは、ひとつ。


    　──ぼくは、敵を撃ち墜とす機械だ。


    　いまでは意識しなくても、頭ず蓋がいのうちがその思考で満たされる。余計な哀れみや同情が入り込む隙すき間まは、ない。


    　表情ひとつ変えることなく、敵の下腹に忍び寄り、二十ミリ機き銃じゆうの一撃げきで斬きり墜とす。


    　敵飛空士はなにが起きたのか知ることなく、いきなり炎のなかに埋もれただろう。


    　砕けた破片のただなかをつんざき、清顕は空を昇りつめる。


    　興奮は、ない。ただ醒さめた目で、下方を見下ろす。味方が一機、ベオイーグル三機に追われていた。


    　一気に降下し、小隊長らしい先頭機へ照しよう準じゆんを合わせた。


    　ズームし、二十ミリ機銃の引き金を絞り、爆ばく散さんさせた敵機の傍かたわらをすり抜ける。敵の列機が慌あわてて左右に散り、唐突な小隊長の死をはた目に見やっている。


    　と、スピーカーから聞き覚えのある声が鳴った。


    『坂さか上がみ少しよう尉い!!　ありがとうございます!!』


    　短い言葉にわずかな西せい方ほう訛なまりが聞き取れた。左前方を見やると、敵機に追われていた味方機から搭乗員がこちらへ手を振っている。昨日きのう、弟子入りを志願してきたジャダンバ・ダムバゾリク二等飛空兵へい曹そうだ。清顕は片手をあげて挨あい拶さつすると、また身を翻ひるがえして次の獲え物ものを見定める。


    　雑念が消えていく。純粋な戦闘への意志だけが研ぎ澄まされていく。清顕は単座戦闘機「村むら雨さめ」の一部となり、鋼鉄の爪つめを敵機へ突き立てつづける──。


    



    



    　この日、清きよ顕あきは四機を撃げき墜つい。しかし戦果確認機はセントヴォルト帰りの新米少しよう尉いの戦果を確実撃墜二機と計上した。地上に降りた清顕は特にこだわりもなく、報告を済ませると兵舎へと歩いて帰ろうとした。


    「お久しぶりです、坂さか上がみ少尉」


    　不意に、背後から呼び止められた。


    　振り返ると、見覚えのある女性が生き真ま面じ目めな表情を清顕へむけていた。


    「あ……お久しぶりです。歌うた国ぐにさん」


    　秋あき津つ連邦の主要新聞のひとつ、『秋津日につ報ぽう社しや』記者の歌国常磐ときわだった。


    「その節せつはありがとうございました。おかげさまで大きな反響がありました」


    　眼鏡めがねにスーツすがたの歌国はにこりともせず、事務的な口く調ちようでかつての異国での取材の礼を述べる。


    「……いえ。……どういたしまして」


    　苦手な記者だった。二年前、清顕の取材として歌国はエアハント士官学校へやって来たのだが、インタビューはおのれの意図する方向へ進めることしか考えておらず、同席したイリアに対してもぶしつけな質問を繰り返し、ついに清顕はイリアを伴い途中で退席するに至った。でき上がった記事は模も擬ぎ空戦における清顕とイリアの対決をことさらに煽あおるものであり、結果としてイリアとの模擬空戦はセントヴォルトと秋津連邦の代理戦争の様相さえも呈するものとなってしまった。


    「……どうしたんです？　今日きようは」


    　警戒しながら尋ねると、歌国はさも当然と言わんばかりに冷たく返す。


    「坂上少尉の特集記事を考えておりまして。オデッサ基地司令部広報官と会いに参りました。おそらく取材の許可は下りるかと」


    　げんなりする。歌国の記事になりたくない。自然、清顕の口ぶりも冷たくなる。


    「……今度はぼくをどうするつもりです」


    「自然なすがたを取材するだけです。かつての撃墜王のご子息が、破壊された故郷に帰り、いまなにを考えて異国の友と殺しあっているのか、その仔し細さいを」


    　歌国のこうした言い方がいちいち癇かんにさわる。もしかするとわざと取材対象の感情を逆さかなでして本ほん音ねと素顔を暴こうとしているのかもしれない。


    「……ご自由に。ですがあまり誇張した表現は勘弁してください。失礼します」


    　清顕はつれなく言って、歌国に背をむけた。背中に冷たい視線が絡みつくのを感じたが振り返らず歩み去る。


    　──イヤなひとに見つかったな。関わりあいになりたくないけど……。


    　撃墜王、坂上正まさ治はるの息子ということで、過度な期待を煽り立てられると鬱うつ陶とうしいし、歌国の思おも惑わくどおりにイメージ操作されることが不愉快でもある。前回の取材のような苦い思いをするのはこりごりだし、できれば近づいてほしくないが、こちらが拒絶してもお構いなしに個人的な領域にまで踏み込んでくるだろう。セントヴォルトでも「エリアドールの七人」と祭り上げられた経験から、マスコミの御ぎよしがたさはよくわかっていた。


    　煩わずらわしい……。そう思いながら歩ほを進めると、さらにふたりの若者が緊張した横顔を清きよ顕あきの進行方向に並べていた。


    「坂さか上がみ少しよう尉い!!　先ほどは命を救っていただき、感謝感激の至りでありますっ!!」


    　ダムバゾリクは背筋を反り返らせ、耳が痛くなるほどの大声を清顕の至し近きんで張り上げた。


    「や、やはり坂上少尉こそ我々の理想でありますっ!!　どうか、どうか、列機として我々を使っていただきたく、再度お願いにあがりましたぁっ!!」


    　聯れん介すけもまた頰ほおを上気させ、不必要なほどに大だい音おん声じようを振り絞る。なんだかいたたまれない気分になり、歩を止めてこっそりと後ろを振り返ると、案の定、歌うた国ぐにがこちらを注視して眼鏡めがねのレンズを光らせていた。


    　あえてふたりに聞こえるようにため息をつき、ダムバゾリクを見やる。


    「列機の人選はマオロン飛空隊長の仕事だから、隊長に頼んで。ぼくに決められることじゃない」


    　突き放すと、ダムバゾリクはますます顔を強こわばらせ、言葉を失う。


    「坂上少尉……っ!!　我々はこの空でもっと強くなりたい、ただそれだけを願うのですっ!!　少尉の下もとであれば、もっともっとおのれの腕を磨くことができ、少尉をお守りすることもできるであろうと……っ!!」


    　聯介がすがりつくように言葉を絞り出す。その必死な様子から、このふたりはどうやらかなり、下士官の先せん達だつから理り不ふ尽じんな扱いを受けているのではないか、と清顕は思い至った。


    　秋あき津つ連邦はその名のとおり、複数の小国家や共同体がまとまってできた連邦国家である。多島海に存在する海を隔へだてた大国に対抗するために、同じ大陸に割かつ拠きよする都市や小国家や共同体がひとつの政府のもとに共存することを選んだわけだが、有う象ぞう無む象ぞうの勢力を無理やりひとつにしたために、軍隊内において、無知と無理解、不寛容を原因とした蔑べつ視しや差別がさまざまな軋あつ轢れきを生み出していた。


    　大別すると清顕や扇おうぎガが谷やなどの東方民と、リ大佐やマオロン隊長たちの央州民、それにダムバゾリクらの西せい方ほう民みん、の三民族が主流であるが、同じ大陸の覇は権けんを巡って一千年以上の対立の歴史があり、骨こつ肉にくに沁しみた負の感情をいまだ捨てきれず、同じ軍隊内でも民族的感情に端たんを発したいざこざが頻繁に見られる。ダムバゾリクも聯介も、もしかするとそうした対立に嫌気が差しているのかもしれない。セントヴォルト帰りの清顕であれば、秋津軍特有の悪あしき風習に染まっておらず、純粋に空戦技術を鍛きたえられるのではないかと期待しているのではないか。


    「……残念だけど。教えられることとか、ないから。ぼくも生き残るので精いっぱいだし」


    　可能な限りに機械的な表情を保って、無む慈じ悲ひに告げる。


    「お、お願いいたします……っ!!」


    「……もう、こういうことはやめてくれるかな。上官に目をつけられたくないし」


    　ことさら冷たく言い捨てて、清きよ顕あきは早足でふたりの前から歩み去った。首筋に未練がましい感情が絡みつくのがわかったが、振り切って士官兵舎へ戻る。


    　すぐ机にむかい、航空教範をひらく。勉強しなければならないことは山ほどあり、ダムバゾリクと聯れん介すけに構っている時間は正直、ない。


    　──それだけか？


    　秋あき津つ連邦軍独自の編隊空戦指導要領を覚えていたそのとき不意に、そんな自問が内側から湧わいてきた。


    　──彼らを列機にできない理由は、本当にそれだけ？


    　心の奥から、自分自身へ問いかける声が響いてくる。


    　窓の外の初秋の空を見やる。


    　自問の答えは、自分でもよくわかっている。


    　ふたりを列機にしたくない理由は、権限を越えるからでも、勉強が忙しいからでもない。


    　本当の理由は、全然別のところにある。


    



    　──これ以上、大切なひとを増やしたくない……。


    



    　この時代、この状況でまたさらに大切なひとを増やしてしまえば、それはさらなる悲しみを生んでしまう。


    　ミオとの別れ。イリアとの別れ。バルタザール、セシル、ライナとの別れ。ヴォルテック航空隊の、素晴らしい仲間たちとの別れ。


    　素敵な人々に出会い、言葉を交わし、自分のなかでその存在が重みを増すほど、別れの悲しみもまた大きく、深くなる。寂しさと悲しさと理り不ふ尽じんさに打ちひしがれた心は、夜になると悲鳴をあげていまここにいないひとの名前を呼んでしまう。どんなに手を伸ばしても、声を張り上げても、兵舎を飛び出して星の下を駆かけても、ミオのところにも、イリアのところにも、大切なひとのところにはたどり着けないというのに。


    　もうこれ以上、大切なひとを増やしたくない。もしも列機を受け入れたなら、きっとまたいつのまにか、あのふたりの存在が自分にとって大きくなる。自分がいま大切にしているひとの重みが消えていき、いま目の前に生きているひとの重みが増していく。


    　その事実に、耐えられない。


    　あまりに感傷的な、甘っちょろい考えだとわかっているが、しかし自分のなかにはもうこれ以上、かけがえのないひとを収納する場所がない。新たに大切なひとを増やしてしまうと、かつて大切にしていたひとを押しのけてしまいそうで怖い。


    　だからもう、ひとと積極的に交わりたくない。悲しみや寂しさの源みなもとをこれ以上、自分のなかに抱え込んだってなんの意味もない。


    　できる限り、ひとりでいたい。


    　この秋あき津つ連邦において、いまの自分にとって大切なひとはひとりだけで充分だ。


    　──かぐらさん。


    　エリアドールの七人のうち、ただひとり、いまでもずっと連れだっているひと。目の前で死なせてしまった姉の由ゆ美み子こにそっくりな、凜り々りしく優しい女性剣士。


    　──元気ですか。かぐらさん。


    　窓の外を眺めながら、かぐらのいまを案じた。


    　飛空要よう塞さいオーディンを脱出して秋津連邦に戻った直後、突然かぐらのもとへ慧え剣けん皇こう家けの使いが訪れた。かぐらはそれから慌あわただしく準備を整え、清きよ顕あきに「また必ず会えるから」と笑え顔がおで挨あい拶さつをすると、使者とともに皇都「箕み鄕さと」へと旅立ってしまった。


    　軍関係者の誰も、詳細を聞かされていなかった。ただ、慧剣皇家は東方民にとって二千年以上の長きにわたって「神の一族」と崇あがめられた、やんごとない存在だ。他民族との連邦制に移行してからは実権をもたず、あくまで東方民の民族的独自性の「象徴」としての存在である。


    　権力こそないが、しかし東方民に対しての皇家の影響力は現在でも非常に大きい。そんなところからの呼び出しを受けるかぐらがいったいなにものなのか、清顕は改めて不思議に思う。


    　──サムライの家系、ということは聞いていたけど、かなり身分が高かったのかな……。


    　皇家からわざわざ呼び出されるのだから、それに間違いはないだろう。いまにして改めて、これまでずっと近くにいたひとの素す性じようをろくに知らない自分の迂う闊かつさも悔やまれる。


    　──また会えますよね、かぐらさん……。


    　他国に別れてしまった仲間とは違い、かぐらは同じ秋津連邦にいる。会おうと思ったならなんとか会える状況であるのが救いだ。かぐらが皇家でどんな待遇を受けているかはわからないが、きっといつものように涼やかに飄ひよう々ひようと、高貴な方々との交流をこなしているに違いない。かぐらとまた会うためにも、この空で死ぬわけにはいかない。明日あしたの空戦も必ず無事に生きて戻ることを誓いながら、清顕は窓の外から航空教範へと視線を戻した。


    



    　†††


    



    　希望に冠かんせられた名は「朱す雀ざく」だった。


    　皇都「箕鄕」に住まう百四十万市民たちは広場や街路に流れ出て、十月の空を見上げ、これまで話に聞くだけだった「空飛ぶ島」の下腹へ地鳴りにも似た歓呼を浴びせた。


    　高度二千メートルを飛ひ翔しようする岩盤から、色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが舞い降りてきて凱がい旋せんに花を添える。幾多の飛空機や飛空艦艇が隊列を組んで周辺を護衛飛行する。かつてウラノスの保有物であったころ「バルセノス」と呼ばれた要よう塞さいはいま「朱す雀ざく」と名を変え、秋あき津つ連邦の守護神として連邦民の戦意を駆かり立てていた。


    　全長二十八キロメートル、全ぜん幅ぷく十五キロメートルに及ぶ巨大な岩盤が、推進装置の唸うなりも轟ごう々ごうと、秋空を塗りつぶす。市民たちは熱狂を隠すことなく、空に生まれ出た新たな希望へ拍手とバンザイを送り、返す刀で地上へ目をやり、数十台のトラックの荷台に載せられたウラノスとセントヴォルトの虜りよ囚しゆうたちへ罵ば声せいと嘲ちよう笑しようを送り込んだ。


    「いいざまだ、卑ひ怯きよう者ものの腰抜けが!!」「恥を知れ、野蛮人!!」「裏切り者は皆殺しだ!!」


    　言葉だけでなく、路ろ傍ぼうの小石まで投げつけられる。二か月前まで互いに戦っていたウラノス人とセントヴォルト人が同じ荷台に詰め込まれ、うなだれたままで秋津人の投石に耐える。メスス島オデッサと飛空要塞バルセノス上で行おこなわれた前ぜん代だい未み聞もんの三つどもえの戦いは、地政の優位を生かした秋津連邦の勝利に終わっていた。鹵ろ獲かくしたバルセノスは方ほう向こう舵だも推進装置も破壊されておらず、現在、ウラノス乗組員を尋じん問もんして操縦・運用を研究中。この巨大な空飛ぶ島が戦力を積載して前線へ出たなら、多島海制せい覇はも夢ではない。秋津人たちの興奮は、とどまるところを知らない。


    「ウラノスを滅ほろぼせ!!」「セントヴォルトを屈くつ服ぷくさせろ!!」「多島海は秋津人のものだ、異民族を叩たたき出せ!!」


    　威勢のよい言葉が群衆から吐き出される。第二次多島海戦争の戦せん端たんが切られて二か月、連邦民の戦意は高こう揚ようする一方だ。普段はそれほど仲がよいとはいえない東方・央州・西せい方ほうの三民族も、戦争がはじまってからは一致団結して海のむこうの白色民族へ対抗している。上空を航過する「朱雀」の威容に煽あおられて、市民の間へすでにこの戦争に勝ったかのような勇ましい言葉が伝でん播ぱしていく。


    　一方──。


    　熱狂する皇都箕み鄕さとの中心地では、半径二・五キロメートルの円周を描えがいて、広大な森が冷え冷えとしていた。朱雀から箕鄕を見下ろしたなら、灰色の建築物の絨じゆう毯たんのなかに、濃緑色の円い座布団を敷いたように見えるだろう。さらに目を凝こらせば、深い森のなかに外がい郭かくと内郭を備えた総そう曲くる輪わ造りが見て取れる。


    　青々と水をたたえた二重の堀ほり、迷路のごとく入り組んだ高い石垣と白塗りの塀、経路の屈折ごとに配された物見やぐらを十以上も越えたのちにたどり着く壮麗な本殿。慧え剣けん皇こう家けの住まう「御所」である。


    　その本殿から少し離れ、百ひやつ花かの濡ぬれ匂におう庭を越え、透明な水をたたえた人工池のほとり、御所でも最も深しん閑かんな一角に奥御殿があった。


    　池にまでせり出した翼よく屋やは高たか床ゆか式しきで、床下に水面がきらめいていた。秋津連邦の軍服を身につけた紫むらさきかぐらは、その翼屋の[image: ]すのうちに正座して、目を閉じていた。


    　肌はだに吸い付くような黒を基調とした軍服。胸の銀モールと赤い一本線の肩けん章しよう、詰め襟えりには燕つばめをあしらった赤い徽き章しよう。


    　慧え剣けん皇こう家けを守護する慧剣近この衛え師団の礼装だった。


    　秋あき津つ連邦軍の支配下に入らず、自みずからの意志で戦闘を遂すい行こうできる独立戦闘単位。重じゆう巡じゆん空艦四隻せきと迎げい撃げき戦闘機百機、一万三千の地上兵からなるこの超精せい鋭えい兵団の目的はただひとつ、慧剣皇家の守護である。かぐらが身につけている礼装は、近衛師団のなかでも最精鋭のみが配属される、慧剣皇家の身辺警護部隊「神しん明めい隊たい」のものであった。


    　水上の翼よく屋やにはただ澄み切った静寂があるのみ。中の島で鳴くセキレイが静けさをより深める。清涼な水気を含んだ風が高こう欄らんのうちを吹き抜けて、後ろでまとめた髪がそよぐ。かぐらは目を閉じて正座したまま微動だにしない。


    　と、背後から声がかかった。


    「そなたには、あれが希望に見えるか？」


    　かぐらは目をひらいた。


    　網もう膜まくに映し出されたのは、彼方かなたの空を飛ひ翔しようする「朱す雀ざく」の威容だった。声の主ぬしは返事を待たず、かぐらの横を素通りして張り出した板の間の突端まで歩くと、朱雀を背後の空に背負うかたちで振り返った。


    　漆しつ黒こくの軍服に二条の金モール、左胸に大だい勲くん位い桜おう花か宝ほう章しよう、肩けん章しようは金の一本線──近衛師団長の礼装だ。


    「わたしには破は滅めつの使者に見える」


    　やや高く、品のよい声には憂うれいの色が深かった。青白く中性的な顔立ちに、神経質そうな吊つり目、油でなでつけた七・三分けの髪。今年で二十二になった青年にしては、表情の底に苦く渋じゆうが堆たい積せきしすぎている。


    　かぐらは両手を床ゆかに置き、深々と伏す。


    「僭せん越えつながら、わたしも同じ心情です」


    　板の間へ、率直な言葉を落とした。


    　慧剣皇家第一皇子、大だい威い徳とく親しん王のうは眉み間けんへ悲しみをくゆらせて、かぐらを見下ろす。


    「セントヴォルトで学んだそちには、彼かの国の力がよくわかっておろう。これは勝てる戦いくさだと思うか」


    　大威徳親王が自分に求めているのは、一切の儀礼や形式を省いた率直な言葉だとわかっているから、かぐらはためらわず答える。


    「勝つのは、不可能です」


    「止められぬのか」


    「堰せきは切られました。あふれ出た水は元に戻りません」


    「では秋津の民は滅ほろびるしかないというのか」


    　親王の言葉に、かぐらは軽々しく返答ができない。


    「それがわかっていながら、なぜわたしはなにもできぬ」


    　おのれの無力さを嚙かみしめるように、親しん王のうはかすれた言葉を絞り出す。連邦制以前の治世とは違い、現在の慧え剣けん皇こう家けに実権はない。国家存そん亡ぼうの危機に気づいていながら、君くん臨りんするだけで政治的な力をなにももたない歯がゆさが、親王をいら立たせている。


    　──お優しいかただ。


    　──優しすぎて、孤立してしまう……。


    　厭えん戦せん的な親王の態度は、軍部に疎うとまれている。


    　現在、連邦議会は存在しているもののほとんど機能していない。政治の実権を握っているのは、軍部だ。青年将校による政治家への恫どう喝かつや脅きよう迫はくは日常茶さ飯はん事じであり、ときには私し邸ていに乗り込んで暗殺も辞さない。平時であれば許されるはずのない越権行為が、戦時ということでまかり通ってしまう。政治家は軍部の横おう暴ぼうになすすべがなく、戦争遂すい行こうのための法案が次々に可決され、連邦民に重税が課せられる。民は貧しさにあえぐが、情報統制されたマスコミは「貧しさの原因はセントヴォルトとウラノスにある」と喧けん伝でんし、塗と炭たんの苦しみを海のむこうの異民族へと転化している。


    　親王の立ち位置からは、この戦争の愚おろかしい構図のすべてが見て取れる。だからこそ歯がゆくて、無力さが情けなくて、言っても仕方のない言葉となって排出される。


    「友愛を唱えても虚むなしい。みなが暴力を信しん奉ぽうするこの時代では……」


    　皇都上空をゆったりと航過していく朱す雀ざくを見上げ、親王の嘆き節ぶしは終わらない。かぐらはせめて、黙ってその言葉を受け止めようと決めている。側近の誰にも見せることのできない本心を、大だい威い徳とく親王は幼おさないころから「稽けい古こ相手」として連れ従っていたかぐらにのみ見せてくれている。


    　ひとしきりこの世と我が身の境遇を嘆じ終えてから、親王はかぐらを促うながした。


    「愚ぐ痴ちがすぎた。そちにしか言えぬのだ。……一番、立ち合うてくれ」


    「御ぎよ意いに」


    　かぐらは親王の前へ立って翼よく屋やを進み、回かい廊ろうを渡って、二十坪つぼほどの板の間へ入った。


    　部屋の隅の刀とう架かには竹刀しないや木ぼく刀とうや真剣、壁架には刃の入った槍やりや薙なぎ刀なたが架かかっている。ふたりは慣れた様子でやり戸をあけてそれぞれの小部屋に入り、剣術着に着替えて板の間へ戻り、架台から木刀を抜き取った。


    　開始線で一礼を交わし、互いに木刀の切っ先を正せい眼がんに構える。


    　ふたりとも面も小こ手ても防具は一切身につけておらず、白の上衣に藍あい色の袴はかまのみ。本気の打撃が当たったなら怪け我がは免まぬがれない備えだが、躊ちゆう躇ちよなく木刀を打ち込む。


    　かぐらにも手加減は見受けられない。打ち下ろされる一打一打は、常人の骨を砕くほどに容よう赦しやないものだ。


    　親王もまた、翼屋での弱々しい素そ振ぶりは取り払われ、歴戦の古ふる強つわ者もののごとき鋭するどい踏み込みからかぐらの懐ふところへ入り、裂れつ帛ぱくの気合いとともに一撃げきを振るう。細身だが、鍛きたえ上げられた筋肉は膂りよ力りよくに優れ、豹ひようのごとく素早く力強い。古いにしえの剣豪さながら、荒々しくも研ぎ澄まされた太た刀ち筋すじだった。


    　ふたりの間から、身分の差は取り払われていた。


    　ただ無心の剣のみがここにあった。


    　かぐらが七歳、親王が九歳のころからこの場所で共に研けん鑽さんを積んできた。


    　ここで剣を振るう間だけは、生まれ持ったすべてを忘れ去り、互いに一いつ介かいの剣士でいられた。


    　紫むらさき家けは一千年以上の長きにわたり、陰ひなたから慧え剣けん皇こう家けを守ってきた「闇やみの名門」とでも呼ぶべき一族である。


    　皇家の剣術指し南なん役やくであり、神しん明めい隊たいの統率者であり、同時に「執行者」として表に出せぬ仕事もこなしてきた。世せ人じんに名を知られぬ存在でありながら、御所を守るサムライとして慧剣皇家から允いん可かを受けた唯ゆい一いつの士族──それがかぐらの生まれた紫家だ。


    　いまからおよそ十二年前、大だい威い徳とく親王のたっての願いにより、親王と年とし端はの近いかぐらが修しゆ行ぎよう仲間として選ばれた。紫家の主あるじも長老も親王に失礼のないよう、厳しくかぐらに御所における立ち振る舞いを仕込んだが、すぐに子ども同士の気安さでかぐらと親王は身分差を超えて親しくなり、やがて負けん気に身を委ゆだね、相手に勝つためだけに剣の上達を競い合った。


    　そしていまでもまだ、この奥御殿にいる間だけは、親王とかぐらは互いに認め合った剣士であり、ライバルであり、幼おさななじみだった。


    「参った」


    　自みずからの頭ず蓋がいの一寸手前で止まった親王の太刀を上目で見やり、かぐらは降参した。


    　また開始線に戻り、一礼をして、布ふ巾きんで汗を拭ふく。


    「セントヴォルトで剣が鈍なまったか？」


    　親王がややからかい気味にそんなことを言う。かぐらは苦笑いを返すしかない。


    「稽けい古こ相手に苦労しまして」


    「そのようだ。今度はわたしが指南役を務めよう」


    「ご指導賜たまわります」


    　かぐらは冗談めかした言葉を返すしかない。しかし悔くやしさも晴れない。


    「もう一番、お願いします」


    「うむ。構わん。いまのでは物足りぬ」


    　親王もイヤミを返して、開始線に立つ。お互いの負けん気について知り尽くしているだけに、一度の立ち合いで終わらないことは端はなから承知だった。


    　ふたりは一時間ほどもそうやって無心の剣を交わしつづけた。意志と無関係に背負わされた身分の重みも、時代の残酷さも、握りしめた柄つかから伝う友人の一撃がひととき忘れさせてくれた。


    



    　十六．


    



    　古びた毛布が道ばたに捨ててあると思ったら、父だった。


    　セントヴォルト帝国首都セルファウスト郊外、ひとけのない小道の側そつ溝こうに片足を突っ込んで、ぼろぼろの上衣を引っかけ、父はうつぶせに倒れ込んだままぴくりとも動かない。


    　実家への帰り道をひとり歩んでいたイリア・クライシュミットは息を呑のみ、駆かけ寄って、父を助け起こした。


    「父上……っ!?　父上!!」


    　揺さぶり、悲鳴じみた声を間近から送ると、瞼まぶたがひらいて黄ばんだ瞳ひとみが現れた。


    「……わたしを……誰だと思っている……このクソガキども……っ!!」


    　カルステン・クライシュミットは間近からイリアを睨にらみつけて恫どう喝かつを送る。まだ夕刻だというのに、久しぶりに帰省した実の娘がわからないほど酩めい酊ていしているらしい。


    　乱れた長い髪に血がこびりついていた。転んだときにぶつけたのだろうか、こめかみに傷がある。


    「父上、わたしです、休暇で戻りました……っ」


    　ハンカチをこめかみの傷に当て、帰郷を報告する。口のなかで罵ば声せいを転がしてから、カルステンはかすかに痙けい攣れんする瞼を大きくひらいて、ひとり娘の顔を見やった。


    「おまえか。なにをしている」


    「電報で知らせたはずです。いま戻りました」


    「電報？　……知らん。そんなものはどうでもいい……早く起こせ」


    「はっ」


    　おかえり、のひとこともなしに命じる。イリアは父の脇わきの下に手をやって、かろうじて上体を起こした。カルステンは側溝に片足を突っ込んだまま、酒臭い息をまき散らしつつ、呪じゆ詛そをやめない。


    「クソガキども……っ。あいつらの親を知っているぞ。二十年前、出しゆつ征せいもせずにこのクソ田舎いなかに引っ込んでいた臆おく病びよう者もののクズだ。クソから生まれた蛆うじ虫むしどもが、身の程もわきまえずにこのわたしに侮ぶ辱じよくを……っ!!」


    　黄おう濁だくした瞳に微細な血管を走らせ、カルステンは低俗な言葉で近所の子どもを罵ののしる。


    　さっき立ち寄った、顔なじみのパン屋の女主人が言っていた。このあたりの悪ガキが、酒を買いに出かけたカルステンを見かけるたびにからかいや嘲ちよう笑しようを浴びせ、なかには石を投げるものまでいるという。


    　いつも酒に酔っていて、ろくに櫛くしもいれない長い髪にぼろぼろの服をまとった父のすがたは、ホームレスそのものだ。


    　かつて「空の王」と呼ばれた英雄の成れの果ては、郊外の住宅地の退屈な日常に飽き飽きした少年たちにとって、格好の玩おも具ちやだろう。


    　父の肩を支え、イリアは唇くちびるを嚙かみしめて、路上に立たせる。


    「帰りましょう。父上。傷の手当てを」


    「こんなものは怪け我がのうちに入らん。酒だ。酒をよこせ」


    　父の指が痙けい攣れんしていた。


    「父上。アルコールを控えられては」


    　父の肩を支え、家路をたどりながら諫いさめると、カルステンは幽ゆう鬼きじみた瞳ひとみをぎろりと剝いて、


    「いつからわたしに意見できるようになった」


    「……ですが」


    「おまえもあのクソガキどもと同じだ。わたしに偉そうな口を叩たたくなど百年早い」


    　イリアは口をつぐんだ。この父に意見することは、逆効果しか生まない。


    「とにかく、家へ」


    「酒だ、ばか者。酒を買ってこい」


    「大声はやめてください。買ってきますから……」


    　あまりの醜しゆう態たいに悲しくなってきて、声が翳かげる。


    　暴れる父を支えたまま酒屋に入り、ブランデーを一本買って、イリアは約二年ぶりの我が家へと戻った。


    



    



    　前に帰ったときもひどいありさまだったが、今回はさらにひどくなっていた。


    　家のなかに入り、荷物を置いて、リビングの様子を眺め渡したイリアはため息をついた。


    　ろくに空気の入れ換えもしていないらしく、饐すえたアルコールの匂においが立ちこめている。洗い物がそのままのキッチン、テーブルに載り切らず、床ゆかにこぼれ落ちた酒さか瓶びん。廊下は埃ほこりが堆たい積せきしていて、靴のあとがそのまま残った。


    「掃除します、父上」


    「勝手にしろ」


    　カルステンは階段に腰を下ろすと、娘に目もくれず、ボトルの先を口に突っ込んでそのままあおる。青ざめた顔にわずかに血の気が戻った。


    「なんだ。文句があるのか」


    　黙って見下ろすイリアの視線に気づき、カルステンは娘を睨にらみつけた。


    「せめて、量を控えられては」


    　こらえきれず、また言った。父の表情が歪ゆがむ。


    「わたしを誰だと思っている。誰に意見しているかわかっているのか」


    「……………………」


    「わたしは、空の王と呼ばれた男だ!!　あの空では、誰もわたしに太た刀ち打うちできなかった！　どんなベテランだろうが、わたしのケツを拝むこともできなかったのだ!!」


    「はい。そのとおりです」


    「わかっているなら、その目をやめろ!!　誰がおまえを育てたと思っている!?」


    「父上です」


    　過去にすがりつく父のすがたが情けなくて、泣きたくなってくる。しかしイリアは懸けん命めいに、不器用な言葉を紡つむいで父をあやす。この父を黙らせて酒を取り上げるには、過ぎ去った栄光の日々にひたらせておくのが最善だ。


    「二度と意見するな。誰もわたしに逆さからってはならぬ！」


    　カルステンは再びブランデーをあおる。酩めい酊ていのうちに、過去の空戦場が甦よみがえってきて、幸福だった時代の記憶に溺おぼれられる。


    　イリアは父をその場に置き去りにして、二階の自分の部屋に戻った。


    　カーテンをあけて、窓のむこうで夜が空を覆おおっていく様子を見上げ、電気を点つけた。長旅を終えてひと息つく間もなく、イリアは軍服を脱いで部屋着に着替え、マスクをつけ、腕をまくりあげて階下に降り、掃除に取りかかる。


    　母はイリアが六歳のころに家を出ていってしまった。父は家事などなにもできず、食事も缶詰とパンばかりだった。飛空士になるための英才教育を施されながら、イリアが家事を覚えるしかなかった。


    　洗い場をきれいにして、散乱したゴミを袋に突っ込み、酒さか瓶びんを片付け、床ゆかを掃はいて、雑ぞう巾きんをかけ、なんとか人間が住めそうな空間に戻していく。リビングの掃除を終えて、書斎へと足を踏み入れる。ここにも机と床に新聞と雑誌が散乱していて、その隙すき間まから酒瓶が顔を覗のぞかせていた。


    　すさんだ父の内面を、家のありさまが映し出している。


    　いつも怒っていて、他人を怒鳴り散らし、酒を飲めば過去に逃げ込み、自分が王として君くん臨りんした空にすがりつくカルステン。イリアはその父から撃げき墜つい王おうになるための訓練のみを幼少期から施されてきた。


    　掃除していると、過去の記憶が甦ってくる。


    　少女らしい扱いを受けたことは、ない。


    　髪を短く刈り込み、男言葉を使うよう厳命され、裏庭の飛空機のコックピットが唯ゆい一いつ与えられた玩おも具ちやだった。


    　まわりの女の子がかわいらしい服を着てままごとに興じているときも、イリアは操縦桿かんとスロットルを握って仮想の空を飛ぶことを強制された。


    　思春期に入って、反抗する気持ちが芽生えなかったかと言われればウソになる。


    　一方的に自分の願望を押しつけて、飛空士になる以外の選択肢を与えなかった父に、恨みさえ抱いだいた。


    　十二歳のころ、ついに耐えきれなくなって、家を出たことがある。


    　父は血ち眼まなこで聞き込みをして、三日三晩イリアの名を大声で呼びながら近所中を徘はい徊かいし、ついに警察の厄やつ介かいになってしまった。教会に逃げ込んでいたイリアは神父からその話を聞き、身み柄がらを引き受けに警察署へ行った。イリアの顔を見たカルステンは左腕で殴りつけ、その場で警察に取り押さえられた。イリアは泣きながら父の行為を謝罪して、ふたりで家路をたどった。


    　帰り道、父はずっと黙っていた。


    　イリアは父の後ろを歩きながら、泣きっぱなしだった。


    　正直、どうしてこんな父のもとに生まれついてしまったのか、我が身の不幸を呪のろった。けれどイリアはそのとき以来、父に反抗したことはない。家路をたどる父の背中が、なぜか泣いているように見えたからだ。


    　父もまた、自分を制御できないのだ、となんとなくイリアは思った。


    　栄光の過去と、情けない現在と、見えない未来が、父を苦しめている。


    　子ども心に、それがわかった。


    　──混乱しているんだ……。


    　掃除をしながら、十九歳になったイリアは、父のことをそう思う。


    　──坂さか上がみ飛ひ曹そう長ちようとの一騎討ちで、すべてを失った自分を、受け入れられない……。


    　──ただ一度の敗北を、認められない……。


    　心が痛みに軋きしんだ。あまりにも父が哀れだった。　


    　唇くちびるを嚙かみしめて、床ゆかの新聞雑誌を片付けていく。軍事研究や戦記が並んだ本棚の埃ほこりをはたいて、雑ぞう巾きんで磨いていたそのときふと、棚の片隅にスクラップブックを一冊見つけた。


    「……？」


    　父の蔵書にしては異質なものを感じて、なんとなく手に取って、なかをひらいた。


    「あ…………」


    　収められていたのは、イリアの新聞記事だった。少し色あせた写真のなかでぎこちない笑みを浮かべているのは、全部イリアだ。


    「……!?」


    　心臓が大きく跳ねた。


    　震ふるえる手で、ページをめくった。


    　エアハント士官学校に入ってからいままでのイリアの軌き跡せきが全部、丁てい寧ねいに切り抜かれて収められていた。


    　エリアドールでの敵中翔しよう破はを成功させたとき。清きよ顕あきとの模も擬ぎ空戦の顚てん末まつ。オペレーション・ジュデッカの際、エアハント島を守って戦ったこと。卒業後、ヴォルテック航空隊に所属してシエラグリード沖海戦を戦い抜いたこと。何紙もの新聞、何冊もの雑誌にわたって、同じ事象を扱った記事が全部スクラップされていた。


    「父上」


    　胸の奥が、灼やけた。


    　イリアが活躍するたびに、父はたくさんの新聞雑誌を買いあさり、すべての記事をこうして切り抜いて集めていた。


    　瞼まぶたの裏に、左腕ひとつで新聞を切り抜いている父のすがたが浮かんだ。


    「父上……」


    　父は過去に溺おぼれているだけではない。


    　イリアを通して、いまを生きている。


    　イリアの未来を、楽しみにしている。


    　その単純な事実が、たまらなくうれしい。


    　イリアは本を胸の前に抱きしめた。

  


  [image: ]


  
    　言葉と態度では伝わらない父の本当の気持ちが、この本を通して痛いほど沁しみてきた。不器用で、飛空機の操縦以外になにも知らず、年の離れた娘とどう言葉をかわしてよいのかもわからない父だが、こんなにも自分を愛してくれている。それだけで充分だった。


    「わたしは空の王になります、父上」


    　ワルキューレのアクメド、ウラノスのカーナシオン。


    　彼らのいる領域へ、いつか、必ず。


    「わたしが、空を統すべます」


    　まだ半分ほども、スクラップブックは空からのままだった。この空白をすべて満たして、父を喜ばせてあげたい。そう思った。


    



    



    　イリアは一晩、自宅に泊まった。休暇は短く、往復の日程も考慮すると、それ以上の滞在はできなかった。


    　父は昼ごろに起きて、イリアの買ってきたパンを食べながら、近所の住民や秋あき津つ人じんや気に入らない政治家へ悪態をつき、絶え間なく酒をあおった。イリアは黙って頷うなずきながら、もう何百回聞いたかもわからない過去の空戦話を聞かされた。


    　聞き飽きた話だったが、その途中で、空戦機動に関する質問や、実際の空戦における敵機の追い詰め方などを尋ねると、父は喜き色しよく満まん面めんの面おも持もちで講釈を垂れた。


    　実際の空戦場を経験したイリアだから、父の言葉の深みが理解できた。ヴォルテック航空隊の誰からも聞いたことのない独自の理論と哲学が、父の言葉の奥にあった。


    　──やっぱりこのひとは、空の王だ……。


    　そのことが理解できて、イリアはとてもうれしかった。同じ戦いの空を飛んだからこそ、イリアにも父の凄すごみが骨身に沁しみた。


    　父の酒は進んだ。イリアが質問を発するたび、これまで見たこともないほど得意げに、おのれが築き上げてきた空戦理論を開かい陳ちんしてくれた。こんなに父とふたりきりで会話したことはなかった。帰郷してよかった、とイリアは思った。


    　カルステンは酩めい酊ていして、夕方にテーブルに突っ伏して寝た。イリアは帰りの荷物をまとめて、父の背中に毛布をかけ、いくばくかのお小遣いをテーブルに置き、実家をあとにした。


    　帰り道、胸の奥が温かくなっていることがわかった。


    　父のために戦おう。


    　イリアは決意を新たにした。


    



    



    　帝紀一三四九年、十月、サントス島シエラグリード──。


    　輸送用の大型飛空艇に乗って慌あわただしく戦場へ戻ったイリアを出迎えたのは、見たことのない戦闘機だった。


    　シエラグリード第一飛行場の格納庫前にはヴォルテック航空隊の同僚たちが群れていて、珍しい形状の戦闘機を眺めながらわいわい騒いでいた。イリアもそのなかに紛まぎれて、真新しい銀色の機体の鼻先を眺める。


    「これが同どう軸じく二重反転プロペラ……。はじめて見ました」


    　二重に据すえられた四枚翅ばねはいかにも気き性しようの激しい悍かん馬ばを想像させる。説明によればエンジンの出力が大きいため、これで空気抵抗をねじ伏せる必要があるらしい。翼が湾曲しており、正面から見ると機き影えいがＷ字形をしていて、見栄えもなんだか未来的だ。


    「翼に二十ミリ機き銃じゆう四門、胴体に十五ミリ機銃二門。すげー火力だな。エンジンはターボプロップ。巡航での燃費がよくって、理屈では音速の手前まで行けるってよ。戦闘機に積んでどんだけ使えるかはわからんが、とりあえずやってみろ、って話らしい。この時期に試作機を実戦投入ってことは、戦争が早く終わりそうだから焦あせってる連中がいるんだろうな」


    　下士官飛空士の親分格、先任搭乗員マクガイアが軽口を叩たたき、周辺の同僚もにやにや笑う。予想よりも遙はるかに順調に南多島海の戦況は推移しており、このままでは実戦データを得られないのではないかと危き惧ぐした航空技術[image: ]しようが、試作機を無理やりにねじこんできたのではないかと噂うわさされている。隊員たちはそんな事情がわかったうえで、新型機に乗ることを願っている。新しい玩おも具ちやに乗りたいと願うのは、飛空士の本能だ。


    「名称はベオストライクＦ１Ｆ。帝国期待の暴れ馬だ。乗りたいやつ、いるかー」


    　マクガイアが冗談めかして呼びかけると、当然のように居合わせた全員が声をあげる。


    「乗りたーい。あたし乗りたーい」


    「あたしも乗るー。仕組みよくわかんないけど、なんかかっこいいよ、未来っぽいー」


    　双子の飛空士ルル・スコットとララ・スコットがぴょこぴょこ跳ねながら能天気にはしゃぐ。この一か月、ヴォルテック航空隊の面々は連戦に次ぐ連戦だから、新型機の投入のような明るい変化は素直にうれしい。


    「ねー、イリアも乗りたいよねー……ってあれ？　どしたん？」


    　イリアにまとわりつこうとしたルルが、怪け訝げんそうな顔を上げた。


    「あ、いえ……なんでもありません」


    「顔色、悪いよ？　この子、嫌い？」


    「そんなことは……。いい機体だと思います」


    　ごまかして、イリアは平気な表情を取り繕つくろうが、この新型機を観察すればするほど、不吉なものが脳のう裏りをかすめる。


    　──わたしは、この機体を見たことがある。


    　──あの不思議な夢と、同じだ……。


    　イリアが思い出しているのは、いまから約二年前、エリアドール飛空艇で敵中翔しよう破はした際のことだった。


    　旅路の途中で停泊した島で眠ったときに見た、あまりに現実に近い質感をもった夢。


    　燃え上がる都市の上空を、イリアは機首付近に白はく狼ろうのノーズアートをつけて、この機体で飛んでいた。そして涙を流しながら「黒ウサギ」を追い詰め、必ひつ中ちゆうの距離に寄せて、撃った……。


    　たかが、夢だ。


    　しかしその夢で見た未来の機体が、こうして現実となって目の前にある。


    　エリアドールで敵中翔しよう破はした際、セントヴォルトと秋あき津つ連邦は同盟関係にあった。しかし現在、ふたつの大国は袂たもとをわかち、来きたるべき決戦の日に備えている。


    　イリアと清きよ顕あきが互いに敵として空戦場で出会う可能性は、ある。


    　不吉な予感が、思考の底をよぎる。


    　──わたしはこれに乗り、坂さか上がみと戦う……というのか。


    　まるで予あらかじめ、戦うことが定められていたかのように。


    　イリアは、拳こぶしを握りしめる。


    　──坂上を撃てるのか。わたしに。


    　イリアは遙はるかな未来を見み据すえて、空に問いかける。


    　ベオストライクの湾曲した翼に映り込んだ自分の顔は、苦しそうに歪ゆがんでいた。


    



    



    　その夜──。


    　格納庫で整備員と一緒にターボプロップエンジンの取り扱い要領を勉強していたイリアのもとへ、一通の手紙が届いた。


    　差出人は、セシルだ。


    　セシルはほとんど月に一枚のペースで手紙を送ってくるから、そう珍しいものではない。あとでひとりの時間に読むことにして、作業着のポケットに手紙を突っ込み、夜遅くまで整備を手伝いながら、エンジンの構造を把握することに専念した。


    　作業が終わり、整備員に挨あい拶さつをして兵舎へ戻る道すがら、イリアはなんとなくサントス島の星空を見上げた。


    　南多島海に降りたって眺める星も、北とそう大した違いはなかった。ついこの間まで、高度二千メートルに浮ふ揚ようする飛空要よう塞さいオーディンにいたから、あちらで見る星のほうが鮮せん烈れつさは遙かに優まさっている。


    　ここサントス島攻略戦は、二週間前に終わったばかりだ。


    　飛空要塞を足がかりにして、セントヴォルト海空軍はサントス島の防空施設を完かん膚ぷなきまでに破壊し、ハイデラバード地上軍を空から一方的に痛めつけた。シエラグリード沖海戦において海上戦力を失ったハイデラバード軍になすすべはなく、サントス島は拍ひよう子し抜けするほどあっさりとセントヴォルト軍の手に落ち、現在、南多島海における一大軍事拠きよ点てんとして続々と飛空艦艇や陸軍師団が集結しつつある。


    　サントス島を押さえることで大だい瀑ばく布ふに隔へだてられた南北の海を滞とどこおりなく昇降できるし、この大きな島にはコンクリート防御壁をもつ沿岸砲ほう台だい群、複数の埠ふ頭とうをもつ軍港、超弩ど級戦艦を収容できるドックもある。セントヴォルトが南多島海を制せい覇はするためには、サントス島の維持と発展が必要不可欠だ。


    　しかしセントヴォルト軍兵士を見つめる島民の目は、暗く冷たい。


    　七年前のシルヴァニア王家壊かい滅めつ以来、何度も戦火にさらされ、めまぐるしく支配者が入れ替わり、島民の心は傷つき疲ひ弊へいしている。圧倒的な航空攻撃で地表面を焼き、土足で故郷に踏み入って続々と軍隊を呼び寄せるセントヴォルト人へ、好意的な感情をもつはずがない。


    　征服した地域においてなにより重要なのは、被支配者である現地人を味方につけることだ。


    　現地人が征服者を好意的に受け入れることで、支配地域での経済活動は円えん滑かつになる。現地人が運営している市場や交通機関を安全に利用できるし、現地人に誰が部外者なのか、新しん参ざん者ものなのかを教えてもらえれば敵の工作員が潜入活動をしづらくなる。また、島内のあらゆる場所に居住空間をもつ現地人の情報ネットワークは、敵軍の動きをいち早く察知するのに非常に便利だ。沿岸部の住人を味方につけて電信機の扱いを教えれば敵飛空機の飛来とその針路を教えてくれるし、同じく漁師に電信機を持たせれば近海を遊ゆう弋よくする敵海上戦力の動向を迅速に察知できる。空戦で被弾しパラシュート降下した敵飛空士が島に降り立ったなら、好意的な現地人が捕ほ縛ばくして味方の拠きよ点てんへ連行してくれることもあるだろう。


    　島民が味方につくことで、戦地の生活が円滑かつ安全になり、敵の諜ちよう報ほう活動を封じ込めることができ、さらに重要な情報を入手できる可能性が飛躍的に高まるわけである。さらに支配地域を奪われた場合も、住民の気持ちがセントヴォルトに傾いていたなら、情報の横流しはもちろん、残置諜報者を支援してくれたり、ゲリラ化して敵進駐軍を苦しめることも可能だ。広大な戦域に多数の孤島が点在している多島海においては特に、重要な位置にある島の民をいかに味方につけるかが、戦局を左右するといっても過言ではない。だから現在、作戦司令部はなんとかサントス島の住民感情を慰なぐさめ、手なずけようと躍やつ起きになっている。


    　──確か、バルタさんがサントス島住民宣せん撫ぶの担当官だったはずだが……。


    　先月、清きよ顕あきとかぐらを牢ろうから逃がして以来、まったく連絡がない。もとから定期的に連絡を入れるようなひとではないから心配はしていないが、おそらく同じ島にいるはず。誰からも音おと沙さ汰たがないのは、少し不安ではある。


    　なにしろ、軍法を犯して清顕たちを脱だつ獄ごくさせた主犯がバルタザールだ。


    　軍警の捜査の手が及んでいるのではないか、心配にもなる。


    　清顕たちの脱獄が知れてから、ヴォルテック航空隊にも軍警察官の捜査が入った。イリアも尋じん問もんを受けたが、予あらかじめレオたちと打ち合わせたとおり、事件のあった日はみなと酒を飲んでいたと言ってごまかした。軍警は不満そうだったが、作戦司令部からの横やりが入っているらしく踏み込んだ捜査は行おこなわれていない。風の噂うわさではなにやらシルヴァニア旧王家がこの一件に絡んでいるらしく、サントス島の宣撫工作を急ぎたい作戦司令部としては、なんとかうやむやにして戦務の隙すき間まに流し去ってしまいたい様子だという。


    　──バルタさんの業務に支障がなければいいが……。


    　そんな心配をしながら、女性士官兵舎に戻り、ようやくセシルからの手紙をあけた。


    　入っていたのは便せん一枚。セシルの手紙にしては短い部類だ。


    　しかし内容は、イリアを驚かせるものだった。


    



    『親愛なるイリア


    



    　元気ですか？　わたしも元気です。イリアが無事に空を飛んでいることを毎日祈ってます。


    　突然ですが、わたしはセルファウスト士官学校を辞めました。


    　卒業まであと五か月だったのですが、いろいろな事情があって、どうしてもそうするしかなかったのです。


    　理由は、いまは言えません。


    　これからのことも、まだ話せないです。


    　だからわたしの新しい連絡先も、しばらくイリアに教えられません。


    　次にまたイリアに会うときは、きっと、いままでとは違う立場になると思います。


    　騙だましていたわけではないのですが、みんなに言えない秘密がわたしにはあって、その秘密と向きあわなくてはならなくなったのです。


    



    　でも信じてほしいのは、わたしは「エリアドールの七人」の絆きずながとても大好きで、みんなとのあの誓いをいつも胸に抱いだいている、ということです。


    　いままでも、これからも、ずっと、あの誓せい約やくを守りつづけます。


    



    　しばらくお別れですが、必ずまた会えます。


    　どうかそれまで、イリアも元気でいてください。無む茶ちやはしないで。自分の安全をいつも考えて、空を飛んでくださいね。


    　また七人みんなと笑って会うために、わたしもがんばります。


    



    
      あなたの親友　セシル・ハウアー　』　　　

    


    



    



    　読み終えて、イリアはしばらく呆ぼう然ぜんと文面を眺め、それから二回、短い手紙を読み直した。


    　意味が、わからない。


    「セルファウスト士官学校を……辞めた？」


    　セシルは四回生で、しかも首席だ。毎日を猛勉強に費やして、このまま行けば作戦司令本部勤務も夢ではない、というところまで来ていた。それだけの好成績を収めていて、卒業まであと五か月を切っているというのに、なぜすべて投げ捨てて辞めなければならないというのか。


    「秘密とは、なんだ……？」


    　セシルとは七年前、ギムナジウムで出会って以来の付き合いだ。いつも明るく元気で、そんなたいそうな秘密を抱え込んでいるようには見えなかった。


    　考え込み、ふと、先月の脱だつ獄ごく作戦におけるバルタザールの言げん動どうを思い出した。


    『セシルに頼まれたため、今回の奪だつ還かん作戦に関しては、仕方なくおれが指揮を執とることになった。異存はあるか』


    　ライナとイリアと一緒に作戦を計画する際に発した一言だ。あのときは性急に作戦を立案する必要があったため流してしまったが、なぜバルタザールがセシルの顔をそこまで立てるのか、疑問ではあった。


    　──あの脱獄の件と、セシルの退学は、関係があるのではないか……？


    　秋あき津つ連邦軍がふたりを回収するために潜水艦を派遣したことといい、イリアには見えない、巨大ななにかがあの事件の背後に流れていた。その流れのなかにもしかすると、セシルのいう「秘密」が隠されていたのではないか。


    　イリアはもう一度文面を読み返して、手紙を机の引き出しにしまった。いくら推論を重ねても、現時点では答えにたどり着けそうにない。


    「必ずまた会えます……か」


    　セシルのその言葉を信じるしかない。いつかまた出会うその日に、疑問の答えを受け取るのだろう。


    　イリアはカーテンをあけて、窓の外の星を眺めた。


    　離ればなれになった仲間たちも、いまこの同じ星を見上げているのではないか。


    　顔を見ることもできないし、どこにいるのかわからないひともいるけれど、きっといまも悩み苦しみ傷つきながら、懸けん命めいにおのれの道を歩んでいるだろう。


    　そしていつか、分かたれたそれぞれの道が交差したとき──なにが起こるのだろう。


    　思考が、冷えた。


    　──たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない。


    　いやな予感を振り払うように、その誓せい約やくを胸のなかで唱える。


    　──友情は、永遠だ……。


    　きっとどこかで同じ星を見上げている仲間たちへ、イリアは誓いを送り届けた。


    



    　十七．


    



    　きらめく星を見上げ、清涼な大気を胸いっぱいに吸い込んで、ミオ・セイラは両手を夜空へ差し伸べた。


    　目に見えない、なにか優しくて温かいものが星の向こう側から降り下りてくる。ミオは背伸びするようにしてそれを受け止め、ともすれば凍いてついてしまいそうになる心へ塗り込めた。


    



    　帝紀一三四九年、十月上旬、ウラノス王都プレアデス、ラミア離宮──。


    



    　王都の空を圧するカイ・アンドロス方面艦隊の帰還を見上げてから、およそ三か月が経たっていた。


    　表面には見えづらいが、あの日から確実に、変化したことがある。


    　ミオは円えん塔とうの屋上にある、ドーム型の構造物の頂部へと目線を持ち上げた。


    　少女がひとり、胸のペンダントに両手を当てて、じいっと天頂を見上げている。


    　いまのミオの主あるじ。


    　ウラノスを継ぐもの。


    　──ニナ・ヴィエント。


    　風のない夜だ。南の空にある月が「風呼びの少女」の輪りん郭かくを縁ふち取どって、銀ぎん斑ぱんの星空から浮き立たせる。


    　星へ祈りを捧ささげているように見えるがそうではない。


    　これは訓練だ。


    　ニナがもつ「力」を研ぎ澄まし、より自由自在に扱うための特訓。


    　ただ佇たたずんでいるのではない。ニナはいま心を静め、意識のより深いところへ降りていって、彼女にしか聞こえない声を聞いている。


    　──風の言葉を、たぐり寄せてる……。


    　ミオにはそう見える。


    　三か月前、ペンダント越しに不思議な遠えん隔かく地ち通信を行おこなって以来、毎晩ニナは休むことなくこの訓練に励んでいる。


    　しかし、風はいつも常のままだ。「風呼び」と呼ばれる不思議な大気の流れは感じられない。


    　ミオはこれまで一度もニナが風を自在に操あやつるすがたを見たことはない。それどころか頻繁にニナが疲ひ弊へいして倒れてしまうため、ミオがいつもこうして付き添っているのだが……。


    「あっ……」


    　思わず声がもれる。まただ。ミオはドームの傾斜を駆かけ上がり、倒れかけのコマみたいに揺れはじめたニナの背中を抱きとめる。


    「ニナさまっ!!」


    　背中を支えたまま、ゆっくりと身を屈かがめ、胸にニナを抱いた。歯の根が震ふるえ、手足がわずかに痙けい攣れんしている。首筋に微細な血管が浮き出て、冷たい汗がブラウス越しに感じられる。


    「……んっ……」


    　なにかを遮さえぎろうとするかのように、ニナは前方へ差し伸べた手を横へ振る。ミオには見えないなにかに怯おびえている。


    「ニナさま、しっかり、ニナさまっ!!」


    　ミオは強く呼びかけて、ニナを背負い、ドームから降りてベランダを通り抜け、ニナの自室に戻った。


    　カーテンで仕切った小房内。簡素なベッドにニナを横たえ、手を握った。


    　ニナの唇くちびるは氷の海に浸かったように真っ青さおだ。まだ身体からだ全体が震ふるえている。毛布をかけて、ニナの手や頰ほおをさすり、懸けん命めいに呼びかける。


    　ニナはうわごとを繰り返す。見えないなにものかと戦っているらしい。命令するような口く調ちようでなにごとか言葉の断片を口のなかで呟つぶやいたあと、短く悲鳴をあげて、また表情を歪ゆがめて痛みに耐える。


    「ニナさまっ!!　ニナさまっ!!」


    　何度も名前を呼ぶと、ようやくうっすらと野の葡ぶ萄どう色の瞳ひとみがひらいた。


    「ミオ……さん……」


    「ニナさま。大丈夫ですか……？」


    　ニナの表情は死人のように血の気がない。心配で思わず握った手の甲を自分の頰に当てた。


    「……はい。……大丈夫です」


    　ニナはけなげに言葉を絞るが、生せい気きが薄い。


    「あまり無理は……」


    「……いえ。……もう平気です。……いなくなりましたから……」


    　横たわったまま、ニナはミオを見上げて微笑ほほえむ。気丈に振る舞っているが、しかしいまの様子は病人にしか見えない。


    　ミオはなんだか泣きたくなってくる。ニナがかわいそうに思えて仕方ない。


    「……この訓練は……本当に必要なのですか？　なんだか、その……やればやるほど、ニナさまの状態が悪くなっているように思えるのですが……」


    　思わずそんな言葉が出てしまう。この三か月間、毎日つづいている訓練だが、ニナが倒れる割合は日を追うごとに増している。


    「そういうもの……なのです。身体と精神への負担が大きくなっていることは確かですが、それだけ、風の声に近づけているわけなので……」


    　ミオには全く理解できないが、ニナ曰いわく、風を操あやつるには自分の意識を風と同じかたちにしなくてはならない。子どものころは意識しなくてもできていたが、年齢を重ねるごとにこちらからの働きかけ──いうならば「祈り」が必要になり、いまではこうした訓練を重ねていないと「風呼び」の力を維持することができないのだという。


    　しかしこの「祈り」の過程において、風ではなく、ほかの「悪いもの」と心を交わしてしまうことがある。そういうものはニナの内面を侵しん食しよくし、逆にニナを操あやつろうとする。ニナはそのたびに「悪いもの」を自分の内面から追い出すのだが、これは非常に心と身体からだを痛めつけ、疲ひ弊へいさせる作業なのだそうだ。可か憐れんな彼女の内側で行おこなわれる闘争の凄せい惨さんさは、倒れた直後のニナの症状から伝ってくる。


    　この訓練を行うたびに、ニナは心のなかで不ふ可か視しの幽ゆう鬼きの群れと戦うはめになる。助けてくれるものもなく、自分ひとりしか頼れない状況で、心神を喪そう失しつする危険を冒して孤独に戦いつづけるニナ。


    　──こうまでして、その力をもっていなくてはならないの？


    　──なんのために？


    　ミオには正直、理解できない。ニナの生まれもった能力が、彼女に幸せを運んできているようには全然見えないし、むしろ不幸を呼んでいるとしか思えない。


    　イグナシオから聞いた話では、空飛ぶ島イスラに乗っていたころ、ニナにも大勢の仲間たちがいたという。幼少期から政治的に利用され、普通の少女としての経験に乏とぼしく、心を閉ざしていたニナだが、イスラの仲間たちに出会ったことで年相応の生き生きとした表情を見せるようになった。けれどニナはイスラを守るために「風呼び」の力を使い、そのためにウラノスから「[image: ]世神話に予言された救世主」として認知され、強引な手段で王都プレアデスへ連れてこられることとなった。大好きな仲間たちに旅をつづけさせるために、ニナは我が身を犠ぎ牲せいにするしかなかった。以来、この寂しい離宮に四年間以上、ニナは親善大使という名目で幽閉に等しい状態にある。


    　──悲しすぎる。


    　幸福だった時間があまりに短いし、それも「風呼び」の力のせいで手放さざるをえなくなった。この力さえなければ普通の少女として生きることもできたはずなのに、ニナは心身をすり減らしながら力を手放さないよう努めている。


    　──誰のために……？


    　ミオはニナの手をさすりながら、音のない問いかけを重ねた。


    　と、不意に室内から羽ばたきの音が響いた。古い友人が訪ねてきたようだ。ミオは小房のカーテンをあける。


    　フィオは慣れた様子でミオの肩にとまって、ニナを見下ろし、ふぃーと鳴いた。


    　ニナが微笑ほほえみかける。


    「フィオ。心配いらないよ」


    　この賢い鳥は、短くさえずってニナの声に応こたえた。ミオは指先をフィオのくちばしに当て、


    「フィオもニナさまのことが好きなんです。ひとを選んでなついてるから……」


    　ベッドに横たわったまま、ニナは儚はかない視線をフィオへむける。


    「……不思議な鳥ですね。まるで人間の言葉がわかっているみたいな……」


    「……わかっているんだと思います。フィオとは子どものころから一緒にいて……何度か、そういう場面にあってきました」


    　ニナはベッドから半身を起こした。フィオを正面から見つめて、珍しく興味深そうに、問いかける。


    「……詳しくお聞きしても？」


    　ニナがミオに踏み込んでくることは珍しい。人智を超えた能力を持つニナだから、フィオの不思議な生態になにか感じるものがあるのかもしれない。


    　ミオは言葉を選んで、話した。


    「子どものころ、田舎いなかの島に引っ越すことになって、わたし、友達が誰もいなかったから、冗談のつもりでフィオに頼んだんです。友達を見つけて、って。そうしたらフィオが飛んでいって、あとを追いかけたら、ある男の子の頭の上にとまったんです。その子とは、そのあとずっと友達になりました……」


    　清きよ顕あきとの出会いが思い出される。本当は「運命のひとを見つけて」とフィオに頼んだのだが恥ずかしいので言わなかった。


    「フィオは、その子にもすごくなついて。フィオに頼むと、その子のところに行くようになったんです……」


    　話を聞きながらニナは黙ってフィオを見つめ、指先をフィオの間近で横へ流した。


    　まったくためらうことなく、フィオはニナの指に乗り、それから腕を伝って肩にとまった。


    「そうですか……。たぶん本当に、言葉がわかるのでしょう」


    　ニナが目を閉じて首を傾けると、フィオは当たり前のようにニナの頰ほおに身を寄せて甘えた。


    「きっといつか、フィオがミオさんを助けてくれる。……そんな予感がします」


    　ニナはそんなことを言って、再びベッドに横になった。


    　フィオを自分の肩に戻して、ニナが眠るまで、ミオは傍かたわらにいた。


    



    



    　ニナが眠ったのを確認してから、燭しよく台だいを点ともして螺ら旋せん階段を下りた。


    　ニナの体力が特訓を経へるごとに消しよう耗もうしているのは明らかだ。ああまでして風呼びの力を維持する思おも惑わくを推測してみるが、やはり答えはひとつしか出てこない。


    　──ウラノス王位継けい承しよう……。


    　──ニナさまは、ウラノス王になるつもりだ……。


    　きっかけは、あの言葉だ。


    『第二次イスラ艦隊は全ぜん滅めつします』


    　三か月前、イグナシオの断言を受けたニナは、顔を真っ青さおにして、足が震ふるえていた。ミオにはなにが起きているのかわからなかったが、ふたりの前後の会話から推測するに、『カル』と呼ばれるひとがニナを救い出すために艦隊を率ひきいて出港したが、どうやらウラノスに勝てる規模ではないらしい……というところか。


    　──ニナさまは『カル』を助けるためにウラノス王になるつもりでは。


    　──そのために『風呼び』の力を維持しているのでは……。


    　そう推理して、ミオはなぜだか悲しくなった。


    　カルというひとはニナを助けたくて大規模艦隊を率いた。


    　ニナはカルを助けたくて、ウラノス王になろうとしている。


    　──ふたりとも、互いのために行動してる……。


    　──けれど、その結末は……？


    　なんだか、うまくいく気がしない。逆に、悪いことになる予感のほうがなぜだか強い。


    　この世界を支配する残酷な神は、予あらかじめふたりをひどい目に遭あわせるために、いまの状況を設計したのではないか……。そんな根こん拠きよのない不安が爆はぜる。


    　──意地悪なのかな、わたし……。


    　ミオは首を振って、不安を払い落とした。自分自身が運命の悪いた戯ずらに翻ほん弄ろうされて「エリアドールの七人」の絆きずなを自みずから捨て去るしかなくなったから、無意識のうちに他人の運命も同じように悲観的に捉とらえてしまうのかもしれない。


    「やな女だな、わたし……」


    　口に出してそう呟つぶやいて、ミオは余計な推測をやめた。以上はすべて、ミオ個人の勝手な憶おく測そくにすぎない。そもそも自分は一いつ介かいの付き人であり、やんごとない人々の想おもいに口を挟む資格もない。余計なことに首を突っ込まずに、ただゼノンに言われたことを黙々とこなすことに集中しよう。


    　──パパ、ママ、カズキ、ドミニク、ボニタ。


    　──必ずまた会えるからね。待っていてね。


    　戦せん渦かに巻き込まれ、行方ゆくえ不明となったミオの家族をゼノンが捜索してくれている。ゼノンの言うことを聞く限り、希望の灯ひが潰ついえることはない。自分が考えるべきことはそれだけでいい。


    　──わたしがやることは、ゼノンの機嫌を損ねないこと。それだけ。


    　自分自身にそう言い聞かせて、ミオはさまざまな想いを封じ込め、使用人部屋へと戻った。


    



    　†††


    



    　王都プレアデス右岸、オラトリオ地区──。


    　左岸のエヴァンゲリス地区をプレアデスの都心とするなら、右岸のオラトリオ地区は軍事都市に当たる。軍政と軍令を司つかさどる軍務庁の所在地であり、隣接する高層ビルには統合作戦本部も入っている。ウラノスの保有する全戦力の頭脳に該がい当とうするのがここオラトリオ地区だ。


    　ウラノス外務尚しよう書しよ省しよう次官──という身分を肩書きに使用しているウラノス情報部参さん謀ぼう将校ゼノン・カヴァディスは、建物の七階の窓のむこうに広がる摩ま天てん楼ろうを見やりながら、任地から逃げ戻ってきた部下の弁明を背に受けていた。


    「……以上の経緯により、飛空要よう塞さいオーディンでの工作活動は限界となりました。捕ほ縛ばくされるよりは逃走を選択し、要塞の縁から海面へ落らつ下か傘さん降下した次第であります」


    　感情を抑制しようと努めているが、声こわ音ねには苦いものがありありとにじむ。ゼノンはなにも言わずにすべての釈明を背中に受けてから、ゆっくりと振り返り、手塩にかけて育て上げた部下に微笑ほほえみかけた。


    「使えないゴミだな」


    　花を愛めでる口く調ちようで、そう告げる。


    　ハチドリは一瞬だけ顔を強こわばらせたが、目線は斜め上方へ持ち上げたまま動かない。


    「わたしに役立たずを飼う趣味はない。おまえをセントヴォルト軍に潜入させるためにどれだけの時間と人員と予算をかけたか理解しているか」


    「……申し訳ありません」


    　ハチドリは呻うめくように返事するしかない。ゼノンは相変わらず穏やかな笑みを保ったまま、告げる。


    「Ｓ級工作員パトリオテイスの最下位に降格だ。しばらくは無能でもできる仕事をやっていろ。潜入工作などという上等な仕事は、おまえには無理だったということだ」


    　ゼノンが育て上げた八名のＳ級工作員──通称「パトリオティス」には、序列がある。これまで四位だったハチドリは一気に最下位に転落し「仲間うちで最も無能」の烙らく印いんを押されたかたちだ。


    　ハチドリのまなじりと手の末端が、屈くつ辱じよくのあまり痙けい攣れんしているのをゼノンは眺め、胸のうちで嗜し虐ぎやく性せいを転がす。


    　──泣かせたいな、こいつ。


    　なんの意味もなく、そう思う。ハチドリを泣かせたところで業務が好転するわけではもちろんないが、彼の自尊心を心臓からえぐり出して目の前で握りつぶし、その反応を眺めて楽しみたい。


    　ハチドリの真っ青さおな顔へ、侮ぶ蔑べつ用語で呼びかけた。


    「おい、チ○カ○野や郎ろう」


    「……………………」


    「わたしの耳が遠くなったかな？」


    「……はっ」


    「おまえのような○ン○ス野や郎ろうにもできる仕事を与えてやる。ミオ・セイラは知っているな」


    「……はっ」


    「ミオは現在、ニナ・ヴィエントと個人的な接触を図る業務についている。これがなかなか優秀でね。わずか数か月で、ニナの個人的な信頼を勝ち得たようだ。ラミア離宮にもうまく溶け込み、近この衛え兵へいたちからも好かれている。おまえとは大違いだな」


    「…………はっ」


    「ニナは近々、ウラノス王位継けい承しよう審議にかけられる。反発するデミストリ派の動きは活発だ。おまえはミオの古い友人という設定でラミア離宮に入り込み、ニナを守れ」


    「……ニナ・ヴィエントの護衛……ですか」


    「ニナには専属の近衛兵がいる。だがデミストリ派の相手をするとなると、若じやつ干かん、能力に不安があってね。表立った戦闘にはそれなりに使えるかもしれんが、たとえばおまえたちのような特殊工作員が相手となった場合に、立ちまわれるかどうか」


    　正規の兵士が受けている訓練と、特殊工作員の訓練は根本的に違う。あちらは正面からの堂々とした殴り合いに長たけ、工作員は食事に毒を仕込むほうに長たけている。


    「ついでにミオに工作員の訓練を課せ。あれはわたしのお気に入りでね。いずれわたし専用の玩おも具ちやにする予定なのだが、現状ではなかなか教育の機会がない。わたしの代わりに、おまえが必要な教育を施すのだ」


    「……はっ」


    「彼女の人間性を壊すなよ。それが売り物だからな。人格の明るさと聡そう明めいさを保ったまま、技能を植え付けろ」


    「はっ」


    　ハチドリは虚こ空くうを見たまま、無機物のごとく指令を受け止める。外見は冷静さを保っているが、腹の底で煮えたぎる怒りがゼノンには見える。


    　百名の選抜者のなかから、さらに九十二名の死体を踏み越えて選び抜かれた八名の特殊工作員。エリート中のエリートとしての誇りがハチドリにはある。その技能を発揮する場がたかが新人教育とは、彼にとって屈くつ辱じよく以外のなにものでもない。


    　──無能を奮起させるには屈辱がいい。


    　──失敗の恐怖を骨の髄ずいまで染みこませてやる……。


    　内心で舌なめずりをしながら、ゼノンは告げた。


    「明日あしたから行け。以後、許可が出るまでわたしの視界に入るな」


    「……はっ」


    　踵かかとを合わせ、胸を反らしてハチドリは執務室を出ていく。　


    「次は失敗するなよ、チ○○ス野郎」


    　閉じられたドアへ嘲ちよう笑しようを注ぎ、ひじ掛け椅い子すの背もたれを軋きしませ、ゼノンは天井を見上げた。


    　部下をいじめてストレス解消したところで、仕事に取りかかる。


    　机の上は書類の山だ。


    　多島海方面だけでなく、バレステロス方面、聖せい泉せん方面、カイ・アンドロス方面、レヴァーム方面──ウラノスが着々と勢力基盤を築き上げているこの世界の海域についての情報がすべて、ゼノンの執務机に積み上げられている。


    　──宝の山だ。


    　ゼノンは舌なめずりするようにして、ウラノス情報部諜ちよう報ほう員いんが収集し、情報精査機関が入念に真しん偽ぎを選別した一級品の情報へ丹念に目を通す。


    　余人には決して得られることのない、この平面世界に存在するあらゆる重要情報を一手に掌しよう握あくするこの快感が、ゼノンを捕らえて放さない。なにしろ各方面の国家元げん首しゆですら、まだこの世界のかたちを掌握するどころか、他海域に存在する国家の存在さえも知らないというのに、ゼノンの立ち位置からはこの星のすべてを俯ふ瞰かんできるのだ。


    　──ウラノス特権階級だけの愉ゆ悦えつだな、これは。


    　ウラノスが最も注力しているのは、各方面間の連絡の遮断だ。


    　敵には情報を渡すことなく、自分だけが情報を独占する──古こ今こん東とう西ざい、国家戦略の基本である。


    　飛空要よう塞さいの主だった仕事は、各方面間を遊ゆう弋よくし、他国家や「空の果て」を探し求める探索艦隊などを発見して撃げき滅めつすることだ。一切の交渉に応じることなく、こちらの存在を本国に連絡することさえ許さずに海に葬ほうむることで、地上の国家同士はいつまでも相互の存在に気づくことなく、果てしなくつづく大だい瀑ばく布ふの端を眺めてため息をつくしかなくなる。


    　一方、ウラノスだけがこの世界のあらゆる海域へ航空戦力を差しむけ、必要な情報を入手できる。この状態をつづけることが、ウラノスの国家目標である「天地の領有」を可能ならしめるに最善だ。いつか準備を整えたウラノス空中艦隊がバレステロスを、レヴァームを、セントヴォルトを、あらゆる主要な地上国家の空を制圧するその日まで、「下段の民」には可能な限り相互の存在を知られぬようにせねばならない──。それが現在のウラノスの国家戦略である。


    　──そのために、これが必要なのだ。


    　ゼノンは執務机に積み上がった書類を見やる。


    　ゼノンにとってこうした一級品の情報は、極上のワインに等しい。ゆっくりとその質の高さを味わい、身のうちに取り込む。


    　現在、ゼノンの役職はウラノス情報部本部長である。ついこの間まで多島海方面部局長であったが、三か月前にウラノス王オルテガが崩ほう御ぎよしてニナ・ヴィエントの重要度が上がってきたため、彼女をウラノスへ連れてきた功績を認められて出世した。地上に存在するすべての国家の情報を収集する重要な役職だが、ゼノンには同時にクロノ・マゴスの一員としての職務もある。クロノ・マゴスはウラノスのくくりを超え、主に多島海方面における政官財の要人が集まって国際市場を操作するための権力者会議である。いわば国境を越えた商人のネットワークであり、本気になれば先進国家をひとつ金融恐きよう慌こうに貶おとしめることもできる強力な機関だ。ゼノンはウラノス情報部のトップとしての権限を、クロノ・マゴスの利益のために十じゆう全ぜんに生かしていた。


    　なぜそんなことをするのか。


    　──面白いからだ。


    　めくるめく情報の海にたゆたいながら、ゼノンは愉ゆ悦えつにひたる。いつまでもこうしていられればそれでいい。飽きたなら部下をいじめたり、政敵を貶めたり、明るく美しく聡そう明めいで、世の中の汚れを知らない少女を見つけて弱みを握り、あらゆる汚れを注ぎ込んで自分専用の奴ど隷れいに変えて遊んだりしていればいい。


    　権力への野望など微み塵じんもない。この人生に夢も目標も希望も必要ない。


    　──自じ滅めつのもとだ。


    　夢や希望や目標は、自みずからを滅ほろぼすためにある。なぜなら、それにむかい駆かけたなら、必ず敵や障壁が出現するからだ。夢や希望が大きければ大きいほど、立ちはだかる壁も厚く、高くなる。また、人間は現状に満足することは決してない。幾多の敵を打ち倒し、壁を乗り越えた先で夢を叶かなえても、心は絶対に満たされない。満足できるのはせいぜい最初の一週間ほどで、また新たな渇かつ望ぼうを心は抱いだく。欲望というものは、自己増ぞう殖しよくする習性があるのだ。夢を叶えても満たされない心は、さらなる満足を求めて新たな道へ駆けていき、また壁に直面し、血みどろになって乗り越えようとするか、あるいは途上で挫ざ折せつする。


    　──多大な労力の無駄遣いだ。


    　賢く人生を泳ぎぬけるには、そんなものを胸に抱かなければいい。


    　──この世界に、期待するな。


    　──夢や希望など、はじめからもつな。


    　──面白く浮かんでいれば、それでいい。


    　人生の流れに抗あらがわず、ただ水面に浮かび、周辺にたゆたう一刹せつ那なを楽しむ。


    　──理念は必要ない。


    　──必要なのは、安定だ。


    　今現在の立ち位置を保証し安定させる諸条件の確保。その合間に手に入れた玩おも具ちやで息抜きしながら、毎日を過ごせればそれでいい。


    　ゼノンには家庭がある。若く賢く美しい妻と、出来のよい三人の子ども。ゼノンはあまり家にも帰れない生活であり、妻子との仲も冷え切っているが、端はたから見たなら完かん璧ぺきな家庭だし、ゼノン自身も家族愛がない。家庭持ちとしての世間体を保ちつつ、いま現在の権力を用いて周囲の人間を翻ほん弄ろうしながら面白おかしくいつまでも暮らせれば文句はない。


    　──いまわたしが最も優先すべきことは。


    　ゼノンの眼鏡めがねの奥が妖あやしい光を宿す。


    　──ニナ・ヴィエントとデミストリ。


    　──どちらが王位に就つこうとも、いまの足場を崩さないことだ。


    　それを自分に確認する。


    　王位継けい承しよう者しやは二か月後、聖アルディスタ聖せい誕たん祭さいで決められる。現在、ニナを支持する急進派とデミストリを支持する保守派、ふたつの陣営は表舞台でも水面下でも激しくやり合いながら、少しでも即位後のおのれの立ち位置を確保しようと躍やつ起きになっている。


    　ゼノンとしては、どちらか一方に与くみすることはしたくない。


    　賢さかしらな顔をして王族の権力争いに首を突っ込んだなら、こちらも無事では済まない。肝心なのは流れの傍かたわらからすべてを観察しておき、しかるべき時期にしかるべき流れに乗ること、それのみ。


    　──ゆえに、こういう差配が必要になる。


    「アトリ。レンジャク」


    　虚こ空くうにむかって呼びかけると、ふたつの人影が音もなく、執務室に降り立つ。


    　ひとりは長い髪を後ろで束ねた長身瘦そう軀く。


    　もうひとりはいかにも俊しゆん敏びんそうな、鋭するどい眼光を放つ小男。


    　ゼノンは彼らのほうを振り返りもせず、指令をくだす。


    「レンジャクはデミストリ王子の身辺警護につけ。ニナ・ヴィエント派の刺し客かくを封じ込めると同時に、保守派の情報を収集するのだ」


    「はっ」


    　Ｓ級工作員パトリオテイスナンバー２、長身のレンジャクが応じる。


    「アトリは教きよう皇こうイラストリアリの身辺警護につけ。アルディスタ教皇府の内部事情を探り、すべてわたしに報告せよ」


    「御ぎよ意い」


    　パトリオティスナンバー１、背の低いアトリは短く応こたえる。教皇イラストリアリはニナ・ヴィエントを王座に就けようとする勢力の首しゆ魁かいだ。教皇の動きが、王位継承問題の鍵かぎを握るのは間違いない。


    「いけ」


    　命じた瞬間、ふたつの影は執務室から消失した。


    　ゼノンは誰もいない室内を振り返り、唇くちびるの端を吊つり上げる。ハチドリでさえ存在に気づくことができないのだから、アトリとレンジャクに忍び込めない場所などない。ふたりが潜入したら最後、あらゆる機密がゼノンの手に渡る。


    　──双方の陣営の強みと弱みを入手するのが肝要だ。


    　──双方が欲しがる情報を小出しにして踊らせ、恩を売ろう。


    　──王座にどちらが座ろうが、わたしが権力の中ちゆう枢すうにいることが重要なのだ……。


    　自分にそのことを確認しつつ、ゼノンは恍こう惚こつの表情を浮かべて書類へと目を戻し、この世界の秘密をおのれひとりで楽しんだ。


    



    　†††


    



    　最悪は、重なりがちだ。


    　こういうときは抗あらがっても仕方がない。最悪が流れすぎるまで、ただ耐えること。間違っても、感情を荒らげたり、実力行こう使しに訴えかけたりしないこと。それをやったなら、ますます惨みじめな立場に追い落とされるだけだ。


    　自戒を繰り返しながら、ハチドリは廊下で偶然鉢合わせしてしまったパトリオティスのナンバー６、キリアイの好奇の視線を浴びていた。


    「なんやー、えらい早い帰りやなー。もう仕事終わったんかー？」


    　とてもＳ級工作員パトリオテイスとは思えない気安さで、キリアイはハチドリの右肩をバシバシ叩たたく。


    「どしたん、まずいもん食いましたみたいな顔してー。拾い食いはたいがいにせえやー」


    「……………………」


    「大将に聞いたでー。潜入工作失敗したんやてなー。ナンバー８に降格したんやろー？　したらうちこれからナンバー５やん、うれしいなー。あんた格下やから、これからうちの言うこときかなあかんでー」


    　キリアイは楽しそうにハチドリを見上げ、口元に意地悪さをたたえる。パトリオティスの序列は絶対だ。格下となったハチドリは格上のキリアイに逆さからえない。


    　──殺すぞ、ちんちくりん。


    　ハチドリは殺意を押し込め、久しぶりに会った同僚を眺め下ろす。


    　男みたいなショートカットにくりくりとよく動く赤い瞳ひとみ、それ以上によく動く口。とてもあの地獄の訓練をくぐりぬけた同志とは思えない、能天気すぎる言げん動どう。見た目も中身もそこらの少女と変わりないが「毒」に関しては天地に並ぶもののないスペシャリストである。


    　キリアイにかすり傷をつけられたなら、死を覚悟したほうがいい。戦闘術うんぬん以前に、あらゆる毒の長所と短所を知り尽くし、最も効果的に使い、最も迅速に解げ毒どくする術すべに秀でる、絶対に敵に回してはならない娘である。


    　──誰にも会いたくないときに、最も会いたくない女に……。


    　心中で舌打ちを繰り返しながら、キリアイの早口言葉を聞き流す。


    「あとなー、ハルモンディアにおったアトリとレンジャクも戻ってきてんて。むこうは失敗したんやなくて、工作任務成功したみたい。あんたとはえらい違いやなー。もう会おうた？」


    　キリアイの言葉に、ハチドリの心が冷えた。


    　アトリとレンジャク──パトリオティスのトップ２だ。


    「やつらがプレアデスに？」


    「らしいなあ。偶然会うかもしれんけど、あんた、言葉と態度に気ぃつけときー。またボコられても知らんでー」


    「……………………」


    　ハチドリの口こう腔こうと頭ず蓋がいいっぱいに、苦いものが染みわたる。このキリアイという女は、ひとの古傷にもずかずか踏み込んでくるから嫌いだ。


    「人間、身の丈っちゅーもんがあるからなー。身の丈越えてちょっかい出すと、えらいめに遭あうっちゅうことや。えげつないしなー、あいつら」


    　かつての記憶がハチドリの脳のう裏りに甦よみがえる。


    　地獄の訓練を課されていた子ども時代。


    　自分より序列が上なのが気に入らず、アトリとレンジャクにケンカを売って半殺しにされたことがある。


    　指一本触れることもできなかった。なにをされているのかもわからないまま、床ゆかに組み伏せられて左手の指を一本ずつ折られた。


    『泣け』


    　アトリの命令はそれだけだった。泣くまで指を折られつづけるのだとわかり、当時九歳だったハチドリは、親指にアトリの手がかかったところで泣いて許しを乞きうた。


    　次にレンジャクが立ちはだかった。折られたのは利き腕でないほうの指だから戦闘力の大幅な減退というわけではない──はずなのに、ハチドリの攻撃は一切通じなかった。すべての打撃をレンジャクはかわしもせずに受け止めて、正面から反撃してきた。


    　その結果、壁に押しつけられて、殴られつづけた。


    『泣け』


    　レンジャクの命令もそれだった。泣くまで殴られつづけることがわかった。倒れても強引に立たされて殴られつづけた。


    　折れた肋ろつ骨こつが臓器に突き刺さり、ハチドリが泣いて許しを乞うて、レンジャクの打撃が終わった。顔面が醜みにくく腫はれ上がり、痣あざと鬱うつ血けつにまみれて崩れ落ちたハチドリへ、ほかのパトリオティスの哀れみと冷笑が注がれた。子どものころとはいえ、あの屈くつ辱じよくはいまでも腹の底に据すえ置かれている。


    「あんたの泣きっ面つら、笑えたわー。まーでも、殺されてもおかしゅうなかったから、生きとるだけで儲もうけもんやけどなー」


    　したり顔でへらへら笑うキリアイの喉のどを握りつぶしてやろうかと、指が鉤かぎ状に折れ曲がったが、かろうじて止めた。この女もまたどこに毒を仕込んでいるかわからない、危険な相手だ。


    「しばらくこっちおるん？　ま、次はヘマしたらあかんでー。冗談やのうて、失敗が二回つづいたら消されるからな、うちら。気合いいれていきやー、ほなまたー」


    　キリアイは自分の喋しやべりたいことだけを喋りちらすと、手を振って歩み去った。ゼノンの執務室にむかっているから、なんらかの指令を受け取るのだろう。


    「…………毒女が」


    　小さな背中へ呪じゆ詛そを吐きかけ、ハチドリもきびすを返した。思い出したくもない記憶をほじくり返されて、反へ吐どが出そうだ。


    　──忘れろ。同僚など、いてもいなくても同じだ。


    　基本的に、パトリオティスのメンバーは単独行動が基本だ。そうそう顔を合わすこともないし、偶然会ったとしても無視する。互いに繫つながっても利益がないからだ。気安く声をかけてくるキリアイが特殊であり、そのキリアイも、ゼノンに命じられたならためらいなくハチドリに致死毒を盛るだろう。友情はおろか仲間意識さえない。


    　──エリアドールの七人とは大違いだな。


    　──あっちは国が敵対しても友情を誓っているというのに。


    　ふとそんなことを思う。


    　思った瞬間、その思考を払い落とす。


    　士官候補生同士の友達ごっこと、パトリオティスを比較すること自体がバカげている。士官にとって友情は財産だが、特殊工作員にとって友情は足かせであり、他人を騙だますために口先で操あやつる概がい念ねんだ。


    　──なにを考えている。バカバカしい。


    　──連中の甘っちょろさにほだされたのか？　しっかりしろ。


    　おのれを叱しつ咤たして、気を取り直した。


    　明日あしたからラミア離宮へ赴おもむかねばならない。


    　新たな仕事はニナ・ヴィエントの護衛とミオの教育だ。


    　失敗は許されない。ニナが暗殺でもされようものなら、ハチドリも「無能」の烙らく印いんが決定的となり、命がない。ゼノンの性格からして、おそらくパトリオティスのメンバーをデミストリ陣営側にも派遣しているだろうから、下へ手たをするとアトリやレンジャクあたりとやり合うことも充分に考えられる。パトリオティスが最優先するのはゼノンの指令であり、仲間への友愛は二の次三の次四の次……どころか存在さえしていない。ゼノンの指先ひとつで、いつでも殺しあいを演じるのがパトリオティスの誇りだ。


    　──気を抜くな。油断するな。もう失敗はできない。


    　──ミオを鍛きたえながら、ニナ・ヴィエントの命を守り抜け。


    　気を引き締めてハチドリは、ウラノス情報部庁舎をあとにした。


    



    



    　翌日──。


    　ゼノンからの紹介状を読み終えて、ラミア離宮で渉外を担当するウルシラ伯はく爵しやく夫人はいかにも無機質な視線をハチドリことライナ・ベックへ注いだ。


    「ニナさまの身辺警護には、すでに古こ参さんの近この衛え兵へいがあたっておりますが」


    　ライナはへらりと笑い、用意していた答えを返す。


    「なにぶん、うちの大将は用心深くてですねー。十二月の聖せい誕たん祭さいまでニナさまには無事でいてもらわないと困るわけっす。おれはおれのやり方でニナさまを守るんで、近衛兵のみなさんには、まああんま気にしないでもらえればＯＫかなって」


    「あなたが危害を加えないという保証は？」


    「おれの素す性じようが心配なら、ミオに確認とってくださいよ。あいつとはエアハントのころから一緒だから、気心知れてるし。だいたい、ニナさまをプレアデスに連れてきたのはうちの大将なわけで、このまま王様になってくれれば万ばん々ばん歳ざいだから、そりゃもう断ことわられてでもお守りしたいわけっす。そんで派遣されたのがおれってわけで。シンプルな話です」


    　ライナはへらへらしながら経緯を説明する。


    　ラミア離宮で日常生活を送るには、ハチドリでいるよりもライナでいるほうが、ミオとの意思疎そ通つうを図れるぶん、都合がいい。ハチドリは意識の底からライナの目を借りて、全体を観察している。


    「……お伝えしていたとおり、あなたが護衛であるという事実は、近衛兵から反発が出る恐れがあるため、隠します。ミオの知り合いの庭師、ということで通してください」


    「あいあい」


    「ミオの訓練は、夜中、人目につかないところで。果たして彼女に戦闘技術が必要なのか、疑問ではありますが、ゼノン氏の意向であれば」


    「一応、ミオもニナさまの護衛役なんで、戦えたほうがいいんすよ。あいつも一年くらい戦闘訓練してるんで、そこらの兵隊よりはよっぽど強いんですけどね。ま、もうちょい磨けば牛くらい素す手でで殺せるようになりますよ」


    　ハチドリのへらへら笑いへ冷たい視線のみを返し、ウルシラはライナの受け入れを求める書面を「許可」の書類入れへ置いた。のちほどニナがサインをして、ライナは正式にラミア離宮の住み込み庭師となる。


    　ウルシラに礼を言って応接間を辞し、ライナはラミア離宮の中庭へ出た。


    　もう夕方だった。茜あかね色の空を見上げて伸びをする。すでに庭師の作業服を身につけて、ベルトに剪せん定てい鋏ばさみと鎌かまを差し込み、準備は万全。


    「さて……。感動の再会といきますか」


    　ひとりごちて、ライナはちんたらした足取りで離宮内をほっつき歩いた。すれ違う召し使いや庭師と簡単な挨あい拶さつを交わし、ミオの居場所を尋ねる。


    　教えられた場所は礼れい拝はい堂どうだった。敷地の外れに三角屋根の建物があり、聖アルディスタの紋章が青せい銅どう扉とびらに刻印されていた。


    　重い扉をあけて、中へ入る。


    　細窓から入ってくる光の筋が、堂内を琥こ珀はく色にひたしていた。


    　奥の祭壇はステンドグラスが濾こした色を帯びて、誰もいない堂内にひとり、ミオが青銅の聖具を磨いていた。


    　ライナの位置からはミオの横顔だけが淡い光域にさらされ、置き忘れられた人形か、あるいは擦すり切れた絵画みたいに見えた。


    「地味なことしてんね」


    　声をかけると、ミオの顔がこちらをむいた。
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    「どっかでまた会えるだろ、とは思ってたけど、意外と早かったな」


    　軽口をつづける。ミオは動かない。ただ、口元が軽くひらいていく。


    「離れられない運命なんだよ、おれら。わりーけど諦あきらめろ」


    　ライナはへらりと笑って、祭壇へ歩み寄る。石せつ灰かいの舞う光域をふたつくぐり抜けて、ミオの直前で足を止める。


    　ミオの表情は一瞬だけわずかに驚きよう愕がくを示したが、すぐに静けさを取り戻した。


    「生きてたんだ」


    　短く乾いた言葉が、ミオの唇くちびるからこぼれた。


    「そんな簡単に死ぬかよ」


    「……工作は？　もしかして失敗？」


    「あぁ。清きよ顕あきのせいでな」


    　ミオの表情が、清顕、という言葉を受けて強こわばった。ライナは最前列の長なが椅い子すに腰を下ろして、ミオを見上げる。


    「おまえがなにも聞きたくないなら、あのあとどうなったか、話さねーけど。どうする？」


    　ミオは布ふ巾きんを強く握りしめる。少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから、問う。


    「その話、長い？」


    「わりと長いかもな。けっこう、いろいろあった」


    「……聞く。……聞かせて」


    　聖具を戻し、通路を挟んだライナの隣の長椅子にミオは腰を下ろした。ライナはやれやれと後頭部を搔かきながら、


    「その前に。どうしてここに？　とか聞かねーの？」


    「……興味ない」


    「あ、そう。つれないねー。おれたち一応、エリアドールの七人なのに」


    「……………………」


    　エリアドールの七人、と聞いた瞬間、ミオの表情が辛つらそうに歪ゆがんだ。やはりかなり心の傷が残っているらしい。


    　その表情が、ライナの胸の奥で疼うずきに変わった。なぜなのか、わからない。


    　ことさら明るく口く調ちようを転じて、話した。


    「えぇーっと、どこからだっけ。そうだな、去年の九月、エアハントにウラノスが急きゆう襲しゆうかけたとこだな。おまえがおれと別れて、ウラノスの飛空艇に回収されたあとからだ」


    　ミオは覚悟を決めた表情で頷うなずいた。


    　ライナはミオがエアハントを去って以後のことをかいつまんで話した。


    　エアハント士官学校は損傷を受けた校舎が多く、清顕、ライナ、イリア、セシルはセルファウスト士官学校へ編入されたこと。卒業後、ヴォルテック航空隊に配属されてシエラグリード沖海戦を戦ったのち、清顕とかぐらが囚とらわれたこと。バルタザールがふたりを逃がすことに成功し、土ど壇たん場ばで清顕の告発にあってライナも逃げざるをえなかったこと。起きた出来事だけを淡々と話し終え、いつもの皮肉めいた笑みを浮かべる。


    「つーわけで、おれがここにいるわけだ。なかなか波は瀾らん万ばん丈じようだろ？　もうすっかり七人とも離ればなれだ。お互い敵国に戻ったし、おいそれと会えねーよ」


    　ミオは伏し目がちに話を聞き終えて、それから独り言のようにぽつりと、


    「清顕とかぐらさん、連邦に戻ったんだね……」


    「あのままセントヴォルトにいたら、スパイの濡ぬれ衣ぎぬ着せられて銃じゆう殺さつされただろうからな。まあ仕方ないっちゃ仕方ない」


    「バルタさんが……ふたりを逃がすなんて……」


    「なんかなー、かぐらさんとできてたみたいだぜ。よく知らねーけど。別れ際、チューしてたもん、チュー」


    　ミオの目が今日きようはじめて、驚きに見ひらかれる。


    「……バルタさんとかぐらさんが……っ!?」


    「おぉ、チューだチュー。ジュテームとかアイラビューとかそういう感じの本気チュー」


    「ほんとに？　あのふたりがそんな……」


    　ミオは赤らめた頰ほおを両の手のひらで押さえて動揺を隠す。ようやくミオが反応して、ライナは調子に乗った。


    「そんで、清きよ顕あきはイリアと抱き合ってた」


    「え……っ!?」


    「なに言ってるかは聞こえなかったけど、なんか名な残ごり惜しそうだったぜ」


    　ミオの表情が、強こわばった。見ひらいた目に、悲しみがいっぱい満ちていく。


    「…………そう…………」


    　喉のどの奥からかろうじて漏もらした声は、平静を取り繕つくろおうとしていることがはっきりわかる。　ミオはまた伏し目に戻り、からからの声で問うた。


    「…………清顕と、イリアも…………そういう感じなんだ…………」


    　ミオの内面に吹き荒れているさまざまな感情の嵐あらしがライナにも見えた。あまり深い意図もなく軽口のつもりで言っただけだが、ミオがかなりショックを受けたのは明らかだ。


    　なぜだかまた胸が疼うずく。自分で自分がよくわからない。


    「付き合ってねーよ。チューもしてねーし。何度も一緒に編隊組んで空戦してっから、仲間意識は強くなってるみたいだけど。清顕、ヘタレだからさ。食おうと思えば食えるはずなのに、手出ししねーの」


    　下げ世せ話わな台詞せりふで解説すると、石のごときミオの表情へ、わずかに血の色が差した。


    「…………そう…………」


    　しかしライナにもすくい取れるほど、悲しみはミオの輪りん郭かくからあふれ出ている。


    　──へこんでんな、こいつ。


    　胸の底の疼きが、動どう悸きに変わった。


    　馴な染じんだコートのように悲しみをまとういまのミオのすがたが、経験したことのない感情をかきたててくる。


    　いまのミオの横顔に、エアハント士官学校にいたころのミオの笑え顔がおが覆おおいかぶさった。たった一年と少し前なのに、ずいぶん昔のことのように思える。


    　あのころとはもう、なにもかも変わってしまった。


    　他人への同情など抱いだいたこともないのに、理由もなく、ミオを安心させてやりたくなった。


    　聞かれてもいない問いへ勝手に応こたえる。


    「清きよ顕あき、おまえのこと嫌ってねーよ。おまえがウソ並べていなくなった理由も、あいつはわかってる」


    　ミオはうつむいたまま、顔をあげない。言葉をつづける。


    「ていうか誰も、おまえが自分から望んでスパイしてたなんて思ってない。家の事情で追い込まれたことも、みんな知ってる」


    　ミオはゆっくりと、ライナへ怯おびえる小動物みたいな顔を上げた。ライナは肩をすくめた。


    「おまえのウソ、バレバレなんだよ。スパイの素質ゼロ。冬休み挟んで豹ひよう変へんしたから『実家でなんかあったんだろーなー』ってみんな気づいてて、そのあとおまえの父親がスパイ容疑で逮たい捕ほされた話が伝わって『あーやっぱり』みたいな、そんな感じ」


    「……………………」


    「あいつらみんな、おまえが本心から望んでスパイするはずないってまだ信じてるぜ。おまえの態度が変わりすぎたのもあるけどさ。つーわけで、おまえとしては連中に忘れてほしかったんだろうけど、残念だったな。まだおまえのこと、仲間だと思ってるっぽい。おめでてーよな」


    　ひと息に言って、やれやれとため息をつき、片目でミオの様子を観察した。


    　翡ひ翠すい色の瞳ひとみには、驚きが満ち満ちている。


    「なんで……？　わたし、裏切り者なのに……」


    「なんでって言われても。あいつらみんなお人よしなんだよ。あとは、おまえが演技下へ手たすぎ」


    　へらへらした表情を保ったままミオの様子を観察すると、まとっていた悲しみの色が薄くなっていくのがわかった。


    　──あれからずっと、アホみたいに自分を責めてたんだろうな、こいつ。


    　そのことも理解できた。ミオが周囲に張り巡らせていた凍いてついたものが、礼れい拝はい堂どうのあせた光のうちへ溶け落ちていく。


    　苦手な雰ふん囲い気きになりそうなのを察知して、ライナはことさら軽薄な言葉をつづけた。


    「なんだおいその顔、感極まって泣きそうか？　おれの胸で朝まで泣いていいぜ？」


    　両手をひろげてミオを抱きとめるかのようなポーズを取ると、ミオは上目だけでライナを睨にらんで短く、


    「……泣かないよ、バカ……っ」


    　しかし言葉には涙が紛まぎれていた。仲間たちがまだミオのことを信じてくれていることが、素直にうれしいのだろう。


    　──こいつもまだまだ『エリアドールの七人』に未練たっぷりってわけか……。


    　──特に、清顕に……。


    　ライナの胸が、またひどく疼うずいた。


    　ミオは一度だけ目元をぬぐうと、ライナから顔を背そむけ、立ち上がってステンドグラスのむこうを見やった。


    　感傷を振り払うかのように、伸びをする。


    「……みんな、元気？　怪け我がとかしてない……？」


    　ライナに背をむけたまま、問いかけだけしてくる。


    「一応全員、五体満足。みんなけっこう出世コースに乗ってるぜ。特に清きよ顕あきとイリアは期待されてる。未来の撃げき墜つい王おう候補だな」


    「……そう。……そうだろうね。……うん。……みんなうまくやれるよ……」


    　遠くを見やりながら、ミオはぽつりぽつり、感想を漏もらした。


    「まー、生きてりゃまたどっかで会ったりするかもしんねーし。あんま落ち込むなよ」


    　適当な言葉を投げつけると、少し沈黙してから、ミオは振り返ることもなく、頷うなずいた。


    「……もう、会えないよ。二度と会えない」


    　錆さびた金属みたいな声で、ミオは言葉を落とす。


    「かもしんねーけどさ。暗いのやめろって。おれもしばらくここにいるわけで、おまえが鬱うつ陶とうしい顔してっとおれまでどんよりしちまうわけよ。イージーに行こうぜ、能天気に」


    　へらへら笑って、ライナはおどける。先ほどからずっと、胸のなかに抱えた痛みが膨ぼう張ちようしていて、油断したら口こう腔こうからあふれ出てきそうだ。


    　──昔にとらわれても仕方ねーだろ。


    　──つーか、なんでこっち見ねーんだよ。


    　──おれ見ろよ。


    　ずっと背をむけたままのミオへ、そんな言葉を投げつけてしまいそうな自分を、懸けん命めいに抑えている。


    　──清顕とは、もう会えねーよ。


    　──清顕もおまえのことなんか、あと二、三年もすれば忘れる。


    　──そんなやつにいつまでもしがみついてんじゃねーよ。


    　ライナの心中に次々と、そんな言葉が生まれ出てくる。Ｓ級工作員パトリオテイスにあるまじき、甘っちょろい感情の揺らぎだ。いつもならすぐに罵ば声せいを浴びせてくるはずのハチドリはなぜか意識の最さい奥おうに沈み込み、うんともすんとも反応がない。


    　おのれの苛いら立だちに気づいて、ライナは深く息を吸い込み、思考を醒さました。なにか勝手が違う。手短に用件を伝えた。


    「そんで、ゼノンの大将の要望で、おまえに暗殺術仕込め、って言われてんだけど。夜中、こっそり訓練しよーぜ」


    　ミオはライナに横顔だけ見せて、逆さからいもせずに頷く。家族を盾たてに取られているため、ミオはゼノンの要求に逆さからえない。


    「ニナのところに刺し客かくが来るのは充分、考えられるからな。人間殺す技術もっといて損はねーよ。自分の身も守れるし。……さて。こんなとこかな。今後よろしく」


    「……うん。……よろしく」


    「寂しいときは言えよ。慰なぐさめてやっから」


    　わざと低俗な笑みを浮かべ、品のない口く調ちようでそう言うと、ミオは口をへの字に曲げた。


    「……相変わらずだね。……ハチドリは、出てこないの？」


    「あぁ。なんかさっきから返事がねーな。寝てんのかも」


    「……寝るんだ。……いいけど。できれば二度と会いたくない」


    「安心しろ。旦だん那なもおまえのこと嫌ってるから。ラミア離宮勤務、って聞いた瞬間からおれに仕事丸投げしてきたし。まあでも、おまえが訓練で手ぇ抜いたりするとまた出てきたりするかもな」


    　ミオの顔がイヤそうに歪ゆがむのを笑って見届け、ライナは礼れい拝はい堂どうを出た。掃除用具を手に提げたミオもついてきて、もう暗くなった空を見上げる。


    　常夜の篝かがり火びが、明めい滅めつする橙だいだい色の明かりでミオを照らしていた。


    「……ライナ」


    「ん？」


    　もご、となにごとか言いかけて、頰ほおを染め、ミオはまたうつむいて目線を流す。


    　ライナは笑う。


    「なんだよ」


    「………………」


    「言いかけてやめんな。愚ぐ痴ちでもイヤミでも聞くよ、おもしれーから」


    「そんなんじゃない。……あの」


    　またミオはおどおどしながら、目線を上げる。


    「……ありがとう。……来てくれてうれしい」


    「……………………」


    「……あんたは……悪いひとじゃないって、知ってるから。……だから……うん。これからもよろしくね」


    　ミオはたどたどしく、言葉を紡つむぐ。ライナは心しん拍ぱくの乱れを悟られないよう、なんとかいつもの雰ふん囲い気きを保って、


    「あー、なんだよ改まって。おれが善人なのは当たり前だろうがよ、誰が見たっていいひとじゃん」


    　軽口を返すと、ミオは口元を少し緩ゆるめた。無理をして笑おうとしたが失敗してしまったような、ぎこちない表情だった。


    「……スパイのくせに」


    　ミオの言葉の奥に、わずかに温かさがあった。ライナはへらっと笑って、


    「おまえもだろうが」


    「……うん。そうだよ。わたし、スパイ」


    「そうそう。裏切りもん同士、へこんだツラして傷舐なめ合いながら生きてこーぜー」


    　星空を見上げ、おどけて肩をすくめると、ようやくミオはぎこちなく笑んだ。


    　──やっぱりこいつ、笑ってるほうがいいよな。


    　そんなことを思ってしまう。


    　このままでいると、激しくなる動どう悸きを見破られてしまいそうで、ライナは周囲を見やった。


    「つーわけでそろそろ行かねーと……二番塔とうってどこだ？　そこで寝起きしろって言われてんだけど」


    「……ついてきて。案内してあげる」


    　ミオは角灯に火を点ともし、ライナの先に立った。篝かがり火びの照らし出す離宮内を歩き抜けていくと夜や闇あんのなかに円塔がいくつか浮き上がっていた。あのなかのどれかだろうと見当をつけていると、暗がりから衛兵がひとり歩み寄ってきた。


    　兵装からして、夜間巡回の近この衛え兵へいのようだ。背丈の倍ほどもある槍やりを持ち、粛しゆく々しゆくとこちらへくる。


    「あ、イグナ」


    　ミオが呼びかけた。兵士は足を止め、ライナへ顔を上げる。


    「……誰だ」


    　いきなりぞんざいに問いかけてくる。答えたのは、ミオだ。


    「ウルシラさんに聞いてない？　わたしの知り合いで、新しい庭師の……」


    　言葉が終わらないうちに、兵士の髪が逆立ち、怒ど号ごうが迸ほとばしった。


    「離れろ、ミオっ!!」


    　次の瞬間、槍の穂ほ先さきがライナの眉み間けんの一寸前にあった。


    　──代われ。


    「あいよ」


    　のけぞるようにして穂先を交わした刹せつ那な、ライナの内側からハチドリが起き上がり、意識の座を乗っ取る。


    「イグナっ!?」


    　ミオの悲鳴を裂さいて、イグナシオは槍の連撃をハチドリへ見舞う。大気の擦さつ過か音おんが響くほどの、容よう赦しやない打だ突とつだ。


    　しかしハチドリは手て毬まりのごとき身のさばきですべての打ち込みをかわし、ベルトに差していた鎌かまを抜いた。


    　鋼刃がぎらりと篝かがり火びを弾はじく。


    　身を屈かがめ、戦闘態勢を整えて、ハチドリは凄せい絶ぜつに笑んだ。


    「乱暴だな」


    　イグナシオは油断なく、槍やりを構え直す。


    「刺し客かくは匂においでわかる」


    「犬め」


    「死し臭しゆうが強すぎる。何人殺した」


    「おまえで二十八人目だな」


    　言葉が終わると同時にハチドリは、およそ人間離れした膂りよ力りよくを地に叩たたきつけ、槍をかわし、イグナシオの懐ふところに入り込む。


    　喉のど首くびを狙ねらい、鎌かまを薙ないだ。


    　刃が、槍の柄で止められる。


    　飛び散った火花を裂さいて、イグナシオの足払いがハチドリの右足に飛んだ。


    「ぬっ」


    　ハチドリは膝ひざを折り曲げて飛び、かわす。


    　足を地につけようとした瞬間、槍の石突きが目の前にあった。


    「ほう」


    　かろうじて首の動きだけで打突を避ける。直撃していればおそらく即死であろう、なかなか危険な動きだった。


    　ひやりとさせられた。それだけでも頭に来る。


    「殺す」


    　鎌を顔の前に掲かかげて、低い声で宣告した。たかが衛兵の分ぶん際ざいで、パトリオティスにケンカを売ったことを後悔させねばならない。


    「やってみろ」


    　イグナシオも銀の髪を夜風になびかせ、槍を脇わきに構え直し、短く応こたえた。


    　一いつ颯さつの風が砂さ塵じんを巻き上げ、篝火の火の粉こがふたりの間に爆はぜる。


    　ハチドリが踏み込もうとした一瞬──。


    「やめなさい」


    　少女の声が静寂を割る。


    　ミオが驚く。


    「ニナさま……っ」


    　主あるじの声を察した瞬間、ハチドリは鎌を地に置き、跪ひざまずく。


    　白のブラウスに紺のスカート。普段着のニナ・ヴィエントは静かな目線をハチドリの垂れた頭へ落とす。


    　イグナシオは素早くニナの前面へ移動し、まだ油断なく、槍やりの穂ほ先さきをハチドリへむける。


    「イグナ、大丈夫です。彼はゼノン氏に派遣された味方です」


    「……………………」


    「わたしを護衛するため、庭師に変装しています。怪しいものではありません」


    　諭さとされてようやく、イグナシオは穂先を夜空へむけ、ニナの脇わきへ身を引いた。


    　ニナは静かな口く調ちようで、ハチドリへ伝える。


    「兵にはあなたの正体を伝えていません。イグナシオの対応、失礼しました」


    　ハチドリは頭を垂れたまま応こたえる。


    「じゃれ合っただけです」


    　不ふ遜そんな物言いに、イグナシオは気に入らなそうにハチドリを睨にらみつける。


    「以後、近この衛え兵へいと協力して、職務に励んでください」


    「はっ」


    「……ミオさん。そろそろ」


    「あ、はい。もうお時間ですね。参ります」


    　促うながされ、ミオはニナについて円えん塔とうへと歩み去っていった。


    　イグナシオは片目でハチドリを睨みつけ、


    「……怪しい素そ振ぶりを見せたら、叩たたき出す」


    　吐き捨てて、きびすを返す。ハチドリはその背へ、挑ちよう発はつを返す。


    「おまえにできるのか？」


    　イグナシオは横顔だけで振り返り、殺気のこもった目線を一度ハチドリへ投げてから、それ以上言葉を重ねず宵よい闇やみへ消えた。


    　──そこそこ楽しめそうだな。


    　そんな無言の感想を残して、ハチドリは意識の座をライナへ譲ゆずった。


    「おれはできるだけ平和に暮らしたいんスけどね……」


    　近衛兵に余計なケンカを売るハチドリへ泣き言を投げかけて、ライナはひとつ息を抜き、これからの住居となる二番塔へと歩いていった。


    



    　十八．


    



    　こうして露骨に実力を秤はかりにかけられるのも、めったにない経験ではある。


    　そこらの凡人では立つこともできない舞台であることは間違いない。あらゆる能力が常人より三段階も四段階も優れたおれだからこそたどり着くことのできた試練。


    　──この一局には、おれのすべての能力を注ぎ込む価値がある。


    　目の前の模型地形盤を睨みつけ、幾多の駒こまに表記された自軍の戦力を確認し、バルタザール・グリム大たい尉いは必勝の決意を固めた。


    　いまから行おこなわれるのは、これまで作戦司令部で同僚相手に行ってきたようなただの兵へい棋ぎ演習ではない。


    　対戦者は現在、別の部屋で同じ地形盤を睨にらみつけて、進攻ポイントの選定に入っている。お互いが別の部屋に分かれることで、相手の軍勢の規模と進攻ルートが不ふ可か視しのものとなり、実際の戦場の条件に近づけることができる。


    　そしてこの対戦者、これまでの相手とは格が違いすぎる。


    　いまドアと廊下を隔へだてたむかいの会議室にこもっているのは、セントヴォルト多島海艦隊首席参さん謀ぼう、ヴィクトール・カーン准じゆん将しようであるのだ。


    



    　帝紀一三四九年、十月、サントス島シエラグリード──。


    



    　旧市庁舎に据すえ置かれたシエラグリード作戦司令部において、サントス島に派遣された参謀将校が興味深げに見つめるなか、一週間前に二階級特進して大尉になったばかりのバルタザールは人生をかけた大おお一いち番ばんに臨のぞんでいた。


    　──大きなチャンスであると同時に、地底へつづく落とし穴でもある。


    　──負けたなら、愚ぐ鈍どんな連中の格好の[image: ]えさとなるだろう……。


    　海空軍史に前例のない、異常な早さで大尉へ昇進してしまったバルタザールを妬ねたみ、やっかむ視線は増える一方だ。もとから作戦司令部にいた連中は、新しん参ざん者ものが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに出世していくさまを面白く見ているはずがない。バルタザールの失敗を待ち望んでいることは、雰ふん囲い気きでわかる。


    　──少しでも隙すきを見せたなら、傷口を押し広げられ、致ち命めい傷しようとなりうる。


    　──おれはこんなところで足踏みするわけにはいかん。


    　──演習だと思うな。実戦だと思え。


    　──おれはいま、幾万の将兵の生命に責任を負った参謀総長だ……！


    　おのれの内面を駆かり立てて、バルタザールはソルブール島の地形を高低差まで精せい緻ちに再現した模型に全神経を集中した。


    　ソルブール島はハイデラバード連合共同体の首都イズリオンのある島だ。


    　バルタザールは防御側、ハイデラバード軍（連合軍）の参謀総長となり、自軍を自由に配置して、ヴィクトール准将の指揮するセントヴォルト軍（帝国軍）の進攻を待ち受ける。十一月に予定されているイズリオン攻略戦にむけてのシミュレーションというわけだが、これまで破は竹ちくの勢いで実績を積み重ねているバルタザールの実力が本物か否いなかを、帝国軍中ちゆう枢すうの高級将校が判定する意味あいのほうが強い。


    　相手のヴィクトール准将は、連合軍の海上戦力を崩ほう壊かいせしめたあの「鋼鉄の雷サンダーステイール」作戦の立案者である。秋あき津つ連邦軍と連れん繫けいして東西からウラノス飛空要よう塞さいを挟きよう撃げきし、ハイデラバード戦せん役えきの趨すう勢せいを決した帝国軍史上最大スケールの侵攻作戦を成功させた、事実上の帝国軍の頭脳。そんな大物がわざわざ一いつ介かいの新任大たい尉いとこうして相まみえることになったのも、バルタザールの功績が飛び抜けているためだ。


    　エリアドール飛空艇による敵中翔しよう破はを成功させた若き機長としてもてはやされた……だけではない。バルタザールは作戦本部の誰も見抜けなかったウラノスの一大侵攻作戦「オペレーション・ジュデッカ」をわずかな数字の綻ほころびからただひとり予見し、襲しゆう来らい日時と規模まで正確に看かん破ぱしていた……ことも大きいが、さらに特大の功績がつづいた。


    　先月、突然、サントス島の住民宣せん撫ぶの鍵かぎを握る「失われた王女エリザベート」がセントヴォルト帝へ親書を送り、バルタザールの個人名をあげ、「グリム少尉の要望であるなら、シルヴァニア王家はセントヴォルト帝国への協力を惜しまない」と通達してしまったのだ。


    　生存しているのか定かでなかったエリザベートを発見しただけではない。どうやったかわからないが、エリザベートはバルタザールを完全に信用しており、バルタザールが求めるなら帝国軍に協力する意志があるという。多島海戦争の鍵を握るサントス島が、帝国軍への全面協力を約束するならば未来はこのうえなく明るい。ハイデラバード連合軍と秋津連邦軍、ふたつの正面を相手にする帝国軍にとって、サントス島という足下を盤ばん石じやくに固めることが必須条件であるわけだが、バルタザールはそれを可能にしてしまった。


    　あまりに大きな功績が、連続しすぎる。


    　天才か、否いなか。


    　帝国軍作戦司令本部にとってもバルタザールを無視することはできなくなっていた。いまのこれは、バルタザールの「天才」を試すために設けられた場だ。


    　──天才を証明すれば、作戦本部の中ちゆう枢すうに登用される。


    　──秀才では足りない。そんなものはいくらでもいる。


    　──比ひ肩けんするもののない、唯ゆい一いつ無む二にの天才でなければならないのだ。


    　しかしそうはいっても条件は簡単ではない。


    　攻撃側、ヴィクトール准じゆん将しよう率ひきいる帝国軍の勝利条件は、首都イズリオンの占領。


    　防御側、バルタザール率いる連合軍の勝利条件は、上陸部隊の撃げき滅めつ。


    　防御側を割り当てられた時点で、すでに相当な不利である。


    　上陸作戦というものは、時期と場所と手段を決定できる攻撃側のほうが有利だ。さらにこの対戦は戦力の規模も現実をシミュレートしているから、ヴィクトール准将の戦力はバルタザールの三倍から五倍近いと見なくてはならない。少ない戦力で敵の大軍の上陸を阻そ止しするためには、敵軍の進攻ルートを正確に見極め、効果的に自軍を配置する必要がある。


    　──防御側には地形を活用できる優位がある。


    　──これを最大限に生かしたいが、さて……。


    　バルタザールはソルブール島の地形盤を睨にらみつけて、いまむかいの部屋で進攻ルートを決めているはずのヴィクトール准じゆん将しようの思し索さくをトレースする。


    　──上陸して首都イズリオンへ進攻するには、ふたつのルートが考えられる。


    　──北方海域から接近し、ナガル湾に上陸してイズリオンを目指す最短ルート。


    　──南方海域から接近し、チェンマイ湾に上陸する迂う回かいルート。


    　南北どちらから来るか、正確に予測して少ない戦力を待ち伏せに使えば、効果的な撃げき滅めつが可能だ。


    　──北から攻めるなら、狭い海域を通らねばならない。


    　ナガル湾はウツボカズラに似たＵの字形で、長細く抉えぐれている。上陸したなら近くに飛行場が三つあり、イズリオンにも幹線道路が通じているが、上陸可能地点の砂浜は湾の最さい奥おうに位置しており、艦隊がここに到達するまでに切り立った断だん崖がいからの猛射は避けられない。上陸作戦を実施するとしては難度の高い地勢である。


    　──南から攻めるなら、首都からは遠いが、艦隊の障害は少ない……。


    　チェンマイ湾はＣの字形で、抉れが浅い。上陸可能な砂浜も広く、艦隊は余裕をもって作戦を実施できるだろう。


    　──普通ならば、南だ。しかし……。


    　バルタザールはさらに、ヴィクトール准将の思索を追う。


    　──上陸して終わりではない。そこから首都へ侵攻する必要がある。


    　チェンマイ湾からイズリオンまで、陸路でおよそ四百五十キロメートル。途中に艦かん砲ぽう射撃が届かない山さん岳がく地帯があり、道路も狭く細く未整備だ。進撃中にゲリラと遭そう遇ぐうすることを考えたなら、こちらもリスクが大きい。


    　──二正面も、ありうる。


    　艦隊をふたつに分けて、チェンマイ湾とナガル湾のふたつ同時に強きよう襲しゆうをかけてくることも考えられる。バルタザールがどちらかひとつに守備隊を集中するのを見越して、手薄な側から安全に上陸しようというやり口だ。


    　──准将は、どれを選ぶか。


    　地形盤を睨みつけていても答えは出ない。


    　現在、バルタザールがいる資料室には、作戦本部の参さん謀ぼう将校三名と筆記係一名、それに連絡役の職員一名がいる。バルタザールは参謀のひとりに、行動を伝達する。


    「潜水艦の索さく敵てきを実施します」


    「連合軍、潜水艦索敵」


    　参謀が頷うなずき、連絡役が部屋を出て、索敵の旨むねをむかいの会議室に伝える。


    　会議室にはヴィクトール准将のほかに航空参謀二名と艦隊参謀一名がおり、連絡を受けるとダイスを振って、索敵の結果をバルタザールへ知らせてくる。


    「索さく敵てきの結果、潜水艦一を発見しました」


    　戻ってきた連絡役が、発見された潜水艦の駒こまを地形盤の海上に置く。


    　潜水艦は、サントス島シエラグリードとチェンマイ湾を結ぶルート上にあった。


    　バルタザールは頷うなずいて、類推する。


    　──潜水艦がこの位置にあるということは、チェンマイ湾が怪しい。


    　潜水艦は斥せつ候こうだ。これから上陸を企き図としている海域へ派遣して、敵艦隊の動きや陸地の様子を見張り、可能なら輸送船を撃げき沈ちんして、守備隊を海側から孤立させる役目がある。


    　──やはり南方ルートか……。


    　バルタザールはさらに索敵を進める。


    「航空機索敵を行おこないます。通信諜ちよう報ほうおよび、敵捕ほ虜りよの尋じん問もん結果も」


    　行動を参さん謀ぼうに伝えるたびに、連絡役が部屋を出て、むかいの会議室で行動結果を受け取り、口頭でバルタザールへ伝える。索敵や攻撃の結果判定はダイスの出で目めだが、ダイスの判定が難しい場合は、会議室にいる航空参謀、ペンドルトン大佐がゲームマスター役となって、起こりうる結果を決定してプレイヤーへ伝えることになっている。


    　連絡役から索敵と通信諜報、尋問の結果を受け取ると、やはりチェンマイ湾近辺に怪しい動きが集中している。


    　──えらく出たな。


    　情報はすべて、南方ルートからの進攻を予よ兆ちようしている。北方ルートへいくら索さく敵てきを仕掛けてもなにも出てこない。


    　──かえって怪しい。


    　バルタザールは腕組みをして考え込む。
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    　不意に、昔、上司であるアンディ大佐に言われた言葉を思い出した。


    『きみが人間の感情の機き微びを学んだなら、もう怖いものはない』


    　あのときはなぜそんなものを学ばねばならないのか、意味がわからなかった。


    　しかしいまは──理解できる。清きよ顕あきとかぐらを牢ろうから逃がす決断をくだし、その結果、シルヴァニア王家からの全ぜん幅ぷくの信頼を得るに至ったあの経験が、自分のうちに生きている。


    　──人間は理性だけではなく、感情によっても動く。


    　──いや……むしろ感情で動く人間のほうが多い。


    　──感情の根本は「不安」だ。不安のフィルターを通して、多くの人間は行動する。


    　──それは戦場においても同じだ。


    　──思考だけではない。相手の感情……不安も一緒に読め。


    　バルタザールはドアのむこうにいるヴィクトール准じゆん将しようを睨にらみつけ、推理を進める。


    　──これは演習だ。味方同士がルールを決定するゲームだ。


    　──そしてその結果は、これからの参さん謀ぼう本部での立ち位置に影響する。


    　ヴィクトール准将がもしも敗れたなら、参謀連中の面めん目ぼくは丸つぶれだ。万が一にも負けるわけにはいかない。そのために万全の準備が必要となる。


    　──おれの能力を判定したいのは作戦司令部の司令官クラスだ。ここにいる連中ではない。


    　──参謀連中にとって、おれの存在は目障り極まりない。


    　──ならば事前に結託して、おれを負けさせるように仕向けることは充分考えられる。


    　──このゲームのもたらす結果が「不安」だから、勝つ確率を高めたいはずだ……。


    　そう考えを進めたなら、ゲームマスターがむこうの部屋から一向にこちらへ来ないことがいかにも怪しく思える。演習前の説明では、ゲームマスターは作戦の区切りごとに部屋を移動して公平を期すことになっているのだが。


    　バルタザールは連絡係の職員へおもむろに問うた。


    「ペンドルトン大佐とヴィクトール准将が、話し合いなどを行おこなってはいませんか？」


    　連絡係は一瞬、表情を強こわばらせた。バルタザールと同室の参謀が、互いに顔を見合わせる。


    「い、いえ。そのようなことは」


    　連絡係は視線を逸そらし、答えた。バルタザールは手を止めている記録係へ目を送り、


    「いまの会話の記録を要よう請せいします」


    　記録係は参謀へと目を送り、ノートへ筆を走らせた。バルタザールは次に参謀へと要望を出す。


    「ペンドルトン大佐をこちらの部屋へお連れすることはできないでしょうか」


    　参さん謀ぼうは表情に訝いぶかしいものを挟み、それからやや眉まゆを厳しくする。


    「予定では上陸作戦が開始されてから、大佐はこの部屋へ来ることになっている。判定に不満があるとでも」


    「どういう過程で大佐が索さく敵てき結果を判定しているのか、わたしから不透明です」


    「きみは戦場でも、索敵の過程に不満を抱いだくのか？」


    　参謀の語気には明らかに、若じやく輩はいの新しん参ざん者ものに対する敵意があった。


    「失礼しました」


    　短く詫わびて、地形盤へ目を移す。しかし内心では、このシエラグリード作戦司令部の参謀連中に対する不信感が渦巻いていた。


    　いま、この部屋にいる人間に問いを重ねたのは、反応を見るためだ。あえて権限を越えた要求をふっかけて、どう対応するかを観察した。結果、全員の挙動が不審すぎる。


    　──連絡係の態度は明らかに、なにかを隠している人間のものだ。


    　──記録係も参謀と目配せをしてから記録を再開した。


    　──参謀も、やましいことがないなら、あれほど語気を荒らげる必要もない。


    　以上を演えん繹えきしたなら、次の答えが導き出せる。


    　──結託している可能性が高いな、こいつら。


    　──はじめから、おれを負けさせようとする腹か。


    　バルタザールはそれを確信した。


    　任官して以来、ずっとこうだった。功績をあげるたびに、周囲の人間の自分を見る目は冷たくなった。レポートの内容をなにものかに改かい竄ざんされたことさえある。


    　──セントヴォルト最高の知性の集まりであるはずだが、所しよ詮せん、人間というわけか。


    　──年齢を重ね、高い地位に就ついても、感情からは自由でいられない……。


    　人間というものの業ごうの深さに辟へき易えきする。敵はヴィクトール准じゆん将しようだけではない。いまこの場でバルタザールの[image: ]さい配はいを観戦している参謀三名、連絡係、記録係も敵というわけだ。


    　──ならば、おれにできることは。


    　──こいつらの上官が、のちのちこの兵へい棋ぎ演習の公正さに疑いをもつよう仕向けることだ。


    　──そのためには記録が重要になる。


    　バルタザールは記録係へ目を戻し、


    「いま、参謀がわたしの要求を断ことわったやりとりも記録願います」


    　再度、要望する。記録係は慌あわてて、手を動かす。参謀はますます眉み間けんの皺しわを深くして、


    「なんのつもりかね」


    「記録に抜けがあるといけませんので」


    「記録するのはきみの[image: ]配だ！　わたしとの会話など記録する必要はない！」


    「のちの研究に役立てるためです。せっかくこれだけの頭脳が集まっているわけですし、のちほど演習過程を検証する価値はあるでしょう。わたくしも演習後、ヴィクトール准じゆん将しようの[image: ]さい配はいをできるだけ正確に詳しく学びたいもので」


    　論理を並べると、参さん謀ぼうは苦々しい顔でしばらく黙りこみ、低く告げる。


    「きみに言われなくても検証は行おこなわれる。もしも公正さを疑っているなら杞き憂ゆうだ。それより、早く配置を決めたまえ」


    　バルタザールは地形盤へ目を戻し、迎げい撃げき地点の選定に入った。


    　これまでのやりとりから、攻撃側の進攻方向を確信する。


    　──北方ルートから来る。


    　──戦力差にものを言わせ、ごり押ししてくる腹だ。


    　バルタザールは地上戦力をナガル湾の狭い砂浜へ集中させた。火か砲ほうは断だん崖がいの上に据すえ置き、さらに水すい雷らい艇ていを予あらかじめ湾内へ配置して、三つの飛行場には迎撃用の局地戦闘機を大量に配備する。


    　──鍵かぎを握るのは、駆く逐ちく艦だ。


    　ハイデラバード連合軍艦隊はシエラグリード沖海戦で壊かい滅めつ的な打撃を被こうむっているが、まだ駆逐艦部隊は健在だった。うまく運用すれば、敵軍へ大打撃を与えられる。バルタザールはすでに腹案をもっているが、問題は、連絡係がヴィクトール准将へこちらの配置を漏ろう洩えいする可能性だ。


    　バルタザールは連絡係へ、要望を出した。


    「配置を完了する前に、ヴィクトール准将の配置を写真撮影していただけないでしょうか」


    　資料室の空気が、凍り付いた。参謀が語気を強める。


    「どういう意味かね」


    「のちの検証を有意義なものにするためです」


    「准将が、きみの配置を知ったあとに、自軍の配置を変えるとでも？」


    　穏やかな口く調ちように、怒ど気きが露あらわだった。


    　バルタザールはしおらしい表情を取り繕つくろう。


    「まさか。あくまで検証の手間を省くためです。もちろん、わたくしの配置を撮影しても構いません。准将も精せい緻ちな進行を希望するかと」


    　顔色を変えず、論理を返す。いくばくかの静けさを経へたのち、バルタザール自みずから、連絡係へ切り出す。


    「撮影を頼みます。終わったら、戦闘を開始して構いません。ペンドルトン大佐をすみやかに、こちらの部屋へお連れしてください」


    　参謀連中が顔を強こわばらせるなか、連絡係はカメラを手に持ち、むかいの部屋へ渡った。


    　バルタザールはそれを見送ってから、駆逐艦部隊の駒こまを手に持つ。これで漏洩の危険は少なくなった。


    　──連合軍に勝機があるとしたら。


    　渾こん身しんの一手を、据すえ置く。


    　──ここだ。


    　駆く逐ちく艦部隊の置かれた場所を見て、資料室に居合わせた参さん謀ぼう全員が息を呑のんだ。


    　同時に、連絡係がこれ以上ないほど不機嫌な表情のペンドルトン大佐を引き連れて資料室へ戻ってくる。


    「撮影してきました」


    「カメラをわたしに」


    　バルタザールはカメラを受け取り、一枚だけ撮影されていることを確認してから、自みずからの地形盤を撮影した。


    「これで写真は二枚。これ以上の撮影は不要。……大佐、配置が確定しました。これより戦闘開始して構いません」


    　ペンドルトン大佐はバルタザールの地形盤を一いち瞥べつし、表情を青白くした。


    「……うむ。では、戦闘開始」


    　大佐の唇くちびるがわずかにわなないていることを確認し、バルタザールは腹の底で舌なめずりをした。


    



    



    　バルタザールの読みどおり、早朝、北方ルートから進攻してきたセントヴォルト帝国軍機動艦隊は、まず航空攻撃で断だん崖がいの火か砲ほうに打だ撃げきを与えようとした。ハイデラバード連合軍はなけなしの航空戦力で立ちむかったが、衆しゆう寡か敵てきせず、崖がけの火砲はあらかた殲せん滅めつされてしまう。気をよくした帝国軍は戦艦を中心とした打撃艦隊を狭い湾内へ突入させ、砂浜の制圧を狙ねらう。


    　ここへ予あらかじめ配備された連合軍水すい雷らい艇てい部隊が襲おそいかかった。狭い海域では図ずう体たいの大きな戦艦は水雷艇の格好のマトだ。水雷艇部隊は全滅と引き替えに、戦艦二隻せきを大たい破は、重じゆう巡じゆん一隻を沈没させることに成功する。


    　しかし戦力差は大きすぎた。バルタザールの読みは完かん璧ぺきといってよかったが、予測のすべてを蹂じゆう躙りんしてしまう火力差はいかんともしがたい。夕刻、帝国軍はナガル湾に橋きよう頭とう堡ほを確保し、輸送船を呼び寄せて物資の陸揚げを開始した。バルタザールは陸上部隊を一いつ旦たん下がらせ、首都イズリオンの手前に防御線を敷く。


    　夜になった。帝国軍艦隊はナガル湾を脱し、連合軍の残存部隊を艦かん砲ぽう射撃するべく、イズリオン方面海域を目指した。ナガル湾ではすべての物資の陸揚げが完了し、盤ばん石じやくの進攻拠きよ点てんが設営されていた。


    　そこへ──日没と同時にカラナクタ要よう塞さいを出港した連合軍駆逐艦部隊が輸送船を引き連れて突入してきた。


    　誰も予想しなかった逆上陸。


    　輸送船には、カラナクタ要よう塞さいに配備された陸軍兵が詰まっていた。


    　バルタザールの渾こん身しんの一手は、見事に帝国軍の裏をかいた。軍隊というものは正面に対して最大の打撃力を発揮するよう布ふ陣じんするため、背後を突かれるとなすすべがない。さらに、逆上陸の成功と同時に連合軍は防御線を押し上げ、進攻拠きよ点てんを設営して油断しきっていた帝国軍へ襲おそいかかる。


    　砂浜の帝国軍上陸部隊は、陸と海から挟きよう撃げきをくらう格好となった。


    　──あとはダイスの出で目めだな。


    　祈りとともに振った目は、バルタザールへ微笑ほほえみかけた。


    



    



    　異例の兵へい棋ぎ演習は開始から二時間で勝敗が決した。


    　演習とはいえ、あってはならない結果が出ていた。重い静けさがふたつの地形盤にのしかかっていた。


    　勝者バルタザールは壊かい滅めつした帝国軍上陸部隊の駒こまを盤上から取り除くと、いつもの冷静な口く調ちようで参さん謀ぼうへ感想を告げる。


    「ダイス運がこちらにありました」


    　参謀は一瞬、言葉を呑のんだ。傍かたわらの航海参謀が、意見を述べる。


    「……多島海戦史において、逆上陸は前例がない。いまのは帝国軍艦隊がナガル湾を脱していたため夜間突入が成功したが、現実では敵が制圧した狭い海域を突破するリスクが大きすぎる。上陸に関しても、ハイデラバード陸軍の練度を考えたなら不可能な作戦だ」


    　おまえの主観に興味はない。この戦力差を覆くつがえすには逆上陸しかないからそれに賭かけただけだ。……という言葉を喉のど元もとで抑えて、バルタザールは返事する。


    「おっしゃるとおり。現実には起こりえないかと」


    　だが警戒くらいはしておけよ、という言葉も飲み込んで、部屋を出て敗将ヴィクトール准じゆん将しように挨あい拶さつをして一連の確認作業の非礼を詫わび、のちのちの心証に響かないよう「運がよかった」と繰り返し伝えておき、その後の会食では階級をわきまえて決して出すぎることなく「こののち作戦司令本部に配属されても周囲と協調して真ま面じ目めに職務に励みます」的な態度を貫つらぬき通して夜半、士官食堂を出てひとりになった。


    　サントス島の交通機関は馬車が主流だった。現地人が運営する辻つじ馬車をひろって、士官宿舎を目指す。


    　成果の多い一日だった。


    　兵棋演習の結果は作戦本部の司令官連中に伝えられ、彼らがまともな頭をもっているなら、バルタザールをセントヴォルト海空軍作戦司令本部に配属させるだろう。順調すぎるほど順調に、セントヴォルト軍の中ちゆう枢すうで作戦計画の立案に携たずさわることとなりそうだ。


    　──人生をかけた大おお一いち番ばんに勝利した。これまでで最大の成果といっていい。


    　自じ画が自じ賛さんを胸に落とす。


    　しかしなぜか、達成感は薄い。もっと喜んでもいいはずなのだが、それほど興奮してもいない。演習が終わってからずっと、冷たく乾いた風が胸中を通り過ぎている。


    　──おれの天才を証明した。歴戦の参さん謀ぼう将校も、おれには敵かなわない。


    　自賛を繰り返してみるが、喜びどころか、言いしれぬ虚むなしさが降りおりてくる。


    　窓の外へ目を送った。御ぎよ者しや台だいの角灯が、幾度もの空くう襲しゆうにさらされてところどころ瓦が解かいした街並みを照らし出す。南北多島海の昇降口として幾度もの戦火にさらされ、痛めつけられた街並み。復興のきざしも見えないが、行ゆく先々で巨大な重機が地面に穴を掘っていた。


    　サントス島に到着したころから気づいていたが、明らかに爆ばく撃げきによるものではない、新たな鉱脈でも掘り起こそうとするかのような不自然な大穴がいたるところにひらいている。


    　シルヴァニア王家が残したといわれる隠し財産──時価総額五百億ペセスに匹ひつ敵てきする金きん塊かいがサントス島のいずこかに眠っているそうだ。根も葉もない噂うわさ話ばなしとして作戦司令部はまともに取り上げていないが、噂を信じた個人投資家や民間企業がこぞって押し寄せ、ここぞと見当をつけた場所を掘り返している。


    　アホらしい。


    　バルタザールは鼻で笑って、道ばたに目を戻す。強ごう欲よくなセントヴォルト人とはうらはらに、家を失った行き場のない人々が、ぼろぼろの毛布にくるまって眠っていた。半はん裸らの子どもたちが暗い目をして、バルタザールの馬車を見つめている。


    　この島に立ちこめた暗い大気が、肺の奥底まで染みわたってくるかのように思える。鬱うつ屈くつした気持ちの出どころは、この島の雰ふん囲い気きだろうか。


    　──違うな。


    　──違う……。


    　バルタザールは虚しさの正体を探ってみる。


    　窓の外の闇やみに、紫むらさきかぐらの微笑ほほえみが浮かんだ。


    「……くだらん」


    　自分の思考を、即座にはねのけた。


    　自分の内に甘さは不必要だ。凡人が踊らされるような感情など、即刻排除すべし。おのれの内面を常にチェックし、しょうもない雑念が混ざり込んでいたならすぐに払い落とさねば。


    　──おれには国くに盗とりという野望がある。


    　──待っていろ、ジジイ。貴き様さまに吠ほえ面づらをかかせてやる……。


    　脳のう裏りには、一代でベルナー財ざい閥ばつを築き上げた祖父レニオールの威厳を帯びた無表情が焼きついている。


    　バルタザールがこれまで唯ゆい一いつ「勝てない」と思わされた相手。こうしてヴィクトール准じゆん将しようを打ち負かしたいまでもなお、あの祖父に勝てるという確信はもてない。


    　これまで誰もがバルタザールの前に膝ひざを屈してきた。


    　しかしあの祖父はいまのバルタザールにも遠慮なく、嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつと傲ごう慢まんさを注いでくるだろう。いま現在の成果では、まだまだ祖父の足下にも及んでいない。


    　はらわたが、煮えくりかえる。


    　──おれはレニオールの孫ではない。


    　──貴き様さまがバルタザールの祖父として歴史に記録されるのだ、クソジジイ。


    　──もうすぐ貴様の玉座にたどり着く。首を洗って待っていろ……。


    　窓の外の景け色しきを憎しみの色で塗りつぶす。


    　この憎しみこそが、バルタザールの原動力だ。


    　憎しみがあるからこそ、愚ぐ鈍どんな連中に足を引っ張られる煩わずらわしさにも耐えられる。


    　──おれが生きるには、憎ぞう悪おがあれば充分だ。


    　──そのほかの甘っちょろい感情など、おれには必要ない……。


    　ふと窓の外へ目をむけると、レニオールへの憎しみのうえに、かぐらの微笑ほほえみが覆おおいかぶさっていた。心の奥が音を立てて締め付けられ、慌あわててかぐらを消す。


    　──なにを考えている、愚おろか者。


    　──紫むらさきはなんの関係もない。どうでもいい。どうなろうが知らん。


    　──常に憎しみを駆かり立てていろ。自分を見失うな。


    　──憎悪こそ、おれを押し上げる根源的な力だ……。


    　ほとんど無理やりに憎悪を絞り出しながら、バルタザールは痛みを伴う虚むなしさを抱えて馬車に揺られた。なにやら息苦しさを覚え、目を閉じてみるが、虚しさも苦しさも減ることはなく、暗くら闇やみにかぐらの微笑みが浮かびつづけていた。


    『愛してるよ、バルタ』


    　別れ際にかぐらが告げたあっけらかんとした言葉が、耳の奥に舞い戻る。


    『また、会おう。必ず、会おう。もっと立派になって』


    　およそ一か月前、飛空要よう塞さいオーディンの外縁に佇たたずみ、風に吹かれながら、かぐらは涼やかに笑っていた。


    『自分の力で世界を変えられるような、偉い人間になってまた会おう』


    　目をひらき、窓の外を眺めた。強い星が街の灯ひのむこうにいくつかまたたいていた。


    　──おれは進んでいるぞ、紫。


    　──貴様は、おれに追いつけるか。


    　海のむこうの敵国にいるかぐらへ、バルタザールは無言の挑ちよう発はつを送った。虚しさが少しだけ薄れて、代わりに甘いものが意識からにじみ出ていた。あえて排除するのも面倒くさくなり、その甘さにいまだけ埋もれることにした。


    　──この世界の中心で、また会おう。


    　口には出せない要望を心のなかで呟つぶやいて、耳の端をよぎる蹄てい鉄てつの響きを聞きながら、バルタザールはひととき追想に身を委ゆだねた。


    



    　十九．


    



    　抱え込んでいたすべての煩はん悶もんが冷たい青にぬぐい去られ、空を飛んでいる自分と地上を歩む自分とが乖かい離りしていく。


    　この空において一瞬でも余計な情緒に気を取られたなら、それが死ぬときだ。


    　いなくなったひとや、戦う理由や、この空を飛んでいるかもしれない友人に思いを馳はせていたなら、途端に翼が吹っ飛んで機体を二十ミリ機き銃じゆう弾だんに貫つらぬかれ、四し肢しが砕け散って肉片となり青のただなかへ投げ出される。


    　人間としての情緒など、ここでは雑念にすぎない。いや雑念どころか、死に神といって差し支えない。かまけた瞬間、その鎌かまで首を搔かき切られてしまう。


    　──ただ、戦え。


    　──ただ、墜おとせ。


    　──ぼくは一個の鉄だ。


    　爆ばく砕さいした敵機の破片が風防を叩たたく。全面に咲いた炎の華のなかに、もぎとられた手足と血の色が見えた。


    　清きよ顕あきはその残ざん骸がいを突き破り、三枚翅ばねを唸うならせる。


    　高度四千メートルで失速反転。鷹たかの目で空戦場を見下ろす。


    　──相変わらず艦載機だ。


    　──これをいつまでつづける？


    　定期便のように、敵空母群を飛び立った艦載機によるちまちまとした空くう襲しゆうが行おこなわれる。一気に大量の飛空機を投入して決戦を強いるのではなく、真綿で首を絞めるようなやり口だ。産業力のない秋あき津つ連邦にとって、こういう攻撃はじわじわと確実に効いてくる。メスス島オデッサは日に日に消しよう耗もうしていき、オデッサ航空隊も時間とともに飛空士の数が減っていく。


    



    　帝紀一三四九年、十月下旬、メスス島オデッサ──。


    



    『坂さか上がみ小隊、直ちよく掩えん機きに構うな。爆ばく撃げき機を墜とせ』


    「了解」


    　スピーカーからマオロン飛空隊長の指示が飛んだ。清顕は左右に列機を従え、これからメスス島に到達しようとしている爆ばく撃げき機き隊を目指す。


    『思う存分墜おとしてください、坂さか上がみ少しよう尉い！』


    『我ら必ずお守りします！』


    　清きよ顕あきの列機、ジャダンバ・ダムバゾリク二等飛空兵へい曹そうと新にゆう田た原ばる聯れん介すけ二等飛空兵曹のいつもと変わらぬ忠実な声が届く。彼らが列機となって三週間が経たち、編隊空戦もさまになってきた。


    「深追い無用。無む茶ちやはするな」


    　清顕はすっかり口くち癖ぐせとなった戒いましめを送ると、敵爆撃機を認め急降下する。


    　左右から、ダムバゾリクと聯介がついてくる。この急降下についてこられるのも、日ごろの地上訓練のたまものだ。マオロン隊長に直じき訴そして清顕の列機として任命されて以来、彼らは文字面どおりに清顕の盾たてと化している。


    　下方、高度二千メートルを二列縦じゆう陣じんで飛行する帝国軍複座艦上爆撃機「レッドゴート」二十機の機き影えいが大きくなってくる。清顕自身も哨しよう戒かい任務で何度か乗ったことのある機体だ。ミオと共にレッドゴートに乗ってイドラに襲おそわれ、無人島に不時着したこともある。しかし感傷にひたるヒマは、ここにはない。


    　──いまはもう、敵機だ。


    　むこうはまだ、急降下するこちらに気づいていない。照しよう準じゆん器きの十じゆう字じ環かんから、レッドゴートの機体上部面がはみ出す。引き金を引く指に、ためらいはない。


    　一瞬前までレッドゴートだった火か球きゆうの傍かたわらをすり抜けて降下する。真っ青さおな海原がまばたきする間に迫る。左右からダムバゾリクと聯介が固定されたもののごとく追つい従じゆうしてくる。


    　スピーカーが鳴る。


    『左後方、敵機!!』


    　ダムバゾリクに言われた方向へ首を曲げる。上方から直ちよく掩えん戦闘機ベオイーグル三機小隊が清顕を追ってくる。守るべき爆撃機を一瞬で食われた報復だろう。


    　──むこうが優位だ。


    　戦闘機同士の空戦であれば、高い位置にいるほうが有利だ。完全に背後を取られたいま、清顕たちは深刻な不利にある。


    　けれど。


    　──逃げれば、食われる。


    　──勝負。


    　スピーカーへ、指示を飛ばす。


    「縦旋せん回かいで隊長機を狙ねらう、絶対に離れるな!!」


    『はっ』


    　応答を受けてから、敵との距離が五百メートルほどのところで操縦桿かんを引き付けた。


    　視界前面から、海原が消える。水平線が出現して、すぐに天頂の青に取って代わる。最も危険な引き起こしを無事に完了し、清きよ顕あきは列機を従えたまま宙返りへ入る。


    　村むら雨さめとベオイーグルの旋せん回かい性能はほぼ同じだ。ならばあとは飛空士の技量が勝負を決める。


    　──可能な限りに旋回半径を小さくしたい……。


    　これまでの空戦の経験から、きれいな宙返りを打つよりも、やや機体を捻ひねりながら斜め気味に打つほうが旋回半径を小さくできることに清顕は気づきはじめていた。しかしあまりに捻りすぎると失速してしまうから、重心を保てるぎりぎりを見極めねばならない。口で言うだけなら簡単だが、これを実戦でやるのはかなりの勇気が必要だ。


    　──ついてきてくれ、ダムバ、聯れん介すけ。


    　清顕は左右の列機へ祈りを込めて、機体を捻っていく。手に汗がにじむほど繊せん細さいな操縦に集中せねばならない。後方を振り返ると、敵小隊もかなりの執念を以もつて、清顕を追尾してくる。


    　──負けられない。


    　風防のむこうを、海と水平線と空が代わる代わるせり上がり、下方へと消えていく。のしかかってくる強烈なＧに耐えながら、歯を食いしばり、円えん環かんが斜めに倒れたような宙返りを描えがきつづける。


    　そのとき不意に、エアハント士官学校でイリアと模も擬ぎ空戦を繰り返していたころのことを思い出した。


    　──この機動は……イリアが言っていたあれに近い……。


    　もう一年以上も前、イリアは父の技を再現するために、清顕に頼んで何度も何度も宙返りでの格闘戦を演習しつづけた。


    　斜め宙返りの頂点付近に、失速と空中分解を同時に発生せしめる「真空地帯」のごとき場所があり、そこでうまく三舵だを操作したなら一瞬で相手の背後に回り込める……とイリアは言っていた。


    　かつてそれを成し遂げ、「空の王」と呼ばれた男がひとりいる。


    　──カルステン・ターン。


    　イリアの父、カルステン・クライシュミットがやってのけた伝説のターン。いま清顕が列機を率ひきいて宙返りを打っているこの状況は、イリアと何度も演習した状況と同じだ。


    ぶるっ、と身のうちでなにかが湧わき立った。


    　飛空士としての獰どう猛もうな本性が、いきなり突き上がってくる。


    　──ぼくにも、できるかもしれない。


    　──列機に守られているいまなら、やれる……。


    　カルステン・ターンに失敗して失速し、錐きりもみに入ったとしても、列機が助けてくれれば持ち直せる可能性がある。


    　──やってみるか……？


    　飛空士として新しい次元へ到達できるかもしれない。その誘惑が操縦桿かんにかかる。右フットバーに力を込めようとしたそのとき。


    　──失敗したら、列機がやられる。


    　その思いがひらめく。


    「くっ」


    　清きよ顕あきはフットバーから力を抜く。操縦桿かんも常のまま、少しだけ捻ひねりこんだ縦の旋せん回かいをつづける。


    　──無む茶ちやはできない。列機の命を預かっている……！


    　その思いのほうが強くなっていることに、はじめて気づいた。


    　──確実に勝てるやり方で、勝たなければ……。


    　苦しいが、仕方ない。このまま旋転に耐えれば、いつか相手の後ろに潜もぐり込めるはず。いま翼に抱え込んでいるのは自分の命だけではない、部下の命も背負って飛んでいる。その戒いましめを自分の内壁へ刻印する。


    　首を捻り、のけぞるような体勢で機体後方の敵三機小隊を仰あおぎ見ながら、苦しさに耐える。荷か重じゆうが苦しくて仕方ないが、この苦しさに負けて旋回をやめた瞬間、敵は後ろに回り込んでこちらの命を摘つみ取る。いまは相手も搭乗席のなかで同じ苦しみに耐えているのだ。セントヴォルト飛空士の優秀性は肌はだ身みに沁しみて知っているが、絶対に負けるわけにはいかない。


    　──サムライの誇りを見せろ。


    　まなじりを押しひらいて、負けん気をかきたてる。苦しさのあまり、操縦桿を握る手が震ふるえてくる。しかし操縦の繊せん細さいさを欠けば、すぐに敵は背後に回り込むだろう。一瞬の油断がすぐさま小隊三名全員の死に結びつくのがこの空戦場だ。


    　耐えて、耐えて、限界をさらに超えて耐え抜き……。


    　機体後方に見えていた敵小隊長機が、糸が切れたようにふらふらと、清顕の頭上くらいへ押し下がってきた。


    　苦しみに、負けたのだ。


    　一瞬にして清顕は相手の背後を取っていた。敵小隊はすでに隊形を維持できず、列機は縦の円えん環かんからはじき飛ばされていた。


    　照しよう準じゆん器きに哀れな小隊長機を収め、ためらうことなく引き金を絞る。


    　村むら雨さめの二十ミリ機き銃じゆう弾だんが、ベオイーグルを火の球に変える。翼内に残っていた炸さく薬やく弾がネズミ花火のように空域へ四散するのを見届け、撃げき墜ついの余よ韻いんにひたる間もなくはじき飛ばされた敵の列機へ襲おそいかかる。


    　縦旋回の負荷を受けつづけて飛空士の肉体が消しよう耗もうし、すでにふらふらの列機は清顕に気づいてもいない。


    　──こっちの列機は？


    　ちらりと左右へ目を送ると、ダムバゾリクと聯れん介すけはやや清顕に遅れながらも、まだ三機小隊の隊形を保っていた。充分すぎるほどに優秀だ。


    　──頼もしいな。


    　背後の安全をふたりに託して、清きよ顕あきはつづけざまに敵列機を二機とも仕留める。これまでずっとひとりで飛んでいたから、列機が背後を守ってくれることのありがたみが身に沁しみた。


    　──列機のおかげで、生き延びている……。


    　そのことも自覚する。スピーカーを通じて列機へ言葉をかけた。


    「まだいける？」


    　応答は、すぐに返る。


    『はっ』『まだいけます!!』


    　ふたりとも少し声が疲ひ弊へいしているように感じたが、充実感も伝ってくる。清顕は頷うなずいて、空戦場を鳥ちよう瞰かんし、メスス島へ直進していく敵爆ばく撃げき機き隊へ矛ほこ先さきをむける──。


    



    



    　敵艦載機を追い払って地上へ降り立ち、航空指揮所への戦果報告を終えると、ダムバゾリクと聯れん介すけが興奮した顔で駆かけ寄ってくる。


    「ありがとうございました、坂さか上がみ少しよう尉い!!　おかげさまでわたくし、本日一機撃げき墜ついしました！」


    　ダムバゾリクの初戦果に、清顕は驚く。全く気づいていなかった。


    「え、いつの間に？　全然見えてなかった」


    「少尉の機がこう飛んでいるときに、こっちからこうむかってくるものがおりまして……」


    　ダムバゾリクは左右の手のひらをつかって、撃墜の状況を説明する。どうやら清顕が前方の敵に気を取られている間に、斜め上方から忍び寄ってくる敵機がいて、ダムバゾリクがいち早くそれに気づき撃墜してしまったようだ。


    「ダムバの撃墜、わたくしも見ておりました！　悔くやしくはありますが、見事な撃墜でした！」


    　まだ撃墜のない聯介は言葉どおり、やや悔しげに補足する。清顕は思わず頰ほおを緩ゆるめた。


    「そう。ありがとう。全然気づいてなかったよ」


    「列機の務めであります！」


    　ダムバゾリクは生き真ま面じ目めに踵かかとを鳴らして、胸を反らし中空を仰あおぐ。ウソをつけるほど複雑な性格の持ち主ではない。命を救われたのは確かなようだ。


    「ちょっと待ってて」


    　清顕はすぐ近くの士官兵舎へ走っていき、自分の机の足下から清酒の大おお瓶びんを一本持ってふたりのところへ戻った。


    「扇おうぎガが谷や参さん謀ぼうにもらったんだけど、ぼくそんな飲まないから。あげる」


    　銘柄を見てダムバゾリクは目を見ひらく。秋あき津つ人じんは誰もが知っている高級酒だ。


    「よ、よいのでありますか!?」


    「命に比べたら安いよ。みんなと飲んで」


    「ありがとうございますっ!!　みな喜びますっ!!」


    　ダムバゾリクと聯れん介すけは何度もお礼を言って、清酒の瓶びんを大事そうに抱えて下士官兵舎へ戻っていった。ふたりの背中へ手を振って見送り、清きよ顕あきはひとつ息を抜いた。


    　日はもう水平線のむこうに落ちていて、西の空に紫むらさき色の残照があるだけだった。


    　もうすでに三機小隊を組むようになって六回の空戦を経験した。生還するごとに列機との絆きずなは深まっていくし、戦うほどに連れん繫けいも上達する。


    　この残酷な空を生き残るために、互いの存在が不可欠になっていく。


    　──こうやってまた、大事なひとが増える……。


    　清顕は天頂を見上げながら、しみじみそんなことを思った。


    　時間と一緒に、かつて大事だったひとが色あせて、目の前にいるひとが色づいていく。


    　いくらいまを拒絶して過去にすがりつこうとしても、そんなことは否いや応おうなくのしかかってくる現実が許してはくれない。


    　それが当たり前なのだ。安っぽい歌謡曲でさんざん歌われているように、人間が生きていくということは出会いと別れの繰り返しだ。しかしその当たり前がひどく痛い。


    　清顕は両手で自分の頰ほおを張った。そして表情を引き締め、暗くなりつつある空を見上げる。


    　──悩んでも仕方ない。いまを一いつ生しよう懸けん命めい生きないと。


    　──明日あした、死ぬかもしれない状況だから……。


    　おのれを引き締める。感傷にひたるのは贅ぜい沢たくだ。戦況は日を追うごとに悪化しており、自分が生き残ることができるのかさえ定かでない。帝国軍の戦力は時間と共に増強されており、産業力に劣おとる連邦軍は日増しに押されている。


    「お、いたか清顕。探したぞ」


    　いきなり横合いから声をかけられ振りむくと、新聞を手に持った扇おうぎガが谷や航空参謀が笑え顔がおで近づいてくる。


    「新聞に面白いことが書いてあってな。おまえの感想を聞きたい」


    　扇ガ谷が手渡した新聞は、秋津日につ報ぽうだった。日付は三日前。ここオデッサは内地（秋津連邦本土）からは距離があるため、新聞も三日遅れで届く。


    「あまりひとに見られたくない。指揮所で話そう」


    　促うながされ、清顕は扇ガ谷のあとにつづいて、オデッサ飛行場の航空指揮所二階、士官室へと入っていった。


    　作戦地図を置くための大きな机に秋津日報を広げると、該がい当とうの記事を扇ガ谷が示す。


    『新たなる空の王へ　因いん縁ねんのふたり対決迫る』


    　仰ぎよう々ぎようしい大見出しの下に、村むら雨さめの操縦席から片手を突き出し、整備員に手信号を送る清顕の写真が大きく載せてあった。


    　新聞に載るのははじめてではない。セントヴォルトでも「エリアドールの七人」としてさんざん軍部の宣伝活動と若年層の士気高こう揚ように利用されてきたから慣れている。だがしかしそれにしても、この記事はあからさまに扇せん動どう的な内容だった。なにしろ清きよ顕あきの写真の下に、エアハント士官学校で模も擬ぎ空戦したときのイリアの顔写真を据すえ置いているのだ。


    　記事曰いわく。


    　多島海の空戦場に、このところめきめきと頭とう角かくを現してきた若わか武む者しやがいる。見覚えのあるかたも多いのではないだろうか。昨年二月、エアハント島の模擬空戦においてセントヴォルト帝国と秋あき津つ連邦の注目を一身に集めた若鷹たか、坂さか上がみ清顕少しよう尉い（19）である。第二次多島海戦争の勃ぼつ発ぱつに伴い、祖国への忠誠心から彼はヴォルテック航空隊を脱走し、現在、メスス島オデッサにてかつての同僚たちと死闘を繰り広げている。「空の王」と呼ばれた坂上正まさ治はる飛ひ曹そう長ちようの息子の名に恥じることなく戦果を着実に積み上げ、やがては大編隊を率ひきいる指揮官として周囲からの期待も厚く云うん々ぬん……。だが一方、「空の王」と呼ばれた男の血を継ぐものがもうひとり、多島海の空を飛んでいる。ヴォルテック航空隊に所属するイリア・クライシュミット少尉候補生（19）である。彼女は現在、イズリオン方面の空戦場で連合軍と戦っているが、まもなくレオ・ローゼンミュラー大たい尉いの撃げき墜つい数に並び立つほどの活躍を見せている。帝国民の間でもイリアの名声は轟とどろいており、その美び貌ぼうも相まってすでに国民的英雄といってもよい。奇くしくも同時期に現れたふたりの若き英雄、坂上清顕とイリア・クライシュミット。しかしこのふたりはエアハント士官学校時代には親交を結んでおり、ふたりきりで外出するすがたもたびたび目撃されている。似た境遇、似た天性、同じ夢を抱いだくふたりが友情以上の感情を抱いたとしても不思議ではない。このまま戦いがつづけばいつか相まみえるであろうふたりはそのとき、互いにむかって引き金を引くことができるだろうか、云々。


    　読み終えて、清顕はうなだれたまま頭を搔かきむしった。


    　明らかに、大衆のゲスな興味を惹ひくことを目的にして書かれた記事だ。戦争に疲ひ弊へいした国民はいま、わかりやすい娯楽を求めている。


    　記事に署名はないが、誰の仕し業わざかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。


    「歌うた国ぐにさん……」


    　エアハント時代から、この記者はそうだった。清顕とイリアにやたらとつきまとい、無礼な言葉を投げつけて、ふたりの関係を探り当てようとしていた。


    『卒業後、おふたりはもしも戦場で出会ったなら正々堂々、殺しあいをなさいますか？』


    　インタビューのとき歌国にされた質問が思い出される。あのときからすでに歌国は、因縁深い清顕とイリアの関係性に注目して、大きな記事に仕立て上げようと画かく策さくしていた。でなければイリアとふたりきりで何度も出かけたなどと、歌国が知っているはずがない。


    　怒りで胃の奥が溶け落ちそうだ。


    　イリアとのことを赤の他人に土足で踏みにじられたくないし、憶おく測そくに基づいた記事を国中に発信されたくもない。


    「このお嬢さんと仲良かったってのは、本当か？」


    　回りくどいことはせず、扇おうぎガが谷やは単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞いてくる。清きよ顕あきは苦い表情のまま、


    「……大切な友人です。士官学校時代、ふたりで何度も模も擬ぎ空戦をして、技量を磨きました」


    「なんつーか……ただの友人だよな？」


    「友人です。一流の飛空士として、彼女を尊敬しています」


    「……わかった。それで……もしもこのお嬢さんと戦場で出会ったとして、だ」


    　扇ガ谷はそこで言葉を一いつ旦たん止めて、清顕の表情をじいっと見る。


    　なにを尋ねられるかは、だいたいわかった。


    「……撃てるか？」


    　清顕は、答えられない。ただ、表情が強こわばる。扇ガ谷の察しは早い。


    「……だわな。撃てるわけねえよな、そんなもん」


    「……………………」


    「だがまあ、海軍軍令部としては、撃ってほしいわけよ。是ぜ非ひとも。坂さか上がみ清顕の手でイリア・クライシュミットを撃ち墜おとして、国中みんなで大盛り上がりしたいわけさね」


    　諦てい観かんした口く調ちようで、扇ガ谷は訥とつ々とつと告げる。清顕は返事できない。


    「おれもこんな話はしたくねえんだが、そうも言ってられなくてな。……実は、おれは箕み鄕さとに戻ることになった。新しく編成される首都防空航空隊の司令官を務める。連邦軍から一流の飛空士だけを集めた、最強の戦闘機隊を作る計画だ。内ない示じしておくが、おまえもそこに呼んだ。経験は足りないが、おまえには腕がある」


    　少し驚き、清顕は顔を上げた。


    「もうじき帝国軍はイズリオンを落とす。ハイデラバードが帝国に降伏したなら、次はここ、オデッサの番だ。おれの読みでは、オデッサはそう長くは保もたねえ。オデッサが落ちたら、次はとうとう箕鄕の番だが、それまでに少しでも首都の防空を強化したいわけよ」


    「箕鄕防空は、慧え剣けん近この衛え師団の仕事では……？」


    「帝国軍相手にするには、近衛師団だけでは防ぎ切れん。だから近衛師団と陸海航空隊の選えりすぐりを混ぜて、最強戦闘機隊を作っちまおうって話だ。まあ、帝国のヴォルテック航空隊のパクリだな。だが箕鄕に最初に来るのは絶対にヴォルテックだ。このまま負けるわけにはいかねえ。勝てなくてもせめて刺し違えるくらいのことはやらねえとな」


    　清顕の心臓が、大きく跳ねる。


    　ヴォルテック航空隊の仲間たちの笑え顔がおが、視界に覆おおいかぶさった。


    　別れてたった二か月しか経たっていないのに、もうずいぶん昔のことに思えてしまう。


    　そして離れてみて、改めて彼らがセントヴォルト最強の戦闘機集団であるという事実を思い知らされる。扇ガ谷がいうように、ヴォルテック航空隊の仕事は制空権の獲得、すなわち、首都箕み鄕さとの空をセントヴォルトのものにすることだ。それだけの装備と実力をもつ集団だ。


    　尊敬するレオの顔が浮かんだ。いつも明るく無む邪じや気きなルルとララ、大おお雑ざつ把ぱで酒飲みのマクガイア、ケンカばかりしているリーオン。他国人の清きよ顕あきにも分け隔へだてなく接してくれて、砂浜で毎日のように朝まで飲んだくれた大切な仲間たち。軍警に囚とらわれた清顕とかぐらのために、彼らは軍法を犯して助け出してくれた。


    　顔の見えない敵ではない。顔も性格も家庭環境まで全員よく知っている、仲間だ。


    　箕鄕へ行って新規航空隊に配属されたら、その仲間と戦うことになる。


    　──できない。


    　それに誰よりも。


    　──イリアと、戦えない。


    　首都決戦が現実味を帯びてくると、改めて恐ろしくなってくる。いままで漠ばく然ぜんとしていた想像が瞳ひとみのうちで確固たる像を結び、両足を震ふるえさせる。


    『きみと戦場で出会ったら、本気で戦おう』


    　飛空要よう塞さいオーディンでの別れの際、イリアに頼まれ、そんな誓いを交わした。牢ろうから脱だつ獄ごくして軍警に追われ、残された時間が少ないなか、後悔の残る別れ方をしたくなかったから、イリアの真しん摯しさに応こたえた。


    　箕鄕の上空で、それが現実になるというのか。


    　扇おうぎガが谷やは清顕の反応を眺めて、決まり悪そうに頭を搔かいた。


    「まあなあ。あのお嬢さんとおまえの因いん縁ねんも、もとをたどると、おれも一枚嚙かんじまってっからなあ……。あんときゃ若かったのもあるが、しかしなんつーか、空気読めねえことしちまったもんだよな、おれも……」


    　扇ガ谷が言っているのは、いまからおよそ二十年前、第一次多島海戦争において、坂さか上がみ正まさ治はるとカルステン・クライシュミットの一騎討ちに乱入してしまった件だ。当時「空の王」と呼ばれたふたりの一騎討ちとあって、敵味方の飛空士は暗黙の了解のうちに空戦を中断して、そのすさまじい技量の激突に見入った。そしてカルステンが正治の背後を取り、必ひつ中ちゆうの距離まで寄せたとき、おもむろに正治は機体を垂直に立てた。その瞬間──尊敬する正治を助けようと、若き扇ガ谷はふたりの舞台に割って入ってしまった。


    　ここで、記録はふたつに分かれる。


    　秋あき津つ連邦軍に残された記録では、扇ガ谷が乱入する直前に、決着はついていた。いきなり機首を立てた正治は急激に減速してカルステンを前方に押し出すと、機首を水平に寝かせてカルステンを仕留めた……ということになっている。これは「蛇へび撃ち」と呼ばれる、いまだ正治を除いて成功したもののいない伝説の戦技だ。


    　しかしセントヴォルト帝国軍の記録では、乱入した扇ガ谷の射撃によってカルステンは撃ち墜おとされたことになっている。以降、右腕を失ったカルステンは空戦場を飛ぶことはなく、坂さか上がみ正まさ治はるの名前は名誉ある一騎討ちに泥を塗った「卑ひ怯きよう者もの」の代名詞として、帝国軍飛空士に語り継がれている。


    「おれが言っても説得力はねえが、蛇へび撃ちが決まったのは本当だ。一番近くでおれが見てたからな。だがしかし、そんなことむこうさんに言っても信じてもらえんよな。空戦の記録なんてただでさえいい加減なもんだし、自分のほうに都合がいいように書き換えちまう。アホの扇おうぎガが谷や晴はる彦ひこは敵さんに絶好の言い訳を与えちまったわけだ」


    　翼をもがれたカルステンは失意に沈んでアルコール依存症になり、ひとり娘のイリアを次代の「空の王」とするべく、徹底的な英才教育を施して鍛きたえ上げた。あのときイリアが清きよ顕あきに「本気で戦ってくれ」と頼んだのも、父の思いを汲くんでのことだろう。


    　イリアとの間に横たわる因いん縁ねんの深さを改めて思い知らされ、清顕は言葉を失うしかない。


    　出会った当初こそ鉄てつ面めん皮ぴを崩さなかったイリアだが、知り合うにつれて普通の少女の素顔を見せるようになった。


    　模も擬ぎ空戦で一騎討ちをして、その美しい飛び方に見とれたことや、ふたりきりの体育館で剣術訓練に励んだこと、夜の士官室で昼の模擬空戦の反省会に明け暮れたこと、バイクに二人乗りしてツーリングに出かけたこと。士官学校時代の思い出が次々に浮かんできたあとは、ヴォルテック航空隊での出来事が思い出された。


    　下士官と交流するために砂浜で酒を飲んで、したたかに酔っ払ったイリアは清顕におんぶをせがんできた。背中に抱えたイリアは華きや奢しやで、柔らかくて、いい匂においがした。イリアに両の頰ほおを引っ張られて、ふたりで笑いながら星の下を歩いた。このまま誰もいない島にイリアを背負って歩いていって、戦争のことを忘れてずっとふたりで生きていけたら、すごく幸福だろうと思った。


    　その感情をなんと呼んだらよいのかは、わからない。ただありのままに自分の内面を覗のぞき込めば、イリアの存在はもうすでに清顕の中心に枝えだ葉はを広げ、魂たましいの奥底にまで根を張り巡らせている。


    　そのひとを、この手で、撃ち殺すことなどできるわけがない。


    「ためらいは理解できる。だが残念ながらおれたちは軍人だ。同国人の命を守るために、友達だって恋人だってこの手で撃ち殺すのが仕事だよ。それをやんなきゃ、敵国の恋人さんがおまえや仲間や家族を撃ち殺しちまう」


    　扇ガ谷の言葉が、遠く響いた。


    　なにが正しいのか、わからない。いや、正しいとか間違いとか、そういう次元の問題ではない。


    　時代が狂っている。


    　国家が、いや世界中が、戦争という狂熱に踊って真っ当な倫理を失っている。


    「軍令部も秋あき津つ人じんも、おまえが活躍するのを望んでいる。応こたえてやってくれ。おまえが経験したような悲しみを、同じ国の人間に味わわせないために戦うんだ」


    　このメスス島で、面白半分の銃じゆう撃げきにより殺された父母と姉のすがたが思い出された。なにもかも狂ったこの時代にあって、わずかにすがりつくべき倫理は、扇おうぎガが谷やがいま言った文脈のなかにしかなかった。


    「明後日あさつて、転進命令が出る。輸送船を護衛するついでに内地へ帰るんだ。おまえの列機も連れていくから、しっかり準備しとけよ」


    「……はい。……万全を尽くします」


    　力なく返事すると、扇ガ谷は慰なぐさめるように清きよ顕あきの肩を叩たたき、兵舎を出ていった。


    　ひとりになり、清顕は自分のベッドに寝転んだ。胸の痛みがひどい。悪い予感が次々に浮かんできて、苦しくて仕方ない。


    　──どこにむかっているんだ、ぼくは。


    　運命に翻ほん弄ろうされるまま、流されるだけの自分に歯がゆさを覚える。


    　焼け落ちた故郷を前にウラノス打倒を誓ったあの日から、研けん鑽さんに研鑽を重ねてたどり着いた場所は、かけがえのないひととの殺しあいの空だというのか。


    　──そんなに、国が大事か。


    　──そこまでして、国のために戦わなきゃいけないのか。


    　──イリアを殺して出世して将官になって、ぼくは満足するのか。


    　煩はん悶もんがやまない。


    　部屋の天井にはいつまでも、星の砂浜で見せたイリアのあどけない笑え顔がおが浮かんでは消えていく。飛空要よう塞さいオーディンでの別れ際、抱き寄せた身体からだのぬくもりが手のうちに甦よみがえってくる。


    「イリア」


    　名前を呼んだ。


    「普通に会いたいよ」


    　戦いの空などではなく、ヴォルテック航空隊の仲間たちと大はしゃぎしたあの砂浜のような場所でイリアとまた会いたい。そしてふたりで翼を並べ、戦いのない空を舞えたら、どれほど幸せだろう。そんなたわいない願いも、この状況では全く現実味のない、子どもじみた夢物語だった。


    



    



    　二日後。


    　メスス島の軍港は、避難民でごった返していた。これまで幾度もの戦闘に巻き込まれながら生まれた島を捨てられなかった人々も、イズリオンを落とした帝国海空軍がメスス島にむかったとの報告を受け、泣く泣く家を手放し内地への船へ乗り込んでいく。


    　およそ一万四千人の一般人を詰め込んだ四隻せきの輸送船は、二隻の駆く逐ちく艦に護衛されて汽笛を鳴らし出港した。単座戦闘機「村むら雨さめ」に乗り込んだ清きよ顕あきはダムバゾリクと聯れん介すけを列機に従え、上空から輸送船をツルギ島まで護衛する。


    　直ちよく掩えん機きはマオロン大たい尉いを隊長とする十二機。護衛任務が終わったら給油して箕み鄕さとまで飛んでいき、扇おうぎガが谷やが編成した新航空隊に配属されることになっている。


    　清顕は下方を見下ろす。輸送船の甲かん板ぱんにまでぎっしりと避難民が詰め込まれ、十一月の陽光を受けている。明らかな定員オーバーだが、甲板下はもっと悲ひ惨さんなことになっているだろう。狭く暗い船せん倉そうで身体からだを押しつけあった人々が、トイレに行くこともできず、時間とともに上がっていく船内温度に耐えているはず。


    　遙はるか下方の白い航跡を眺め、遅い船足についていくため何度も大きく旋せん回かいしながら、清顕は敵機襲しゆう来らいがないか、大空を注視する。今日きようはよく晴れていて雲も少なく、敵機が来たならすぐに発見できるだろう。警戒すべきは潜水艦だが、潜水艦が独力で大だい瀑ばく布ふを越えるのは不可能であるため、サントス島の造船所で一から造るしかない。帝国軍はサントス島を攻略して南多島海に降りたってからまだ二か月弱しか経たっていないため、潜水艦はこの海に降り立ってはいないはずだ。


    　──わりかし、のんびりできるかな。


    　このところ毎日、敵艦載機を相手に空戦をしていたから、今日の任務は退屈でさえあった。のろのろとした船足に敏びん捷しような戦闘機の歩調を合わせなければならず、正直面倒くさい。スピーカーからは退屈した同僚たちのバカ話も聞こえてきて、清顕も知らず安あん穏のんとした気分になってくる。


    　出港して四時間が経たったころにはもう、単調な島と空の風景に飽きて、輸送船の上空を何度も何度もぐるぐる回されることに嫌気が差し、早く今日の停泊地、ツルギ島に着くことを祈っていた。最前線からは遠く離れているため敵艦載機の攻撃もほぼありえず、秋あき津つ人じんの漁船もたくさん操業している安全な海域だ。スピーカー越しのバカ話にはマオロン編隊長まで加わって、一同すっかり緩ゆるみきり、帝国軍をバカにする歌など声を合わせて合唱していた。


    　悲劇は、一瞬にして起こった。


    　スピーカーから流れていた同僚たちの歌声が、ぶつりと途切れる。


    　眼がん下か、清顕たち十二機が完全に上空を制圧していたにもかかわらず、先頭の輸送船の脇わき腹ばらに高々と水みず柱ばしらが上がり、炎が噴き上がっていた。


    　たちまちまっさらな青空へ黒こく煙えんが立ちのぼり、空域を戦場の色に染める。


    　ブリキ缶程度の装甲しかない輸送船はまたたくまもなく傾斜をはじめる。甲板上にいた一般人が炎から逃げ惑い、なすすべもなく海になだれ落ちていく。


    「魚ぎよ雷らい!?」


    　どこから撃たれたのか、全く見えていなかった。潜水艦であることは間違いない。清顕は慌あわてて海原へ目を走らせるが、白波が高くて艦かん影えいは全く見えない。定じよう石せきから言って、潜水艦は魚ぎよ雷らいを放った直後、さっさと深く潜行して行方ゆくえをくらませているだろう。


    「くそ……っ!!」


    　自分の愚おろかしさを思い知った。潜水艦が大だい瀑ばく布ふを越えられない、という思い込みにとらわれていた。おそらくは潜水艦用の揚よう力りよく装置を開発して、従来の潜水艦に取り付け、大瀑布を越えたのだ。でなければこの攻撃はできない。


    　海上では一隻せきの駆く逐ちく艦が血ち眼まなこになって逃げた潜水艦を探し、残りの一隻が投げ出された乗客の救助に当たっていた。傾いた輸送船では火災が発生し、燃料庫が破損したのか、海上に投げ出された人々へ真っ黒な重油がかぶさっていくのが見えた。人々は手足をばたつかせてもがくが、重油の海を泳ぐことが女子どもにできるはずもなく、次々に力尽きて海の底へ沈んでいっている。


    　清きよ顕あきはまなじりを吊つり上げて高度を落とし、最大限の集中力を振り絞って潜水艦の捜索に当たるが、手遅れなのは明らかだった。


    　──ぼくはバカだ。


    　輸送船はまだ船内に二千人近い非戦闘員を詰め込んだまま、海中へ没していく。海上でも二千人以上の人々が苦しみにあえぎ空へと手を突き上げているが、救命胴衣もなく、外洋を泳ぐ訓練もしておらず、日ごろの栄養も行き届いていない彼らが、重油に覆おおわれた十一月の冷たい海を泳いでいられるはずもない。


    　黒くよどんだ海面に染め上げられ、人々は目をあけることさえままならず沈んでいく。冬の海で冷やされた重油はもはやゼラチン状になっており、人々の手足に重く粘ねばっこくまとわりついて気力を奪う。海のなかを潜もぐり、潜水したまま逃のがれようとした人々も、呼吸が苦しくなって顔をあげたところで口と鼻いっぱいにゼラチン状の重油が詰まり、そのまま力尽きていく。


    　──ぼくが気づいていれば。


    　歌など歌っているヒマなどなかった。もっとよく海原を見ていたら、潜望鏡に気づいたかもしれない。いまは戦時なのだ、どんな平へい穏おんな光景も一瞬にして地獄に変わる。そしていま目の前で死んでいく人々の家族たちは、悲しみに暮れる。清顕が父母と姉を失ったときに味わった悲しみと同じものが、いまもがき苦しんで死んでいく四千人の周囲へ降りかかっていくことになる。


    　──ごめん。ごめん。ごめん……。


    　どれほど謝っても仕方ないことだとわかっているが、そうでもしないと辛つらすぎる情景だった。扇おうぎガが谷やの言葉どおり、自国民を守るために戦うのが軍人の務めなのに、自分はそれを怠おこたった。その結果がこの海だ。もっと責務を自覚していれば、防ぐことのできた惨さん劇げきなのに。


    『……警戒を怠おこたるな。まだ潜水艦がいるかもしれない。二隻目だけは絶対にやらせてはならん』


    　マオロン編隊長がこれ以上もないほど苦々しく告げた。清顕は我に返って高度を上げる。救助は駆逐艦に託して、高度百メートルから海上に目を走らせた。新たな潜望鏡が突き出てきたならすぐに肉にく薄はくして銃じゆう撃げきする。いま自分にできることはそれだけだった。


    　──二度と繰り返さない。二度と……。


    　海に呑のまれていく幾千の命を見下ろして、詫わびを繰り返しながら、清きよ顕あきは戒いましめとともにこの情景を網もう膜まくに焼きつけた。それなりに戦場を経験してきたつもりだったが、これほどの悲劇を目まの当たりにするのははじめてだ。


    　いま死んでいっているのは戦闘員ではない。戦争とはなんの関係もない非戦闘員だ。彼らの命を守り抜くために給料をもらい、日々の糧かてを得て、彼らの血税を使ってこの飛空機に乗っているというのに、潜水艦に気づかず、むざむざ目の前で奇き襲しゆうされて、死んでいく非戦闘員の上空をただ飛ぶことしかできない。


    　悔くやしさで泣きたくなってくる。


    　だが涙で視界を曇らせるヒマなどない、白しら波なみの狭はざ間まを観察して潜望鏡の航跡がないか監視しなければ。もう自分は秋あき津つ連邦の軍人なのだから、同胞の命を救うために戦わなければ……。


    



    



    　輸送船団がツルギ島に到着したのは同日の夕刻だった。清顕たち直ちよく掩えん隊は先にツルギ島の飛行場に降り立ち、そのまま港へむかった。ほどなくして救助された避難民を乗せた駆く逐ちく艦と、無事だった三隻せきの輸送船が港へ入ってきた。


    　生存者のありさまも悲ひ惨さんなものだった。せっかく船上に助けられたのに火傷やけどのために絶命したものもいたようで、黒く焼け焦こげた遺体が埠ふ頭とうに並べられていた。大勢が重油を吸った衣服をまだ着用しているのは、無理に脱がそうとすると火傷した皮ひ膚ふも一緒にめくれるからだろう。絶望に暮れた彼らの眼まな差ざしが自分に突き刺さってくる気がして、清顕の両脚が震ふるえた。


    　けれど目を背そむけてはならなかった。


    　痛ましい罹り災さい者しやたちのなかに、父母や姉や、仲間たちのすがたをかぶせてみたなら、近しいものたちがどれだけ悲しむかは容易に想像できた。二度とこの過ちを繰り返さないために、清顕は罹災者の様子を無理やりにおのれの記憶へと刻みつけた。


    　罹災者の収容が終わってから、現地の基地航空隊隊長に挨あい拶さつして、兵舎に入った。みな表情が暗く、疲ひ弊へいしていた。


    　ダムバゾリクも聯れん介すけも、いつもの元気は微み塵じんも見受けられず、いまにも泣きそうな表情を地面に落としていた。


    「……過ぎたことだ。上空から潜望鏡に気づくのは難しい。対たい潜せん哨しよう戒かいは駆逐艦乗りの仕事だよ。おれたち戦闘機乗りは、敵機を見つけるのが仕事だ」


    　マオロン編隊長はそんなことを言って慰なぐさめるが、清顕の気持ちは重いままだ。


    「……飲もう。反省だけして、あとは忘れるんだ。おれたちのせいじゃない、駆逐艦のやつらが悪いんだ」


    　自責するより責任転てん嫁かしたほうが、気持ちは楽になれる。マオロンの言葉に従って、清きよ顕あきは兵舎前の更さら地ちではじまった宴会に顔を出した。つがれた清酒をひといきにあおって、内面の痛みをごまかす。


    「少しよう尉いどの、どうぞ……」


    　ダムバゾリクがしょぼくれた顔で清顕のおちょこに酒を注ぐ。清顕はなにも言わずに受け取って、また飲み干す。酒は好きではないが、いまは酩めい酊ていしたい気分だった。


    「うん。きみらも。飲もうよ」


    「……はっ」


    　列機ふたりも清顕に注がれた酒を杯さかずきに受けた。考えてみると、このふたりとこうして杯を交わすのははじめてだった。これまでは空戦に関する話などをしたことはあるが、それ以上に距離を縮めようとは考えていなかった。


    「……帝国軍は、強いです。とても……。やりあうごとに、彼らの強さが理解できるようになりました」


    　杯はいが進み、酔いが回ったのか、聯れん介すけがぽつぽつと話しはじめた。宴席の中央では火が焚たかれて、細かな火花が星空へ舞い上がっていた。


    「今日きようのこともそうですが……完全に裏をかかれました。まさかもう、南海に潜水艦を配備しているとは、軍上層部も予測していなかったはずです。……帝国軍は我々に全く劣おとらぬ、優秀な軍隊だと思います」


    　その言葉に、清顕は少し驚いた。まわりにあまりほかのひとがいないせいもあるが、帝国軍を褒ほめる連邦軍の軍人はほとんどいない。他国軍のことをバカにして侮あなどるのが普通なのだが、この聯介という少年は違うようだ。見た目はあまり頼りなさそうな、飛空士としては華きや奢しやな部類に入るのだが、眼まな差ざしの奥に知性と悲しみと獰どう猛もうさが混然としていて、空戦時は地上とは別人のような機動で清顕の盾たてとなっている。


    　どことなく自分と似た匂においを、清顕は聯介に感じた。どんな過程を経へてここにいるのか、少しだけ気になった。


    「ぼくらも強いよ。ひとりひとりの飛空士の能力は、全然負けてない」


    　励ましてみたが、聯介の顔は晴れない。横からダムバゾリクが口を挟んだ。


    「聯介は箕み鄕さとに家族がいるから、心配なのです。これから戦場になるのなら、早さつ急きゆうに疎そ開かいさせるべきではないかと……」


    「……それは危ないね。できるなら、逃げたほうがいいけど……」


    「……生活があります。父は兵隊に取られて死にました。母が学校工場で働いていますが、弟三人に妹四人がおりまして、親しん戚せきもなく……。腹を減らしています」


    　やや酒に酔ったのか、聯介とダムバゾリクは秋あき津つ連邦の内地の様子を訥とつ々とつと語りはじめた。連邦民の窮きゆう状じようについては清顕も小耳に挟んではいたが、ふたりの目を通した生のすがたはもっと悲ひ惨さんなものだった。


    　清きよ顕あきが家族を失った、あのメスス島侵攻により秋あき津つ連邦がハイデラバード連合共同体と交戦状態に陥おちいって以来、すでに五年。


    　秋津連邦の国民経済は年を追うごとに悪化していき、現在では国民にまともな配給も行き届かず、ほとんどの子どもたちが栄養失調に苦しんでいる。男手はすでに兵隊に取られているため、母親たちが工場や農地で働いてすずめの涙ほどの賃金を得るのだが、すでに貨幣が信用を失っているため物々交換でしか食料は手に入らない。配給される食料は名前もわからないどろどろした汁であったり、原材料も知れない妙な団だん子ごだったり。ほかに食べるものもないため仕方なく口にするが、どんなに空腹でも吐き出すような代しろ物ものであり、とても子どもに食べさせることはできない。腹を空すかせた子どもたちが一日に口にできるのは、おから汁一杯にジャガイモ半分、麦を三杯の水で薄めた雑ぞう炊すいのみ。配給だけに頼っていたなら、確実に飢え死にする。


    　産めよ増やせよ、の国策に後押しされて、どの家庭も子ども七人八人は当たり前であり、飢え死にしないためには田舎いなかの農家に頼んで食料を手に入れるしかない。母親はリュックを背負って家を出る。いわゆる「買い出し」と呼ばれる違法行為である。


    　だがその旅路も尋じん常じようではない。


    　本数の少ない蒸気機関車には、大荷物を抱えて疎そ開かいする家族や、買い出しのリュックを背負ったひとびとが鰯いわしの缶詰のごとく折り畳んで詰め込まれる。その状態でトイレなど行けるはずもなく、旅路の半ばで車内に悪臭が立ちこめる。トンネルに入ったなら割れた窓ガラスから容よう赦しやなく蒸気機関車の排はい煙えんがなだれ込む。石炭の燃焼から発生した有ゆう毒どく煙えんだ。ひとびとは近くのひとの衣服に顔を押しつけて、一刻も早く汽車がトンネルを出ることを祈る。


    　ようやく田舎に着いても、買い出しに応じてくれる農家はひどく尊大になっていて、貴金属や宝飾品などの金目のものでないと交換に応じない。さらに、置き時計や反たん物ものと引き換えにわずかな米を手に入れたとしても、帰り道にはその食料を狙ねらった警官が警戒に出で張ばっている。


    　警官に呼び止められたなら最後だ。財産を差し出して得たわずかな食料は「違法取得物」として没ぼつ収しゆうされ、行き着く先は警官の家族の腹のなか。夜や闇あんを選び、道なき道を通って駅を目指すが、警官も手慣れたものでいかにもよそ者が通りそうな進路に検問を張っており、泣き叫ぶ母親から命の綱の食料を取り上げてしまう。


    　聯れん介すけの母も、そういう目に遭あったのだという。


    「食料を取り上げられ、失意の母が家に帰ったら、一番下の妹が死んでいました。三歳でした。まともな配給さえあったなら、まだ生きていられたでしょう……」


    　聯介はそう言って、悲しみを押し殺すように、酒をちびりと舐なめた。


    　清顕は言葉を失うしかない。


    　セントヴォルトも楽ではない。ヴォルテック航空隊の下士官たちも、まともな人間の生活を送るために飛空機に乗っている。しかし、秋津連邦民の悲惨さは帝国の比ではない。法を犯さねば家族全員が飢え死にするのに、国家がその命の綱を取り上げるなんて。


    「わたしが飛空機に乗って戦えば、賃金を送ってやれます。しかし、軍ぐん札さつが信用を失っているのです。軍札と引き換えにものを売る農家など誰もいません。……わたしは、いったいなんのために戦っているのでしょう」


    　軍札とは、兵士への賃金のために軍が発行した借用書だ。中央銀行へ持っていけば現金に換えられるという触れ込みだが、戦争が終わるまでは交換ができない、という条件付きである。そんな胡う散さんくさいものを信用するお人よしは世間にそれほど多くない。


    　命を差し出して戦って得た賃金が紙くずとして扱われ、家族の助けにならない。聯れん介すけが味わっているその痛みは、どれほどのものだろう。


    「……異常だよ。国民の命と財産を守るのが国家の役目なのに。国家が国民の命と財産を脅おびやかすなんてどうかしてる。いったい誰のための戦争なんだ」


    　思わずそう吐き捨ててしまった。


    　ダムバゾリクと聯介は少しだけお互いに顔を見合わせたが、黙って杯はいを傾けた。いまの清きよ顕あきの発言は、軍への反逆罪として告発されてもおかしくない内容だった。


    　──なんのために、戦っている？


    　またしてもその疑問が、清顕の内側から湧わき上がってくる。一いつ介かいの軍人がそんな疑問を抱いてもなにもできないことはわかっているが、しかし、自問を禁じえない。


    　──誰のために、飛ぶ……？


    　ともすれば自分が飛ぶ目的を見失いそうにもなる。


    　なんのために自分の命を賭として敵の命を摘つみ取っているのか、わからない。


    　──世界は、狂ってる。


    　心が、そんなふうに叫ぶ。


    「……泣き言でした。余計なことは考えず、飛びます。帝国に勝つことが、いま自分にできる最善であります」


    　辛つらい話を打ち切るために、聯介はそう言い切って杯を口に持っていき、清顕にも注いだ。


    　清顕も注がれたものをあおり、星空を見上げた。


    　この星の下にいる仲間たちも、同じような苦しみにあえいでいるのだろうか。彼らにならいまの混こん沌とんとした心情をぶちまけて共有することも素直にできるのに、ここにいてくれない。かぐら以外の仲間はみな、敵国にいる……。


    「戦って勝てば、賠ばい償しよう金きんも入りますし、生活も豊かになるでしょう。わたしは、そのために飛びます。そうしたら、父母も喜んでくれます」


    　ダムバゾリクは素直そうな表情を緩ゆるめ、努めて明るくそう言った。どこをむいても光の見えない状況で、命を賭して戦う理由は、そこにしかないような気がした。


    「……そうだね。勝つために戦うんだ。勝たなきゃ、ね……」


    　本当に、戦争に勝てば幸福になれるのか、清きよ顕あきに確信はもてなかった。しかし心も身体からだも疲ひ弊へいしていて、考えることに疲れていた。明日あしたは箕み鄕さとまで飛ばねばならない。清顕は列機ふたりをその場に残して、ひとり、兵舎のベッドへ戻った。


    



    



    　雲が切れると同時に、清顕の眼がん下かに秋あき津つ連邦首都、箕鄕の全容が現れた。


    　広大な緑の御所を円心として、外縁へ放射状に広がっていく街並みは、穴あき白はく銅どう硬貨を思わせる。密に居並んだ灰かい白はく色しよくのコンクリート建築物を幹線道路が葉よう脈みやくみたいに切り分け、この都市に暮らす百四十万市民の息吹が冬空にかすみをかけていた。


    　これから清顕は、この南多島海最大の都市の空を守るために戦う。


    　前方を飛ぶマオロン編隊長機が降下をはじめた。都市部からやや外れたところに、全長二十八キロメートル、全ぜん幅ぷく十五キロメートルに及ぶ巨大な空飛ぶ島が浮ふ揚ようしている。「鋼鉄の雷サンダーステイール」作戦に秋津連邦が参加し、ウラノスから鹵ろ獲かくした旧称「バルセノス」、現在は「朱す雀ざく」の名を冠かんせられた飛空要よう塞さいである。清顕たちがこれから配属される新規航空隊の拠きよ点てんは、この島だった。


    　高度二千メートルに浮揚している島を目がけて、高度三千メートルから降下旋せん回かいに入った。


    　飛空要塞の地表面に目を凝こらし、延べ板のごとき銀光りを視認する。戦闘機隊の基地となる箕鄕第一飛行場だった。


    　十二機は一いつ糸し乱れぬ隊列を保ち、飛行場へむかって徐々に高度を落としていく。きっといまごろ第一飛行場では、すでに配属されている飛空士たちが上空を見上げて、これから同僚となる清顕たちの腕前のほどを吟ぎん味みしていることだろう。果たして秋津連邦最強の戦闘機隊の名にふさわしいものたちなのか否いなか、見定められているはず。風防を鳴らす風かざ切きり音を片耳に聞きながら、水蒸気の皮膜を突き破り、第四旋回を打った。


    『三機小隊そろって着陸しよう。ヘマをするなよ』


    　スピーカーからマオロン編隊長の声が届く。応を返して、清顕は左右へちらりと目を送った。ダムバゾリクも聯れん介すけも、清顕の両翼のごとくぴたりと追つい従じゆうしている。もう何年もともに組んでいる古こ参さん兵へいのような、息のあった編隊飛行だ。


    　接地した車輪が砂さ塵じんを巻き上げ、三機の村むら雨さめは予あらかじめ固定されていたもののごとき機動で赤土の滑走路を駆かけ、止まった。目線を列線へ流すと、黒を基調として赤のラインが肩と胸に走った飛行服に身を包んだ二十数名の飛空士たちが、いかにも楽しげな表情でいまの着陸を品評している。


    　清顕は列機二名を従えて、寒風の吹き付ける航空指揮所前に整列した。十二名そろったところで編隊長が、無事に到着した旨むねを新しい司令官へ報告する。


    　これから清顕の上司となる司令官は敬礼を返して、挨あい拶さつする。


    「今後、きみたちの指揮を執とることになった、扇おうぎガが谷や晴はる彦ひこだ。メスス島から来たものは知っているものも多いが、予想される戦いの規模はあの島とは比較にならない。おのおの、気を引き締めてやってくれ」


    　はっ、と引き締まった応答が大気に鳴った。扇おうぎガが谷やは頷うなずいて、言葉をつづける。


    「帝国はすでにイズリオンへ入り、ヴォルテック航空隊を中心として、カラナクタ要よう塞さいを攻略しつつある。カラナクタが落ちたなら、次は箕み鄕さとが狙ねらわれるだろう。我らの任務はヴォルテック航空隊を退しりぞけ、箕鄕の空を守ることにある」


    　清きよ顕あきの胸が、ぎゅっと縮まった。ヴォルテック航空隊、と聞いただけで魂たましいが悲鳴をあげそうになる。


    「聞いていると思うが、諸君らは軍の垣根を越えて集められた最さい精せい鋭えいの戦闘機乗りだ。慧え剣けん近この衛え師団、連邦海軍航空隊、連邦陸軍航空隊、三つの軍が協力してひとつの部隊を編成するのはこれがはじめての試みとなる。狭い了見のいがみあいを捨てて、帝国に対抗するために団結してくれ」


    　扇ガ谷は各員を見回して、さらに声を張った。


    「国民の期待も非常に大きい。隊名を公募した結果、我ら航空隊の名称は『草くさ薙なぎ航空隊』と決まった。秋あき津つ神話において、草原に群れた敵を薙なぎ払ったとされる伝説の剣つるぎの名前だ。諸君らには隊の名に恥じぬ活躍を期待する。以上」


    　大きく応を返して、訓示が終わった。解散となった飛空士たちはナップザックをひとつ抱えて、これから仲間となるものたちへ歩み寄っていく。


    　陸海に加えて近衛師団の精鋭も選ばれているとあって、飛行服を新調する必要があったのだろう。小こ奇ぎ麗れいに統一された飛空服に身を包んだ彼らから、無言の威圧を感じる。


    「オデッサ航空隊から来た。これからよろしく」


    　清顕たちを引率してきたマオロン隊長が、同じ中ちゆう尉いの徽き章しようをつけた士官に挨あい拶さつをした。


    「頼もしいです。こちらこそよろしく」


    　中尉は、女性だった。連邦軍において、女性飛空士はそれほど多くない。


    　そして……清顕は驚いた。


    「かぐらさんっ!?」


    　草薙航空隊の飛行服を身につけた紫むらさきかぐらは、いつもの涼やかな笑みを清顕へむけた。


    「すぐ会えると言っただろう？」


    　清顕の表情が久しぶりに、喜びに輝かがやいた。思わずかぐらの面前に駆かけ寄って、手を握りそうになって慌あわてて止めた。周囲の飛空士たちが、珍しそうにやりとりを観察していた。


    「かぐらさんもこの航空隊に!?」


    「うん。入れてもらった。凄すご腕うでぞろいだよ。毎日、いい訓練をさせてもらっている」


    　離れていた期間は二か月ほどなのに、かぐらの柔らかい笑みが、清顕にはひどく眩まぶしく、懐なつかしく映った。エアハント士官学校から流れ流れてこの場所にたどり着いて、かぐらだけが近くに残った。


    「またかぐらさんと一緒に戦えるだけで光栄です!!」


    　率直な気持ちを言葉にすると、かぐらは照れ笑いを浮かべた。


    「うん。ありがとう。なんだか精せい悍かんになったね、清きよ顕あきくん」


    「実戦で鍛きたえられました」


    「そんな感じだね。隊員を紹介するよ。これから模も擬ぎ空戦で何度もやりあうことになるから地上にいる間は仲良くね」


    　促うながされて、清顕は待ち受けていた二十数名の精せい鋭えいたちひとりひとりに挨あい拶さつをした。西せい方ほう民みんも央州民も東方民も、分け隔へだてなく混じり合っていた。


    　なかでも最後のひとりは、いかにも空の男といった風ふ情ぜいの佇たたずまいだった。


    「リュウ・ウォン特務少しよう尉い。このメンバーで模擬空戦をして、無敗は彼だけ。学ぶところが多いよ。わたしもさんざんやられた」


    　央州民らしいリュウは、やや陰のある、寂しげな眼まな差ざしの青年だった。年齢は二十代半ばくらい。頰ほお骨ぼねが突き出るほどこけた頰とたくましい両腕は、長時間、戦闘空域を飛びつづけた飛空士の身体的特徴ともいえる。


    「リュウ・ウォンです。お目にかかれて光栄です」


    　言葉には気持ちが入っておらず、棒読みだった。かぐらの紹介どおりなら、この男がいまのところ草くさ薙なぎ航空隊のエースらしい。特務少尉ということは、下士官から叩たたき上げで士官となったということで、相当に腕が立つと見てよい。無表情の奥に、隠しきれない闘志が横たわっている。清顕も敬礼を返す。


    「坂さか上がみ清顕です。これからよろしく。手ほどきを楽しみにしています」


    「……………………」


    　リュウの眼差しに一瞬、危険な色が差した。空に生きるもの同士にしかわからない、おのれのプライドを刺激されたときに見せる目の奥の光だ。素直な気持ちを言葉にしたのだが、挑ちよう発はつと受け取られたかもしれない。


    　──ぼくのことを知っている。


    　歌うた国ぐにの扇せん動どう記事によって、清顕の空戦の様子は逐ちく一いち紙面に飾り立てられ、将来の撃げき墜つい王おうとして喧けん伝でんされている。リュウはそれを面白く思っていない……のかもしれない。


    　微妙な気配をすぐに察して、かぐらが緩ゆるく告げる。


    「一流の飛空士が集まっているから、ここでの模擬空戦は一戦一戦が本当に勉強になるよ。ヴォルテック航空隊が来るにはあと一か月はかかると思うから、それまでに腕を鍛えておくといい。戦場で出会ったとき、レオ隊長やイリアに笑われないようにね」


    　かぐららしく、すでに仲間たちと戦う覚悟を決めているらしい。別れのときにレオと交わした約束に誠実であろうとしている。清顕はまだ、その境地に至れない。


    「……いつか手合わせ、お願いいたします」


    　リュウは静かにそう言って、会話は終わった。

  


  [image: ]


  
    　ヴォルテック航空隊との戦いが間近に迫っていることは、隊員の雰ふん囲い気きから濃厚に伝ってきていた。


    　──覚悟を決めないと……。


    　清きよ顕あきはおのれを励まして、あてがわれた士官宿舎へと入っていった。


    



    



    　清顕たちが草くさ薙なぎ航空隊に配属された二日後、帝国軍機動艦隊が大たい挙きよしてメスス島オデッサを空くう襲しゆうした。二百五十機を超える帝国軍艦載機はオデッサ基地航空隊をほとんど相手にせず、またたくまに連邦軍の防御施設を無力化した。上陸作戦は粛しゆく々しゆくと遂すい行こうされ、連邦陸軍はメスス島の奥に撤退して抗戦をつづけることとなったが、全ぜん滅めつは時間の問題だった。


    　メスス島の港湾も飛行場も、帝国軍の手に渡った。帝国軍の作戦は、イズリオン方面とメスス島方面、北と東、ふたつの方向から首都箕み鄕さとを目指すものだった。


    　連邦軍にとって、絶対防衛拠きよ点てんは北のカラナクタ要よう塞さいと東のツルギ島であった。ここが落ちたなら、箕鄕は丸まる裸はだかとなり、大型爆ばく撃げき機きを防ぐことができなくなる。なけなしの戦力をツルギに送って、箕鄕の防衛力を強化するための時間稼かせぎとするが、問題はハイデラバード軍が守るカラナクタだった。現在、三つの国家が戦闘状態にある南多島海において、敵国の要よう塞さいを秋あき津つ連邦軍が守るわけにもいかない。


    　時間の猶ゆう予よはなかった。


    　清きよ顕あきたち草くさ薙なぎ航空隊は、カラナクタが落ちるまでに可能な限り戦闘力を強化することが至上命令であった。必然、草薙航空隊の訓練は死者が出るのも当たり前なくらいにすさまじいものとなった……。


    



    　二十．


    



    　敵国首都を制圧しても、戦争は終わらない。


    　ハイデラバード連合共同体の首都イズリオンはすでにセントヴォルト帝国に占領され、帝国旗が連合議会と中央庁舎、国民広場に翻ひるがえった。激戦が予想されたイズリオン侵攻は、拍ひよう子し抜けするほどあっさりと完かん遂すいされていた。


    　ハイデラバード連合共同体を支配するオルグ党党首ディジー・オズボーンは早々にイズリオンを無防備都市として宣言し、軍主力を引き連れてカラナクタ要塞へ引きこもってしまった。守りにくいイズリオンよりも、地下防御施設の充実したカラナクタに撤てつ退たいして、不ふ埒らちな帝国軍への徹底抗戦を呼びかけたのである。撤退時、一部の連合軍将兵や民間人が略奪を目的に火を点つけたため、帝国軍が到着したころにはすでにイズリオンはからっぽの廃都だった。


    　決戦の舞台は、カラナクタ要塞へと推移した。


    　ここを落としたなら、秋津連邦首都、箕み鄕さとは目と鼻の先である。ハイデラバード連合共同体と秋津連邦、多島海の覇は権けんを争う両国を短期間のうちに屈くつ服ぷくせしめる好機が近づいてきている。


    　ハイデラバード戦せん役えきから拡大した第二次多島海戦争は、いよいよ終盤戦の様相を呈してきた。


    



    　帝紀一三四九年、十一月中旬──。


    



    　イリアはヴォルテック航空隊の仲間たちとともに、カラナクタ要塞上空の制空戦に参加していた。


    　高度四千六百メートル。


    　もうすっかり見慣れてしまった戦いの空を、今日きようも見下ろす。


    　ウラノス戦闘機アイオーンの銀ぎん鼠ねず色と、味方のベオイーグルの青せい灰かい色しょくが唸うなりをあげて入り交じるお馴な染じみの情景。曳えい痕こん弾だんの真っ赤かな弾道と、胴体部から発せられた長い尾を曳ひく黒こく煙えん。断雲の狭はざ間まを縫ぬうように飛び、翼端から水蒸気の糸を曳きながら、敵味方百機以上の戦闘機が青空を戦いの色に染め上げている。


    　これで通算五十四回目の出しゆつ撃げきだ。


    　いまのイリアにとって珍しい光景でもなんでもない。


    　しかし今日きようの空戦は、これまで経験のない緊張を強いられていた。


    　イリアの左右には列機ルル・スコットとララ・スコット、双子の飛空士がぴたりと寄り添い、スピーカー越しに軽口を叩たたいてくる。


    『いえーい、イリア、緊張してるー？』


    『おニューだよ、おニュー。壊しちゃダメだぜー？』


    　いつもの調子でからかってくる。イリアは少しだけ口元を緩ゆるめ、返事する。


    「慎重に行きます。この機体で実戦ははじめてですから。掩えん護ご頼みます」


    『あいあーい。任せとけー』


    　双子は左右でベオイーグルの翼を振って、イリアを励ます。


    　イリアは表情を引き締めて、帝国軍最さい新しん鋭えい戦闘機「ベオストライクＦ１Ｆ」の操縦桿かんを握り直す。


    　前部二重反転プロペラ。ターボプロップエンジン搭載。最大出力二千二百馬ば力りきは、ベオイーグルの千六百馬力を大幅に上回り、カタログデータによれば最大速度八百五十キロメートルを超えるとされる。


    『とか言っても性能違うから、どこまでついていけるかわかんないんだけどさー』


    『しょーがないよ、二機しかないもん、それ。たくさん持ってこられないモンちゃんが悪い』　


    　期待の新鋭機ベオストライクだが、まだ量産体制に至っておらず、ヴォルテック航空隊に配備されたのは二機の試作機のみ。ヴォルテック航空隊司令官、エイブラハム・モンロー大佐はこの大切な二機を、帝国軍撃げき墜つい王おうレオ・ローゼンミュラー大たい尉いとイリア、二名の士官飛空士にあてがった。


    　ヴォルテック航空隊には「愛機」の概がい念ねんはなく、出撃の命令と同時に列線に走って準備の整った機体に我先に飛び乗るか、搭乗割りで事前に割り当てられた機体に乗るか、いずれかひとつだったのだが、ベオストライクに関しては完全にレオとイリアの専用乗機として登録がなされ、味方から一目でわかるよう、ノーズアートをつけることが許された。


    　いま、高度四千六百メートルを飛ひ翔しようするイリアの愛機の機首付近には、白い狼おおかみのイラストが描えがかれている。父カルステンがイリアに託したノーズアートだ。


    　──ぶざまな戦いはできない。


    　イリアはいつもよりも慎重に雲に隠れながら、これから狩るべき獲え物ものを見定めていた。


    　この機体に慣れるための慣かん熟じゆく飛行を、一週間みっちりとこなした。レオやマクガイア、ルルやララといった猛も者さを相手に模も擬ぎ空戦を繰り返して実戦の感覚も磨いてある。しかし実戦は訓練とはなにもかも違う。熱が入りすぎて、微妙な操作を少しでも誤れば、空中分解も充分に起こりうる。エンジンの出力と機体耐性のバランスを、まだ充分に摑つかみ切れていない。


    　──やってみよう。冷静に、慎重に……。


    　おのれの意識に繰り返し繰り返しそう言い聞かせ、冷静さを擦すり込ませてから、イリアは目標を決めて静かに告げた。


    「行きます」


    『オッケー』


    『無む茶ちやすんなよー』


    　双子も特段、熱を帯びることなくいつもの適当な口く調ちようで応こたえる。このくらいの温度のほうが実戦では実力を発揮できることを知っているのだろう。ぱっと見はとてもそう見えないが、現在ふたり合わせて八十機以上の撃げき墜つい戦果をあげている恐るべき双子なのだ。二人一体と考えたなら、セントヴォルトの隠れた撃墜王である。ベオストライクではじめて実戦に臨のぞむイリアのために、レオは自分の列機をあてがった。イリアの身に降りかかる危険を身を挺ていして排除するのが、ルルとララの役割だ。


    　──ふたりの命も、預かっている。


    　イリアはそのことも肝きもに銘めいじて、操縦桿かんを押し込んだ。


    　ベオストライクの翼が翻ひるがえり、半ロールを打って、遙はるか下方の海原を目がけまっしぐらに急降下する。


    　イリアは頭上に海を見上げる。加速荷か重じゆうの奔ほん流りゆうを切り裂さきながら、鷹たかの目はまっすぐに敵アイオーン三機小隊へ据すえられていた。


    　イリア用のセッティングがなされた操縦桿は、非常に軽い。油圧式の操そう舵だ補助装置はますます洗練されてきて、急降下時でも女性の力で制御が可能だ。しかしそのぶん、指先ひとつほどの力の加減が大きく機動に反映されるため、操縦にはますますの繊せん細さいさが要求されるようになった。ことにベオストライクのような大出力エンジン搭載機では、操縦桿の押し込みを二ミリ間違えただけで垂直降下となって空中分解を起こしかねない。


    　要求される繊細さの次元が、これまでとは桁けた違いだ。


    　それを実感したと同時に、全機関砲ほうの砲門をひらく。


    　両翼から発せられた二十ミリ機き銃じゆう四門と、胴体部の十五ミリ機銃二門の斉せい射しやは、イリアを驚かせるほどのものだった。搭乗席内部への反響と全身へ伝う震動は、巨きよ獣じゆうの咆ほう哮こうを思わせた。


    　火か線せんの濁だく流りゆうに呑のみ込まれた瞬間、敵機は空へ[image: ]よう解かいした。


    　爆発というよりも、溶け落ちたというほうがしっくりくる撃墜だった。


    　かつてアイオーンであったものの傍かたわらをすり抜けると、もう海原は目の前にあった。


    「くっ……！」


    　機体の声に耳を澄ませながら、慎重に引き起こしにかかる。ベオストライクは呻うめくようにしてゆっくり機首を持ち上げるが、急降下の速度を殺しきれない。


    　──フラップを……。


    　機敏な動作で降着装置をわずかに出してブレーキをかけ、イリアは懸けん命めいに機首を持ち上げた。


    　ベオストライクは海原を這はうようにして、飛ひ沫まつを蹴け立たて、虹にじを曳ひきながら超低空を横滑りしていく。


    　──なんという暴れ馬……!!


    　イリアは歯を食いしばり、今度は跳ね上がろうとする操縦桿かんを押さえ込む。もしも周囲に敵機がいたなら、上昇に転じて速度が落ちた瞬間を狙ねらわれるためだ。しかし押さえすぎても海面に激突する。すさまじいまでの運動性能と火力と馬ば力りきを誇るがゆえに、操縦の危険度もまた跳ね上がっている。慣かん熟じゆく飛行に費やす期間が短すぎたことを実感するが、しかし、細胞が沸わき立つような興奮もまた禁じえない。


    　敵と戦うというより、愛機の性能限界と戦っている。


    　──だが完全に摑つかめば。


    　周囲に敵機がいないことを確認してから、イリアは機首を起こした。


    　風防の前面いっぱいが、青空に埋もれる。


    　──無敵になれる。


    　──カーナシオンに、勝てる……。


    　忘れえぬ屈くつ辱じよくが、胸の底からせり上がってくる。


    　かつてエアハント島上空で一騎討ちをして、敗れ、落らつ下か傘さん降下するイリアの周囲を楽しげに舞い飛んだカーナシオン。動けないイリアは目線で思うさま嬲なぶられ、プライドを陵りよう辱じよくされた。


    　包帯に覆おおい尽くされた顔立ちから、侮ぶ蔑べつと愉ゆ悦えつがあふれ出ていた。そののちしばらくは睡眠障害に苦しみ、いまでも時折、空と地上でカーナシオンに嬲られる悪夢を見る。目覚めるたびに、悔くやしさで涙が出そうになる。


    『イリアごめん無理ー』


    『ついてけなーい』


    　スピーカーから双子の声が届いて、我に返る。


    　急上昇しながら背後を振り返ると、ルルとララが遙はるか後方の低空に置き去りにされていた。機体性能が違いすぎて列機としての役目が果たせないのだ。


    　どうせ乱戦になれば編隊を維持することは困難になる。このまま単機で格闘戦を挑いどむことに決めた。


    「単独でいきます。おふたりとも、ご無事で」


    『おっけー』『気ーつけてー』


    　三機小隊を解いて、イリアは最も激しく敵味方が入り交じる空域を目指し、スロットルをひらいた。


    　同どう軸じく二重反転プロペラが咆ほう哮こうする。


    　不ふ可か視しの巨人の手のひらで圧迫されるような加速荷か重じゆう。


    　速度計を見ると、時速八百キロメートルを超えようとしている。


    　機体の震動が激しい。どこで構造限界を迎えるのか、判別がつかない。


    　無む茶ちやをすることを戒いましめながら、しかし飛空士としての本能が、新たなる相棒の能力値の限界を知りたがる。


    　断雲を切り裂さき、風の唸うなりを蹴け立たてて、またたくまにアイオーンの背後を取る。


    　ベオイーグルに乗っていたころは恐るべき敵機だったものが、いまのイリアには全く違うすがたで認知される。


    　──牛が空を飛んでいる。


    　敵飛空士が聞いたなら怒りを通り越して絶望しそうな感想だが、それほどに空戦機動の次元が異なる。


    　哀れな獲え物ものを二十ミリ機き銃じゆうの牛ぎゆう刀とうで両断し、背後から追ってくる敵機を視認して、イリアは酸さん素そマスクを身につけ、エンジンの力だけで上昇に転じる。


    　降下して増速する必要もなく、ベオストライクは蒼そう穹きゆうを駆かけ上がる。


    　──すごい！


    　イリアの胸が否いや応おうなく高鳴る。背後を見下ろしたなら、敵機は全く追いつくこともできず、海面の青に埋没してしまった。


    　高度六千メートルに達して機体を寝かせる。この高度にあがってもエンジンに息継ぎはない。ベオイーグルのレシプロエンジンではこの高度だと酸素が薄くなって燃焼効率が悪化し、カタログどおりの性能を発揮できなくなるのだが、ベオストライクのターボプロップエンジンは常と変わらず安定している。


    　戦場を飛んでいるにもかかわらず、イリアはわくわくを抑えられない。


    　──わたしの、愛機。


    　飛空機に対して抱いだく、はじめての感覚だった。家族や友人に対して抱くものと同等の感情が翼へと伝う。


    　──きみのことが、もっと知りたい。


    　操縦桿かんを通してベオストライクへ語りかけ、遙はるか下方の空戦場を見渡した。飛空士としての獰どう猛もうな本能が、鎌かま首くびをもたげる。


    　イリアの瞳ひとみが爛らんと光り、次なる獲物を目がけて操縦桿を押し込んだ。


    



    



    　カラナクタ要よう塞さい沖五十浬かいり付近を航行する第一機動艦隊旗き艦かん、正規空母「レイヴン」にヴォルテック航空隊が戻ったのは、その日の夕刻だった。イリアは輪りん形けい陣じんを組む駆く逐ちく艦八隻せき、軽巡空艦四隻の頭上を飛び越えて、正規空母「ハイドランド」と並んで航行する母艦へ無事に着艦し、艦かん橋きよう前で待ち受けるモンロー大佐に戦果を報告した。


    「目もく視しした撃げき墜ついは六です。二機ほどすれ違いざまに撃ち合って、後方を振り返らなかったため戦果がわからないものがありました」


    　見たままを語ると、大佐の傍かたわらの航空参さん謀ぼうが試作機の具合を聞いてきた。こちらにも正直な感想を告げる。


    「素晴らしい機体です。敵機が歩いているように見えました。操縦にはこれまで以上の繊せん細さいさが必要となりますが、慣れさえすれば問題ありません」


    　航空参謀は厳しい眼光を保ったまま、満足げに口元をたわめた。次に傍らの技術将校が飛行に関する細こま々ごまとした質問を重ね、そのすべてにイリアは率直な感想を述べた。このイリアの返答が航空技術[image: ]しように送られて、試作機の改良に反映されることになる。


    　二十分ほどもその場で受け答えをして、のちほど詳細な戦闘報告書をあげることを約し、ようやく質疑応答が終わった。敬礼して艦内へ入り、ヴォルテック航空隊の待機室へと戻る。


    　室内はすでに今日きよう出しゆつ撃げきした三十名の戦闘機乗りが集まって、お祭り騒ぎだった。


    「イーリーアーっ!!　飲もーーっ!!」


    「すごかったねー!!　めちゃくちゃ撃げき墜ついしてたでしょー!?」


    　いきなりルルとララが飛びついてくる。苦笑いで小さな身体からだをふたつ受け止め、礼を言う。


    「ありがとうございました。何度も守っていただいて……」


    　ルルとララは明るく笑って、


    「大したことしてないよー。だってついていけなかったもん」


    「なんでもいいから飲も飲もーっ。今日もめちゃくちゃ勝っちゃったもんねー」


    　礼を受け流すとビールの大おお瓶びんを手渡してくる。


    　イリアの胸の奥が熱くなる。敵機を照しよう準じゆん器きに入れたあとは集中をそちらに取られるため、周囲の状況を把握しきれないときがある。今日の空戦で双子と分かれて乱戦に入ってから、何度か下方や上方の死角を敵機に狙ねらわれた。そのたびに双子は性能の劣おとる機体を操あやつり、身を挺ていするようにしてイリアの盾たてになってくれていた。普段の態度はおちゃらけていて下品な噂うわさ話ばなししかしないふたりだが、空ではイリアのためにためらいなく自分の命を差し出してしまう。


    　ルルとララの優しさと思いやりが染みわたって、泣きそうになる。イリアは無理に笑え顔がおをつくって、ふたりに応こたえた。


    「……はい。飲みましょう。勝利を祝って」


    　ほかの下士官飛空士たちも早々に酔っ払って、赤ら顔をイリアに近づけ、今日のベオストライクの様子を楽しげに語る。やはりかなりイリアの機動は目立っていたらしく、驚嘆と称賛の声が相次いだ。褒ほめられるほど、イリアは照れて、どう反応したらいいかわからなくなる。


    「……いえ、なんというか、機体がすごいだけで……」


    「いやいやいや!!　イリア閣かつ下かがすごい!!　閣下の凄すご腕うでのたまものですっ!!」「もはやヴォルテック航空隊のエースといっても過言ではないかと」「お、おれも閣下に撃墜されたいっていうか、してください!!」「閣下、わたしを奴ど隷れいにしてください!!」「閣下、結婚してください!!」


    　泥でい酔すいした隊員たちがイリアの周囲に赤ら顔を並べて口々に褒ほめ称たたえ、わけのわからない要望を出してくる。帝国軍最強の戦闘機乗りたちだが、いまはただの酔っ払いの集団にすぎない。


    「そ、その閣かつ下かというのはやめていただけると……」


    「なんでー？　イリアに似合うじゃん、閣下」「少しよう尉い候補生とかかっこ悪いし、閣下でいいよイリア閣下ー」「うんうん、そう呼ばれてるって新聞に載せちゃおうよ、そしたら国民みんなイリアのこと閣下って呼んでくれるよー」


    「呼ばなくていいです。それより……あ」


    　押しとどめようとしたときに、待機室に入ってきた人影にイリアは気づいた。


    　同じベオストライクで空戦に参加した、レオ・ローゼンミュラー大たい尉いだった。双子がほがらかに笑って手を振る。


    「大尉ー、お疲れー。今日きよう、どこにいたー？」「イリアはよく見かけたけど、大尉、どこにいるかわかんなかったよー？」


    　遠慮なく感想を突きつけられて、レオの眉み間けんに皺しわが寄る。


    「……おれはあの機体は好かん。ベオイーグルのほうがいい」


    　短く言って、ビールの大おお瓶びんをラッパ飲みする。双子は怪け訝げんそうにレオの顔を覗のぞき込み、


    「えー？　だってイリア、ベト子に乗って大活躍でしたよー？　ばんばん撃げき墜ついしてたし」


    　レオは口元を腕でぬぐうと、顔をしかめる。いつのまにかベオストライクがベト子にされてしまっていたが、それには構わず愚ぐ痴ちをこぼす。


    「……あの操縦桿かんはおれには繊せん細さいすぎて、扱いきれん。遊びが少ないから、指先ひとつ加減を間違うととんでもない方向に飛んでいく。実戦に出ろというならもう少し、慣かん熟じゆく飛行に費やすべきだが……」


    　部下の前でレオがこれほど不平を垂らすことはほとんどない。


    「……確かに、ベオストライクはひとを選ぶ機体であるかと。桿の繊細さもそうですが、ベオイーグルと同じ感覚で急旋せん回かいを打つと、速度が乗りすぎて空中分解しかねません」


    　イリアも素直な感想を述べる。レオは後ろ頭を搔かきながら、


    「正直、やりづらいが……上層部の意向だからな。おれの専用機として登録したものを変えるわけにもいかん。なに、慣れれば問題ない。性能が桁けた違いなのはわかっているからな」


    　おのれを励ますようにそう言うが、いつも憂ゆう鬱うつそうな表情が今日はさらに深い。レオの立ち位置からは、戦争終結前に慌あわてて配備された試作機、という裏事情が見えているから、実戦データを取るために乗らされることへの心理な抵抗もあるかもしれない。


    　下士官飛空士の親分格、マクガイアが口を挟んだ。


    「大尉とイリアが新しん鋭えい機に乗ったほうが、見栄えがよくて国民が喜ぶからでしょう。なんせ国民的英雄と、空の王のひとり娘さんだから」


    　レオの渋じゆう面めんに苦さが加わる。現在、レオの撃墜数は七十四機に到達しており、帝国軍の撃墜王だ。一方のイリアも日ごとにスコアを伸ばし、現在の撃げき墜つい数すうだけで三十六機。ペースを考えると、そのうちレオに並ぶのではと目もくされている。帝国民の注目を常に浴び、軍広報部からも宣伝素材として頻繁に利用されているふたりに新しん鋭えい機をあてがった軍上層部の思おも惑わくが、国民の戦意高こう揚ようにあることは明らかだ。


    「……訓練時間が与えられるといいが、すでに最前線だからな……。まあ、偉いさんの無理や無む茶ちやは毎度のことだ。なんとかするしかない」


    　レオの言葉を、やや不安な面おも持もちでイリアは受け止めた。ベオストライクを操縦したからこそレオの気持ちは理解できる。制御の難しい暴れ馬だし、どこで足を折るか見当がつかない。正直なところイリアも、愛機と気持ちを通じ合うための時間が、もう少し欲しい……。


    「大たい尉い、暗いなー。せっかく派は手でに勝ったのにさー」「でも全然弱いよねー、ウラノス。てかもう連合軍を見放しちゃってる感じ？」「なんか全体的にやる気ないっぽいよねー。出てくるのいっつも同じ機体だしさー」


    　双子はレオの左右を挟み込んで屈くつ託たくなくそう言うと、まわりの飛空士もうんうん頷うなずく。


    　それはイリアも同感だった。カラナクタ要よう塞さいに撤てつ退たいしたハイデラバード連合軍は、ウラノス空軍と協力して最後の頑強な抵抗に打って出る……と目されていたが、今日きようの空戦を見る限りもはや敵軍は息も絶え絶え、ウラノス戦闘機も数が少なく、追尾されても避ひ弾だん行動さえできない、技量に乏とぼしい飛空士が多かった。カーナシオンのような圧倒的技量を誇る飛空士はもはや別の戦域に送り、使いものにならない飛空士だけがカラナクタ要塞に残っている印象。


    「明日あしたには制空できそうな感じだったな。カラナクタが落ちれば、次は秋あき津つの番だ。連邦軍の戦闘機乗りは強いって話だぜ」


    　マクガイアの言葉に、イリアの胸が大きく抉えぐれた。


    「清きよ顕あきくんもかぐらちゃんもいるかなー。空で会うのかなー、あたしたち」「ねー、どうなるんだろうねー。てーか、ふたりともまだ飛んでるといいけど」


    　双子は無む邪じや気きにそんなことを言う。同僚たちも酒を飲みながらげらげら笑って、


    「紫むらさきには手加減してーなー。坂さか上がみは撃ち墜おとすけど」「おれはどっちも撃ち墜とすぜー。手抜いたらこっちがやられるからな」「おれもだ。あいつら、強いよ。情けかける余裕はないね」


    　この間まで翼を並べて空を飛び、パーティーで一緒に酒を飲んだ仲間だが、戦場で出会ったなら正々堂々と戦う。そのことを当たり前なこととして、ヴォルテック航空隊の隊員たちは受け止めていた。


    　軍人として正しい態度だ。戦場に人道は必要ではなく、たとえ家族や友人だろうが正々堂々と戦う騎士道が求められる。


    　ルルとララも明るく笑って、


    「あたしも撃ち墜とされたくないなー。てか、会ったら撃ち墜としちゃう」「ねー。あたしたちに墜とされるなら、清顕くんも文句ないんじゃないかなー」


    　今年の夏、清きよ顕あきとかぐらが軍警に囚とらわれた際、ルルとララ、それに隊員たちは全員が協力してふたりを牢ろうから逃がすために尽じん力りよくした。ふたりを逃がしたなら、空で敵として再会する可能性があることをわかったうえでそうしたのだ。


    　その結果が、清顕とかぐらとの殺しあいだというのか。


    　イリアは足が震ふるえることを自覚した。


    　別れ際、清顕に、もしも戦場で出会ったなら本気で戦ってほしいと頼み、清顕はその申し出を受けて、誓いを交わした。覚悟していたはずなのに、その現実が間近に迫ってくると、尻しり込ごみをする自分がいる。


    　──この手で、坂さか上がみを撃てるのか？　


    　本心へ、問う。


    　その状況を、イメージしてみる。


    　──引き金を、引けるか？


    　二十ミリ機き銃じゆう四門と、十五ミリ機銃二門の一斉射しや撃げきを、搭乗席の坂上清顕の背中へ注ぎ込むさまを、脳のう裏りに描えがく。


    　機関銃弾だんを受けた肉体は、原形を留とどめず砕け散る。


    　かつて清顕であった肉片が遮風板に叩たたきつけられ、彼の血ち潮しおを裂さいて上昇し、すぐに次の獲え物ものを見定めることが、自分にできるか。


    　──無理だ。


    　できるわけがない。


    　いかなる理由があろうと、そんなことをしていい道理などない。


    　イメージしただけで、胸の奥が痛みで焦こげ付く。


    　魂たましいが、泣く。


    　──坂上……。


    　地獄だと思っていた空を、喜びの場所に変えてくれたひとだった。


    　模も擬ぎ空戦で一騎討ちをして、彼の舞の美しさに見み惚とれた。こんなふうに飛ぶひとがいることに驚き、そのひとと共に舞うことに経験したことのない喜びを覚えた。


    　同じ編隊を組み、互いの身を盾たてにして互いを守り、戦いの空を飛んだ。


    　戦うほどに、絆きずなが深まることが実感できた。


    　いつのまにか、自分の意識の中心に、清顕の存在が嵌はまり込んでいた。


    　近くにいて、言葉を交わすたびに、これまで感じたことのない楽しさや喜びが心の奥から沸わき立っていた。遠く離れてしまったいまも、存在は少しも薄らいでいない。


    　──また、会いたい。


    　──会いたいよ、坂上。


    　イリアの心は、そんなふうに叫んでいる。


    　──戦いの空ではなく、平和な空で。


    　ただ空の青と雲の白と、海原の深い群青がある世界で、清きよ顕あきと翼を並べて舞い踊れたなら、きっとすごく素敵だろう……。


    「イリアー？　だいじょぶ？　なんか顔が真っ青さお……」


    　ふと気づくと、ルルが怪け訝げんそうにイリアの顔を下から覗のぞき込んでいた。我に返り、目をしばたいて夢想から醒さめる。


    「あ、いえ、はい。大丈夫です……」


    　口元に笑みを浮かべてごまかすが、ララも寄ってきて怪訝な表情をふたつ並べる。


    「ほんとだ、具合悪そう。明日あした、平気？　あたしがベト子に乗ってあげようか？」


    　イリアは首を振って双子に応こたえる。自分がいつのまにか、繊せん細さいすぎる情緒にひたっていたことを自覚する。


    「問題ありません。明日は正しよう念ねん場ばですから。ベストを尽くします」


    　しっかりした口く調ちようでそう言うと、双子も笑え顔がおを返して、また宴うたげに戻っていった。


    　──いまは、この仲間たちと戦う。考えることはそれだけでいい。


    　楽しそうに酒を酌くみ交わすヴォルテック航空隊員たちの様子を眺めて、感傷に沈んでいたおのれを叱しつ咤たする。


    　──わたしは堂々と、この道を行ゆくのみ。


    　自分の意識へそう言い聞かせて、イリアは甘えを締め出した。


    



    　†††


    



    　この訓練は、死者が出ることを厭いとわない。


    　というより、弾だん倉そうに実弾が込められていないだけで、参加している飛空士たちの真剣さは実戦と遜そん色しよくない。


    　高度四千五百メートル。清顕は単座戦闘機「村むら雨さめ」の操縦桿かんを握りしめ、血走った両目を周囲へ送り、戦況を見やる。


    　味方は胴体と尾翼に赤いラインの入った海軍航空隊十二機。敵はラインのない、深緑色のままの慧え剣けん近この衛え師団十二機。二十四機の「村雨」が敵味方に分かれ、弾頭に染料の入った特殊弾を撃ち合う集団模も擬ぎ空戦のまっただ中だ。


    　参加している飛空士たちの腕前は、清顕の想像を遙はるかに超えていた。


    　──強い!!


    　無言の呻うめきをプロペラの唸うなりが滅めつし去る。感心しているヒマもない。素早く周囲を観察して三機小隊がこちらを追尾していることを視認して、列機へ呼びかける。


    「右斜め上方、三機!!」


    『はっ』


    　ダムバゾリクと聯れん介すけが同時にスピーカーを振るわせる。可能な限りに編隊を維持しなければたちまち不幸な結果がのしかかる。


    　清きよ顕あきは歯を食いしばって、追尾してくる敵機の相手を列機に委ゆだね、自分は取れそうな獲え物ものに狙ねらいを定めて翼を翻ひるがえす。


    　緊張感は実戦と全く同じだ。


    　慧え剣けん近この衛え師団、連邦海軍航空隊、連邦陸軍航空隊。陸・海・近衛、縄なわ張ばりの異なる三つの航空隊から選ばれた一流の戦闘機乗りたちがここ草くさ薙なぎ航空隊でひとつにまとめられたわけだが、互いへの対抗意識は強烈なものがあり、負けそうになるや体当たりも厭いとわず機体を突っ込ませてくるものさえいる。


    　負けたなら、対抗している航空隊から無言の蔑さげすみと嘲ちよう笑しようが送られる。ここまで自分が磨き上げてきた技量を一いつ笑しように付ふされたくない。かつてヴォルテック航空隊に所属していたことと、坂さか上がみ正まさ治はるの息子であること、現在、主要新聞紙で「未来の撃げき墜つい王おう」として喧けん伝でんされていること、などなどから、清顕を狙ってくる同僚は山ほどいる。簡単に撃墜されてしまえば、地上へ降りてから小ばかにされたり陰口を叩たたかれたりすることは明らかだ。


    　──負けたくない。負けるわけにいかない。


    　おのれを叱しつ咤たしながら、のしかかってくる加速荷か重じゆうに耐えつつ、敵三機小隊との格闘戦に入る。互いに後ろを取るための強烈な横旋せん回かいに耐えて耐えて耐え抜く辛つらい勝負のはじまりだ。


    　ダムバゾリクも聯介も清顕にぴたりと追尾して離れない。敵味方が同じ「村むら雨さめ」に乗っている以上、機体性能による差はゼロだ。飛空士の肉体と精神と操縦技術が勝敗を決する。


    　──負けるか、畜ちく生しよう、絶対に負けない……!!


    　肉体も精神も削り落としながら、ただ頭上の敵機を睨にらみあげる。相手が強いぶん、これまで経験した実戦よりも遙はるかに辛い。


    　肉体の限界をさらに超えて、失神寸前にまで追い込まれ、ようやく敵機が視界の前方へ押し流されてきたとき──


    『少しよう尉いどのっ、上!!』


    　ダムバゾリクの叫びが鼓こ膜まくに突き刺さった。


    「!?」


    　横旋回をつづける清顕の上方に、一瞬、閃せん光こうが走る。


    　──新あら手て!!


    　ただ格闘戦の相手だけを見ていてはいけなかった。実戦と遜そん色しよくのない、集団模も擬ぎ空戦なのだ。格闘する清顕の上方から、隙すきを窺うかがっていたものがいる。


    「くっ……!!」


    　ようやく追い詰めた敵機を瞬時にして諦あきらめ、清顕は旋回の円えん環かんからはじき出された。


    　無理な機動がたたって機速が落ちる。上方から急降下してきた敵機が特殊弾だんの束を送り込んでくる。


    　──やられる……！


    　覚悟した一瞬、清きよ顕あきに覆おおいかぶさるような機き影えいがひとつ。


    　機関砲ほうの発射音がプロペラ音に紛まぎれ込む。


    　黒い影が清顕の面前をよぎり、降下していく。スピーカーから、管制官の声が響く。


    『赤八番、撃げき墜つい。空域を離れよ』


    　赤八番は、ダムバゾリク機の番号だ。清顕の盾たてとなって敵弾を浴びたらしい。


    「すまない、ダムバ」


    『勝ってください、少しよう尉いどの』


    　素早く空域を離脱するダムバゾリクを見送って、清顕は下方を睨にらみつける。列機を墜おとした敵機が、こちらへ鎌かま首くびを持ち上げるのが見えた。


    　その機首付近に、猛たけ々だけしい白びやつ虎この紋章。


    　──リュウ・ウォン!!


    　草くさ薙なぎ航空隊のエースが自分を狙ねらっていることに気づき、清顕は闘志をかきたてる。これが実戦であったなら、清顕は列機を失っていたのだ。


    　──来い……！


    　ダムバゾリクが身を挺ていしてくれたおかげで、清顕のほうが優位高度にある。劣れつ位いのリュウはひるむ様子もなく空を駆かけ上がってくるが、速度が乗り切っていない。


    　──舐なめるな。


    　清顕はリュウに正せい対たいする姿勢で降下する。またたくまにリュウの機影が遮風板に膨ぼう張ちようする。避ける様子は、ない。


    　──ぶつかる。


    　訓練にもかかわらず、生きるか死ぬの勝負を仕掛けられていた。避けたほうが、負ける。


    　覚悟を決める時間は与えられなかった。


    　リュウの機影が照しよう準じゆんからはみ出した瞬間、清顕は七・七ミリ機き銃じゆうの引き金を引き、本能的に操縦桿かんを右へ倒した。


    　リュウが清顕の左側を駆けぬけていく。清顕は空を滑り降りる。背後を振り返ると、優位高度に転じたリュウがこちらへむかって機首を下げるのが見えた。


    　清顕は唇くちびるを嚙かんだ。


    　──技術じゃない。精神で負けた。


    　激突死を恐れた清顕は、リュウを避けたことで不利となった。死ぬことを厭いとわなかったリュウはそれにより優位を獲得し、いま清顕の背後に占位している。


    　清顕は懸けん命めいの操縦でリュウを振り払おうとするが、リュウはいつでも墜とせるというのに、獲え物ものが力尽きるのを待つかのように、ぴたりと食らいついて離れない。屈くつ辱じよくでシナプスが焼き切れそうだ。


    『赤七番、撃げき墜つい。空域を離脱せよ』


    　清きよ顕あきの撃墜を告げるスピーカーが鳴った。リュウはあざ笑うように翼を翻ひるがえして次の獲物を狙ねらいに行く。赤の染料がついた尾翼を振り返り、清顕は屈辱に歪ゆがんだ表情で飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」を目指した。訓練空域に目を送ると、列機の聯れん介すけがリュウに追い回されている。聯介も必死に逃げているが、技量差は明らかだった。どうやら坂さか上がみ小隊三名全員がリュウに墜おとされることになりそうだ……。


    



    



    　朱雀第一飛行場に戻ると、慧え剣けん近この衛え師団出身の飛空士たちが快かい哉さいに沸わき立ち、連邦海軍航空隊出身の飛空士たちが仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべていた。模も擬ぎ空戦とはいえふたつの航空隊のプライドをかけた真剣勝負だ。敗者の惨みじめさは、実戦に劣おとらない。


    　オデッサにいたころから清顕の上官を務めるマオロン大たい尉いが、苦り切った表情で出迎えた。


    「気合い負けだな」


    「……はい」


    「仕方ないさ。リュウのやつ、あんな操縦があるかよ。ぶつかってあいつが死ぬだけならいいが、坂上まで巻き込むんだぞ」


    　遠くで歓呼するひとの輪の中心に、リュウがいた。


    　両手の先を使って空戦機動を再現しながら、勝利の余よ韻いんにひたっている。遠目だが、清顕を墜とした場面を再現しているのは明らかだった。祖国が注視する若わか鷹たかを一方的に追い立てたことで悦えつに入いっているらしい。


    　悔くやしさが腹の底を焼く。しかし清顕は顔を上げる。


    「……わたしが下へ手ただから、負けただけです。うまくなります。もっとうまく」


    　おのれへ言い聞かせるように、そう告げる。屈辱を与えられたがしかし、草くさ薙なぎ航空隊で訓練を重ねたならもっともっと上達できることはわかった。練れん達たつの飛空士に囲まれて共に模擬空戦ができる幸運を喜ばなければ。


    



    　帝紀一三四九年、十一月下旬、秋あき津つ連邦軍飛空要塞「朱雀」──。


    



    　草薙航空隊の一員となった清顕は、箕み鄕さと防空戦にむけた準備に明け暮れていた。


    　午前中は箕鄕周辺の地理や気象の特徴の把握、敵となるヴォルテック航空隊の戦力分析に当てられ、午後は集団模擬戦闘を中心とした飛空訓練に費やされる。模擬空戦は一か月足らずの間に九名の死者を出すほど激烈なものとなり、精せい鋭えいたちは互いにぎりぎりのところで相克することで技量を上げていった。


    　この間、カラナクタ要よう塞さいが帝国軍の猛攻にさらされ、落ちた。


    　ハイデラバード連合共同体を実質的に掌しよう握あくしていたオルグ党党首ディジー・オズボーンは自決し、セントヴォルト帝国はついにハイデラバードの領有に成功する。さらに秋あき津つ連邦にとって最後の外堀であったツルギ島も帝国海空軍によって一週間足らずで攻略され、帝国軍はいつでも秋津連邦本土への航空攻撃が可能となった。


    　連邦軍にとって頼みの綱は、飛空要塞「朱す雀ざく」だった。


    　この不沈空母に地上レーダーと草くさ薙なぎ航空隊を詰め込み、箕み鄕さとの沖合を遊ゆう弋よくさせて早期電波警戒網を敷き、カラナクタ要塞を飛び立った帝国軍大型爆ばく撃げき機編隊を捕ほ捉そくする計画である。朱雀が巨大な哨しよう戒かい機となることで防御側はいち早く敵機襲しゆう来らいを知ることができ、箕鄕は余裕をもって迎げい撃げき準備を整えて、市民を防空壕ごうへ避難させられる。朱雀がなかったなら、敵機襲来を察知する時間は三十分ほども遅れて、そのぶん、爆撃による甚じん大だいな被害がもたらされることになる。


    　日一日と、箕鄕上空での決戦が迫る。


    　ヴォルテック航空隊と草薙航空隊、一流の戦闘機乗りだけを集めたふたつの航空隊の勝負の結果が、そのままこの戦争の勝敗に結びつくだろう。


    　残されたすべての時間を、肉体の錬れん成せいと操縦技量を磨き上げるために費やしながら、清きよ顕あきの煩はん悶もんはつづいていた。


    　──仲間を、撃てるのか。


    　──レオ隊長を。ルルやララを。マクガイアやリーオンを。


    　──そして、イリアを……。


    　何度イメージしても、引き金を引けない。引けるわけがない。どんな大たい義ぎ名めい分ぶんも、飛空士としての誇りも、大切な仲間へ機き銃じゆう弾だんを注ぎ込む理由にはならない。


    　──では、ぼくはどうする？


    　自問の答えは、ひとつしかない。


    　──この国から、逃げる。


    　それしかなかった。逃亡はもちろん重罪であり、捕らえられたなら三十年以上の禁きん錮こ刑は確実、銃殺に処されてもおかしくない。家族や親類にも「非国民」の烙らく印いんが押され、社会から抹まつ殺さつされる。


    　清顕には家族も親類もいない。だから自分が逃げればいい話だ。戦闘時に、被弾したふりをしてどこかの島に不時着し、未帰還となれば戦死したことにしてもらえる。そうしたほうが仲間を撃つよりもよっぽどいい……。


    　そう考えるたびに、別れ際、イリアと交わした約束が脳のう裏りに閃ひらめく。


    『きっといつか、きみと空で会う。わたしにはわかる。わたしは、きみに勝たなければならない。それがわたしの天命だからだ』


    　軍警に追われ、時間がないなかで、イリアはそんなことを清きよ顕あきに告げた。


    　イリアの覚悟に対して、誠実でありたかった。だから清顕は誓った。


    『きみと戦場で出会ったら、本気で戦おう』


    　イリアは涙と微笑ほほえみを浮かべて、別れの言葉をくれた。


    『きみを尊敬しているよ、坂さか上がみ。わたしが空の王になるためには、きっと、きみに勝たねばならないと思う。だから、いつか、わたしはきみを撃ち墜おとす』


    　カルステン・クライシュミットのひとり娘として、空の王になるためだけに少女時代のすべてを捧ささげたイリア。


    　彼女はどんな過酷な運命からも逃げることなく、真正面から戦っている。


    　そのイリアに対して、誓いを破り、逃げることが誠実だろうか。


    　清顕のそんなすがたを見て、イリアは尊敬してくれるだろうか。


    　そんなわけがない。


    　──イリアはきっと、ぼくに呆あきれる……。


    　──心の底から、ぼくを軽けい蔑べつする……。


    　そう思っただけで、足下が崩れて奈な落らくの底へ落ち込んでしまいそうな気持ちになる。


    　──約束を、守らなければ。


    　──大切なひととの誓いを、捨ててはならない。


    　清顕の心は、そうささやいている。


    　──それがどんなに辛つらくて悲しくて残酷な道であろうと。


    　──約束を果たすことに、必ず意味はある。


    　理屈も人道も置き去りにして、直感がそんなことを告げる。


    　尽きることのない煩はん悶もんに、答えは出ない。清顕は思考することをやめて、とにかく集団模も擬ぎ空戦に集中した。


    　疲ひ弊へいして混乱した心が、空で同僚と戦っている間は、ただ相手を撃ち墜とすことに集中して、澄んでいた。


    　模擬空戦を経へるごとに、清顕の成績はよくなっていった。


    　はじめはとても敵かなわなかった古こ参さんの下士官飛空士にも、いつしか互角の勝負ができるようになり、やがて個々人の性格や癖くせを把握してからは、撃ち墜とすことができるようになった。


    　ダムバゾリクと聯れん介すけとの連れん繫けいも、時間とともに磨かれていった。ふたりの列機は清顕の行動を予測することができるようになり、まるで糸で繫つないだもの同士のようにぴたりと寄り添って編隊運動をこなせるようになった。


    　草くさ薙なぎ航空隊が結成されてから三週間が経過した十一月下旬には、模擬空戦での撃げき墜つい数すうは、清顕とリュウの成績が突とつ出しゆつしていた。スコアは清顕が撃墜二十一、リュウが二十三。三位の撃墜数が十三だから、清顕とリュウの腕前が抜きん出ていることは明らかだった。


    　箕み鄕さとではじめての学童疎そ開かいが行おこなわれた十一月三十日、清きよ顕あきとリュウは突然、扇おうぎガが谷やに飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」の地下格納庫へ呼び出された。


    　分厚いコンクリート防御壁の繭まゆにくるまれ、裸はだか電球の明かりの下、見たことのない白銀の機体が清顕とリュウを出迎えた。


    「これは……？」


    　出会った瞬間、全身が総そう毛け立だつのを感じた。未知の機体から迸ほとばしる獰どう猛もうさと繊せん細さいさに、飛空士の本能が反応していた。


    「今大戦の切り札。単座戦闘機『斑いか鳩るが』だ。エンジンはターボプロップ、後部に同どう軸じく二重反転プロペラ。両翼に二十ミリ機き銃じゆう二門、胴体に三十七ミリ機銃一門。カタログデータじゃあ、最高速は九百二十キロメートル。ほんとなら亜音速だが、眉まゆ唾つばだな」


    　清顕とリュウは機体に歩み寄り、珍しい後部プロペラと、胴体部の「大たい砲ほう」を眺めた。機体の後ろにプロペラを置くことで、胴体部からの射しや撃げきの照しよう準じゆんが容易になっているようだ。大きく穿うがたれた三十七ミリ機銃の発射孔こうが不気味すぎる。この口径の機関砲であれば、どんな大型爆ばく撃げき機も一いつ刀とう両りよう断だんに斬きり捨てるだろう。


    「塗と装そうが間に合っていませんが、試作機ですか？」


    　リュウの問いかけに、扇ガ谷は苦笑いで応こたえた。


    「あぁ。まだテスト段階だ。だがそうも言っていられなくなってな。うちの情報部が、こういうもんを拾ってきちまった。セントヴォルト語だが、清顕は読めるだろ？」


    　扇ガ谷は清顕に、セントヴォルトの新聞を差し出した。一面に、見たことのない戦闘機と知っている顔の大きな写真が掲載されていた。


    「イリア……!?」


    　怪け訝げんそうなリュウを傍かたわらに置いたまま、清顕は食い入るように記事を読んだ。


    　カラナクタ要塞攻略戦において、イリアとその愛機が大きな働きをした旨むねが書かれていた。


    　記事曰いわく、イリア・クライシュミットは帝国軍最さい新しん鋭えい戦闘機「ベオストライク」を操縦し、五次にわたるカラナクタ制空戦において二十二機の確実撃げき墜ついを記録した。機首に描えがかれた「白はく狼ろう」のエンブレムは南多島海の飛空士の間で敵味方を問わず畏い敬けいの対象となっており、これからはじまる箕鄕制空戦においても、「白狼」は必ず、連邦軍の脆ぜい弱じやくな航空隊へその牙きばを突き立て、無む残ざんに蹴け散ちらすであろう。この戦争が終わるころ、我々は新たなる「空の王」の誕生を見届けることになりそうだ……。


    　精せい悍かんな表情のイリアが、見たことのない機体の傍らに佇たたずむ写真が、清顕の胸のうちへ痛みを刻んだ。


    「どうも、そのベオストライクって機体もターボプロップで、試作機を無理やり実戦に投入したらしいんだな。んでうちの大本営も、帝国に負けちゃいられねー、ってことで、開発中のこいつを持ってきたみたいなんだが……」


    　扇おうぎガが谷やはちらちらと清きよ顕あきの様子を見ながら愚ぐ痴ちをこぼし、問いかける。


    「……だがいまからこいつに慣れるとなると、並の飛空士じゃ無理なわけで。おれとしてはおまえたちふたりに乗ってほしいんだが……やれるか？」


    　即答したのは、リュウだった。


    「乗ります」


    　不敵な笑みを口元にたたえて、早くも梯はし子ごを上り、搭乗席を覗のぞき込む。


    「ぞくぞくします。いい機体だ。すぐにでも乗りたく思います」


    　一流の飛空士だからこそ、目の前の機体に秘められたすさまじい力を感じているのだろう。


    　清顕もまた、「斑いか鳩るが」の佇たたずまいから放射される、隔かく絶ぜつした実力を感じとっていた。一いつ介かいの飛空士として、一も二もなく乗ってみたい機体だ。


    　けれど、これに乗ったなら。


    「……ベオストライクと、戦うことになりますね」


    　扇ガ谷は顎あごを搔かきながら、清顕の問いかけに応こたえる。


    「あぁ。あれに対抗できるとすれば、これしかねえからな」


    「……………………」


    「村むら雨さめに乗ってようが、どのみち、ベオストライクとやりあうことにはなる。どうせならいい機体に乗ったほうがいいだろ。一流の機体は一流の飛空士じゃねえと扱えねえ」


    　扇ガ谷になだめられるが、清顕は胸の奥の悪い予感に抗あらがえない。


    　搭乗席に乗り込み、計器盤を覗き込んでいたリュウが、突然清顕を見下ろして言った。


    「おまえは乗るな。機体が不ふ憫びんだ」


    　冷たい声が、格納庫に響く。


    「その女、知り合いだろ。おまえには撃てない。違うか？」


    　写真のイリアを顎で示し、嘲ちよう笑しようをたたえる。


    「心配するな。その女はおれが撃ち墜おとしてやる。この大たい砲ほうで、きれいな顔と手足を挽ひき肉にしてやるぜ」


    　清顕の頭ず蓋がいに、憤ふん怒ぬが満ちる。思わず言い返した。


    「あなたは無理だ」


    「なんだと？」


    「あなたでは、イリアに勝てない」


    　リュウはしばらく黙って清顕を睨にらみつけたあと、梯子を下りて、清顕の面前に立った。


    「もう一度、言ってみろ」


    「あなたより、イリアのほうが強い」


    　リュウの眼まな差ざしの奥に、冷ややかな炎がひらめく。清顕と同じく、思考が怒りで灼やかれているのがわかった。


    「乗れ」


    「……………………」


    「こいつでおれと勝負しろ。腕の差を思い知らせてやる」


    　怒ど気きを隠さず、リュウは殺意を込めた眼光を清きよ顕あきの間近へ寄せる。


    「乗れ。集団戦じゃない、一騎討ちだ。実じつ弾だんを込めたっていい。撃ち墜おとしてやる」


    「あいよ、そこまで。元気があるのはいいが、戦う相手を間違えるな」


    　扇おうぎガが谷やが止めた。荒い息を整え、清顕を再び睨にらみつける。


    「……逃げるなよ。必ず乗れ。おれと勝負しろ」


    　吐き捨てて、リュウはきびすを返し、再び斑いか鳩るがの搭乗席に潜もぐり込んでしまう。扇ガ谷がため息をついて、清顕へ笑いかけ、小声でささやく。


    「……だそうだ。まさか逃げないよな？」


    　清顕は無言で頷うなずくしかない。思わず感情的になってしまった結果、リュウの挑ちよう発はつを受けるしかないかたちだ。


    「ヴォルテックが来るのはおそらく十二月上旬だ。それまでにできるだけこいつに慣れてくれ。うまくいけば戦争の趨すう勢せいを変えられるかもしれん。時間がないなかでこいつを乗りこなせるのはおまえたちだけだ」


    　扇ガ谷に肩を叩たたかれて、清顕は了承するしかなかった。扇ガ谷がこの場にリュウと清顕だけを呼んだのは、もしかしたらはじめからふたりの対抗心を煽あおるのが目的だったのではないかとふと思った。


    　なし崩し的に斑鳩に乗ることになってしまったが、確かに扇ガ谷の言うとおり村むら雨さめに乗っていてもヴォルテック航空隊とは戦うことになるのだ。上官の命令に逆さからうわけにもいかないし、ここは素直に、新しん鋭えい機を受け入れよう……。


    「決まりだ。さっそく乗れ。繰り返すが時間がない。可能な限り迅速に馴な染じめ」


    　格納庫のシャッターがひらいた。外の光が差し込んでくる。


    　整備員たちと、作業着を身につけた航空技術[image: ]しようの開発者たちが庫内へ入ってきて、清顕に斑鳩の概要と操縦に関する注意点を説明する。とにかく最初は無理な機動はせずに、上昇と降下と緩かん旋せん回かいくらいにしてくれ、とのこと。テストパイロットによる試験飛行はあらかた終了しているが、試験中にひとり、死者が出たらしい。急降下テストで引き起こすことができず、そのまま地面にぶつかったとか。


    「くれぐれも、壊さないでください」


    　哀あい願がんする開発者の表情が、切せつ羽ぱ詰まった連邦軍の台所事情を彷ほう彿ふつとさせた。技術[image: ]しようもまだ実戦投入はしたくないが、大本営から急せかされて嫌々ながら試作機をここに運んできたのだろう。


    　清顕は梯はし子ごを上って、斑鳩の搭乗席へ入った。計器盤もぴかぴかで真新しい。速度計の針が時速千二百キロメートルまであることに思わず胸が高鳴る。三舵だの利きを確かめて手信号を送ると、整備員がクランクを回した。


    「コンタク!!」


    　慣かん性せい軌き道どう機とエンジン軸じくが直結し、後部二重反転プロペラが回転をはじめる。


    　始動の唸うなりだけで、村むら雨さめとは段違いの凄すごみを感じる。主計器を目で追って異常なしを確認してから、手信号を出して車輪止めを払った。


    　斑いか鳩るがはゆっくりと格納庫を出て、まっさらな陽光の下へ出る。後方から、リュウの乗る斑鳩もついてきた。清きよ顕あきがはじめに滑走路へ出て、スピーカー越しに管制官の誘導を受けながら離陸位置につき、離陸滑走に入る。


    　スロットルをひらくと、斑鳩は軽快に速度を上げていく。風防の左右を流れる風景が溶けていき、揚よう力りよくが溜たまったところで操縦桿かんを引き付けると、清顕の視界いっぱいが青になった。


    「軽い！」


    　はじめの感想がそれだった。清顕はらくらくと重力のくびきを逃のがれ、空を駆かけ上がっていく。あたかも天上で生きることを定められた生物のごとく、斑鳩は母ぼ胎たいにたゆたうように大空へ翼を広げる。


    　──楽しい。


    　素直な感想が脳のう裏りに鳴った。地上での些さ末まつな出来事が忘れ去られ、透明な青に周囲をすべて埋め尽くされて、ただこの空を飛ぶことに夢中になる。


    『八千より上は、まだ上がらないでください』


    　スピーカーから、先ほどの開発者の声が届いた。心配で仕方がなさそうだ。きっと斑鳩が我が子のように可愛いのだろう。清顕もその気持ちの一端は理解できた。


    　──いい子だ。


    　まだ乗って十分も経たっていないが、早くも気に入ってしまっていた。視界前方をプロペラが邪魔しないため、行ゆく手の空を大きく見晴らせるのもよい。


    『調子はどうだ。気に入ったか？』


    　今度は扇おうぎガが谷やの声が、搭乗席内に響いた。


    「いい機体ですね」


    『リュウとはできるだけ離れていろ。余計な悶もん着ちやくを起こされるとたまらん』


    　言われて空を見渡した。リュウの機体は、どこにも見えない。血の気の多い同僚はあまり気にしないことにして、機体に慣れることに集中した。


    　上昇、下降、緩かん旋せん回かいをやってみる。いずれもとても具合がよい。酸さん素そマスクをつけて高度七千まで上がってみても、まだまだ余力充分なのが感じ取れる。地上の人々は無難に飛んでほしい様子だが、飛空士としての本能が、もっとこの機体の実力を引き出したいとささやく。


    「急降下、やってみます」


    　告げると、開発者が応こたえた。


    『降下角は四十五度、一千メートルで引き起こしてください。それ以上は危険です』


    「死者が出たときの降下角は、いくつでした？」


    『五十五度です』


    「わかりました」


    　清きよ顕あきは告げられた条件を頭に入れて、操縦桿かんを押し込んだ。


    　彼方かなたの水平線が、一気に風防の上方へ押し上がった。目の前が海だけになる。風のちぎれる音が耳に刺さり、身体からだの前面にＧがのしかかる。


    　一千メートルのダイブは、あっというまに終わった。操縦桿から伝わってきた斑いか鳩るがの声は「まだいける」と言っていたが、今日きようは慣れるのを優先することにして降下角を浅くとり、鳶とびのようにゆったりと旋せん回かいする。開発者に感想を聞かれて、素直に答えた。


    「もっと深く入っても大丈夫な感じですけど」


    『徐々に深くしましょう。いまは感覚を摑つかむことに集中してください。いきなり限界までいく必要はありません』


    　まだ実戦投入には早い、という開発者の本ほん音ねが聞こえてくるかのように思えた。テストが不充分なのは明らかだし、飛空士の本能を制御して乗る必要性を感じた、そのとき。


    「!?」


    　目の前をいきなり、黒い影が一直線に降下していった。


    　激突寸前の危険なダイブ。誰なのかは明らかだ。


    「リュウ……!!」


    　清顕は遙はるか下方へ消えていくリュウの斑鳩を怒りとともに見送った。


    　降下角五十度、いやもっと深いかもしれない。二千メートル以上も急降下して、悠々と機体を引き起こす。途端に通信が騒がしくなる。


    『無む茶ちやはやめろと言ったはずだ、リュウ!!』


    　開発者の悲鳴を貫つらぬく扇おうぎガが谷やの怒ど声せいに、リュウの落ち着いた声が返った。


    『僭せん越えつながら、無茶とは思えません。こいつにはまだ余力がある』


    『どこで壊れるかわからねえんだ、いきなり全開にしてんじゃねえ!!』　


    　一拍の間を置いて、リュウはなだめるように言った。


    『全開だと決めるのは早い。五十五度で死者が出たそうですが、僭越ながら、彼の腕が悪かったとしか思えない。一刻も早く慣れなければ、撃ち墜おとされるのはあなたがたではなく、わたしだ。時間がないなら相応のリスクを払わねば、こいつの限界は見えない』


    　清顕も驚く口ぶりだった。上官に対してこんな口を叩たたく士官がいるのか。しかし言っていることには筋が通っている。


    　通信は一瞬、静まった。扇ガ谷は怒ど気きを抑えて、静かに告げる。


    『……斑鳩は、連邦軍の希望だ。こいつがヴォルテックを抑えれば、国民の士気が高まる。箕み鄕さとも焼かれずに済む。おまえの一存で壊されてたまるか』


    『……………………』


    『すぐに帰投しろ。清きよ顕あきはもう少し飛べ』


    　機体上部面からいかにも渋々、といった感情を放出させながら、リュウは飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」へと戻っていく。高度五千メートルからそれを見送り、清顕は視界を前に戻した。扇おうぎガが谷やの言う「連邦軍の希望」を託されたことに襟えりを正し、再び任務に集中する。確かに、この機体の性能を限界まで引き出せるようになったなら、従来型の戦闘機を一掃できる予感がある。


    　あたかもひとりの勇ゆう者しやが大軍を真っ二つに裂さくような、神話のごとき空戦が現実世界で実現するかもしれない。おおげさではなく、斑いか鳩るがにはその力があるのではないか……。


    



    



    　地上に降りて指揮所へ戻ると、出迎えた扇ガ谷が愚ぐ痴ちった。


    「あれもなあ。腕はいいんだが鼻っ柱ぱしらが強すぎてよ。行くとこ全部でまわりと悶もん着ちやく起こしちまうんだな」


    「気にしていません。彼の考えも、わからなくはないですから」


    「おまえとやりたがってんだよ。一対一で。ガキじゃあるまいし、あいつ一応、士官のくせに」


    「一対一の模も擬ぎ空戦は、やってみたいですね。実戦の前に」


    「まあ、そうなんだよな。時間もないし、一日の訓練時間を延ばして機体に慣れたら、模擬戦もしねえとな……。つわけで、夜まで休憩だ。飯食って寝とけ。ほかの連中と一緒に夜間戦闘の訓練もするぞ」


    　清顕は敬礼を返し、休憩を取ってから、草くさ薙なぎ航空隊の仲間たちと共に夜間戦闘訓練に入った。地上の照射隊と連れん繫けいして、天空を明るく照らし出す光こう芒ぼうに幻げん惑わくされることなく敵爆ばく撃げき機を墜おとす難度の高い訓練だ。へとへとになって兵舎に戻るころには、もう日付が変わっていた。


    　窓の外に、不動星エティカの強い輝かがやきがあった。その輝きのうちに、かつて砂浜で見た、あどけないイリアの笑え顔がおがかぶさった。


    　エティカとは「倫理」を意味する名だという。清顕は星に尋ねた。


    　──この空でイリアに出会ったとき、ぼくはどうすれば……？


    　答えはなかった。エティカはただ冷たく深く、鈍銀の光を世界へ投げかけていた。


    



    　二十一．


    



    　星の名を尋ねられ、ミオは答えた。


    「エティカ」


    　ハチドリは鼻で笑い、ミオの腕を締め上げる。


    「倫理、という意味だと知っているか」


    　地面に頰ほおを押しつけ、砂の味を嚙かみしめながら、ミオは呻うめく。


    「……だから……なによ……！」


    　ミオの関節の軋きしみを感じながら、星空の低いところでじぃっと動かない不動星を遠望しつつ、ハチドリは訓練とは関係のない話をつづける。


    「この世界に住まうすべての人間が等しく仰あおぎ見るものに『倫理』などとバカげた名前をつけた人物を、殺してやりたいと思わないか」


    　ミオは悪態を返そうとするが、背中の後ろでねじられた右手の痛みに耐えきれない。自分の痛みなど素そ知しらぬ顔でわけのわからない世間話を仕掛けてくるハチドリが憎くて仕方ない。


    「貴き様さまのような無能な女を、わざわざわたしが使いものになるよう鍛きたえるなどと。倫理も道理も必然性もなにもない、ただの上司のお遊びだ」


    　ハチドリは憂うさ晴らしのごとく、ミオの関節が破壊されるぎりぎりのところで力を強めたり弱めたりする。ミオはついに、右手に握っていた短刀を手放した。


    「おまえは今夜だけで、十八回死んだぞ」


    　短刀を拾い上げ、刃やいばをミオの喉のど元もとに当てて、ハチドリはそう告げてからようやくミオの右腕を解放した。


    　呻きをあげて、ミオは地面にうつぶせに倒れたまま動けない。荒い呼吸が、ふたりだけの訓練場に静かに響いた。


    



    　帝紀一三四九年、十二月一日、ウラノス王都プレアデス──。


    



    　ライナ・ベックことハチドリがここラミア離宮に配属されて以来、裏山の防空監視所前のひらけた空間が、ミオとハチドリの訓練場となった。ミオに特殊工作員として必要な体術を伝授するため、ハチドリが毎晩こうして鍛え上げているわけだが、時折こうして特訓というよりもただの鬱うつ憤ぷん晴らしになったりしている。ハチドリからいいように弄もてあそばれ、ミオは悔くやしさを嚙みしめながら、しかし決して涙は流さず、年ごろの少女の生活からはかけ離れた凄せい惨さんな暗殺技術の体得に明け暮れていた。


    　青白い月光と満天の星が降り注ぐ深しん閑かんとした広場で、ハチドリは倒れ伏したままのミオを見下ろした。


    「いつまで寝ている気だ。立て」


    　ミオの臀でん部ぶに靴底を当てて、ハチドリは無む造ぞう作さに転がす。ウラノス地上兵の戦闘服を着たミオの身体からだが、無抵抗に仰あお向むけになる。


    「お尻しり……蹴けらないでよ！」


    　表情を歪ゆがめながらようやく悪態を返した。ハチドリは冷笑で応こたえる。


    「工作員に尻しりも胸もない。肉体は他人の生命活動を停止させるための道具だ」


    「……なに言ってんの……変態！」


    「言葉には気をつけろ。おまえの態度が悪いと、訓練も相応に厳しくなる」


    　ミオはなんとか罵ば声せいを呑のみ込んで立ち上がった。ハチドリが満足しないと、訓練はいつまでも終わらない。くたくたに疲れ切り、打だ撲ぼくや裂傷を負った身体からだで翌日の仕事をこなすのは勘弁してほしかった。


    「真ま面じ目めにやってるでしょう!?　さっさと次！」


    　なんとか気丈さだけは保って怒鳴る。ハチドリは鼻で笑うと、新しい課題を課した。


    「ではさっきおれがやったことをやってみろ」


    　ミオは一瞬ハチドリを見て、口元をほころばせた。


    「わたしが？　あんたに？」


    「そうだ。おれの武器を奪え。手順を間違えるなよ」


    　ハチドリは地面に落ちたままの短刀を拾い上げると、ミオにむかって掲かかげた。


    　ミオは頷うなずきを返す。いつもやられっぱなしだが、今夜ははじめて、やり返していいらしい。


    　めちゃくちゃにいじめてやろうと決めて、ハチドリの挙動を観察し、振り上げられた短刀の切っ先が自分を目がけて降りてきたところで、教わったとおりに広げた親指同士を重ねて叉さ状じようにする。そうして短刀を握ったハチドリの右手首を受け止めて、両の親指をそれぞれ、ハチドリの指の関節目がけてねじ込んだ。


    　そのままミオは、反時計回りにハチドリの右手をねじっていく。短刀を握っていて、指の関節も固定されたハチドリは体勢そのものが崩れはじめる。上体が倒れたところで、ミオは渾こん身しんの力を右足に込める。


    「えいっ」


    　掛け声と一緒に足払いを見舞うと、右手を極きめられたままのハチドリの身体が地面に倒れ込んだ。


    　──やった！


    　無言の快かい哉さいをあげて、先ほど自分がやられたように、ハチドリの背中へ右手を回してさらにねじる。逃げる場所のない、絶望的な痛みがきっとハチドリを襲おそっているはず。


    　──ざまみろ、この野や郎ろう！


    　これまでさんざんいたぶられた鬱うつ憤ぷんを込めて、ミオはハチドリの関節を破壊する勢いで容よう赦しやなく締め上げる。


    　しかしハチドリは一向に、右手に握った短刀を手放さない。可動域の限界近くにまで関節を曲げられているのに、呻うめき声ひとつ立てない。ただ木人形のごとく、地面にうつぶせに倒れ伏したまま、ミオの好きに自分の関節をねじらせている。


    「ナイフ放しなさいよ！　腕折るわよ！」


    　たまらずミオは叫ぶ。本当に、この腕を折らなければハチドリは短刀を放しそうにない。


    「おまえに折れるのか？」


    　いつもと変わらない、薄笑いを含んだハチドリの返事が背中から届く。


    「折れ、って言うなら喜んで折るけど」


    「ほう。やってみろ」


    「……あんまり、舐なめないほうがいいと思いますけど？」


    「ぐたぐた喋しやべるな。戦場で無駄話する時間があるか？」


    「……じゃあ、折るよ。ほんとに折るからね」


    「さっさとやれ、無能」


    　ミオは決意を込めて、ハチドリの右腕を可動域のむこうへとねじりこんだ。


    　ごきん、と鈍にぶい音がした。関節が破壊された音──かと思ったが、どうやら違う。


    「え？」


    　これまでハチドリの腕から伝っていた、関節の軋きしみが消えた。蝶ちようつがいの外れたドアみたいに、力を込めてねじっていた腕から抵抗力が消える。


    　何が起きたのか戸惑った一瞬、ハチドリは身体からだを前方に回転させて両脚を地に着けると、余った左手に短刀を握り、ミオの喉のどへ突きつけた。


    「十九度目。適性がないにもほどがある」


    　ミオは呆ぼう然ぜんとした。ハチドリは左手を右の肩に当てる。


    　再び、ごきんと鈍い音がした。元どおりに動くハチドリの右腕を見て、ようやくミオはハチドリが関節を自みずから外したのだとわかった。


    「痛くないの、それ？」


    「何度も繰り返せば痛みは薄らぐ。いまではほぼ無痛だ。おまえにもやってもらう」


    　ミオはしばらく目をしばたいてから、言葉の意味を呑のみ込み、首を左右に強く振った。


    「無理無理無理。できないできないできない」


    「習得はそれほど難しくない。痛みに耐えるだけだ。関節を自在に外せるようになればさまざまな状況で役に立つ」


    「やです。そんな変な技覚えたくないです。絶対痛いし」


    「残念だが、おまえの意志は関係がない。身につけろ。行くぞ」


    「ちょ、ちょっと。ま、ま、待って……!!」


    　後ずさり、逃げようとしたミオに、容よう赦しやなくハチドリはつかみかかる。


    　そしてミオの右腕の付け根を握ると、冷たく告げた。


    「最初が一番痛い。耐えろ」


    「いやーーーーっ!!」


    　悲鳴の直後、先ほどハチドリの肩からあがったのと同じ音が、ミオの肩から響いた……。


    



    



    　地面に膝ひざを突いてうつむき、嗚お咽えつを重ねるミオをハチドリは無機質な目で見下ろす。


    「秘伝の技だ。右手は今日きよう中に動く。仕事に支障は出ないはずだが、きついようなら休みをもらえ」


    「うぅ……。えぐっ、えぐっ……」


    　涙と鼻水でぐしゃぐしゃのミオの顔を、ハチドリはイヤそうに眺めてため息をつく。


    「この程度で泣いていたら、この先もたんぞ」


    「ひぐっ、えぐっ……」


    　ミオの美び貌ぼうは影もかたちもなく、無む残ざんに崩れ去っている。ハチドリは鼻から息を抜いて、意識のなかのライナに告げた。


    　──面倒くさい。代われ。


    　──あいよ。


    　意識の座に上がったライナは、へらりと笑って、ミオの面前に屈かがんだ。


    「ライナだ。旦だん那なは消えた。まあ、慰なぐさめようもないけど……。いいじゃん、変な技、身についたし。けっこう便利なんだよそれ。捕まって拘こう束そくされたときとか、肩外して逃げたりできるし」


    　軽い感じで語りかけるが、ミオは相変わらず、左手を右手の肩に添えて、地面に座り込んだまま嗚咽するのみ。


    「痛いけどな。旦那がそれやられたの、九歳のときだぜ。九歳のガキが我慢した痛みだ。おまえも我慢しろ」


    　ミオの嗚咽がようやく止まり、涙にまみれたきつい目線がライナに突き立つ。


    「痛いのもあるけど……それだけじゃない！」


    「へえ。なんだろ」


    「無理やりこんなことされたのが悔くやしいの！　わたしの肩を玩おも具ちやみたいに……」


    　言葉尻じりで、またミオは涙に濡ぬれた。ライナは後頭部を搔かきながら、やれやれとため息をつく。


    「まあ、それ言うなら旦那も、ガキのころから無理やり訓練させられたから……。なにはともあれ、ひでーことされても我慢するしかねえんだよ、おれたちの身分じゃ。泣いたってどうしようもねえ。立てるか？　戻ろうぜ」


    　ミオは左手で土を摑つかんで、ライナにむかって投げつけた。せめてもの腹いせを避けもせずに受け止めて、ライナはミオの左手を支え、引っ張り上げる。


    「おら、立て。ぐじぐじ泣いたってなーんにも変わんねえんだ、さっさと忘れてとっとと歩け」


    　乱暴な言葉を投げつけて、無理やりミオを立たせる。


    　ミオはまたライナを睨にらみつけて、左手を払った。


    「……触らないで！　自分で歩ける……！」


    「おー、こりゃ失礼。元気が出たみたいでなによりだ」


    「……元気になるわけないでしょ！　空から元気よ！」


    「ないよりゃマシだ。さて、帰るべ」


    　ライナは燭しよく台だいを手に、ミオと並んで夜の山道を下った。深い木立は静寂に包まれて、頭上で絡み合った枝えだ葉はのむこうに青い月があった。


    　ライナは月を見上げながら、ミオの気分を変えようと、世間話など仕向けてみる。


    「十二月四日が、教きよう皇こう府ふ主催の聖せい霊れい祭さいだっけか」


    「……うん」


    「んで十一日の聖せい誕たん祭さいで、ウラノス王が決まる、と。ニナ、どうなんだろ。下へ手たするとほんとに女王さまになっちまうかな」


    「……わかんない。でも、ニナさま本人が王になるおつもりだし……。なってもおかしくないお立場だし」


    「意外と野心家だよな、ニナって。そんなふうに見えねえけど」


    「呼び捨てやめてよ。ニナさまって言いなさい。……いろいろ事情があるみたいだけど……よくわかんない」


    　おそらく、ミオが目撃した「カル」とのやりとりが、ニナに決意をさせたのだろう。このままでは「カル」の率ひきいる艦隊が全ぜん滅めつすると聞いたあの日以来、ニナは目に見えて様子が変わり、切迫感をもって風呼びの力の維持に努めるようになった。その目的はおそらく、ウラノス王位だ。


    　ミオはそのことを、ライナに話していない。ライナはゼノン子飼いのスパイだ。ニナの個人的な事情をぺらぺらとライナに話したら、きっと、よくない情報がゼノンに伝わってしまい、ニナの不利になる。


    　──ニナさまが辛つらい目に遭あうところは、見たくない。かわいそうすぎるから。


    　──ゼノンには絶対、「カル」のことは知られないようにしないと……。


    　そう思ったところで、ミオは気づいた。


    　──わたし、ゼノンよりニナさまを優先してる……。


    　自分もゼノンのスパイのはずなのに、いまではなぜか、すっかりニナの味方になっている。


    　ゼノンはミオの家族の命運を握る存在だ。家族全員を救い出すには、ゼノンの好意にすがるしか手段がない。だからミオは自分を犠ぎ牲せいにしてゼノンに仕つかえることを決めたはずなのに。


    　──いまは、ニナさまのために働きたいと思ってる……。


    　おのれの心のうちを覗のぞき込めば、そんな素直な想おもいが横たわっている。ウラノス王位継けい承しよう候補者というとてつもない身分でありながら、つつましくて、優しくて、どんな苦境にあっても泣き言ひとつこぼさないニナのことが、好きだ。


    　──幸せに、なってほしい……。


    　三日後の「聖せい霊れい祭さい」は、「聖せい誕たん祭さい」の前夜祭のような催しだ。聖アルディスタを身ごもった母親のもとへ三体の聖霊が現れて、一週間後に生まれる神の子へ福ふく音いんを届けた、という伝説をもとにしている。聖霊祭ではエヴァンゲリス地区にある大聖堂前広場にて、教きよう皇こうイラストリアリとニナ・ヴィエントが一般観衆の面前に立ち、演説を行おこなう予定。この演説が一般大衆に支持されるか否いなかが、ニナの王位継承に大きく関わってくる。


    　ウラノス王位の承認を行うのは、元げん老ろう院いんと市民だ。


    　元老院では第一王子デミストリを推おす保守派と、ニナを推して保守派の権けん益えきを切り崩したい急進派が一進一退の攻防を繰り広げている。ニナの支持層は宮きゆう廷ていの日陰者たちであり、視野が狭く好戦的なデミストリの性格は軍ぐん閥ばつにウケがよい。教皇イラストリアリとしては聖霊祭の演説で圧倒的な市民の支持を取り付けて、派閥の中間で潮しお目めを見ている元老院議員を動かし、ニナを王位に就つけたい様子。正しよう念ねん場ばは、もうすぐそこに迫っている。


    　山道を降りて、ニナの住まう第一円えん塔とうの篝かがり火びを遠く見上げた。ニナの部屋にはまだ明かりが灯ともっている。あの灯の下でニナがなにを思っているのか、ミオは心配で仕方ない。


    　小さな身体からだと優しい心根に、あまりにも大きなものを背負わされたニナ。少しでもその重みを減らしてニナの力になれたらと、ミオは願った。


    



    



    　十二月四日、エヴァンゲリス大聖堂前広場には、「風呼びの少女」ニナ・ヴィエントをひと目見ようと七万人を超える群衆が集まり、高度二千メートルを飛ひ翔しようするプレアデスの寒かん気きにもめげることなく、指笛と歓呼を凍いてついた空へ打ち上げていた。


    　ミオはニナの召し使いとして、大聖堂内の控えの間で、教皇イラストリアリにあてがわれた「正装」の着付けをしていた。


    　胸元のあいた紫むらさきのシュミーズドレスに白のボディスーツを合わせ、純白のローブをまとう。宝玉をあしらった冠かんむりに白銀のウィッグ、紫がかったアイライン。ひとつひとつの意い匠しようが施されるごとに、いつもラミア離宮で見ている質素なニナとは別人になっていく。


    　説明によると、この大おお仰ぎような出いで立ちは、ウラノス[image: ]世神話に予言された「風呼びの少女」と同じなのだそうだ。ニナ・ヴィエントの聖性を演出するために必要な「変身」というわけだろうが、普段のニナを知っているミオからすると、あまりに装飾がすぎるようにも思える。


    「終わりました」


    「ご苦労さまです」


    　神話の登場人物となったニナは、心持ち普段よりも低い声で応こたえる。化粧のおかげで顔色は見えないが、今け朝さ方がたから具合が悪そうだ。連日の風呼びの鍛たん錬れんのために、明らかに消しよう耗もうしている。


    　この状態で、七万の大観衆の前に進み出て演説することなど、ニナにできるだろうか。


    　背もたれの高い黒こく檀たん椅い子すに腰を下ろし、じいっと出番を待つニナへ、ミオは紅茶をいれた。


    「ありがとう」


    　しかしカップに口はつけず、ニナは虚こ空くうを眺めるのみ。毎晩、毎晩、この世ならざるものから干かん渉しようを受けているせいか、視線もうつろいがちに思える。


    「ニナさま、お加減は……？」


    　心配で、思わず尋ねた。


    　ニナはミオを安心させるように、口元に笑みをたたえる。


    「大丈夫です。今日きようが無事に終わればもう、あの日課は必要ありませんし」


    「…………そうですね。今日のためですもんね」


    「毎晩、ミオさんが一緒にいてくれたから、無事に今日まで過ごせました」


    「そんな、もったいないです。わたしはただ、見てただけで……」


    「それに、フィオも」


    　ニナは冗談めかして、翼をもつ友人の名前を口にした。それから窓の外へ目を移す。


    「今日も来てくれるかしら」


    「来てると思います。フィオも、ニナさまのことが大好きだから……」


    　言葉の途中で扉とびらがひらき、ウルシラ伯はく夫人が顔を覗のぞかせた。いつもと変わらぬ事務的な口く調ちようが、控えの間に響く。


    「お時間です」


    「はい」


    「行ってらっしゃいませ。あの、ニナさま」


    　椅子から立ち上がったニナを、思わずミオは呼び止めてしまった。振り返ったニナにむかい正直な気持ちを言葉にする。


    「あの……わたしも、離宮のみんなも、本当に応援していますから！　言いたいことガツンと言って、ウラノス王になっちゃってください！」


    　ミオがことさら明るくそう言ってガッツポーズをつくると、ニナも微笑ほほえんだ。


    「ありがとう、ミオさん。はい。ガツンと言って、なっちゃいます」


    　ニナもかわいらしいガッツポーズを胸の横につくって、ミオに応える。ミオはいっぱいに笑え顔がおを浮かべて、胸の前で手を合わせた。


    「見られないですけど、ここで応援してますから！　うまくいくようお祈りしています！」


    するとウルシラが、ミオに言った。


    「ミオさんにも、手伝っていただきます」


    「はい？」


    「これを持って、広場の隅にいてください」


    　ウルシラが手渡したのは、大きな編み籠かごだった。なかを覗くと、色とりどりの花はな弁びらが詰まっている。


    「同じものを持った者が、広場の外縁に五十名ほど紛まぎれ込んでいます。彼らとはできるだけ距離をあけて立つよう願います」


    「立っているだけでいいのですか？」


    「はい」


    　怪け訝げんな気持ちで編み籠かごを受け取る。なにをするのかよくわからないが、ニナの演説が聴けるのは素直にうれしい。


    　ニナが、引き締めた表情をウルシラにむけた。


    「参りましょう」


    「はい」


    　ウルシラが先導し、ニナはそのあとにつづく。その背中へミオは、無言の応援を届けた。

  


  [image: ]


  
    　──がんばって、ニナさま。


    　──ニナさまがウラノス王になったら、きっと、世界が変わるから……。


    　そうしてミオは小走りに通路の反対側を通り裏口を出て、観衆たちがいまや遅しとニナを待ち構える大聖堂前大広場へ至った。


    　七万人の熱気が立ちこめるなか、ウルシラに言われたとおり外縁を目指す。飛行場にも使用できるほどに広大な広場に、うんざりするほどの人間たちが群れ集まっている。手に籠を提げたまま人波を搔かき分けて指定された場所を目指すが、その途中で、人々の噂うわさ話ばなしが否いや応おうなく耳に飛び込んでくる。


    　大勢が、はじめて肉眼で見るニナ・ヴィエントを待望している。その容姿の美しさや不思議な能力についての益やく体たいもない噂が多い。しかしこれまで新聞雑誌やラジオ報道でしかニナに接していないため、海の彼方かなたから空飛ぶ島に乗ってやってきた「予言された救世主」に対して懐かい疑ぎを抱いだくものも多くいる。


    「ウラノス人じゃない、ってのがなぁ……」「異民族を王にするのもどうかね」「ウラノスの地上支配を望んでない、って本当なのか？」「聖戦に反対しているらしい。戦争そのものが嫌いだとか」「そんな女を王にして大丈夫なのか？　おれたちの税金でつくった軍隊だぞ。使わないならなんでつくったって話だ」などなど、ニナに否定的な言げん説せつがそこかしこから聞こえてくる。デミストリ派が流した噂が、ほぼそのまま庶民の口に乗り移っている印象。今日きようの演説に失敗したなら、そうした声は取り返しがつかないほど大きくなるだろう。


    「はぁ、はぁ……」


    　息を切らせて外縁にたどり着き、同じ籠かごを持ったひとが近くにいないのを確認して、演説がはじまるのを待つ。背伸びしたら、折り重なった背中のむこうに、大聖堂前に組まれた鉄材のステージが見て取れた。マイクとスピーカー、拡張音声調整機の準備も整い、あとは今日の主役の登場を待つばかり。大衆の期待は、[image: ]世神話に予言された救世主がいったいどういった言葉を紡つむいで自みずからの王位継けい承しようの正当性を訴えるか、その一点にある。


    　演説はラジオを通じて、ウラノスの息がかかったすべての地上国家にも放送されるという。こんな大おお舞ぶ台たいを前にして、あのか弱いニナが本当に演説などできるのか、改めて不安になる。


    「ニナさま……」


    　祈るようにニナの名前を呼んだそのとき、透明な青空から白い翼が舞い降りてきて、ミオの肩にとまった。


    「フィオ！　来てくれたのね」


    　ミオは微笑ほほえむ。白い鳥はフィーと一声鳴いて、彼方のステージを遠く見やった。


    「ニナさまを応援しよう。今日のためにずっと、がんばってこられたんだから……」


    　告げるとフィオは突然、翼をはためかせ、ミオの肩を飛び去ってしまった。一心にむかう先は、演説ステージだ。


    「フィオ！　邪魔しちゃダメだよ……」


    　呼びかけたそのとき、七万人の群衆から大きな歓声が沸わき上がり、青空を震ふるわせた。


    　文字どおり、地鳴りがする。すさまじい歓声はまっすぐに、いまステージにあがったニナ・ヴィエントへむけられていた。ミオの立ち位置からでは、ニナは豆粒ほどにしか見えない。


    「ニナさまーっ！　がんばってー!!」


    　聞こえるはずもないが、ミオは精いっぱいに声を張り上げ、片手を振った。純白の衣装をまとったニナのか細い佇たたずまいが、頼りない足取りで中央のマイクを目指す。


    　ミオは胸の前で手を組んで、成功を祈った。


    　毎晩、心も身体からだもすり減らして取り組んできた努力の成果が、これから問われる……。


    



    



    　歓声の地響きを一身に受けながら、ニナ・ヴィエントことクレア・クルスは静かな心持ちだった。幼おさないころから政治に利用され、大衆の前で演説する訓練を受けてきたから、特段、緊張などはない。


    　マイクの前に立つと歓声がやみ、七万人の目線が一斉に自分に注がれた。


    　演説の内容は、教きよう皇こうイラストリアリが作成した原稿を暗あん唱しようするだけだ。デミストリの権威に砂をかけ、自みずからの正当性をしたり顔で謳うたいあげる文面を、そのまま読み上げればよい。自分の意志とはなんら関係ない、ただウラノス王位に就つくことを目的に他人が書いた文章をこれから世界にむかって語ろうとしている。


    　つまり、これからやることは詐さ欺ぎだ。


    　けれど、それでいいと思う。


    　クレアはすでに、偽いつわりの仮面をかぶって生きていく覚悟を決めていた。


    　相あい反はんする他人の意志を受け入れてでも、自らの未来を切りひらくために。


    　マイクへ、第一声を放つ。


    「はじめに、聖アルディスタへの感謝を」


    　拡声された自身の声がモニタースピーカーから返ると同時に、再び、地鳴りが足下を震ふるわせた。天空をひずませる、七万の歓かん呼こ。


    「わたしはニナ・ヴィエント。定められた運命により、聖せい泉せんの彼方かなたの小国からここ、偉大な天空の都プレアデスへ推すい参さんいたしました。選ばれし臣しん民みんのみなさまへ、お伝えしたい事実があります」


    　静かに語りかけると、雲のかたちを変えるほどの歓声が、ぴたりとやんだ。


    　クレアは教皇イラストリアリが書いた原稿を、ただ暗唱する。


    「わたしは聖アルディスタのひとり子。風から生まれた聖アルディスタの力を継けい承しようし、この世界に生まれ落ちました。わたしがウラノス人でないがゆえに王位にふさわしくないとお考えの方々もおられますが、その意見は一面で正しいといえましょう。わたしはウラノス人でも地上民でもなく、聖アルディスタの血を継ぐもの。初代ウラノス王ユリシスがそうであったようにわたしもまた、天空の都を統治するために聖アルディスタから送り出されたものです」


    　不ふ遜そんともいえるクレアの言葉に、群衆が静まり返る。


    　世界の最果てからやってきた異民族の少女は、自みずからの王位継けい承しようを正当化するために臆おく面めんもなく、偉大なユリシスと同じ血族──つまり神の眷けん属ぞくであると宣言してしまった。喜びに輝かがやく表情は少なく、むしろ、クレアの傲ごう岸がんさに不愉快さを覚える顔のほうが多い。


    　しかしクレアはひるまない。


    「かつて大勢の扇せん動どう者しやたちが、自みずから神の眷けん属ぞくを名乗る恥知らずな行為に及んだことも存じています。しかし彼らはなんの力ももたぬ人間であり、すぐに欺ぎ瞞まんの仮面を剝はぎ取られて地上へと追放されました。わたしを彼らと同種の詐さ欺ぎ師しとお思いのかたも大勢いらっしゃいますでしょう。わたしは今日きようここで千の言葉を連ねることをせず、みなさまにひとつの奇き蹟せきをお見せすることにしました」


    　大それた内容を淡々と紡つむいでいくクレアの言葉に、群衆がざわめく。


    「みなさまご存じのとおり、聖アルディスタは風からお生まれになりました。現代でも風は神の御ご意志をこの世界へ伝える、御み使つかいの役割を果たしています。風の旋せん律りつは神の御み言葉であることを、どうか思い起こしください……」


    　そしてクレアは目を閉じた。


    　心の内で、風へ呼びかける。


    　──風よ。これで最後。


    　右手を、ゆっくりと頭の上へ持ち上げた。


    　──何度も、何度も、わたしを助けてくれたね。


    　そろえた指を立て、天空を指し示す。


    　──もう一度だけ、わたしに力を貸して。


    　指先から、懐なつかしい感覚が蘇る。目に見えない清せい冽れつな奔ほん流りゆうが手のひらを越え、手首を伝い、クレアの胸へ降りてくる。


    　──ありがとう。優しい風よ。


    　クレアは上空を仰あおぎ、目をひらいた。


    　透すき通った冬空の青が、視界いっぱいに染みわたる。


    　──踊ろう。


    　クレアは観衆を見み据すえ、右腕をゆっくりと引き下ろして、七万人を指さした。


    「風よ、応こたえよ」


    　マイクに拡声されたニナの声が、広場に響く。


    　刹せつ那な、大気の咆ほう哮こうが全天を震ふるわせた。


    



    　──歌おう。


    



    「福ふく音いんを、届けよ」


    



    　──あなたと歌う、最後の歌を。


    



    　刹せつ那な。舞い上がった花弁が広場の上空で渦巻きを描いた。


    



    　どよめきがあがる。風かざ切きりの音を蹴け立たて、まるで青空に花の川を描えがくように、七彩の花はな弁びらたちが自分たちの頭上で円えん環かんを描き流れ去っている。風が花弁を持ち運んでいることに気づいた観客たちは吹きすさぶ風に抗しようと、身を縮めて足を踏ん張ろうとし、さらなる異変に気がつく。


    



    　地では風が吹いていない！


    



    　旋せん風ぷうが花弁を持ち去っているのは、地面から数十メートル離れた上空だけだ。この風はあろうことか、人間を避けて花だけを舞い上げている！


    「な、なんだこれは!?」「風が、あそこだけ吹いている！」「ニナだ、ニナが風を操あやつっている！」


    　頭上で乱舞する、赤、青、黄色、紫むらさき、さまざまの色彩を見上げて混乱する観衆へ、クレアは語りかける。


    「この風は聖アルディスタの御ご意志。みなさまに危害を加えることはありえません。みなさまは証人となり、この奇き蹟せきを今日きようここにおられないかたに語り継いでください」


    　そしてクレアは右腕を持ち上げる。


    　風の唸うなりが高まり、空を渡る花の川が二筋に分かれ、さらなる高みでより大きなひとつの円環となり、鮮あざやかな色彩の流れを描き出す。風を操っているのがニナ・ヴィエントであることに気づき、ようやく観衆から、歓呼が上がりはじめる。自分たちが奇蹟を目撃していることに気がついて、その場に跪ひざまずいたり、ひれ伏して祈ったりするものが現れる。


    　クレアはただ静かな気持ちで、イラストリアリが書いた傲ごう岸がんな台詞せりふを威厳たっぷりに読み上げながら、風と歌を歌っていた。


    　身体からだはステージ上にありながら、心は風となって広場を吹き渡っている。


    　花の籠かごを持った従じゆう僕ぼくたちを見つけて、花弁を巻き上げ、さらに鮮やかな花弁の軌き跡せきを冬空に描き出す。時とともに歓声は高まり、ニナを称賛する声には泣き濡ぬれた色さえ混じりはじめた。


    　風となったクレアは、花の籠を手にしたミオを広場の外れで見つけた。


    　ミオはいっぱいの笑え顔がおで、片手を思い切り振って、ニナを応援していた。


    「ニナさま、すごい、風を呼んでる！」


    　風呼びの成功を心から喜ぶミオのすがたを見て、クレアはなんだか泣きそうなほどうれしくなった。


    　ミオがゼノンから派遣されたスパイであることは知っている。ラミア離宮の情報はミオを通じてすべて、ゼノンの耳に入っていることだろう。けれどミオはほかにひとがいないところでも、こんなにもクレアを応援してくれている。互いの身分や職業を超えて、クレアが成功することを心から望んでいる。そのことが、ひどくうれしい。


    　──ありがとう、ミオさん。


    　風となったクレアはミオのまわりを吹きすさび、籠かごのなかの花はな弁びらをさらった。


    　ミオの表情が喜びと驚きに輝かがやいた。ミオの頰ほおを風の腕で一度撫なでて、それからクレアはさらなる色彩を花弁の渓けい流りゆうに加える。


    　風の描えがき出す夢む幻げんの絵画を見上げながら、観衆の拍手喝かつ[image: ]さいは終わることを知らない。


    　熱狂を一身に受けながら、クレアは風と最後の言葉を交わしていた。


    　風とひとつになるうちに、この力が失われていくことが実感として伝ってきていた。子どものころは当たり前に感じていた風の歌が、いま次第次第に遠のいていく。


    　思えば、この風呼びの力があったがゆえに、数奇な運命に弄もてあそばれてきた。


    　魔女と呼ばれて迫害された子どものころ、母親は弟とクレアを天てん秤びんにかけて、クレアを売ることを選択した。風呼びの力があるがゆえに母親に捨てられたのだと思い込み、力そのものを恨んだ。革命勢力に利用されてラ・イール皇こう家けを壊かい滅めつに追い込み、幾万の人々の運命を狂わせた。その重みに耐えきれなくなり、少女時代の数年を、まともな心を失ったまま過ごした。


    　イスラに乗ってバレステロス共和国を追放されてから、なにもかも変わった。


    　大勢の素敵な仲間たちに出会えた。彼らとの交流のうちに閉ざされた心がひらかれ、ウラノスとの戦いのなかで倒れていく仲間たちのために風呼びの力を取り戻したいと願い、風はクレアの想おもいに応こたえてイスラを破滅の危機から救った。


    　そして。


    　──カル。


    　クレア自身がなにもかも奪い取った、最後の皇おう子じカール・ラ・イールこと、カルエル・アルバス。


    　クレアをいくら憎んでも足りないはずの彼は、クレアを受け入れ、あろうことかいま、クレアを取り戻すために大艦隊を率ひきいてプレアデスを目指している。


    　──わたしたち、また会おうね。


    　しかしイスラ艦隊の旅路は、非常な困難が予想される。ウラノスの勢力範囲はカルエルの予想を遙はるかに超えており、このままでは全滅は必ひつ至しだ。


    　──あなたに話したいことが、たくさんあるの。


    　──あなたのことを、もっと知りたい。


    　だからクレアはウラノス王となることを決めた。


    　──あなたとずっと、一緒にいたい。


    　自分が王になればきっと、第二次イスラ艦隊との戦闘を避け、平へい和わ裏りに問題を解決できるから。


    　そのためなら神の眷けん属ぞくを自称し、世界さえ騙だまそう。


    　──風よ。わたしのウソに、あなたの力を貸して。


    　──未来を切りひらく力を。


    　──世界を変革する力を。


    　クレアは風に祈る。この力をもう恨むこともない。今日きようここまで自分を導いてくれた風呼びの力に、心から感謝している。


    　クレアは青や黄や赤の花はな弁びらを操あやつり、青空へ風のタペストリーを織り上げる。


    　そのときクレアの目に、空を舞う白い鳥が目に入った。


    　──フィオ。


    　ミオの飼う、不思議な鳥。


    　クレアは即興で、フィオに一役買ってもらうことを決めた。


    　──フィオ。踊ろう。


    　風となったクレアはフィオの傍かたわらを流れながら、語りかける。


    　ふぃー、と返事が聞こえた。フィオもどうやら、クレアを応援するために来てくれたことが空を通じて理解できる。クレアは微笑ほほえみ、花弁の円えん環かんをほどいて一本の流れへと変え、流れゆく花弁の先頭をフィオに添えた。


    　おおお、と観衆の声がひときわ高まる。


    　広場上空を飛ぶ白い鳥の航跡が、色とりどりの花弁に彩いろどられていた。


    　自由に舞い飛ぶ鳥の動きに合わせて、まるで鳥に搔かき分けられた空が七彩の飛沫しぶきをあげるように、花弁の渓けい流りゆうが付き従っている。


    　クレアはマイクを通じて、観衆へ語りかけた。


    「聖アルディスタは巡礼に際し、白い鳥を友人として旅立たれました。いまこの空を飛ぶ鳥もまた、聖アルディスタの御ご意志でしょう」


    　イラストリアリの台本にはない、クレアのアドリブだが、観衆の反応を見る限り効果はてきめんだった。ウラノス[image: ]世神話に描えがかれた物語を、いまこの場に再現したい。


    　クレアは右手を前方に差し出し、フィオを呼んだ。


    「来たれ、御み使つかい。次の王は、誰か」


    　──フィオ。おいで。


    　花弁の航跡を曳ひきながら、フィオはクレアの意志を受け取り、一直線にクレアの手の甲へと降下してとまった。


    　クレアは凜りんと胸を張り、演技をつづける。


    「裁さい定ていに感謝を、聖アルディスタ」


    　自みずからが神に選ばれた正統な王位継けい承しよう者しやであることを事実上宣言すると、この日最大の歓呼が七万の口こう腔こうから迸ほとばしった。ニナ・ヴィエントの名をたたえる絶叫が、音圧となってクレアにのしかかる。


    　ウルシラ伯はく夫人が予あらかじめ観衆の間に仕込んでいた数十人のサクラたちが、ここぞとばかりに声を張り上げる。


    「奇き蹟せきだ、奇蹟だ！」「聖アルディスタがニナ・ヴィエントを選んだ！」「次の王はニナだ、我らの王は神の眷けん属ぞくこそふさわしい！」


    　ニナ・ヴィエントの名を呼ぶ声は当たり前のように口から口へ伝い、幾千も折り重なり、やがて七万の唱和となって、大広場の空に波は紋もんを描えがいた。


    　──フィオ、ありがとう。


    　クレアは手の甲のフィオに微笑ほほえみかけ、空へと放した。


    　最後の力を振り絞り、一いつ颯さつの風を紡つむいで、天頂を目がけて打ち上げる。


    　花弁は風に乗り、フィオのあとを追いかけて空の高い、高いところへ舞い上がって、それから四方へ散った。


    　──風よ、さよなら。


    　たゆたう花弁を見上げながら、クレアは風に別れを告げた。


    　もうこののち、風の歌は響かない。


    　──いままでありがとう。


    　明るい歓呼が何度も何度も打ち寄せるなか、クレアはドレススカートの裾すそを持ち上げて右足を引き、優雅に会え釈しやくをしてから大衆へ背をむけた。


    　ステージを降りてもまだ、ニナの名を呼ぶ大歓声はやまない。大聖堂のうちへ戻り、ウルシラに出迎えられて、ようやく足がおぼつかなくなった。


    「お嬢さま」


    　ウルシラが慌あわてて、崩れ落ちそうなクレアを抱きとめる。


    　クレアはウルシラにすがりついて、かろうじて笑んだ。


    「終わりました。もう風は呼べません」


    　ウルシラは表情を変えることなく、いつものように無機質に言う。


    「見事でした。これで決まりでしょう」


    　クレアが立てるよう支えて、眼鏡めがねの奥を光らせる。


    「お嬢さまが、ウラノス王となります」


    　そう言われても、実感は湧わかない。ただ今日きようの演説の手て応ごたえがかなりのものであることは、建物のむこうからまだ響く歓声が伝えている。


    「ですが、これからが正しよう念ねん場ばです。わたしたちは地上からの異分子でありながら、空に住まう魑ち魅み魍もう魎りようの中ちゆう枢すうへ分け入るのですから……」


    　彼方かなたのウラノス王宮へ視線を送りながら、ウルシラは不吉な言葉を口にした。


    



    



    　プレアデス市民たちの狂騒をはた目にしながら、男は憎ぞう悪おをかきたてていた。


    　信念も思し慮りよもなく、面白ければなんにでも飛びつく庶民たちはいまのニナ・ヴィエントの見み世せ物ものに手もなく騙だまされ、すっかり王にする気でいる。


    　鍔つばの広い帽子を目ま深ぶかにかぶり、黒のコートで変装した第一王子デミストリは、打ち鳴らされる拍手と鳴りやまない歓声に背を押されるようにして、群衆のなかから抜け出た。同じく変装した十数名の衛兵を引き連れて広場の端へと移動し、歪ゆがんだ表情を傍かたわらの側近にむける。


    「けがらわしい愚ぐ民みんどもが。大だい道どう芸げいで王を決めるつもりか」


    「おっしゃるとおりです」


    「神を自称する女だぞ。不ふ遜そんにもほどがある。そんな女を王宮の主にするというのか」


    　デミストリは苛いら立だたしげに爪つめを嚙かみ、とっくにニナのいなくなったステージを望遠して、声をひそめる。


    「物理的に排除する必要がある」


    　不ふ穏おんな言葉に、側近は表情を曇らせた。咳せき払ばらいをひとつして、諭さとす。


    「いまそれをやれば、嫌けん疑ぎは王子にかかりますぞ」


    「……………………」


    「王宮に入れてやればよろしい。ニナは新しん参ざん者ものです。宮きゆう廷てい内には王子の味方が大勢いる。政治で締め上げる手段はまだいくらでもあります。いまはニナの味方をしている市民たちも、ひとつふたつ事件が起きればすぐに手のひらを返しましょう。時期を待つことです」


    　諫いさめられ、デミストリは眼まな差ざしの憎悪をきつくする。


    「この屈くつ辱じよくに、まだ耐えねばならんのか」


    「いま最も肝要なのは、忍耐です」


    「レンジャク」


    　側近の忠告を聞き流し、デミストリは背後に控えた長身の青年に声をかけた。


    　パトリオティスナンバー２、レンジャクが応える。


    「はっ」


    「おまえなら、ニナを殺やれるか」


    　レンジャクは表情ひとつ変えず、即答する。


    「ご命令であれば、すぐにでも」


    「王子……」


    　側近が眉まゆをひそめる。デミストリは唇くちびるを歪ゆがめて側近を睨にらむ。


    「なぜおれが耐えねばならぬ。おれは王の長ちよう子しだぞ。継けい承しよう権一位だ。なぜいまになって横から出てきた女にすべて奪われねばならぬ」


    　デミストリの内面にためこまれた憎悪の量は、側近さえもひるむものだった。


    「殺すだけでは足りん。この手で辱はずかしめて、貧ひん民みん窟くつに捨ててやりたい……！」


    　高貴な身分にふさわしくない呪じゆ詛そを吐き捨てて、デミストリは濁にごった眼球に毛もう細さい血管を浮き立たせる。


    「時期をお待ちください。そのときが来たなら、ニナなどいかようにもできます。王子の思いのままに……」


    「あの衣装を剝はぎ、裸はだかで吊つるして、鞭むち打ってやる。泣き叫ぼうが、許しを乞こおうが、容よう赦しやせん。檻おりに入れて、首輪を嵌はめ、おれの命令をなんでも聞くよう躾しつけてやる……!!」


    「はい、はい、いかようにも、王子のお気に召すままに……」


    　低俗な願望を連呼するデミストリと、それを懸けん命めいにあやす側近の傍かたわらで、レンジャクは誰にも気づかれないよう、視線にわずかに嘲ちよう笑しようを孕はらませる。


    　ハチドリがニナの護衛をしていることは知っている。レンジャクにとっては、造ぞう作さない相手だ。先ほどの言葉にウソはなく、デミストリが命令したなら、いますぐ大聖堂に忍び込み、誰にも気づかれずニナの首の骨を折る自信がある。


    　──それほど憎いなら、さっさと命令すればいいものを。


    　口に出せない思いを、レンジャクは腹の底に流す。


    　──不自由なものだな。王侯というやつは。


    　デミストリと側近のやりとりを面白おかしく観賞しながら、本ほん音ねを無表情の奥深くに隠してレンジャクは遠い大聖堂を見やった。


    　──相手がハチドリなら、わけもない。


    　──また泣かせてやる……。


    　子どものころに見たハチドリの情けない泣きっ面つらを思い返し、噴き出しそうになるのをなんとかこらえ、レンジャクはなにくわぬ顔で続々と吐き出されるデミストリの暗い欲求を拝聴していた。


    　──阿あ呆ほうな夢が叶かなうといいな、バカ王子。


    　護衛対象を心の奥で軽けい蔑べつしながら、レンジャクはいつか、この手でハチドリを殺す日を夢見ていた。


    



    　二十二．


    



    　生産工場でも製鉄所でもなく、いきなり首都を狙ねらう。


    　セントヴォルト作戦司令本部の秋あき津つ連邦本土に対する第一手は、都市の居住者を標的にした戦略爆ばく撃げきに決定した。敵の防空体制がまだ整わないうちに首都に壊かい滅めつ的な被害を与えて、敵国民の戦闘意欲を大きく削そぐのが目的である。占領したばかりのカラナクタ要よう塞さいに新型大型爆撃機テオドーラ四十五機を配備して、ヴォルテック航空隊に護衛させ、箕み鄕さとに対して夜間爆撃を敢かん行こうするよう指令がくだされた。


    



    　帝紀一三四九年、十二月五日、カラナクタ要よう塞さい第一飛行場──。


    



    　航空指揮所内のブリーフィングルームでは、ヴォルテック航空隊司令官、エイブラハム・モンロー大佐が居並んだ七十名の戦闘機隊員を前に、作戦要領を伝達していた。


    　黒板に貼はり出された作戦地図にはカラナクタから箕み鄕さとへの侵攻ルートが示され、箕鄕の沖合の海上には飛空要塞「朱す雀ざく」のマークが記されていた。


    「朱雀は箕鄕の前方哨しよう戒かい役やくを担になっている。我らが箕鄕へ航空攻撃をかけようとしたなら、朱雀から飛び立った迎げい撃げき戦闘機隊が第一関門となる。今回の作戦は夜間爆撃を行おこなうことにより、極力、敵戦闘機の妨害を抑え込むと同時に、敵夜間戦闘能力を推おし量る目的がある。制空隊は囮おとりとなって朱雀航空隊を引き付け、その隙すきに後続の爆撃隊が別ルートから箕鄕へ突入する」


    　イリアは窓の外を見て、太陽が傾きはじめているのを確認した。カラナクタから箕鄕までは戦闘機で片道二時間かかるため、目的地に到着したころには夜になっているだろう。


    「今夜の箕鄕は快晴で、月が出ている。視界は確保できるだろうが、戦闘機同士の空戦がどこまでできるか未知数でもある。ギャンブル要素の多い奇き襲しゆう作戦だが、それゆえ敵にとっても予測が難しく対応がしづらい。諸君らの技量がこれ以上ないほど練成されているからこそ、今回の作戦が可能なのだ。これまでに培つちかった経験をもとに、全力で戦い、勝利し、生きて帰れ。以上、出撃！」


    　応を返し、全員が椅い子すを蹴けって立ち上がる。


    　イリアも表情を引き締め直して航空指揮所を出た。今回の搭乗割りに名前が載った七十人のヴォルテック航空隊の表情にはいずれも戦意がみなぎっている。七月のシエラグリード沖海戦からはじまって、サントス島、イズリオン、そしてカラナクタ要塞と、立てつづけに大規模な制空戦を経験し、いずれも圧倒的な勝利を収めたことから、隊員たちは自分たちの戦闘能力に確固たる自信を抱いていた。


    「行きましょう、イリア閣かつ下か!!」


    　おどけたかけ声とともに、先任飛空士マクガイアが列線へ駆かけ出す。


    「閣下、今日きようも頼みますぜ!!」


    　下士官飛空士、リーオンも笑え顔がおでイリアに声をかけ、マクガイアの背中を追った。


    「おふたりとも、気をつけて!!」


    　言葉を返して列線を見やるとすでに、先発する制空戦闘機隊の暖機運転がはじまっていた。愛機を目指して駆けるイリアの傍かたわらに、双子の飛空士ルルとララが並んで声をかけてくる。


    「イリア、がんばろうねー」「でも夜だし、無理しなくていいんだよー」


    「はい。おふたりもご無事で」


    「だいじょぶだよー」「隊長のことよろしくねー」


    　今回の搭乗割りでは、同じベオストライクに乗るイリアとレオが二機編隊を組んでいる。性能の同じ戦闘機でないと編隊が組めないことがはっきりしたためこういう措そ置ちになった。


    「はい。お守りします」


    　頷うなずいて、双子と別れ、イリアは前方を走るレオの背中に追いつき、並走しつつ声をかけた。


    「よろしくお願いいたします」


    　レオもイリアの横顔を眺め、返事する。


    「好きにやっていいぞ。おれのお守もりは退屈だろう」


    「そんなことは」


    「二機編隊などかたちだけだ。どうせ乱戦になれば小隊は解ける。思うまま存分にやれ。ただし、ひとつだけ誓え」


    「…………？」


    　レオは一度言葉を切って、イリアへ鋭するどい目線を投げた。


    「誰が相手だろうと、手を抜くな」


    　イリアの胸が、抉えぐられる。返事できない。レオは言葉をつづける。


    「坂さか上がみや、紫むらさきが相手でもだ。必ず引き金を引け」


    「……………………」


    「それが騎士道だ。坂上や紫も、武士道で立ちむかってくるだろう。手を抜かず全力で戦うのが互いへの敬意だ。覚悟を決めろ」


    「……はっ」


    「聞こえん」


    「はっ!!」


    　声を張ると、目の前に愛機があった。


    　機首付近に「白はく狼ろう」のエンブレムを抱いだく、最さい新しん鋭えい戦闘機ベオストライク。


    　はじめてこれに乗って以来、さらに八度の空戦機会を経へて、現在ではようやく自分の手足となって動かせる感覚を摑つかめた。ベオストライクでの撃げき墜つい数すうは四十機に達しており、イリアの現在の総撃墜数は七十六機にまで跳ね上がった。このペースであれば総撃墜数九十二機のレオに追いつくのは時間の問題だと新聞などは書きたてている。


    　自分の愛機の翼に片足をかけて、レオは念を押す。


    「おまえがセントヴォルトのエースだ。おまえの腕が制空戦を左右する。おまえが墜おとすたびに味方は有利になる。損害が減る。おまえが坂上や紫を放置したなら、あいつらがルルやララを墜とす。大勢の味方が死んでいくことを忘れるな」


    「……はい。肝きもに銘めいじます」


    　イリアへ頷うなずきだけを返して、レオは搭乗席に乗り込んだ。イリアも自みずからの愛機へ片足をかけて、馴な染じんだ搭乗席に滑り込み、計器を点検する。


    　レオの言葉が正しいことは、もうわかっている。


    　今回の作戦は、敵に衝しよう撃げきと畏い怖ふを与えることが目的だ。朱す雀ざくを素通りしていきなり首都を焼き払ったなら、敵は自分たちの警戒能力、防空能力に疑念を抱いだくだろう。うまくいけば戦局を決定づけられるが、こちらにも相応の犠ぎ牲せいを覚悟せねばならない。おそらく、出撃した戦闘機隊にもかなりの被害が出ると見込まれる。


    　手を抜く余裕は、ない。


    　傾きはじめた太陽を背に受けて、遙はるか彼方かなた、おそらくは清きよ顕あきやかぐらがいるであろう、箕み鄕さとの大空を遠望した。搭乗席から片腕を突き出し、手信号を送った。車輪止めが外され、ベオストライクはゆっくりと滑走をはじめる。


    　先導するのは大型爆ばく撃げき機テオドーラ一機。航空参さん謀ぼうと一流の航法士が乗り込んだこの機の翼端灯を目印に、まずはレオが大隊長を務める制空戦闘機隊四十一機がつづき、そののちに爆撃機本隊、テオドーラ四十四機と直ちよく掩えん戦闘機隊二十九機がつづく。


    『行くぞ、イリア』


    　スピーカーからレオの声が伝った。


    「はっ」


    　イリアはレオの右斜め後方について離陸位置に達し、レオと同時にスロットルをひらいた。


    　二機そろって離陸し、高度五百メートルを旋せん回かいしながら後続を待つ。スピーカーからは無線調整の声がやかましく、下士官たちの軽口が飛び交いはじめる。ヴォルテック航空隊が秋あき津つ連邦の戦闘機隊とやり合うのはこれがはじめてであるため、いずれの声もこれからはじまる冒険に昂たかぶりを隠せない。


    　瞬またたく間に制空戦闘機隊の離陸が完了し、空中で十三個の三機小隊が梯てい団だんを組み上げる。


    　先頭に立ったテオドーラの直後にレオとイリアの二機編隊がつづき、その背後から十三小隊が一いつ糸し乱れぬ隊列を組んで西へ機首をむけた。


    『火祭りと行こう』


    　レオの静かな号令がくだり、隊員たちの歓声が一斉にスピーカーを震ふるわせて、ヴォルテック航空隊は一路、箕鄕を目指し旅立った。


    



    　†††


    



    　一時間後、飛空要よう塞さい「朱雀」第一飛行場。


    　早期電波警けい戒かい網もうに映った「影」はおそらく、カラナクタ要塞を飛び立ったセントヴォルト帝国軍航空機隊であろうと草くさ薙なぎ航空隊司令官、扇おうぎガが谷や晴はる彦ひこは断じた。


    　ただちに全戦闘機隊員に即時待機がかけられ、待機所に集まった三十名の隊員を前に、扇ガ谷が状況を伝達する。


    「哨しよう戒かい艇からの報告はない。地上レーダーだけでは大おお雑ざつ把ぱな概がい要ようしか摑つかめないが、機き影えいから判断するに、四十から九十機近くの大編隊が西南西にむかっている。敵の目的地は不明だが、おそらく朱す雀ざくか箕み鄕さとだろう。諸君らはこれより出撃、まずは敵の先頭を叩たたけ」


    　たくましい応が待機所を震ふるわせる。清きよ顕あきだけが声を出せぬまま、カラナクタ要よう塞さいと朱雀の現在位置、敵の予想経路を見つめていた。


    「朱雀はこれより東南方向に移動し、カラナクタと箕鄕の中間点に占位する。敵経路を真ん中から阻はばむかたちだ。夜間出撃だが月もあるし、諸君らの技量であれば空戦も可能だろう。箕鄕に暮らす百四十万市民の命がかかっていることを忘れるな。敵ヴォルテック航空隊は大規模な制空戦を幾度も経験し、すべてに打ち勝った精せい鋭えい中の精鋭だ。諸君らは日ごろの猛訓練の成果をいかんなく発揮し、草くさ薙なぎ航空隊の名を多島海に響き渡らせてほしい。以上、出撃！」


    　闘志をみなぎらせた三十名の戦闘機乗りが椅い子すを蹴けって立ち上がった。


    　そのなかには、かぐらもいる。


    　ひとり暗い目をした清顕に歩み寄り、精せい悍かんな言葉をかけた。


    「誓いを果たそう、清顕くん」


    「……………………」


    「この日が来ることはわかっていた。わたしたちの全力を尽くすことが、レオ隊長やみんなへの恩返しだ」


    「……………………」


    「わたしたち軍人は、祖国に住まう人間のために戦わなくては。そういう道をわたしもきみもイリアも選んだ。道が交差したなら、命を懸かけて戦うべきだ」


    　おそらくはかぐら自身も長い葛かつ藤とうを経へたのちに達した境地だろう。かぐらの言葉には、魂たましいから流れ出た血が薫っていた。


    　しかし清顕は、返事が出せない。


    「信じているよ、清顕くん。きみが、この国の人々のために戦うと」


    　かぐらは清顕の肩に手を置いてから、待機所を出た。


    「坂さか上がみ少しよう尉い！　いざ参りましょう！」


    　列機、ダムバゾリクがことさら明るい声でけしかけてくる。同じく列機の聯れん介すけも、空の戦士の表情で清顕を促うながす。


    「ついに決戦です。死力を尽くします」


    　清顕はなんとか頷うなずきを返し、目線を外へむけた。


    「……うん。……行こう」


    　重い足を無理やり引きずるようにして指揮所を出る。


    　すでに夕方だった。太陽はこれから水平線に沈もうとしている。第一飛行場の列線では居並んだ戦闘機「村むら雨さめ」が暖機運転を開始していた。その手前に異い形ぎようの機体がふたつ、ひときわ獰どう猛もうそうなエンジン音を響かせている。


    　今日きようの決戦の鍵かぎを握る最さい新しん鋭えい戦闘機「斑いか鳩るが」。


    　帝国軍のベオストライクに対抗できるのは、斑鳩のみ。


    　連邦軍の救世主となりうる機体を託されたのは、清きよ顕あきとリュウのふたりだ。


    「あの女、白はく狼ろうのノーズアートだそうだな」


    　清顕の傍かたわらに並んだリュウが、そうささやく。


    　清顕は返事をしない。リュウの冷笑が、清顕の横顔に注がれる。


    「安心しろ。おまえの大事な女はおれが撃ち墜おとしてやる」


    「……………………」


    「悩みもなくなってうれしいだろう？　おまえの仲間を皆殺しにしてやるから、おまえは指くわえて思い出にひたっていろ」


    　機首付近に白びやつ虎このノーズアートをつけた「斑鳩」に、リュウは梯はし子ごを上って乗り込む。


    「坂上少尉！　お早く！」「最高の状態です！　必ず勝てます！　斑鳩はすごい戦闘機です！」


    　機付整備員が、いつまでも乗り込まない清顕を急せかす。


    　清顕は愛機を見やる。


    　機首には「黒ウサギ」のノーズアートがすでに描えがかれている。扇おうぎガが谷やに目印をつけるよう命令されて、これにした。飛空要よう塞さいオーディンから逃げる際に、イリアと約束を交わしていたから。


    『目印を教えよう。わたしは、白い狼おおかみのノーズアートをつける。父がわたしにくれたものだ。きみは黒いウサギをつけてくれ。それできみだとわかるから』


    　この機体で飛べば、イリアは清顕を視認するだろう。清顕からも、イリアがわかる。


    　──それから……どうなる？


    　──イリアは、ぼくを撃つだろうか。


    　──ぼくは、イリアを撃つだろうか。


    「わたしの家族は箕み鄕さとにいます！　坂上少尉、箕鄕を守ってください！」　


    　悲痛な整備員の声が、清顕の夢想を裂さいた。


    　清顕は弱々しく、三名の整備員の顔を見回す。毎日、朝方近くまでこの機体を整備して、我が子のようにかわいがってきた彼らの願いは、清顕が颯さつ爽そうと愛機を駆かって敵機を蹴け散ちらし、箕鄕の空を守り抜くことだ。


    　そして清顕の仕事は、この国の民を敵の手から守ることである。


    　たとえ、誰が敵であっても。


    「……わかってる。……箕鄕に手出しはさせない。……誰にも」


    　かすれた声でそう告げて、清顕は震ふるえる手を梯はし子ごにかけて、石せき仏ぶつでも背負っているかのごとき重々しい所しよ作さでようやく搭乗席に滑り込む。


    　心臓は、早鐘を打っている。


    　これまで、こんなにも重苦しい気分で出撃を迎えたことはない。今日きようこの先に待ち受ける夜空でいったい自分がどうなるのか、全く見当がつかない。


    　これから夕ゆう闇やみが降りようとしている空を見上げるだけで、ヴォルテック航空隊の仲間たちのすがたがよぎる。清きよ顕あきとかぐらを逃がすために、自分たちの立場を顧かえりみることもなく奔ほん走そうしてくれた優しい人々。彼らを照しよう準じゆん器きに収めて引き金を引けというのか。


    『おれは絶対に手を抜かない。おまえたちを叩たたき墜おとすために全力を尽くす。おまえたちも誓え。戦場で出会ったなら、ヴォルテック航空隊と全力で戦うと。すべての力を振り絞って、おれたちを叩き墜とすために戦うと』


    　オーディンでの別れ際、レオが清顕とかぐらに告げた言葉が思い出された。清顕は泣きながら、必ず戦うとレオに誓った。


    『きっといつか、きみと空で会う。わたしにはわかる。わたしは、きみに勝たなければならない。それがわたしの天命だからだ』


    　そう告げたイリアの表情が思い出された。少しだけ瞳ひとみを光らせながら、しかし毅然とイリアは清顕に潔いさぎよい勝負を求めてきた。


    『きみと戦場で出会ったら、本気で戦おう』


    　イリアの想おもいに応こたえるため、清顕はそう誓った。


    　──あの誓いを、今夜、果たせというのか。


    　逡しゆん巡じゆんするうち、味方は次々に離陸していく。リュウもとっくに清顕を見限り、さっさと飛び立ってしまっていた。


    『坂さか上がみ、出ろ』


    　扇おうぎガが谷やの命令がスピーカーからくだされる。搭乗席の外へ目をやると、機付整備員が祈るように整列してこちらを見上げ、そのむこうではダムバゾリクと聯れん介すけの乗った村むら雨さめが、清顕の出撃をその場に留まり待っていた。さらに清顕の目の前を、一機の村雨が横切る。搭乗席からこちらを見ているのは、かぐらだ。


    『清顕くん、行こう』


    　清顕は震ふるえる手で、慣かん性せい軌き道どう機とエンジン軸じくを直結させた。プロペラの唸うなり声だけで、機付整備員が日ごろどれほど心を込めてこの機体を最高の状態に保っているかわかる。空戦が終わって帰還すると整備員はいつも目を輝かがやかせて清顕のもとへ駆かけつけ、愛機がどれほど活躍したかを聞きたがる。敵機を撃げき墜ついした様子を話して聞かせると、彼らも自分たちのことのように手を叩たたいて喜ぶ。整備員たちもまた、この機体を通じて飛空士と共に飛び、戦っているのだ。


    　──大勢のひとびとの祈りが、この翼に乗っている。


    　──ぼくひとりの機体じゃない……。斑いか鳩るがは連邦の希望なんだ。


    　搭乗席から片手を突き出し、車輪止めを払う。斑いか鳩るがはゆっくりと地上滑走を開始する。


    　ダムバゾリクと聯れん介すけが、うれしそうにその後ろからついてくる。機体性能が違うため空戦時に編隊を組むのは困難だろうが、ふたりはそれでも清きよ顕あきの列機として今夜飛び立つことになっていた。


    　──斑鳩でのはじめての空戦。しかも夜だ。気を引き締めなければ……。


    　おのれを戒いましめながらスロットルをひらき、離陸滑走に入る。


    　斑鳩の加速がのしかかる。慣かん熟じゆく飛行に費やした時間は十日ほど。ずいぶん慣れてはきたが、実戦でこの暴れ馬をどれほど乗りこなせるか、自分でも予測が難しい。


    　──ヴォルテック航空隊は強い。手加減などしていたら、ぼくがやられる。


    　──全力で飛ばなければ。あの誓いどおりに……。


    　翼に揚よう力りよくが溜たまる。清顕は操縦桿かんを引き付ける。高いプロペラの唸りを発し、斑鳩が重力のくびきを逃のがれ、紅色の夕焼け空へ舞い上がる。


    　背後を振り返ると、夕日にさらされる朱す雀ざくの勇姿がある。ダムバゾリクと聯介の村むら雨さめが清顕の左右について、三機編隊を組んだ。


    『接せつ敵てき予想海域まで先導機が連れていく。総員、翼端灯をつけろ』


    　マオロン隊長の声が伝った。黄色と白の翼端灯を点ともした三座の雷らい撃げき機が編隊の先頭に立ち、敵制空戦闘機隊の予想針路へ草くさ薙なぎ航空隊三十機を引っ張っていく。連邦軍の戦闘機には機上レーダーがないため、翼端灯と月明かりが頼りの夜間空戦となる。敵味方双方にとって難しい条件の空戦がこれからはじまる……。


    



    



    　朱雀を出発して三十分ほど飛ぶと、水平線間際に残っていた真っ赤かな残照が消え、月明かりが海原に落ちた。見上げれば、千万の星彩。翼端灯を点つけて飛ぶ味方編隊は、目を凝こらさなくても胴体と翼が識別できた。


    　月というものの明るさに改めて驚く。十二月だから空気も澄んでいて、この気象条件であれば機上レーダーなしでも空戦はできそうだ。


    　現在高度、五千五百メートル。


    　方位計と旋せん回かい計、速度計を頼りに、地図に飛行チャートを書き込みながら飛びつづける。空戦が終わったあと、うまく先導機と合流できればいいが、それができなければ計器飛行で朱雀に帰るしかない。不安に思っていたそのとき、先導機から通信が入った。


    『予想では、箕み鄕さとの沖合約百五十浬かいりで接せつ敵てきする。諸君らは敵航空隊に対して並走しつつ反復攻撃を加えよ。戦闘後、朱雀に戻るのが難しいようなら箕鄕の飛行場に降りてもよい。各自の判断に委ゆだねる』


    　帰路の心配はしなくていいらしい。防空戦だから、燃料が切れても箕鄕に降りられる安心感がある。


    『総員、間隔をひらいて翼端灯を消せ。ここで待ち伏せる』


    　いよいよヴォルテック航空隊が近づいているらしい。味方編隊は接触しないよう充分な距離を取って消灯した。月明かりと排気炎のおかげで、互いの機体の目視は可能だ。


    『これより接敵まで通信封ふう鎖さする。通信再開は戦闘開始後だ。レーダーの様子では、敵はおそらく、待ち伏せに気づいていない』


    　先導機の声がそこで途絶えた。ヴォルテック航空隊は朱す雀ざくの地上レーダーの性能を甘くみているらしい。


    　──奇き襲しゆうするはずのヴォルテック航空隊が、待ち伏せされる……。


    　いまの条件は圧倒的に、草くさ薙なぎ航空隊に有利だ。


    　清きよ顕あきは、吐き気を覚える。イリアが、レオが、ルルやララや仲間たちの笑え顔がおが、また脳のう裏りによぎってしまう。


    　──待ち伏せに、気づいてほしい。


    　そんな不ふ穏おんなことを考える自分がいる。いったいどちらの味方なのか、自分でもよくわからない。


    　──イリア。きみなら、罠わなを見破れるよね……。


    　清顕がそんな祈りを星に捧ささげたと同時に、視界の彼方かなたに青と赤のきらめきを見た。


    　セントヴォルト帝国軍の翼端灯だ。まだ煌こう々こうと明かりを点ともしているのが奇襲に気づいていないなによりの証しよう拠こだった。


    　先導機が翼を振った。敵視認の合図だ。草薙航空隊三十機も次々に翼を振って、敵を確認したことを合図する。


    　ヴォルテック航空隊はこちらより一千メートルほど下方、高度四千メートルほどのところを安あん穏のんと飛んでいる。空戦は高いところにいるほうが有利だから、草薙航空隊が主導権を握るのは間違いない。試しに通信機の受信周波数をいじってみると、案の定、仲間同士でバカ話に興じる懐なつかしい声が拾えた。


    　この声はマクガイアで、これはリーオン。それから、ルルとララ。


    　この空で出会いたくないすべての声が、通信機から伝わってくる。まだ戦闘空域に入っていないと思っているから、翼端灯を消さず、通信管かん制せいも敷かず、あまりに連邦軍を軽く見た進撃風景だ。ハイデラバード軍相手にはそれで通じたかもしれないが、秋あき津つ連邦軍はそれほど甘くない。油断したならヴォルテック航空隊といえども、一いつ刀とう両りよう断だんに斬きり捨てる力が草薙航空隊にはある。


    「通信を切れ、待ち伏せされているんだ……!!」


    　血のにじむ声で、思わずそう呻うめいた。通信機を発信に切り替えて大声でレオに告げ知らせたい衝しよう動どうさえ爆はぜるが、それをやれば今度は草薙航空隊の面々が撃ち墜おとされ、箕み鄕さとに住まう無む辜この民が焼き殺される……。
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    　イリアはベオストライクの操縦桿かんを握りしめ、じぃっと一千メートル上空の敵機群を見上げながら、接せつ敵てきのときを待っていた。


    　敵の舌なめずりが見えるようだ。完全にこちらの油断をついて、優位高度から奇き襲しゆうしようと忍び寄ってくる。


    『大たい尉いー。あれ見えてるー？』『明かり、まだ消しちゃダメー？』


    　スピーカーからルルとララの声が聞こえた。離陸前、できるだけ戦闘とは関係のないバカ話をしているよう言われているのだが、心配らしい。セントヴォルト語だから秋あき津つ人じんにはわかるものも少ないだろうが、もしも清きよ顕あきやかぐらが敵群にいたなら内容が筒抜けになる恐れがある。


    『月の輪は上だ』


    　レオが苦々しそうに、事前に取り決めていた合い言葉を告げる。月の輪とは敵編隊のことを指す。ヴォルテック航空隊の全員が、上方から忍び寄ってくる敵機群を視認していながら、気づかないふりをしている。


    　──わたしたちは、囮おとりだ。


    　──草くさ薙なぎ航空隊を引き付ける役割だから、あえて奇襲させる。


    　──その隙すきに後続の爆ばく撃げき隊が別ルートから前方哨しよう戒かいをすり抜けて、箕み鄕さとに突っ込む。


    　イリアはブリーフィングを思い出し、翼端灯を点つけっぱなしのまま、草薙航空隊が降下してくるのを待つ。


    　祈りは、ひとつ。


    　──坂さか上がみとかぐらさんが、あのなかにいませんように。


    　操縦桿を握るイリアの手が、汗で湿る。


    　──そんな残酷な運命を、神がわたしに課しませんように。


    　祈りながら睨にらみつけた星空から、戦闘機「村むら雨さめ」の黒い影が三十ほど、降り下りてきた。


    　プロペラの咆ほう哮こうを喚かん声せい代わりに、敵陣背後の崖がけを駆かけ下りる騎き馬ば武む者しやのごとき一斉急降下。


    『消灯!!』


    　その瞬間、レオの叫びが全機へ達する。


    　全隊員が一斉に翼端灯を消す。


    『散開!!』


    　つづけざまの号令。編隊間が一気に広がり、急降下してきた敵機との軸じく線せんをずらす。


    『行くぞ、みんな!!』


    　マクガイアの号令が轟とどろく。同時に隊員たちの歓声が、意味不ふ明めい瞭りようの音波となってスピーカーから迸ほとばしる。


    　イリアも唇くちびるを嚙かみしめ、操縦桿かんを横ざまに倒して散開する。


    　上方から爪つめを突き立てようとしていた敵機群が、消灯によって目標をいきなり見失い、さらに軸じく線せんをずらされて、見当違いの方向へ曳えい痕こん弾だんを撃ちかける。


    　そのさなか、明らかに村むら雨さめとは異なる機体をイリアは捉とらえた。


    『なんか変なのいるー？』『後ろにプロペラがついてるっぽいー？』


    　呑のん気きな双子の声が、イリアの耳に届いた。
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    『なんだ、消えた!?』


    　マオロン隊長が叫んだと同時に、下方にいたはずのヴォルテック航空隊が闇やみのなかに消失していた。


    『くそっ、連中は気づいている!!』『散開した、気をつけろ!!』


    　いきなり通信が騒がしくなる。戦闘空域を幾十もの黒い影が交差し、曳痕弾の真っ赤かな弾道が海面目がけて降り注がれる。


    　第一撃とともに咲くはずだった炎の華が、咲かない。


    　急降下した草くさ薙なぎ航空隊の村雨は虚こ空くうを搔かきむしったのち、虚むなしく海面を目がけ降下していく。ヴォルテック航空隊のベオイーグルは翼を翻ひるがえし、村雨の背中を追う。両者の機体に耐久能力の差はなく、ベオイーグルは逃げる村雨の背中に追いつき、銃じゆう撃げきを浴びせる。


    　──気づいていた……！


    　遙はるか下方の乱戦を見下ろしながら、胸を撫なで下ろしている自分を振り返り、清きよ顕あきはどうしようもない嫌けん悪お感を自分に抱いだいた。


    　──なにをしているんだ、ぼくは……。


    　清顕は、急降下さえしていなかった。次々に降下していく味方の尻しりを見送って、ただじいっと高度五千五百メートルを水平飛行している。月明かりが降り注ぐ戦闘空域に幾条もの曳痕弾の弾道が交差し、ついに炎の華も咲きはじめた。


    　けれど清顕は動けない。


    『なんだあの機体は!?』『気をつけろ、逆ガルのやつが強い!!』『あれがベオストライクだ、敵の最さい新しん鋭えい戦闘機だ!!』


    　通信機から聞こえる味方の叫び声に、清顕は怯おびえた。脳のう裏りに、前に見せられたセントヴォルトの新聞記事が甦よみがえる。ベオストライクに乗っているのは、まさか……。


    『坂さか上がみ少しよう尉い、どこですか!?』『味方がやられています、お早く!!』


    　ダムバゾリクと聯れん介すけの悲痛な叫びが、悪お寒かんを破った。ふたりともまさか清顕が戦わないとは思わず、すでに急降下しており、敵機に背後を取られて追い回されているらしい。


    『戦おう、清きよ顕あきくん!!』


    　かぐらの叫び声が爆はぜる。


    　──かぐらさんはレオ隊長との約束どおり、ヴォルテック航空隊員と戦っている……!!


    　清顕は血がにじむほど唇くちびるを嚙かんだ。


    　ここに至るまでにかぐらの心から流れ出た血が、かぐらの痛みが、いまの言葉に濃縮されて清顕へ伝う。


    　通信機から次々に、撃ち墜おとされる味方の絶叫が届く。


    『助けてくれ、振り切れない!!』『ベオストが速すぎる、ついていけない、村むら雨さめが玩おも具ちや扱いだ!!』


    　遙はるか下方、草くさ薙なぎ航空隊は明らかな劣れつ勢せいだった。


    　奇き襲しゆうを見破られていたうえに、明らかに隔かく絶ぜつした性能をもつ次世代戦闘機二機が暴れ回っている。目を凝こらして、異常な戦闘能力を発揮する敵二機の空戦機動を観察し、搭乗席の内部で操縦桿かんを握っている飛空士を類推する。


    　飛び方でわかる。


    　──レオ隊長とイリアだ。


    　操縦桿を持つ手が震ふるえる。


    　あのふたりを止めなければ、味方が食われる。


    　箕み鄕さと百四十万市民が、家を焼かれ、家族を殺される。


    『坂さか上がみ少しよう尉い、戦ってください!!』


    『あいつに勝てるのは斑いか鳩るがだけです!!』


    　ダムバゾリクと聯介の魂たましいからの絶叫が届く。


    『清顕くん、約束を果たすんだ!!』


    　涙声で叫ぶかぐらもまた、あろうことかあのふたりへ挑いどみ、ためらいなく二十ミリ機き銃じゆうの引き金を引いている。


    　──約束を、果たさなきゃ……!!


    　かぐらのすがたにおのれを奮ふるい立たせようとするが、腕は固定されたもののように操縦桿を握りしめたまま動かない。


    　──動け。動いてくれ、この野や郎ろう……っ!!　


    　自分の情けなさを目の前に直視したとき、再びスピーカーが鳴った。


    『腰抜けに期待しても無駄だ』


    　リュウの声だ。


    『おれが墜とす。おまえたちを死なせはしない』


    　冷然と言ってのける。


    　清顕は動けない。言葉を返すこともできない。下方、高度二千メートルくらいのところで入り乱れる敵味方に、新たな炎の華が芽吹いた。


    『リュウ少しよう尉い!!　助かりました!!』


    　ダムバゾリクの快かい哉さいが届く。どうやらリュウがダムバゾリクを追っていた敵を撃ち墜おとしたらしい。


    『リュウ、ベオストをやってくれ!!』『頼む、みんなあいつにやられるんだ!!』


    　味方たちの嘆たん願がんが、リュウに届けられる。


    『任せろ』


    　落ち着いた声を返した瞬間、また散さん華げの炎が咲き乱れる。リュウがヴォルテック航空隊を撃ち墜としているのが、通信機からの歓声でわかる。


    　──まさか、イリアじゃ……。


    　そんな疑念がすぐに爆はぜて、ベオストライクの黒い影をなんとか見極め、あろうことか胸を撫なで下ろす。味方に胸のうちを見られたら、殺されても文句は言えない。


    　敵味方が墜ちるたびに、清きよ顕あきの胸は張り裂さける。文字どおりに血を吐きそうだ。


    　いまのはイリアではないか。まさかかぐらさんでは。聯れん介すけとダムバゾリクは無事だろうか。レオ隊長やルルやララは撃ち墜とされていないか……？


    　ふたつに裂かれた胸中が、炎の華が咲くたびに磨すり潰つぶされていく。


    　敵も、味方も、顔も名前も知っているひとたちなのだ。眼がん下かで砕け散っているひとつひとつの命のこれまでの生きざまを、清顕は知っている。彼らには家族があり、友人があり、恋人がいて、彼らは大事なひとびとを守るために戦っている。


    　同じ思いを抱いだいた人間が敵味方に分かれ、殺しあっている。


    　──このなかに、分け入れというのか。


    　──この手で、ひとつひとつの命を摘つみ取れというのか。


    　砂浜で酒を飲んで一緒に騒いだヴォルテック航空隊の隊員たちが、朱す雀ざくで共に猛訓練に励んだ草くさ薙なぎ航空隊の隊員たちと命のやりとりをしている。どちらも大事な仲間だ。きっと平和な空で出会えば、お互いに意い気き投とう合ごうして、気持ちよく翼を並べて飛べる天空の戦士たちだ。


    　お互いを憎んでもいないのに、なぜ、殺しあっている？


    『坂さか上がみ。おまえが戦わなければ、いまの仲間が死ぬぞ』


    　そのとき、リュウの冷たい声が清顕の耳じ朶だを打った。


    　清顕は返事できない。


    『仲間も市民も見捨てて、おまえは自分の善ぜん人にん面づらが大事か』


    　清顕の全身が、震ふるえる。


    『昔の仲間を殺すような悪者にはなりたくないか』


    　リュウは喋しやべりながら、次々にベオイーグルを撃げき墜ついしていく。斑いか鳩るがの隔かく絶ぜつした戦闘能力を、いまのリュウはいかんなく発揮している。


    『通信が入った、別針路から爆ばく撃げき機隊が箕み鄕さとを目指している！』


    　マオロン隊長が怒鳴る。


    『迂う回かいルートで箕鄕に入る気だ。こいつらにかまうな。大型爆撃機を狙ねらえ！』


    『ですが、敵が見えません！』


    　制空戦闘機隊にかまっているうちに、夜の闇やみを利用して、敵爆撃機本隊が草くさ薙なぎ航空隊の張った網あみをすり抜けたようだ。追跡をかけたいが、夜間であるためなにも見えない。


    　ひとり、高みから戦場を俯ふ瞰かんしていた清きよ顕あきは、西南西にわずかに月光を弾はじく光を見つけた。目を凝こらすと四発エンジンからの排気炎も見て取れる。


    『坂上、視認しました。敵爆撃機、西南西へ進行しています。これより追尾します』


    　マオロン隊長に告げると、わずかな沈黙ののち、返事が届いた。


    『各自、一いつ旦たん戦場を離脱し、箕鄕を目指せ。道すがら爆撃機に追いつき、反復攻撃を加えよ』


    　総員の返答が届き、各自は夜や闇あんへと翼を翻ひるがえし、戦場を離脱していく。ヴォルテック航空隊は深追いすることなく、悠然と編隊を組み直して箕鄕を目指す。


    　最初の接触は手合わせ程度で終わった。


    　本当の勝負は、箕鄕上空で繰り広げられることになりそうだ。


    　──爆撃機なら、撃てる……。


    　清顕はそんなことを思いながら、闇のなかに敵機の排気炎を追いつづける。


    　敵爆撃機本隊はかなりの高高度を飛んでいるらしく、斑いか鳩るがをもってしても追いかけるのは困難だった。予定では道中に反復攻撃を加えるはずだったが、追いつくことさえできない。


    『あれはシールセイラーじゃない。新型爆撃機だ。あの高度であの速度はすごいな』


    『確か、テオドーラとかいうやつだ。でかくて速くて装そう甲こうも厚い。手て強ごわいぞ』


    『高度七千を超えると村むら雨さめは息継ぎしちまう。追いつけない』


    『八千以上から爆弾落としたって目標に当たらない。爆撃の際に高度を落とすはずだ。いまはとにかくついていこう』


    　隊員同士のやりとりを聞きながら、清顕もじいっと夜を見つめる。


    　排気炎の青白い光の周囲に次々と、かつてのイリアのすがたがよぎった。


    　気高く、可か憐れんで、孤独なイリア。


    　──イリアを撃てるわけがない。


    　けれど。


    　──爆撃機なら、撃てる……。


    　問いの答えは変わらず、消極的なものしか浮かばなかった。ヴォルテック航空隊を撃つことなど自分には無理だ。乗り手の顔を知らない爆撃機なら、ただの機械として排除できる……。


    　清顕は終わらない自問を繰り返しながら追っても追っても捉とらえられない排気炎を追いつづけていた。


    



    



    『敵大型爆ばく撃げき機き、高度落ちている。箕み鄕さとが近い。やはり低高度爆撃だ』


    　マオロン隊長の声で我に返る。


    　夜は深まっているが、相変わらず月は明るく海面を照らし出している。


    　見上げれば隊長の言うとおり、排気炎の群れが低まっているのがわかった。目的地が近いため高度を落としている。高高度から投とう弾だんしても爆弾は慣かん性せいと風の影響を強く受けるため、広い範囲に散らばって効果が薄い。精密に目標を破壊するには低高度爆撃が有効だ。


    『直ちよく掩えん機に構うな。テオドーラのみを狙ねらえ』


    　隊長の声が緊張を帯びる。大型爆撃機の機き影えいは、月明かりの下で容易に視認できる。


    『箕鄕は灯火管かん制せいを敷いている。箕鄕の対空砲ほう台だいは応射しない。だが照射隊が先頭機を照らすはずだ。サーチライトの照射圏内で戦うぞ、逃げる敵を深追いするな』


    　隊員たちが応を返す。地上の対空砲が撃たないのは、敵もろとも草くさ薙なぎ航空隊を撃ち墜おとしてしまうためだ。箕鄕百四十万市民の命運はいま、二十数機の草薙航空隊員に委ゆだねられている。


    　なかでも二機の斑いか鳩るがが鍵かぎを握る。三十七ミリ機関砲とターボプロップエンジンの力で、大型爆撃機に追いすがり、一撃で仕留めることができるのは斑鳩だけだ。


    　間もなく照射圏に入る。箕鄕防空のために設置された、二千四百基のサーチライト回かい廊ろうが敵機を待ち受けている。彼らがこれから夜を追い払い、草薙航空隊を支援する。


    『おれたちがやるしかないんだ。命を捨てろ。どんな手段を使ってもいい、なにがなんでも市民を守り抜け！』


    　マオロン隊長の言葉が終わると同時に、いきなり地から眩まぶしい光条が三本、星空へむかい打ち上がった。


    　三叉さの光は一瞬にして夜空に焦しよう点てんを結ぶ。


    　光の結い目に、四発エンジンをもつ大型爆撃機テオドーラのすがたが煌こう々こうと浮かび上がっていた。爆撃機の進攻に合わせ、寸すん分ぶん違たがわぬ精密さで巨体の下腹に光の束を浴びせつづける。


    　地上のサーチライトを操あやつる照射隊が、日ごろどれほどの猛訓練を経へてきたのか、この鮮あざやかな光の交こう叉さが教えてくれる。照射隊の努力に報むくいるためにも、草薙航空隊は命を賭として爆撃機を墜とさねばならない。


    　──行こう。


    　清きよ顕あきは決意を固め、照らし出されたテオドーラへむかってスロットルをひらいた。


    『でかい、なんだありゃ!?』『銃じゆう座ざも多いぞ、気をつけろ！』


    　隊員たちの驚きをよそに、テオドーラは照射されたことなど意にも介さず、箕鄕市街地へ進撃していく。その下腹が、禍まが々まがしい銀光りとともにひらくのが見えた。


    　腹の中身を、箕鄕目がけてぶちまけるつもりだ。


    　──させない。


    　斑いか鳩るがの加速がのしかかる。テオドーラがみるみるうちに照しよう準じゆん器きのなかで膨ふくれあがる。


    　刹せつ那な、オレンジ色の濁だく流りゆうが爆ばく撃げき機きの動力銃座から迸ほとばしる。


    「くっ」


    　尾部と上翼面から襲おそいくる、目の前の夜がかき消えるほどの曳えい痕こん弾だん流りゆう。ひとつひとつのしずくの大きさを見るに、どうやら二十ミリ機き銃じゆうらしい。一発当たればこちらが爆ばく砕さいするだろう、危険な対空弾幕だ。


    　最も弾幕が密になる後ろ上方に占位したことを悔くやんだが、いまはこのまま追うしかない。


    　清きよ顕あきは照準を睨にらみつけ、ためらわず追う。


    　逃のがれようもないほど照準器から爆撃機の両翼がはみ出した瞬間、三十七ミリ機関砲ほうの引き金を引いた。


    　雷らい鳴めいが直撃したかのようなすさまじい発射音と衝しよう撃げきが機内を包む。


    　胴体部から放たれた雷神の一撃のごとき徹てつ甲こう榴りゆう弾は、テオドーラの翼の付け根を食い破った。


    　大音響とともに片翼二十メートルの翼が折れる。撃った清顕自身が驚くほどだから乗っていた搭乗員はなにが起きたのかもわかるまい。腹のなかに爆弾を詰め込んでいたテオドーラは、なすすべもなく落下していく。


    　清顕は唇くちびるを嚙かみしめて上昇し、背後を振り返った。


    　日ごろの猛訓練が撃げき墜ついというかたちで報われ、きっと歓呼をあげているであろう照射隊は、しかし喜びにひたる間もなく二番機を三叉の光条で照らし出す。


    　その背後からは四十機以上の大型爆撃機テオドーラ本隊がつづいている。


    　──とても止めきれない。


    　攻撃側の物量が桁けた違いだ。後続の草くさ薙なぎ航空隊が、照らし出されたテオドーラに攻撃を仕掛けるが、二十ミリ機銃弾をいくら注いでも平気の平へい左ざで飛んでいる。やはり三十七ミリ機関砲でないと墜おとせない。


    『リュウはどこだ!?』『後ろでベオストとやりあってる！　まだここに着いてもいない！』


    　どうやらテオドーラには構うことなく、リュウはレオかイリアを相手に立ちまわっているらしい。


    『清顕くん、頼む、きみの機関砲ほうが頼りだ！』


    　かぐらの切実な願いが、魂たましいに沁しみた。


    「はっ！　掩えん護ご願います！」


    　通信を返す。相手が爆撃機なのがいまはありがたい。清顕は照射を受けている敵二番機に機首をむけて、急降下を開始した。


    　刹那。


    「!?」


    　横合いから三機のベオイーグルが、清きよ顕あきの針路を塞ふさぐべく立ちはだかってくる。


    　大型爆ばく撃げき機きの直ちよく掩えん機──つまりヴォルテック航空隊の戦闘機だ。


    　脳のう髄ずいが、灼やけた。


    　昔の仲間の表情と、いまの仲間の表情が、秤はかりにかけられる。


    　ためらうヒマは、ない。


    「直掩機を……！」


    　それだけ叫び、清顕はベオイーグルに構わず、そのまま大型爆撃機へ突っ込んでいく。


    　再び迸ほとばしる曳えい痕こん弾だんの濁だく流りゆうを遡そ上じようして、またたくまに長大な機体上部面へ三十七ミリ機関砲をぶっ放す。


    「砲弾」は、搭乗席に着弾した。


    　頭部から炎を上げながら、全長三十メートル、全ぜん幅ぷく四十メートルを超える巨大な機体がぐらりと傾き落ちていく。搭乗席に乗っていた搭乗員は全員即死だろう。


    　──鉄だ。鉄になれ。


    　清顕は懸けん命めいに自分に言い聞かせながら、機体を引き起こす。


    　敵直掩機が仇あだ撃うちとばかりに追ってくる。立てつづけに二機の大型爆撃機を一撃で斬きり伏せた新しん鋭えい機を放っておくわけがない。


    　いま追ってくる直掩機に乗っているのはルルやララではないか。マクガイアか。それともリーオンか。そんな煩はん悶もんが鳴りやまない。


    　──鉄になれ。鋼鉄の一分子に……！


    　血がにじむほど唇くちびるを嚙かみしめ、清顕は直掩機の追尾を振り切ろうとする。


    　すると、執しつ拗ような追尾へ影がふたつ、左右から割って入った。自みずからの機体を盾たてにして清顕を直掩機からかばっている。誰なのか、振りむかなくてもわかった。


    『お守りします、少しよう尉いどの！』『爆撃機を墜おとしてください！　我らを盾に！』


    　ダムバゾリクと聯れん介すけの声がスピーカーを震ふるわせた。胸の奥が熱くなる。ふたりの気持ちに応こたえたい。


    『囮おとりが戻ってきた。これからが本番だ。草くさ薙なぎ航空隊の誇りを見せろ!!』


    　マオロン隊長が檄げきを飛ばす。さっきやりあった制空戦闘機隊が箕み鄕さと上空に到着したらしい。


    　──イリアが、いま、この空にいる……!!


    　直掩機の追尾を引き剝はがしながら、清顕はそれを察知する。


    　──爆撃機だけを狙ねらえ……!!


    　自分にイリアは撃てない。しかし草薙航空隊の一員として、あの大型爆撃機を放っておくことは絶対にできない。あの大きさならおそらく、一機あたり五トン以上の爆ばく弾だんを積載していると見て間違いない。一機落とすごとに、五トン分の爆弾の被害が減るのだ。


    　照射隊が懸けん命めいの共同作業で三本の光こう芒ぼうを交こう叉ささせ、第三の目標を照らし出す。清顕は光の結束点へむかい増速する。させまいと、敵直ちよく掩えん機きベオイーグルが清きよ顕あき目がけて集まってくる。


    　呻うめきながら、清顕は上昇する。敵爆ばく撃げき機テオドーラの高度は二千メートル。その下腹を目がけて突き上げるかたちだ。追尾してくるベオイーグルが左右から機き銃じゆう弾だんを射かけてくるが、ダムバゾリクと聯れん介すけが文字どおりに盾たてとなって妨さまたげ、隙すきあらば追い払う。


    『清顕くん、掩えん護ごするよ!!』


    　かぐらも清顕を守る戦いに参加する。かぐらの決意に揺らぎは微み塵じんもなく、我が身を差し出すように清顕の盾となり、前方から接近する敵機へ容よう赦しやなく機銃弾の引き金を絞る。


    　まるで自分のすがたを清顕に見せて、叱しつ咤た激げき励れいするようなかぐら。


    　かぐらはレオ隊長と交わした約束を、この戦場で見事に果たしている。


    　情けなくて涙さえ出そうになるが、まなじりを無理やりに押しひらいて夜のなかに浮かぶテオドーラだけを見み据すえた。


    『いけ、坂さか上がみ、直掩機に構うな!!』『その大たい砲ほうで全部墜おとしちまえ、おまえならできる!!』


    　草くさ薙なぎ航空隊の仲間たちも口々に激励しながら、空中激突覚悟の機動で敵機の針路に割って入り、清顕の上昇を手助けする。


    　草薙航空隊の仲間たちの気持ちが伝わってくる。


    　地上では仲良くなることを恐れてあまり心をひらいてこなかったが、こうして戦場の空を共に飛ぶだけで、気持ちは痛いほど通じ合う。


    　──みんな、箕み鄕さとを守りたい……！


    　かぐらも、マオロン隊長も、ダムバゾリクも、聯介も、リュウも。この都市に住まうひとがむざむざ焼かれるすがたは見たくない。


    　──この翼で、守れるなら……！


    　上昇しつつ、清顕はテオドーラの下腹を照しよう準じゆん器きに収めた。


    　いままさに爆弾槽そうがひらき、搭載している蜂はちの子のごとき二百五十キロ爆弾が箕鄕目がけて投下されようとしていた。あんなものを非戦闘員の居住区へ五トンも落とされたなら、いったい何千、何万の市民が家を焼かれ、犠ぎ牲せいになるのか。メスス島の父母と姉のような悲劇を、何万人が味わうことになるのか。


    「させるか」


    　機関砲ほうの引き金を引く。


    　巨人の大おお槌づちのごとき発射音が斑いか鳩るがを震ふるわせる。


    　発射と同時に左方向へ退避。


    　爆ばく弾だん槽そうに「大砲」の直ちよく撃げきを受けた敵機は、幾千万の金属片と化してすさまじい炎の華を咲かせる。


    　スピーカーから仲間たちの快かい哉さいの声が届く。またたくまに三機の大型爆撃機を一撃のもとに仕留めたため、いやが上にも士気は盛り上がり、敵ヴォルテック航空隊はますます血ち眼まなことなって斑いか鳩るがを追ってくる。


    　そして二千四百基のサーチライトを操あやつる照射隊はつづけざまに、後続する第四、第五、第六の目標に三叉さの光を当てて見せる。


    　息つくひまがない。だが、やらねば。


    『先頭を叩たたく!!』


    　照射隊が照らし出す、テオドーラ編隊の先頭を睨にらみつけて通信機へむかって怒鳴り、エンジンの力だけで高度三千五百メートルまで駆かけ上がって、第四の目標へむかい翼を翻ひるがえそうとしたそのとき──。


    



    　不ふ可か視しの稲いな妻ずまが、脳のう裏りに走った。


    



    「!?」


    　飛空士としての直感が、天頂から降り下りてくる危険を告げ知らせる。


    『清きよ顕あきくん、上っ!!』


    　かぐらの悲鳴が耳じ朶だを打ち、とっさに背後を振り仰あおいだ。


    



    　蒼あおい満月を切り裂さき、背面逆さか落おとしに降下してくる白はく狼ろうの牙きば。


    



    　Ｗの機き影えい──ベオストライク。


    



    「イリアっ!!」


    



    　叫んだ瞬間、白狼の両翼に据すえられた四門の二十ミリ機き銃じゆうが、清顕目がけて火を噴いた。


    



    「やめろ、ぼくだっ!!」


    



    　届くはずのない叫びをあげて、清顕は降下しながらロールを打つ。


    　回転の中心をすり抜けた曳えい痕こん弾だん流りゆうのあとから、機首に白狼のエンブレムを抱いだいたベオストライクが猛追してくる。


    　──ぼくに気づいていない。きっとリュウと勘違いしている。


    　──爆ばく撃げき機を狙ねらえば、イリアはぼくを撃ちつづける……っ!!


    　思考回路が、焼け落ちる。


    　逡しゆん巡じゆんするヒマもない。清顕はただ、本能に従う。


    『少しよう尉いどのっ!?』


    　ダムバゾリクの叫びが届いたころには、清きよ顕あきは爆撃機への接近を諦あきらめ、旋せん回かいして戦闘空域から逃のがれようとする。


    『爆撃機を墜おとしてください少尉どのっ!!　掩えん護ごいたしますっ!!』


    　聯れん介すけも懇こん願がんするが、清顕の耳には届かない。


    『なにをしている清顕くん、直ちよく掩えん機は任せろっ!!』


    　かぐらの叫びも届かない。清顕はイリアの追尾を引き剝はがすために、夜の闇やみに紛まぎれようとしていた。夜間空戦では視程はよくても水平距離一千メートルほどだから、いきなり急降下で針路を変えたなら敵から隠れることは可能だ。


    　地上すれすれ、高度二百メートルまでダイブして、清顕は背後を振り返った。イリアはついてきていない。ほっと一いつ旦たん、胸を撫なで下ろすが、その代だい償しようは大きかった。


    『街が……!!』『くそっ、なんてこった!!』『つづけさせるな、後続を仕留めろ!!』


    　仲間たちの悲鳴が次々に届く。


    　箕み鄕さとの街から火の手が上がっていた。灯火管かん制せいされているため真っ暗だった地上がいま、たくさんの瓦かわら屋根と木造住宅の連なりを橙だいだい色の炎の色で照らし出している。


    　彼方かなた、清顕が仕留めるはずだったテオドーラが、三叉さの光を浴びたままで悠然と腹の中身をぶちまけている。大地へ降り注ぐ真っ黒な悪意が、罪もない人々の住居を燃え立たせ、破壊し、逃げる人々を追い立てる。


    『くそっ、焼しよう夷い弾だ。おれたちの家が木と紙でできていることを知っている……!!』


    　マオロン隊長の言葉どおり、細やかな焼夷弾が雨のように都市へ降り注ぎ、一定高度で炸さく裂れつして、内部からあふれた七十以上もの焼夷筒とうが木造家屋を燃え立たせるのが見て取れた。


    　──テオドーラを止めなければ……!!


    　清顕は憔しよう悴すいしきった目線を、続々と飛来してくる敵大型爆撃機群へむける。照射隊はサーチライト回かい廊ろうを夜のなかへ描えがき出して草くさ薙なぎ航空隊を支援するが、テオドーラはおのれの防弾性能に自信を抱いたらしく、構うことなく低高度から精密に爆弾の雨を降らせつづける。


    　──ぼくしか、止められない……!!


    　自分を奮い立たせて、清顕は光の焦しよう点てんへむかい翔かける。


    　──どうかイリア、邪魔しないで……!!


    　祈りを捧ささげるがしかし、ヴォルテック航空隊は先ほどからすさまじい戦果をあげる未知の機体を放置するほど無能ではない。


    　三叉さの光条を目がけて飛べば、それだけ敵機が寄ってくる。


    　昔の仲間と戦わなければならなくなる。


    　ここから逃げれば、もっと多くの市民が焼かれる。かつてのメスス島オデッサのように。清顕の父母と姉のように。あんな悲劇を二度と生まないために、この翼を駆かっているのだ。


    　──戦え。戦え。戦え……!!


    　怯おびえて逃げてしまいそうな自分をけしかける。視界前方、目標となったテオドーラの機き影えいが膨ふくれあがる。


    　照しよう準じゆん器きに敵機を収めたその瞬間。


    　敵大型爆ばく撃げき機の背後から、いきなりＷ字型の機体が出現し、清きよ顕あきを目がけて突っ込んでくる。


    　爆撃機が目標となっていることを知っていて、待ち伏せしていたのだ。


    　搭乗席にいるのが誰なのか、その華麗かつ俊敏な飛び方でわかる。


    「やめてくれ、イリア!!」


    　絶叫とともに、清顕は操縦桿かんを倒してフットバーを蹴けりつける。


    　いくら自分をけしかけようが、とても正せい対たいできない。逃げるしかない。視界前方から三叉の光が消え失せ、代わりに炎上する都市が現れた。


    『なにをしているんだ、坂さか上がみっ!!』『戦ってください、少しよう尉いどの!!』


    　味方の悲鳴と絶叫が迸ほとばしる。清顕は身のうちをふたつに裂さかれそうだ。思考が混乱する。自分がどこでいまなにをしているのかさえ見失いそうになる。


    「はっ、はっ、はっ、はっ……」


    　動物のように荒く呼吸しながら混乱した思考を醒さまし、いまできる最善を求める。


    　──落ち着け。黒ウサギのノーズアートをイリアに見せるんだ。


    　──そうしたらイリアは、ぼくを狙ねらわない……！


    　スロットルをひらいて、闇やみに紛まぎれた。それから地表ぎりぎりを旋せん回かいしつつ、イリアを探し求める。


    　都市はすでに、爆撃の大たい火かにさらされていた。


    　テオドーラは都市の周囲に炎の壁を形成しようとしている。市民の逃げ場を奪うつもりだ。


    　村むら雨さめだけでは大型爆撃機を撃ち墜おとすことは困難であり、照射隊の努力も虚むなしく、後続機は爆ばく弾だん槽そうをひらいて一トン爆弾、五百キロ爆弾、二百五十キロ爆弾、焼しよう夷い弾の雨を降らせる。どの爆弾が最も効果的かを探っているらしく、多種多様な炎が地表面に咲き乱れ、住宅地が延焼していく。


    　夜空の底が紅くれないに染まる。百四十万市民が、残酷な炎熱のうちに閉ざされていく。


    　自分がなにをやらなければならないか、痛いほどわかっている。


    　けれど肉体が、言うことを聞いてくれない。


    　イリアを追い、照しよう準じゆん器きに収め、三十七ミリ機関砲ほうの引き金を、引こうとしない。


    　──くそっ、もう一度……!!


    　清顕は新たな爆ばく撃げき機へむかい駆かける。


    　光条のうちに捉とらえられた目標を見み据すえながら、油断なく、周辺空域へ五感を研ぎ澄ます。


    　必ずＷ字型の機き影えいが現れる。イリアは爆撃機を守るため、この周辺空域で闇やみに紛まぎれ、息をひそめているはず。


    　確信した次の瞬間、白はく狼ろうが闇を裂さいて躍おどり出て、清きよ顕あきを目がけ爪つめを振り上げる。


    「イリアっ!!」


    　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの曳えい痕こん弾だん流りゆうを寸前でかわし、降下する。イリアは目標を見失い、夜の闇を目がけ突進していく。


    　清顕は地表面すれすれで機体を引き起こし、夜空を見上げる。


    　うまいことに月が、イリアのむこうに出ていた。清顕の位置からはベオストライクの洗練された機影が、蒼い月のなかに浮かんで見える。


    　ためらわず増速し、イリアに下方から接近する。


    　こちらからはイリアが見えているが、むこうからこちらは見えない。


    　撃げき墜ついするならこれ以上ない、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機であろうが、撃てるはずがない。


    　清顕は充分な機速を獲得してから上昇に転じる。


    　イリアの右翼下から入って、脇わきをすり抜けると同時に、黒ウサギを見せたい。


    　血を吐くような祈りを、空へ伝えた。


    　──きみと戦えない。


    　──お願いだ、仲間を連れて帰ってくれ。


    　同時に右翼下から機首を突きだし、自らのノーズアートをイリアの搭乗席の傍かたわらに示して、そのまま戦闘空域を離れるように上昇した。


    　横転でかわしたイリアが、追尾してくる。


    　一切迷いなく、斑いか鳩るがの尻しりに食いついて上昇するイリア。


    　──ぼくだ。きみとは戦えない。


    　届くはずのない祈りを、空へ刻む。


    （どうした。戦え）


    　そんな幻げん聴ちようが聞こえた。追ってくるベオストライクの搭乗席から、イリアはそんな声を発しているのかもしれない。


    　清顕は首を左右に振った。


    　きみを撃てるはずがない。


    　なぜ大切なきみをこの手で殺さなくてはならないのか。


    　いったいどんな理由があれば、そんな不条理がまかりとおるというのか。


    （どこまでもきみらしい）


    （だが、きみもわかっていたはずだ）


    （きみとわたしには、戦う理由がある）


    （わたしたちは、敵だ）


    　幻聴のイリアの声には、涙が紛まぎれ込んでいた。言葉そのものは冷たく厳しいくせに、イリアは泣きながらそんなことを告げてくる。


    　愛いとおしさが清きよ顕あきの胸をずたずたに切り破り、幾千万の分子に砕けて、航跡へ散った。


    　清顕は逃げることしかできない。


    　イリアは必ひつ中ちゆうの距離まで寄せてくる。


    （お願いだ、戦ってくれ）


    　泣きながらイリアは、そんなふうに頼んでくる。


    （約束したじゃないか）


    　オーディンでの別れ際、戦場の空で出会ったなら、正々堂々と戦うことをイリアに誓った。


    　けれど、まさか、それが現実になるなんて。


    （きみとともに研けん鑽さんした日々を誇りに思うから）


    （きみにライバルとして認められたいから）


    （きみとの約束をなによりも大事にしているから）


    　切なすぎるイリアの祈りが、空を通じて清顕の心へ染みわたってくる。


    　──イリアは、ぼくを撃つ。


    　それを確信した。


    　──それで、いい。


    　──イリアに殺されるなら……いい。


    　清顕は、生き残ることを諦あきらめた。


    　それが最も、苦しみの少ない選択だと思えた。


    　増速してくるイリアに対し、スロットルを上げないまま、まるで彼女を待つかのように緩かん慢まんな上昇だった。


    　イリアが接近するほど、彼女の抱え持ったいまの痛みも近づいてくるように思えた。


    　泣きながら、それでも懸けん命めいに追ってくるイリア。


    　ただ、ぼくと交わした約束を果たすために。


    　──愛おしいな……。


    　戦場とは見当外れな、そんな感傷がなぜかいまよぎった。


    　──きみが愛おしいよ、イリア。


    　ベオストライクはフルスロットルで夜を駆かけ上がってくる。両翼から突き出た四門の二十ミリ機き銃じゆうが、間もなくこの命を摘つみ取るだろう。


    　──あの砂浜で、またきみをおんぶして歩きたかった。


    　生の終わりに、これまでの記憶が甦よみがえるというが、この状態がそれなのだろう。


    　──またきみを、抱きしめたかった。


    　夜の空母の甲かん板ぱんで、泣き濡ぬれるイリアを抱きしめたことも思い出した。


    　いまはっきりとわかる。


    　──イリア。ぼくはきみに恋してるみたいだ。


    　ベオストライクの咆ほう哮こうが、清きよ顕あきの背中へびりびりと伝う。


    　もうすぐ、必ひつ中ちゆうの距離に入る。イリアの撃った二十ミリ機銃弾だんがこの肉体と斑いか鳩るがを爆ばく砕さいさせて、ぼくは肉片になって箕み鄕さとへ降り注ぐだろう。


    （交わした誓せい約やくを、果たそう）


    　イリアの魂たましいが、慟どう哭こくしながらそんなことを告げる。


    　目を閉じて、この命が粉こな微み塵じんに吹き飛ぶのを待った、そのとき──。


    



    　下方から、さらなるプロペラ音が突き上げた。


    



    「!?」


    　目をひらき、見下ろす。


    　村むら雨さめ。


    　一機。


    　オーバーブースト。


    『少しよう尉いどのっ!!』


    　通信機から、聯れん介すけの声が響く。


    　清顕の髪が、逆さか立だつ。


    　──ぼくの盾たてになるつもりだ。


    「やめろ、聯介っ!!」


    　叫んだ瞬間、イリアと清顕の狭はざ間まに、聯介は我が身を滑り込ませた。


    「聯介っっ!!」


    　魂の最さい奥おうから迸ほとばしった叫びが、芽吹いた火か球きゆうのなかへ吸い込まれた。


    　清顕は我に返ってスロットルをひらく。右左に機体を滑らせながら急降下しつつ、背後を振り返る。


    　聯介は、鉄片となって夜へ散っていた。月明かりがきらきらと、かつて聯介だった微び粒りゆう子しを彩いろどっている。


    「あ、あ、あ……」


    　清顕は言葉が出ない。思考が止まる。


    『聯介、聯介──っ!!』


    　友の名を呼ぶダムバゾリクの声が、耳に遠く響く。


    　清顕は喉のどの奥に感情の塊かたまりが詰まり、声が出せない。


    　──聯介が、死んだ。


    　──ぼくの身代わりになって……。


    　ただ、いま起きた事実を反はん芻すうする。吐き気がこみ上げてくる。混乱した思考は、眼前にある戦闘空域の情景を遠のかせる。

  


  [image: ]


  
    『対空砲ほう火かが準備に入った。おれたちはお払い箱だ。巻き込まれる前に逃げるぞ』


    　マオロン隊長から通信が入る。どうやら戦果をあげられない草くさ薙なぎ航空隊に業ごうを煮やし、対空砲で大型爆ばく撃げき機きと勝負することにしたようだ。


    　一方のテオドーラ編隊も爆撃を完了し、これから帰還の途につこうとしている。草薙航空隊員は懸けん命めいにその尻しりに食らいつこうとするが、いくら撃ってもビクともしない。


    『深追いはするな。追っても無駄だ、村むら雨さめではあいつは墜おとせない……』


    　マオロン隊長の諦あきらめ声が、清きよ顕あきには遠く聞こえた。


    　まともな思考を失ったまま、意い気き揚よう々ようと帰りいくヴォルテック航空隊の後ろすがたを見送った。きっと彼らは基地に帰り、美酒に酔いしれながら、清顕の情けなさをあざ笑い、爆ばく撃げきの成功を祝って夜更けまで乱らん痴ち気き騒ぎに明け暮れるだろう……。


    　清顕の思考は、ある一点に静止したまま動かない。


    　イリアが、聯れん介すけを撃げき墜ついした。


    　貧しい家族を養うために、大勢の弟と妹を栄養失調から救い出すために戦っていた聯介が、清顕の身代わりとなって、イリアに殺された。


    　その事実だけが、魂たましいの中ちゆう枢すうを深々と穿うがっていた。


    　地上の対空砲ほう台だいが、ようやく火を噴きはじめた。しかし対空砲は威力は充分だが命中精度が悪すぎて、照射された目標を捉とらえることもできない。敵は箕み鄕さとの防空体制を嘲ちよう笑しようするように余裕綽しやく々しやく、おのれの威力を顕けん示じするような低高度を旋せん回かいして、機首をカラナクタ要よう塞さいにむけた。


    　あとにはただ、燃え上がる箕鄕市街地が残された。


    　押し合いへし合う避難民たちの混乱は、朝になっても収束がつかなかった……。


    



    　†††


    



    『あの新しん鋭えい機き、黒ウサギのノーズアートだったろ？　坂さか上がみだな』


    　暗い海原を、先導機の翼端灯だけを見つめて飛行していたイリアの耳に、レオ隊長の通信が入った。


    　泣いていたことがバレないよう、手の甲で涙をぬぐい、息を整えて返事する。


    「どうやら新型機が二機いたようです。白びやつ虎このほうはわかりませんが、黒ウサギは坂上です」


    　ヴォルテック航空隊は爆撃掩えん護ごの任務を完了し、カラナクタ要塞にむかって帰投中だ。星空と月が海原を蒼あおく彩いろどり、波の綾あや目めさえも判別させる。


    　しばらく沈黙があって、レオは呟つぶやいた。


    『よく撃った』


    　どうやら、一連の様子を見ていたらしい。


    「……約束、しましたから」


    　一いつ旦たん、声が詰まりそうになったが、平静を装よそおってそう返事した。


    『坂上の列機が盾たてになったようだ。あいつも仲間に好かれているんだろうな。でなければ、あれはできない』


    「……はい。……勇ゆう敢かんな仲間に、守られているようです」


    　イリアの胸が、熱く灼やける。イリアの胸中を推おし量ってか、レオはそれ以上、なにも言わなかった。


    　イリアはもう一度手の甲で目の下をぬぐって、それから星空を見上げた。


    　最初の接せつ敵てきではてっきり白虎だと思っていたが、そののち黒ウサギのノーズアートを見せられてやっと清きよ顕あきだと気づいた。


    　彼を追尾しながら、なぜか胸が悲しみでいっぱいになり、涙があふれ出てきた。


    　エアハント士官学校や、マウレガン島で同じヴォルテック航空隊員として戦っていたころの記憶が次々に目の前に浮かんできて、清顕の操あやつる新型戦闘機の尾部プロペラに覆おおいかぶさった。


    　清顕は避ひ弾だんする意思を見せなかった。ただ緩かん慢まんに直進するだけで、まるでイリアに撃ち墜おとされることを望んでいるような飛行だった。


    　こらえきれない悲しみのむこうから、幻げん聴ちようが聞こえてきた。


    　敵味方の搭乗席にいるもの同士が、通信で会話できるはずもないのに、まるで空と心が溶け合って、清きよ顕あきの心しん象しようがそのまま自分に流れ込んでくるように錯さつ覚かくした。


    （ぼくはきみに恋してるみたいだ）


    　戦場には不釣り合いな、あまりにも甘やかな声が、イリアの内側に反響した。


    　一瞬の躊ちゆう躇ちよがあった。その隙すきに、清顕の列機が割り込んできた。


    　イリアはおのれの決意を確かめるために引き金を引いた。列機の接近にはかろうじて気づいていたから、この弾丸の行ゆき先が清顕でないことは自覚していた。


    　列機が爆ばく砕さいしたとき、清顕の心が千ち々ぢに砕け散る音が聞こえた。


    　混乱した心象がそのままイリアに流れ込み、清顕の抱え込んだ痛みが直じかに伝って、思わず呻うめき、イリアはひらこうとしたスロットルを止めた。


    　そうして、闇やみのなかで清顕を見失った。それ以上追跡することもできず、テオドーラの直ちよく掩えんに回って、爆ばく撃げきを掩えん護ごした。イリアの今日きようの撃げき墜つい数すうは、六機だ。


    　──あの声はなんだったのか。


    　自分の夢想から生まれ出た声だとしたら、あまりに甘すぎる。しかし幻げん聴ちようにしては明めい瞭りようすぎて、まるで本当に空間を越えて清顕と直に語り合っているかのような現実味があった。


    　胸のなかにうれしさと温かさと、悲しみと苦しみが同時に生まれて、また涙に変わる。


    　頰ほおを濡ぬらすものが、止まらない。


    　いまは誰も見ていないし、放っておこうとイリアは決めた。


    　──きみに会いたいよ、坂さか上がみ。


    　──こんな空ではなく、戦いのない地上でもう一度。


    　そんな安い感傷があふれてきて、止まることを知らず、イリアは自制を諦あきらめた。いまはひとりだから、この甘すぎる感情にひたっていたい。


    　──きみとずっと一緒にいたい。きみから離れたくない。


    　──きみと翼を並べて、自由な空をいつまでも舞えたら……。


    　自分の内側に、そんな普通の少女のような感情が残存していたことに、イリアは驚くと同時にうれしくも思った。これは、清顕が指し示してくれた人間性のかけらだった。


    　──きみに会えて本当によかった。


    　──けれど。


    　イリアは周囲の闇へ目を送った。通信機を通じてばか話をしながら翼を並べて飛ぶ、仲間たちがいた。


    　──わたしは、この仲間のために戦う。


    　泣き濡ぬれた視線を、ヴォルテック航空隊の仲間たちへ送る。もはや誰ひとり失えない、失いたくない、大切な家族。


    　ベオストライクの翼は、この家族を守るためにある。


    　──この空で、またきみと出会ったなら。


    　──わたしは、きみを撃ち墜おとす。


    　──それがわたしの天命だから。


    　──どんなに残酷な運命でも、逃げたくないから。


    　そんな悲しい決意を、何度も何度もイリアは自分の意識に擦すり込んだ。


    　──これからもわたしは、父のスクラップブックの空白を埋めていく。


    　余白を埋めるのがたとえ清きよ顕あきを撃げき墜ついした記事であろうとも。


    　──その先にきっと「空の王」が待っているから……。


    　幼おさないころから、そのためだけにこの道を駆かけてきた。


    　途中で降りることは、できない。いかなる障害が立ちはだかろうと、正面から乗り越えてみせる。幾度も涙を拭ふきながら、イリアは無理やりに決意を心へねじ込む。


    　星空から、イリアを慰なぐさめるように幾千の星彩が降り下りてきて、ベオストライクの翼を夢む幻げんの色に染めていた。痛みと悲しみと苦しみに耐えながら、イリアはひとり、操縦桿かんを握って夜の彼方かなたの玉座を見み据すえていた……。


    



    　二十三．


    



    　胸ぐらを摑つかまれ、顔に唾つばを吐きかけられた。


    　清顕は生せい気きもなく、ただリュウから顔を背そむけることしかできない。


    　リュウは怒りを隠さない。


    「おまえのせいで仲間が死んだ」


    「……………………」


    「おまえのせいで何十万という市民が家を焼かれ家族を殺された」


    　リュウの拳こぶしが、清顕の左の頰ほおに食い込んだ。清顕はぐらりと体勢を崩したが、倒れない。目線はリュウに合わせず、斜め下をむいている。


    　怒りがリュウのこみかみに野太い血管を浮き立たせる。


    「草くさ薙なぎ航空隊の仲間より、箕み鄕さとの市民より、おまえはあの女が大切ってことか」


    　握りしめた左の拳こぶしが、清顕の顎あごに食い込む。清顕は黙って、リュウの拳を受けるのみ。


    「斑いか鳩るがを降りろ。おまえが乗っても豚に真珠だ。マオロン隊長か紫むらさきと代われ。これ以上、おまえのせいで味方が死ぬところを見たくない」


    　みぞおちにリュウの拳がめり込んで、清顕はついに地面に膝ひざをつき、額ひたいを地に打った。


    　箕鄕第一飛行場の夜間照明が、ふたりを照らし出していた。草薙航空隊員十数名が、斑鳩から降り立ったリュウと清顕の様子に気づいていたが、止めるものは誰もいなかった。


    　たったいま同じ空で戦ったものたちの気持ちは、リュウが代弁していた。冷たい目で清顕を見つめる隊員たちのなかに、ダムバゾリクもいた。


    「死んじまえ、腰抜け」


    　リュウは清きよ顕あきの顔を蹴けり上げた。血ち飛沫しぶきが清顕の口こう腔こうから爆はぜる。地面に倒れ伏したまま動かない清顕へ侮ぶ蔑べつの目線を注いで、ようやくリュウは士官兵舎へ爪つま先さきをむけた。


    　下士官隊員たちは大半が声をかけることもなくボロ切れのような清顕の傍かたわらを素通りした。だがマオロン隊長は足を止めて、清顕を見下ろした。


    「……おれが代わってやりたいが、斑いか鳩るがに慣れるには時間がかかる。あの機体に慣かん熟じゆくしているのはおまえとリュウだけだ」


    　清顕はただ、地面に頰ほおをつけたままマオロンの言葉を聞くのみ。


    「……おまえにしか箕み鄕さとの空を守れるものがいない。……個人的感情は捨ててくれ。……機械になれ。この都市に住まうすべての人間のために」


    　清顕は少しだけ片目をひらき、顔だけでマオロンを見上げた。


    「明日あした、休みをやる。紫むらさきがおまえと一緒に出かけたいらしい。話をしてこい。あいつは、昔の仲間を撃ったぞ」


    　それだけ言って、マオロンはきびすを返した。


    　誰もいなくなっても、清顕はひとりで地面に横たわっていた。


    　仰あお向むけになり、腫はれ上がって血まみれの顔を星空へむけた。


    　このまま死んでしまえたら、どんなに楽だろう。


    　心の底から、そう思った。


    「清顕くん」


    　そのとき、地面に投げ出していた右手が、冷たくて柔らかい手に触れた。


    　かぐらが清顕の傍らに膝をついて、顔を覗のぞき込んでいた。


    「明日の朝、八時に、士官兵舎前で待ち合わせよう」


    　冷たくて心地よいかぐらの手のひらが、清顕の額に当てられた。


    　かぐらは少しだけ、微笑ほほえむ。


    「ひどい顔だね。美少年が台なしだ」


    　そう言って、水で濡ぬらしたハンカチで、清顕の口元の血をぬぐう。


    「ハンカチは、あげるよ。明日あした、必ず来てくれ。それじゃあ」


    　かぐらは清顕の手にハンカチを握らせると、立ち上がって去っていった。


    　清顕はただ星を見上げていた。


    　星空に、イリアの微笑みがよぎった。


    　愛いとおしい笑みに、聯れん介すけの表情が覆おおいかぶさった。


    　清顕を慕したい、小犬のようにいつもついてきていた列機は、戦わない清顕の身代わりとなって空へ散った。


    　清顕は死に絶えた表情で、いつまでも星を見ていた。夜空の川を流れゆく、青、黄色、橙だいだい、紫むらさき。千万の星の彩いろどりは無言の慈いつくしみを清きよ顕あきへ注いでいた。


    　清顕は微動だにせず、星のしずくを受け止めていた。蒼あおい月が静寂を深め、音の消え失せた世界で、清顕はただ心を凍り付かせていた。


    



    



    　朝の光に包まれ、かぐらは見覚えのある、排気量百二十五CCの軍用バイクにまたがって、清顕を待っていた。


    　足を引きずるようにして現れた清顕へ、シートにまたがったまま手を振る。


    「扇おうぎガが谷や司令が貸してくれたんだ。ふたり乗りして市街地へ行こう。被害の爪つめ痕あとを見たい」


    　目的地を告げられ、清顕の足が止まる。


    「怖いかい？」


    「……………………」


    「きみを責めるためじゃない。昨夜の爆ばく撃げきは、きみひとりでは防ぎきれないよ。それどころかテオドーラをひとりで三機も墜おとしたんだ、胸を張っていい。リュウはああ言っていたけど、彼はベオストライクにかまけて爆撃機は一機も墜としていないし、箕み鄕さとの被害をきみだけに押しつけるのは感心しない。いいから行こう。わたしたちがいまここでやるべきことを、もう一度確認したいんだ」


    　かぐらはそう言いながらバイクを降りて、清顕の面前へ歩み寄り、両手を手に取って、真しん摯しな目線をむける。


    「わたし自身のためにも。わたしも、まだ、迷っているから」


    　つないだ手から、かぐらの気持ちが伝ってきていた。かぐらだって簡単にヴォルテック航空隊へむけて引き金を引いたわけではないことが、その表情からわかる。


    　自分にはとてもできないことを、かぐらはやってのけた。ヴォルテック航空隊が示した騎士道に、真っ向から武士道で立ちむかったのだ。きっとレオ隊長は、そんなかぐらを誇りに思っているだろう。


    　かぐらから学べることは、ある。


    　清顕は目線を地面に落とし、頷うなずいた。促うながされるまま後部シートに腰を下ろし、運転をかぐらに委ゆだねる。


    「途中から歩きになるだろうけど」


    　努めて明るい口く調ちようで告げて、かぐらはのどかなエンジン音を奏かなでながら、爆ばく撃げきを受けた市街地への道を走りはじめた。よく晴れた朝は、爆撃のことなど忘れさせるような冷たく澄んだ大気に包まれていて、なだらかな山あいのむこうから十二月の太陽が真しん鍮ちゆう色の光を届けていた。


    



    



    　箕み鄕さとへ近づくにつれ、のどかな平地の風景は消え去り、様相が変わりはじめた。大きな荷物を担かついだ避難民たちが大勢、かぐらの行ゆく道のむこうから歩いてくるのだ。ほとんどが煤すすけた顔をしていて、疲れ切り、重い足を引きずるようにして箕鄕から逃のがれていく。


    　草くさ薙なぎ航空隊の軍服を着たかぐらと清きよ顕あきを見ても、ひとびとの反応は薄い。以前であれば手を振ったり激げき励れいの言葉をくれたり、子どもが万ばん歳ざいをしたりしていたが、いまはひとの流れを遡さかのぼっていくふたりを一いち瞥べつするだけで、すぐに興味なさそうに道の先へ目を戻す。


    　箕鄕の中心部、デパートを中心とした繁華街に入った。コンクリート建築物が多い地域なのでそれほど被害はなかったようだが、ところどころ爆ばく弾だんの直ちよく撃げきを受けて瓦が解かいし、鉄骨の梁はりを虚むなしそうに突き出す店舗も見受けられた。七、八名のひとびとが瓦が礫れきを搔かき分けながら、行方ゆくえのわからなくなったひとの名前を呼んでいた。


    　進むにつれて、崩ほう落らくした建物が増えてくる。道の先の空が煤ばい煙えんでかすむ。昨日きのうの火災の名な残ごりだろう。罹り災さい者しやたちは、この道のむこうから郊外へむけて流れている。


    「この先が、最も爆撃の被害を受けた住宅街だ。……行けるね？」


    「…………はい」


    　か細い清顕の返事を受け取って、かぐらは下町方面へとハンドルを切った。


    　繁華街を出ると道はだんだん細くなり、コンクリート建築も減っていって、徐々に木造建築物が増えていく。途中に大きな病院があり、負傷したたくさんのひとびとが建物に入りきれず通りまであふれていた。


    　火傷やけどしたもの、爆風で裂傷を負ったもの、落下物に手足をつぶされたもの……。子どもから老人まで、痛ましい傷を負った人々の呻うめきと泣き声が啾しゆう々しゆうとしていた。包帯も足りないであろうに、看護兵たちが献けん身しん的にひとりひとりの怪け我がを診みて、なけなしの軟なん膏こうを火傷につけて回っていた。


    　進むほど、清顕の胸は痛んだ。かぐらも言葉を発することなく、黙ってハンドルを握っている。だんだん道の瓦礫が増えてきて、バイクでの通行が困難になってきた。


    「ここに停とめよう。歩くよ」


    　目立たない路地裏にバイクを停め、かぐらと清顕は連れだって、ひとの流れに逆さからい、徒歩で罹り災さい地ちを目指した。ひとびとの顔は目だけが真っ白で、あとはほとんど煤にまみれ、着の身着のままで清顕たちの傍かたわらを流れすぎていく。なかには時折、清顕の軍服を見て、草薙航空隊だと気づき、恨みがましい目で睨にらみつけてくる男性のすがたもあった。彼らが胸に抱いだいている感情は、問いたださなくてもわかる。


    　歩くほど、視界がひらけてくる。


    　昨夜までは道の両側に甍いらかを連ねていた木造建築があらかた焼け落ちて、黒ずんだ梁はりを天へ差し伸べ、まだくすぶっていた。防空頭ず巾きんにモンペすがたの夫人たちが防火水すい槽そうの水をバケツに汲くんで燃えさしにぶちまけるが、燃えるものがあらかた燃えてしまったあとの申し訳程度の消火作業だった。


    　道の脇わきに、亡なき骸がらが並べられていた。掛ける筵むしろもなく、真っ黒に煤すすけた全身を朝日にさらしている。火災に巻き込まれたのだろう、火ぶくれしたものが多くいた。動かなくなった母親の前で、泣くこともできず呆ぼう然ぜんと子どもが座り込んでいた。


    「……………………」


    　清きよ顕あきはメスス島で家族を殺されたことを思い出した。自分もまた、父母と姉の亡骸を前にしてなにをしたらいいのかわからず、このまま死んでしまいたいと思ったことを覚えている。


    「これは……骨か」


    　かぐらが辛つらそうに呟つぶやいた。道の片側に灰かい白はく色しよくの堆たい積せきがあり、一見すると瓦が礫れきなのだが、どうやら寄せ集められた骨らしい。髑どく髏ろのなかには、幼おさな子ごとおぼしい小さなものも見受けられた。


    　せめてもの供く養ようのために拾い集めたひとがいるのだろう。かぐらと清顕は手を合わせて冥めい福ふくを祈り、辛つらい道のりを進んだ。


    　焼しよう夷い弾だんが引き起こした火災の被害は、想像を絶するものだった。テオドーラから撒まかれた数万発の焼夷弾は、一定高度に達するとそれぞれが七十二発の焼夷筒とうに分裂し、弾体内の黄おう燐りんが空気に触れて発火、針のように地上に突き立ち、それが建物だろうが人体だろうがたちまち燃え上がらせる。木と紙でできた秋あき津つ連邦の家屋にとって、最悪の種類の爆ばく弾だんだ。


    　瓦礫のなかから、空へむかって突き出されたままの焼け焦こげた腕。子どもを背負ったまま炭化した母の骸むくろ。有ゆう毒どく煙えんに巻かれたのか、輪になって倒れている焼け焦こげた亡なき骸がら。いずれも衣服は燃え落ち、肉体も真っ黒に燻いぶされて、木炭と区別がつかない。爆風に吹き飛ばされたのか、残った電線に腕や足が引っかかっていたりもした。


    　通りがかった校庭では、あちこちに火傷やけどで全身膨ふくれあがったひとびとが横たわり、まだ呻うめき声をあげていた。小さな身体からだが風船のように真っ赤かに膨れあがり、痛い痛いと泣く子の手を握って、じっと動かない母親のすがたもあった。
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    　清きよ顕あきの心は、道すがらずっと呻くことしかできなかった。


    　直接の爆ばく撃げきよりも、そののちの火災で命を落としたもののほうが明らかに多い。炎の壁に取り囲まれ、逃げ場を失ったひとびとは、老ろう若にやく男なん女によを問わず炎熱地獄に焼かれて骨になった。なにゆえ戦う力をもたない市民に対して、ここまでしなければならないのか。


    　セントヴォルトで軍学を学んだ清顕には、問いの答えはわかる。


    　──戦争だから……。


    　戦争に勝つために、セントヴォルト軍は秋津人の戦意喪そう失しつを目的に、この非情な戦略爆撃に打って出た。軍学の観点からは、市民に畏い怖ふと厭えん戦せん気分を植え付け、敵首脳部の心理に打撃を与える、理にかなった作戦だ。しかし人道の観点から見たなら、悪魔の所しよ業ぎようと呼ぶにふさわしい。あんなに優しくて気のいいヴォルテック航空隊のひとびとが、この虐ぎやく殺さつの一翼を担になったなどと考えたくない。


    　けれど、これが逃のがれようもない現実だった。


    　セントヴォルトは敵なのだ。こちらが立ちむかわなければ、かさにかかってさらなる殺さつ戮りくに打って出るだろう。こんな大量虐殺をむざむざ放置していて、なにが秋津連邦の軍人だ。


    　あまりに哀あわれな罹り災さい者しやたちの様子が、しおれていた心を蹴けり上げてくる。


    　なにかしてやりたいが、なにもできない。ただ罹災者たちのすがたをこの目に焼きつけて、二度と忘れまいと決めた。空くう襲しゆうの被害を見つめつづけることが、自分にいまできることだと思った。


    　そのとき、風に乗って強い異い臭しゆうが香ってきた。


    　死臭は嗅かぎ慣れたが、しかしそれにしても強い。


    　風上に橋があった。確か住宅地を横切って川が流れているはずだ。かぐらと清顕は一度不安そうに視線を交わしてから、頷うなずいて、橋へと歩いていった。


    　橋から見下ろす川の様子は、凄せい惨さんのひとことだった。


    「………………!!」


    「……ひどい……！」


    　五十メートルほどの川幅いっぱいに、膨れあがった数千の焼死体が浮かんでいた。まだ燃えている建築材などの滞留物が点々と、赤黒い亡骸に埋もれた川かわ面もを穿うがっていた。老人も、女性も、子どもも……年齢も性別も関係なく、不幸なひとびとが仰あお向むけになって漂ただよいながら焼け焦こげていた。おそらくは火の手を逃のがれて川へたどり着き、炎と有ゆう毒どく煙えんに巻かれたのだろう。亡なき骸がらを見慣れたふたりでさえも目を背そむけたくなる地獄絵え図ずが、罹り災さい地ちの真ん中を流れすぎていた。


    「なんてこと……なんてことを……」


    　かぐらは橋の欄らん干かんに身を委ゆだね、涙を浮かべながら手を合わせた。


    「……こんなこと……なんでできる……？」


    　清きよ顕あきもそう呟つぶやくしかない。あまりにひどすぎる、鬼き畜ちくの所しよ業ぎようとしか思えない。


    　戦闘員が戦闘員を殺すなら、まだわかる。


    　しかし彼らは非戦闘員だ。なんの選択肢ももたず、ただこの都市に生を受けて、仕事をもち、家族を養うために生活していた、ただそれだけのひとびとだ。敵を殺そうともしていないのに、なぜこんな最さい期ごを迎えなければならない？


    　はらわたが、煮えくりかえる。言葉が、出てこない。


    　清顕はただ、哀あわれな川かわ面もを見つめて、かぐらにならって手を合わせた。


    　──もしぼくが戦っていれば。


    　──このひとたちは、こうならなかったかもしれない……。


    　怒りがやがて、痛切な自責に変わった。


    　聯れん介すけは、箕み鄕さとに家族がいると言っていた。彼のあの挺てい身しんは、清顕のためというより、家族のためにああしたのではないか。大型爆ばく撃げき機を墜おとせるのが清顕だけだったから、自分が犠ぎ牲せいになってでも、一機でも多くの爆撃機を墜としてほしかったのではないか……？


    　自問に沈んでいた清顕の傍かたわらにひとり、十四、五歳くらいの少年がいつのまにか佇たたずみ、敬礼を送っていた。


    　ところどころ焼けて擦すり切れた学生服にゲートルを巻き、顔中が煤すすで汚れた少年は、緊張しながら挨あい拶さつをする。


    「失礼します。その軍服は、草くさ薙なぎ航空隊の方々とお見受けします！」


    　真剣な表情に頷うなずきを返すと、少年は敬礼したままさらに踵かかとを合わせて、胸を張る。


    「お、お願いがありますっ！　妹の仇かたきを……討ってください!!」


    　がらがらの声を懸けん命めいに絞り、瞳ひとみを潤うるませて少年は頼んでくる。かぐらと清顕は顔を見合わせてから、かぐらが声をかけた。


    「詳しく教えてくれるかな」


    「はっ!!　昨夜、わたしと妹は、火を逃のがれてこの川の堤てい防ぼうを歩いておりました……」


    　少年は荒く息継ぎしながら、時折涙をぬぐいつつ、昨夜の出来事を切々と訴えた。


    　曰いわく、火に追い立てられて家族とはぐれ、十二歳の妹の手を引いて堤防上に出た際、敵戦闘機の追尾を受けて、少年は懸けん命めいに堤つつみの上を走って逃げたが、戦闘機は狩りを楽しむように少年たちを追い立て、疲れて走ることができなくなった妹の背中へ二十ミリ機き銃じゆう弾だんが撃ち込まれ、小さな身体からだは砕け散ってしまった……。戦闘機は呆ぼう然ぜんと佇たたずむ少年に対して翼を振ったのち、妹の亡なき骸がらのまわりを一度旋せん回かいしてから去っていった。


    　少年はばらばらになった妹の身体からだを拾い集めて、荼だ毘びに付ふしたそうだ。涙と鼻水を隠すことなく、少年は清きよ顕あきたちに嘆たん願がんする。


    「敵戦闘機を墜おとしてくださいっ!!　妹の仇かたきです!!　鬼き畜ちくどもを撃ち墜としてください!!」


    　憤ふん怒ぬとやるせなさと悲しみが、はちきれるほど少年の言葉に詰まっていた。大切な妹の身体を拾い集めた彼の気持ちは、言語に絶するものだろう。


    　かぐらは敬礼をしている少年の右手を握り、身を屈かがめて視線を合わせた。


    「……わかった。必ず撃ち墜とすよ。妹さんの仇を討つ」


    　少年の涙は、慟どう哭こくに変わった。


    「ありがとうございます!!　あり……がとう……ございます!!」


    　かぐらは清顕を振りむいた。


    　清顕は少しためらってから、少年へ声をかける。


    「……ぼくの家族も、敵機の機き銃じゆう掃そう射しやで殺されたんだ。きみの気持ちも少しはわかる」


    　そして少年の左手を取って、身を屈め、視線を合わせた。目の前の少年が、まるでメスス島オデッサで泣き濡ぬれていた十四歳の自分に思えた。


    「……敵戦闘機を撃ち墜とすよ。ヴォルテック航空隊にこれ以上、箕み鄕さとの空を好きにさせない。きみの妹のために、彼らを撃ち墜とそう」


    　少年はその言葉に、ただ尽きせぬ慟哭で応こたえた。励まして、少しばかりの持ち金をあげて、少年と別れ、かぐらと清顕は連れだって、堤防の上を歩いた。


    　かぐらが言う。


    「ヴォルテック航空隊の下士官飛空士は、気のいいひとたちだが、荒くれものだし冒険好きだ。一部の隊員が空くう爆ばくの熱狂に駆かられて、やってしまったのだろうね」


    　それは清顕も頷うなずける。ヴォルテック航空隊にいたころも、そういう自慢をまれに聞いた。基本的に下士官や兵というものは、字も読めないものが多くいる。敵をためらうことなく殺傷することが求められているから、教養は期待できないし、倫理や道徳にも疎うとい。それがあるとかえって、殺せなくなってしまうためだ。だから、悲しいことに、そういうことをやる人間も含まれている。


    　レオ隊長は一般市民への銃じゆう撃げきを禁じていたし、ルルやララなど心こころ根ねの優しいひとびとはまずやらない。けれど一部のヴォルテック航空隊員には、戦場の熱に浮かされて自制が効かなくなり、とにかく動くものを銃撃してしまうものもいる。


    　今後も、そういう行為は行おこなわれるだろう。


    　それに対し、いま自分たちがなすべきことはなにか。


    「わたしは、さっきの少年との約束を果たすよ」


    　かぐらは自みずからに言い聞かせるように、きつく表情を引き締めて、多くの哀れな市民が浮かんだ残酷な川かわ面もを見つめていた。


    



    



    　昼過ぎまで罹り災さい地ちを歩いて巡り、それからバイクに戻って帰路についた。


    　後部座席に座った清きよ顕あきは、ハンドルを握るかぐらの背中へむかい、声をかけた。


    「……甘ったれてました」


    　かぐらはなにも言わずに、道の先へバイクを走らせる。


    「……ほんとに……自分が情けないです」


    　清顕は天頂を見上げた。


    　深い、深い青が冴さえ渡っていた。


    　いま、自分がやるべきことはなんなのか。


    　その答えはもう、自分のなかに芽吹いていた。


    



    　†††


    



    　帝紀一三四九年、十二月十日、カラナクタ要よう塞さい第一飛行場──。


    



    　午後四時。


    　先日の箕み鄕さとへの奇き襲しゆう爆ばく撃げきを成功させたセントヴォルト海空軍の次なる一手は、箕鄕の前ぜん哨しようである飛空要塞「朱す雀ざく」の航空戦力撃げき滅めつだった。


    　ヴォルテック航空隊は総力を結集し、これから朱雀へ薄はく暮ぼ攻撃に出撃する。朱雀を守る草くさ薙なぎ航空隊へ壊滅的な被害を与えたのち、大型爆撃機テオドーラによる爆撃で朱雀の地表面を焼け野原にする算段だ。


    「やっぱさー、空戦はお日さま必要だよねー」


    「うんうん。夜やってもつまんないよ。なんも見えないしー」


    　傾きはじめた日差しにさらされ、九十機の戦闘機が暖機運転を開始した列線へ歩きながら、ルルとララは呑のん気きそうに言葉を交わしてイリアを振りむく。


    「清顕くん、出てくるかなー？」


    　問いかけに、イリアは硬い表情で頷うなずく。


    「……出ると思います」


    　双子はけらけら笑って、からかう。


    「ラッキーだねー。イリア、絶対撃たれないよ」


    「ヘタレだもん、清顕くん。イリア撃つなんて絶対無理ー」


    　イリアは少し言いよどんでから、双子を振りむく。


    「……おそらく、次は撃ってきます。坂さか上がみは……そういうひとです」


    「そうかなー。無理だと思うなー」


    「祖国の首都をあれだけ焼かれて……平静でいるはずがありません。二度とあのような被害を自国民にもたらさないために、個人的な友情は捨ててくるでしょう。それに……」


    　イリアはもう一度、言葉を呑のみ込んだ。ルルが怪け訝げんそうに、イリアを窺うかがう。


    「それに？」


    　イリアは眼まな差ざしに強い光を宿して、言い切った。


    「約束、しましたから。わたしと全力で戦うと。彼は約束を守ると信じます」


    　ルルとララはその返事を受け取って、笑え顔がおになった。


    「そうだねー。清きよ顕あきくんのこと、信じてるんだよねー」「清顕くんと戦えるといいねー」


    「……はい。……彼とは、決着をつけねばなりません。互いに、戦局を左右する機体を預けられていますから」


    　斑いか鳩るがとベオストライクの隔かく絶ぜつした戦闘能力が、制空戦の行方ゆくえを左右するだろう。手心を加えたなら、味方に大きな被害が出る。イリアは表情を引き締めた。


    「坂上だけでなく、白びやつ虎こにも気をつけねばなりません。危険な相手です。狙ねらわれたら正面からやりあわず、退避してください」


    「えー。逃げるのやだなー」「虎とらって、この間しつこくイリアにつきまとったほうでしょ？　今日きようもイリアについてくるんじゃない？」


    「そうならいいのですが……腕はいいです。わたしも結局、墜おとしきれませんでした。くれぐれもご注意を」


    　話しているうちに列線へたどり着き、双子は手を振って自分のベオイーグルへとむかっていった。イリアは白はく狼ろうのエンブレムの描えがかれた愛機を見上げ、機付整備員と言葉を交わして受け取り書類にサインし、搭乗席に乗り込んだ。


    　計器類を点検して通信機の周波数を合わせると、レオの声が鳴った。


    『お待ちかねの昼間強きよう襲しゆうだ。草くさ薙なぎ航空隊と正面からやり合う。うちの強みは編隊空戦であることを忘れるな。チームワークで相手を墜とせ』


    『あいよー』『へーい』『やっほー』


    　山さん賊ぞくの親分と子分のようなやりとりも、もう聞き慣れてしまった。


    『斑鳩は危険だ。ベオイーグルでは相手にならん。狙ねらわれたら逃げろ。ベオストライクでなければ対処できない』


    『えー』『やだー』『なんでー』


    『なんでもクソもあるか。余計な被害を出すわけにはいかん。日没まで空戦をしてから、夜や闇あんに紛まぎれて基地に帰還する。帰りはテオドーラについていけば、基地まで連れていってくれる』


    　まだ不満そうな声が通信から聞こえてくるが、レオは耳を貸さずに、とにかく斑鳩とは正面から格闘戦をしないよう呼びかける。


    　イリアには、レオの言っている意味がわかる。斑いか鳩るがという超一流の機体に、超一流の飛空士が乗っている。ベオイーグルが迂う闊かつに近づけば、据すえもののように斬きり墜おとされるだろう。


    『村むら雨さめであればいくらでもやりあって構わん。一切容よう赦しやなく全部叩たたき墜とせ。では行くぞ、長い道のりだったが、今日きようの制空戦がこの戦争の分ぶん水すい嶺れいだ！』


    　山さん賊ぞくの子分たちが喝かつ[image: ]さいと指笛を送り届け、レオが先頭を切ってベオストライクを発進させる。はじめはこの機体を嫌っていたレオだが、このところは慣れてきたらしく、妙な文句も出なくなってきている。


    　九十機の戦闘機が三機編隊を三十組み上げ、十小隊ずつの三梯てい団だんを組んで離陸していくさまは勇ゆう壮そうにして圧巻だ。さらにその背後には、大型爆ばく撃げき機テオドーラ五十五機がつづく。今日はこれから間違いなく、朱す雀ざく上空で歴史的な大空戦が展開することになるだろう。


    　レオの言葉どおり、今日の空戦に勝利して朱雀を無力化したなら、箕み鄕さとは丸まる裸はだかとなる。行ゆく手に待ち受けているのは、第二次多島海戦争の趨すう勢せいを完全に決する戦いだ。


    　──勝つんだ。一刻も早く、この戦争を終わらせるために。


    　そんな決意とともに、イリアも戦いの空へと舞い上がった。ヴォルテック航空隊という名の家族たちが、空中で編隊を組み上げていくさなかを越えて、先頭に立つ。


    　遮風板のむこうの青空を見み据すえて、これから清きよ顕あきやかぐらと戦う覚悟を決める。


    　──わたしは、この家族を守る。


    　──この先、もう人間の感情はもたない。


    　──わたしは空を飛ぶ機械の一部だ……。


    　おのれの意識へその決意を染みわたらせて、イリアはレオと二機編隊を組み、後続を引き連れて朱雀を目指し飛ひ翔しようする。もはやすっかり、この大編隊のエースはイリアだった。


    



    　†††


    



    　同日、午後五時、飛空要よう塞さい「朱雀」──。


    



    　対空レーダーがカラナクタ要塞を飛び立った敵大編隊を捕ほ捉そくしたと同時にサイレンが鳴り響き、待機所にいた飛空士全員が列線に並べられた戦闘機「村雨」へむかって駆かけ出した。


    　漁船に偽ぎ装そうして警戒線を張っていた哨しよう戒かい艇からの報告も入り、通信兵が敵の詳細をスピーカー越しに伝える。


    「敵戦闘機編隊、三梯団、八十機以上！　後続、大型爆撃機テオドーラ、約五十機!!　南南西へ進撃中、目標は不明、針路は朱雀と思われる!!」


    　拡声を片耳に聞いて、草くさ薙なぎ航空隊員は我先に走りながら会話する。


    「大編隊だな。やっと昼間決戦か」「教科書に載るような大空戦だ。ちくしょう、腕が鳴る」「敵は戦闘機だけでこっちの三倍。ひとりで三機墜おとせば勝てるぜ」「やってやる、おれたちの腕を思い知らせてやる！」


    　雲が多く薄はく暮ぼとはいえ、この間の夜間空戦に比べれば視界は充分であるため、隊員たちの士気は高い。有視界戦闘であれば日ごろの猛訓練の成果を存分に発揮できるとあって、陸海近この衛えの垣根を越えて集められた精せい鋭えいたちは闘志満々、空いている機体へ飛び乗っていく。


    　清きよ顕あきとリュウもまた、列線の斑いか鳩るがへとそれぞれ乗り込んでいた。


    　清顕は座席ベルトで身体からだを固定して、計器に異常がないことを確認した。筒温計を注視しながら通信機のスイッチを入れて、深く、深く呼吸した。


    『高度六千で待ち受ける。今日きようは雲が多く見通しが悪い。寡か兵へいらしく、雲を利用して戦おう』


    　マオロン隊長の声が伝う。隊員たちの応のなかに、かぐらの声も混じっている。


    　村雨が次々に列線を離れ、整備兵や地上員が帽子や手を振って見送るなか、高らかにプロペラを響かせて、凍いてついた真冬の空へ旅立っていく。通信からは威勢のいい言葉が聞こえてくるが、今日の空戦は帰れないもののほうが多いことは、隊員全員が予感している。敵の数が多すぎるのだ。全ぜん滅めつも充分にありうる空へ、戦士たちは飛ひ翔しようしていく。


    　清顕は聯れん介すけのことを思っていた。痛切な悔恨が舞い戻ってくる。もう二度と、あんな思いを味わいたくない。


    　──この国に住まうすべてのひとのために、戦おう。


    　固い決意を、おのれの意識の中ちゆう枢すうへ突き立てて、夕刻迫る空を見上げた。


    　迷いはすべて、地上に置いていこう。


    　人格も過去も感情も、この列線に投げ捨てて。


    　空へ飛び立ったならぼくは一いつ塊かいの鋼鉄となり、押し寄せる「敵」を叩たたき墜とす。


    「坂さか上がみ、行きます」


    　清顕の斑鳩の後部二重反転プロペラが回転をはじめた。左に回っていた四枚翅ばねが一瞬逆に回転したように見え、すぐに円盤状になる。


    　──これから相あい対たいするのも、ぼくと同じく、人格をもたない鉄だ。


    　──鉄と鉄が、互いを空域から排除するために作業する。


    　離陸開始点にまで滑走し、スロットルをひらく。


    　斑鳩が加速する。翼に溜たまるのは揚よう力りよくと、これからはじまるこれまでで最も過酷な空戦を戦い抜く意志だ。


    　清顕は鷹たかの眼光を、十二月の空へ送った。


    　残酷な青をいっぱいにたたえた決戦の空が茫ぼう漠ばくと、清顕の飛翔を待ち受けている。


    　これからこの空で、大切なひとびとと殺し合う。


    　──敵は、イリアじゃない。


    　操縦桿かんを引き付けた。


    　──味方を殺し、市民を殺す、鋼鉄の狼おおかみだ。


    　車輪が地上を離れ、眼前いっぱいが青と雲に満ちあふれる。


    　斑いか鳩るがは桁けた違いの上昇性能を発揮して、先に飛び立った村むら雨さめを次々に追い抜き、指定された高度へ昇っていく。マオロン隊長が高度六千メートルを待機位置に選んだのは、この高度より上は酸さん素そが極端に薄くなるため、村雨が昇るには時間がかかるからだ。しかし空戦は開始時に高い位置にいるほうが有利である。斑鳩であれば、もっと高いところから空戦をはじめられるはずだ。


    　そんな清きよ顕あきの心中を、マオロンは早々に察していた。


    『斑鳩は昇れるところまで昇っていいぞ。坂さか上がみとリュウは自由行動だ』


    　冗談めかした隊長の言葉に、清顕は礼を返す。


    「ありがとうございます」


    『頼むぞ坂上、リュウ。おまえたちがエースなんだ。市民を守ってくれ』


    　清顕とリュウの返答は同時だった。マオロンはどちらかといえば司令部の命令と現場の事情の折り合いをつけるのがうまい管理職タイプであり、レオのようなカリスマはないが、清顕は時間が経たつほどこの隊長のことも好きになっていった。箕み鄕さと空くう襲しゆうの際、戦闘空域から離れた清顕の事情を推おし量り、諭さとして、また斑鳩を託したのもマオロンだ。彼の思いに応こたえるためにも今日きようの空戦は死力を尽くす覚悟だった。


    　酸素マスクをつけて、高度六千を水平飛行で加速し、上昇に必要な機速を獲得してから機首を上にむけた。


    　ターボプロップエンジンの優秀性は、高高度のほうがより発揮できることを、慣かん熟じゆく飛行を通じて清顕は実感していた。レシプロエンジンの飛行機では息継ぎしてしまう高度から戦闘空域を俯ふ瞰かんして、性能差を最大限生かした戦いに持ち込みたい。


    　高度七千五百メートルまで昇って、清顕は水平飛行へ移った。高高度気流の鋭するどい声を聞きながら、飛行服の電熱器のスイッチを入れる。


    　──けれどベオストライクなら、この高度でも互角の勝負になる……。


    　そんなことを思いながら接せつ敵てきのときを待っていると、リュウも同じ高度で機体を寝かせ、清顕に伴ばん走そうした。搭乗席へ目を送れば、リュウが厳しい眼光をこちらへむけてくる。


    　また逃げたら、殺す。


    　リュウの眼まな差ざしは、清顕の内側でそんな言葉に変換された。


    　清顕はただ静かな表情で、頷うなずきだけを返した。


    　──もう逃げない。きみと戦う。


    　リュウは翼を返すと、清顕から水平距離一千メートルほどを取って旋せん回かいをはじめた。


    　かぐらから聞いた話では、リュウは箕鄕に身み重おもの妻がいるのだという。その身体からだでは疎そ開かいもできず、先日の空くう襲しゆうからはなんとか難を逃のがれたらしいが、かなり肉体に負担をかけたらしい。リュウが清きよ顕あきに激しく当たるのは、妻を想おもうからだろう。


    　──みんな、大切なひとのために戦っている。


    　──ぼくだけが逃げるわけにはいかない……。


    　繰り返し、繰り返し、何度も何度も清顕は戦う決意をおのれの魂たましいへ刻み込んでいく。敵機を照しよう準じゆんに収めたとき、引き金を引く指にためらいが入らないよう。見知ったひとの顔が敵機の搭乗席に見えたとしても、三十七ミリ機関砲ほうを発射できるよう。


    　やがて東の空に輝き点てんが見えた。ちらちらした光がだんだん増えてくる。


    『来たぞ。すごい数だ』


    　仲間たちも気づいている。通信機からそれぞれの緊張が伝わる。


    『ヴォルテック航空隊は編隊空戦に自信をもっています。敵を照準に収めても、常に背後に注意してください』


    　落ち着いたかぐらの声だった。草くさ薙なぎ航空隊の一員として、今日きようの空戦を戦い抜く決意が言葉ににじんでいた。


    　清顕は自分の後方、西の空を振り返った。傾かしいだ太陽が沈むまであと四十五分ほど。有視界戦闘が可能なのはこれから一時間弱だ。


    　この一時間で第二次多島海戦争の趨すう勢せいが決する。


    　接敵空域を見渡して、層雲の位置を確認し、敵から身を隠しながら接近できる針路を見つけた。みなよりも一千メートル高い位置にいるため発見できた、奇き襲しゆうへの獣けもの道みち。


    「坂さか上がみ、先制します。ついてこられるかたは、ついてきてください」


    　清顕は高度七千五百から、層雲のついたてを利用してゆっくりと移動をはじめた。通信がざわめいたが、先日のこともあり、ついてくるものはない。


    　いや、一機だけ、高度六千メートルから清顕の航路を追うものがいる。


    『少しよう尉いどの、お守りします』


    　ダムバゾリクはけなげにも、性能の劣おとる村むら雨さめを駆かってついてくる。


    「うん。雲に気を配って。常に雲をついたてにして……」


    　それだけ告げて、清顕の斑いか鳩るがはたなびく雲に身を隠しながら、時折、わずかな間かん隙げきを見つけてヴォルテック航空隊の様子を盗み見る。


    　近づくほどに、その詳細が見て取れる。高度五千五百メートルを、九十機以上の戦闘機が三十機梯てい団だんを三つ組み上げ進撃してくるさまは圧巻だ。これだけの大編隊でありながら一いつ糸しの乱れも見受けられない。これまでに幾多の決戦を制した自信と経験からか、清顕が所属していたころよりも遙はるかに練成された「天空の覇は者しや」と呼ぶにふさわしい威容だ。


    　大空の巨きよ獣じゆうへ身を隠しつつ接近しながら、執しつ拗ように繰り返してきた自分への忠告を、清顕はひとり、自意識へ彫りつける。


    　──ぼくは、鉄だ。敵も、鉄だ。


    　──これからやるのは、鉄と鉄の群れが互いを排除しあう作業だ。


    　緊張で操縦桿かんを握る手が汗ばむ。


    　しかしいくら拒こばもうとしても、ヴォルテック航空隊の進撃風景に、砂浜でともに騒いだひとびとの表情が映じる。清きよ顕あきは首を振ってその面おも影かげを払い落とし、代わりに、聯れん介すけのことを思う。妹を殺された名も知れぬ少年を思う。重油の海に沈んでいったひとびとを思い、川かわ面もを漂ただよう焼け焦こげた犠ぎ牲せい者しやを思い、いまこの空に翼を広げる草くさ薙なぎ航空隊の仲間たちを思う。


    　──ぼくはもう人間じゃない。飛空機の一部品だ。


    　決意を込めて、まなじりを押しひらく。ヴォルテック航空隊は清顕の存在に気づくことなく悠然と進撃してくる。


    　細心の注意を払って雲と雲の間を伝い、ようやく直下に九十機編隊を見下ろした。先頭の二機がベオストライクであることが視認できる。レオとイリアだろう。ダムバゾリクもうまく雲の陰に隠れて、同高度から接近している。


    　──行こう。


    　清顕は心を凍いてつかせた。


    　斑いか鳩るがを構成する鉄の一分子となった。


    　一いつ塊かいの鉄が、操縦桿を押し込んだ。斑鳩の機首が下方を向く。


    　降下角六十度。高高度気流の風かざ切きり音が、ひょおっと一瞬、風防に鳴った。


    　眼前いっぱいが雲と、遠い海原と、ヴォルテック航空隊の機体上部面で埋もれる。


    　斑鳩は時速八百キロメートルを突破して、敵を目がけ急降下する。


    　清顕はＧに耐える。敵影がぐんぐん大きくなる。巨大な三つの梯団が、三十機編隊の中隊となり、三機編隊の小隊となり、視界からはみ出る。


    　──真ん中から食い破る。


    　ヴォルテック航空隊のど真ん中を目がけ、清顕は三十七ミリ機関砲ほうと二十ミリ機き銃じゆうの引き金を同時に引いた。


    



    　二十四．


    



    　ヴォルテック航空隊の先頭機として後続を引っ張りながら、イリアは彼方かなたの敵てき影えいと、飛空要よう塞さい「朱す雀ざく」の威容を見み据すえていた。


    　西の空はこれから焼けそうな気配だ。青の彩度が薄れ、赤みがかってきた空を背景にした草薙航空隊からは悲ひ壮そう感が伝ってくる。数はこちらの三分の一ほど。決死の覚悟を決めての出撃だろう。


    　痛ましいが、しかし、死を覚悟したものは強い。こちらの犠ぎ牲せいも覚悟せねばならない。ひとりでも多くの味方を生還させるために、イリアは戦うことを決意していた。


    　──あのなかに、坂さか上がみとかぐらさんもいるだろうか。


    　少し油断すると、そんなことを思ってしまう。イリアはおのれの雑念に気づき、目を閉じて深く呼吸した。


    　──人間であることはやめた。


    　──わたしは戦闘機械だ。


    　彼方かなたの草くさ薙なぎ航空隊を睨にらみ据えたその瞬間、後方から爆発音が響いた。


    「!?」


    　見ひらいた目を背後にむける。


    　九十機編隊のど真ん中に、焼け爛ただれた華が芽吹いていた。


    　混乱が梯てい団だん全体を乱す。下方の海原を、黒い影が疾しつ駆くしていく。その後ろから、翼をもがれたベオイーグルが回転しながら墜おちていく。


    　影が旋せん回かいしつつ、機首を持ち上げる。すさまじいばかりの戦闘速度。


    　通信機から仲間たちの怒鳴り声が響く。


    『奇き襲しゆうされた、ヒルマンが食われた!!』『なんだいまのは、大たい砲ほうか!?』『あの変なやつだ、後ろにプロペラがついている!!』


    　レオの声が、騒ぎに割って入る。


    『散開しろ、上からやられた、雲の影にまだいるぞ!!』　


    「斑いか鳩るがです。わたしが追います」


    　イリアは翼を翻ひるがえし、ロールを打って海原を頭上に見上げ降下した。一撃離脱した「斑鳩」を追う。


    　清きよ顕あきかもしれない。


    　そんなことを一瞬考えて、即座に思考をはねのけ、空域を睨みつける。斑鳩は巧たくみに雲を利用して行方ゆくえをくらまそうとしている。上方では乱れた梯団のなかへ、新たな敵機が横合いから突っ込んできていた。


    『くそっ、雲が邪魔だ!!』『正面からも来るぞ、戦闘開始だ、迎え撃て!!』


    　味方の奇き襲しゆうが成功したのを受けて、この機を逃のがすまいと草薙航空隊がまっしぐらに空域へ駆かけ込んでくる。不意を打たれたヴォルテック航空隊は、戦闘隊形を整えきれない。


    『落ち着け、三機小隊を崩すな、敵は二機だ!!』


    　レオの指示が飛ぶ。不意打ちしてきた二機は思うさま陣じん形けいを搔かき乱し、雲に隠れて退避しようとしている。


    　イリアは唇くちびるを嚙かみしめてベオストライクのスロットをひらく。セントヴォルト海空軍最さい新しん鋭えい戦闘機はターボプロップの咆ほう哮こうを響かせ、逃げる斑鳩を猛追する。


    　折り重なる雲が斑鳩の尾部二重反転プロペラを覆おおい隠す。まるで雲が斑鳩に味方しているようないまの戦闘空域。いや違う、敵機が巧たくみなのだ。


    　もはや誰が乗っているのかは明らかだった。奇襲して仲間を墜おとしたのが清きよ顕あきであることを確信したと同時に、いきなり横合いから村むら雨さめが降ってきた。


    　二十ミリ機き銃じゆう弾だんが、イリアの鼻先へ注がれる。


    「……くっ……！」


    　清顕に気を取られ、全く気づかなかった。慌あわてて操縦桿かんを傾け、曳えい痕こん弾だんの弾流を逃れる。降下の勢いとともに下方へ突進した村雨は、しかし再び機首を持ち上げ、イリアを牽制する。清顕の機き影えいはもう雲の陰に消えてしまった。


    　──坂さか上がみの列機か。


    　次の瞬間、頭上から重い雷らい音おんが響いた。


    「!?」


    　天頂を見上げる。砕け散ったベオイーグルの破片が降ってくる。蛸たこの触しよく手しゆのように黒こく煙えんが伸びていき、その煙を裂さいて、斑いか鳩るがが尾部プロペラの凱がい歌かを響かせ上昇していく。


    「坂上……っ!!」


    　悔くやしさが頭ず蓋がいを焦こがす。慌てて機首を持ち上げる。しかし斑鳩はまたしても雲をついたてにして、悠々と追尾を引き剝はがしていく。さらなる混乱がヴォルテック航空隊を襲おそう。


    『なんだ、あの大たい砲ほうは!?』『レイエス、ウソだろ、返事してくれレイエス!!』


    　悲鳴と怒ど号ごうが交こう錯さくする。犠ぎ牲せいになったのはレイエスのようだ。かぐらにご執しゆう心しんでよくちょっかいを出していた彼が、清顕とも何度もばか話していた彼が、いま清顕の手で殺された。


    『黒ウサギのエンブレム、坂上だ!!』『野や郎ろう、やりやがった!!』『行くぞ、坂上を追え!!』


    　隊員たちはレイエスの仇かたき討ちとばかりに斑鳩を追跡しようとするが、レオが制する。


    『坂上とやりあうな、高高度で勝負したら負けだ、おまえたちは正面の敵をやれ!!　イリア!!』


    「はっ」


    『坂上を墜とせ!!　墜とせるのはおまえだけだ!!』


    「……はっ!!」


    　この命令がくだされることは、覚悟していた。敵エースを撃ち墜とさなければ、味方の被害は増える一方となる。いまこの空で斑鳩に勝てるのはベオストライクのみ。レオは全体の指揮を執とらねばならない以上、清顕を追い立て、撃ち墜とすのはイリアの仕事となる。


    　だが覚悟してきたはずなのに、操縦桿かんを握る手がわずかに震ふるえる。


    　イリアは無理やりに震えを抑え込み、自分に言い聞かせる。


    　──いまさらなにを迷う。


    　──わたしは人間ではない。機械は迷わない。


    　イリアは高高度へ逃げていく清顕へ、研ぎ澄ませた眼光を注ぎ、スロットルをひらく。


    　──斑鳩を墜とす。


    　雲を蹴け立たて、ベオストライクは上昇する。


    『正面、来ている!!』『イリア、任せた!!』『おれたちの相手は村むら雨さめだ、大した数じゃない、全部叩たたき墜おとせ!!』


    　通信のむこうで、プロペラの響きが高まった。見下ろしたなら、隊形を乱したヴォルテック航空隊の中心を、草くさ薙なぎ航空隊の三列縦じゆう陣じんが錐きりのごとく穿うがっていく。


    『くそっ、こいつら……!!』『油断するな、強い!!』


    　寡か兵へいが大軍を相手にするには、綻ほころびに飛び込んで傷口を押し広げるのが効果的だ。ヴォルテック航空隊に遜そん色しよくのない、いや、もしかしたら凌りよう駕がしているかもしれない草薙航空隊の編隊機動。


    　先ほどまでの一いつ糸し乱れぬ九十機編隊飛行は、もはや跡あと形かたも残らず消しよう滅めつしていた。


    　混乱し、慌あわてふためき、なすすべなく新たに三機が食われて黒こく煙えんを曳ひき墜ちていく。死に行ゆく仲間の名を呼ぶ絶叫が、再びスピーカーを震ふるわせる。


    『カレン!!　ショーティー!!』『やだ、ダメ、いかないでショーティー!!』


    　ルルとララの叫びだった。親友がふたり、やられたらしい。カレンもショーティーも、入隊以来ずっとイリアによくしてくれた素敵な女性飛空士だ。いつ果てるともない戦いの日々に疲れたときも、冗談を言ったりお菓子を作ったり買い物に誘ってくれたり、楽しい時間をともに過ごした。


    　しかし機械は涙など流さない。イリアは鋼はがね色の眼光を清きよ顕あきへ突き立てる。


    　──行くぞ、黒ウサギ。


    　ベオストライクの排気炎が、青く燃え立つ。


    　二重反転プロペラが、八枚の翅はねで大気を切り裂さく。


    　気高い鋼鉄の狼おおかみが、薄はく暮ぼの空に現出する。


    　白い牙きばを剝むく。雲を蹴立て天を翔かける。


    　切り裂かれた風が唸うなり、白はく狼ろうの後方に渦を巻く。


    　眼前に、黒ウサギの尻しつ尾ぽを見る。


    　二十ミリ機き銃じゆうの引き金へ指を掛ける。


    　引き絞ろうとしたそのとき──。


    　新たなる獣けものが、いきなり斜め上方から爪つめを振り下ろしてきた。


    「!?」


    　灼しやく熱ねつの曳えい痕こんが、眼前にある。


    　ロールを打って寸前でかわし、背後を振り返る。


    　斑いか鳩るが。一機。機首のエンブレムは。


    　──白びやつ虎こ。


    　斑鳩の搭乗席に、鋭するどい視線をイリアにむける飛空士がいた。前回、執しつ拗ようにイリアを追ってきた危険な相手だ。


    　おかげで黒ウサギを見失った。


    　頭上に海原を見上げ、まっしぐらに降下しながら、イリアは白虎の追尾を確認する。イリアとの勝負をお望みらしい。


    　──ならば、貴き様さまからだ。


    　二機の斑いか鳩るがを仕留めるのはイリアの仕事だ。完かん遂すいしたなら、空戦そのものの勝敗が決する。


    　狼おおかみの牙きばが、虎とらを指向する。地の代わりに断雲を蹴け立たて、八枚翅ばねの咆ほう哮こうをあげて、翼を海に対して立てた。執拗にイリアを狙ねらってくる虎の感情が、伝ってくる気がした。


    　──わたしが女だから、舐なめている。


    　先日手合わせしたときもそう感じた。イリアを嘲あざけるようななにかがこの虎にはある。


    　鋼鉄の狼の眼光が虎を射い貫ぬいた。


    　──わたしがここに来るまでに、どれほどのものを積み上げてきたかわかるか。


    　──腕の違いを思い知らせてやる……!!


    　猛追してくる白虎を従え、イリアはためらうことなく垂直旋せん回かい勝負を挑いどんだ。


    　──祈れ。貴様は二度と、地上に降り立つことはない。


    　イリアの背後にくらいつき、かさにかかって攻め立ててくる白虎へ、そんな音のない言葉を送った。


    



    



    　追ってきていたイリアの気配が、消えた。


    　上昇しつつ、清きよ顕あきは背後を振り返った。折り重なった断雲に遮さえぎられて、イリアの行方ゆくえは見えない。さっきリュウが横合いから降下していったから、おそらくイリアに攻撃したのだろう。


    　イリアがリュウの相手をしている間に、できるだけ敵陣を搔かき乱したい。


    　高度七千。追つい従じゆうしてくるものはない。できるものがいない。


    　機体を寝かせ、戦場を俯ふ瞰かんする。


    　この高みから鷹たかの眼光を注ぎ込み、次の獲え物ものを見定める。


    　敵陣を真っ二つに割った草くさ薙なぎ航空隊が、押し広げた傷口の内部から爆ばく散さんするかのごとく、三機小隊ごとに散って敵小隊へ格闘戦を挑いどんでいる。数百の断雲が戦闘空域に浮遊して、寡か勢せいにとっては格好の隠れ場だ。さすが精せい鋭えい中の精鋭らしく、草薙航空隊員は見事にこの障壁を利用して戦果をあげつつある。


    　戦場を観察し、敵機群を発見したと同時に、斑鳩の翼が翻ひるがえる。


    　空を滑り落ちる。跳ね上がろうとする機首を前のめりになって抑え込みながら、眼光は敵機の機体上部面に据すえたまま動かない。


    　教科書どおりの上方肉にく薄はく射しや撃げき。


    　三十七ミリ機関砲ほうが搭乗席に直撃し、敵機は翼を天空高くすっ飛ばして墜おちていく。


    　炎のなかに血の色を見た。敵飛空士は肉片も残さず砕け散っただろう。


    　血ち飛沫しぶきの傍かたわらをすり抜けながら、清きよ顕あきはかつての仲間の冥めい福ふくさえ祈らない。


    　──次。


    　鋼鉄の翼が戦闘空域を切り裂さく。


    　音もなく、雲のむこうを飛ぶベオイーグルへ二十ミリ機き銃じゆうが焼けた銃身を差しむける。


    　断雲もろとも、清顕は敵機を砕く。


    　爆ばく砕さいした破片のただなかを突破し急横転。


    　背後につけていたベオイーグルの機銃弾だんが、ロールの中心をすり抜ける。


    　フラップ半開。減速した清顕を、追尾していたベオイーグルが追い抜いてしまう。


    　フラップ収納。照しよう準じゆんの十じゆう字じ環かんに敵機の尾翼を見たと同時に、二十ミリ機銃弾の咆ほう哮こうが機内を震ふるわせる。


    　炎を吐き、くるくる舞いながら墜ちていくかつての仲間を一いつ顧こだにせず、清顕は凍いてついた眼まな差ざしをヴォルテック航空隊へ突き立てる。


    　──遅い。


    　──敵が止まって見える。


    　味方を追い回す敵三機小隊を同位高度に発見。スロットルをひらく。操縦桿かんを傾け、左フットバーを蹴けりつけて、緩ゆるく上昇しながら攻撃位置に占位する。


    　清顕に気づいた列機が、小隊長機を守ろうと我が身を挺ていして立ちはだかる。


    　清顕はためらうことなく二十ミリ機銃を列機へ注ぐ。


    　──同情するな。考えるな。想像するな。


    　爆ばく散さんした列機につづいて、残ったもうひとりの列機が身を挺する。


    　──ぼくは人間じゃない。機械を構成する鉄の一分子だ。


    　小隊長機は草くさ薙なぎ航空隊の村むら雨さめを狩ろうと、一心に照準器を覗のぞき込んでいるらしい。


    　二十ミリ機銃弾が、またしても哀れな列機の翼をもぎとる。


    　胴体と残った左翼を回転させながら墜ちていく列機を一いち瞥べつもせず、清顕は敵小隊長機との間合いを詰める。まだこちらに気づいていない。


    　──空から敵殺人機械を排除する。


    　醒さめた思考がそんな言葉をささやいたと同時に、三十七ミリ機関砲ほうがさらなる血ち飛沫しぶきを空域へ四散させる。


    『いいぞ、坂さか上がみ、助かった!!』『神がかってるぜ、すげえ戦果だ!!』


    　追われていた仲間からそんな声が届く。清顕はただ頷うなずいただけで返事もせず、再び機速を獲得し、上昇する。


    　戦場を見渡す。時間が経たつにつれ、ヴォルテック航空隊は統制のとれた編隊空戦を取り戻しつつある。三倍の数を生かし、孤立した草くさ薙なぎ航空隊員を複数機で取り囲んで確実に仕留めようとしている。


    　ずっと威勢のよかった通信に、徐々に悲鳴が混じりはじめた。


    『ダメだ、ユンファがやられた!!』『園その田だ、やめてくれ、いかないでくれ!!』『こちらギャルポ、エンジンに被ひ弾だん。これより体当たりします。みな、ご武運を』


    　清きよ顕あきは下方を見下ろした。カウリングから炎を噴き上げながら、一機の村むら雨さめがきりきり舞いながら敵ベオイーグルに体当たりするのが見えた。ギャルポだろう。いつも陽気で大食らいでみなに愛されていた十九歳の命が、空に飛散していった。


    　通信から悲痛な叫びがあがる。


    『悔くやしさは秘めろ!!　勝つんだ、死んでいった連中のために、絶対に勝つんだ!!』


    　マオロン隊長が血の叫びをあげる。清顕も応答を振り絞って、死んでいったものたちの名を胸に刻んだ。


    　リュウとイリアはまだ互いに嚙かみ合っている。なかなか決着がつかない。この隙すきにできるだけベオイーグルを片付けて、味方を楽にしたい。


    　敵味方が最も激しく嚙み合っている空域を、清顕は次の狩り場に選んだ。高度七千からダイブして、次なる目標を照しよう準じゆんに収めようとした、そのとき──。


    「……!!」


    　急降下する清顕の傍かたわらに、並走する機体がひとつ。


    　不意をつかれ、左側へ視線を流す。


    　ベオストライク。


    　機首に獅し子しのエンブレム。


    「……レオ隊長……!!」


    　搭乗席から清顕へむけて、レオは厳しい視線を送っていた。


    　並走しながら、清顕は左手をこめかみに持ち上げ、目線に覚悟を込めて敬礼を送る。


    　──あなたを尊敬しています、レオ隊長。


    　届くはずのない心の声を、敬礼に込めた。


    　レオは口の端だけで笑い、敬礼を返す。


    （勝負だ、坂さか上がみ）


    　そんなレオの声が、聞こえた気がした。


    　胸の奥が、熱く焼け爛ただれる。編隊空戦の意義を叩たたき込んでくれたひとを、囚とらわれた清顕とかぐらを救い出すために奔ほん走そうしてくれた大恩あるひとを、これからこの手で撃ち墜おとさねばならない。


    　けれど涙はいらない。


    　この空でこのひとと出会う覚悟は決めてきた。
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    　一切容よう赦しやない本気の勝負が、レオの恩に報むくいる唯ゆい一いつの手段だ。


    　──あなたと戦います。秋あき津つ連邦のサムライとして。


    　清きよ顕あきは下ろした左手を、スロットルに据すえた。


    　──誇り高いセントヴォルトの騎士と、全力で戦います。


    　凜りんとした眼光を、レオへ注ぎ込む。


    　レオも敬礼していた左手を戻す。そして清顕へ、セントヴォルト撃げき墜つい王おうとしての清せい冽れつな眼まな差ざしを突き立てる。


    （いい顔になった。それでこそおれの部下だ）


    　わずかな笑みが、厳しいレオの表情の奥にあった。後進を慈いつくしみ、育て、大きく羽ばたいていくすがたに喜びを感じる、粋いきな男の笑みだった。


    　しかし瞬時にして、その笑みは消える。


    （越えてみろ、空のサムライ）


    　代わりに現れたのは、天空の騎士としての矜きよう持じだ。


    （おまえにおれが墜おとせるか）


    　互いの気高さが、誇りが、ここに至るまで積み上げてきた鍛たん錬れんが、挟んだ空域にぶつかりあって火花を散らす。


    　ベオストライクの銀翼が、立ちこめた断雲を切り裂さく。


    　ふたりの間に、雲が覆おおいかぶさってくる。


    　清きよ顕あきは前方へ目を戻す。高度五千メートルあたりが、最も苛か烈れつな戦闘空域だ。


    　──レオ隊長を墜おとせば、趨すう勢せいを決められる……!!


    　勝敗の鍵かぎを握るのはベオストライクと斑いか鳩るがだ。ベオストライクさえ墜とせば、斑鳩は一いつ騎き当とう千せんの戦闘能力を雑兵に対して発揮できる。


    　水蒸気の飛沫しぶきを蹴け立たて、レオの行方ゆくえを見定める。断雲のついたてを利用して、レオはすっかり清顕から身を隠していた。


    　──いいや、いる。


    　──雲に隠れ、こちらを見ている……！


    　直感がそう告げる。空域から微弱な電流が伝い、こめかみが痙けい攣れんする。


    　さっき、レオは清顕の左側にいた。だから自然に、左の空域にベオストライクの機き影えいを求めていたが、それがブラフだったとしたら……。


    　──右……っ!!


    　右に顔をむけた瞬間、断雲を真っ二つに裂さいて曳えい痕こん弾だんの濁だく流りゆうが清顕目がけて襲おそいくる。


    「くっ……!!」


    　慌あわてて操縦桿かんを倒し、間かん一いつ髪ぱつで回避する。


    　真っ白なかすみのむこうから、天空の獅し子しが躍おどり出る。


    　ロールしながら逃げる清顕へ、同じ航跡のロールを描えがいて食らいつく。


    　振り上げた爪つめが、空間を鉤かぎ裂ざく。


    　二十ミリ機き銃じゆう弾だんの弾流は、容よう赦しやなく清顕の搭乗席を目がけて注がれる。


    「ぬっ……!!」


    　奥歯を嚙かみしめ、フットバーを蹴けりつける。すれすれでなんとかかわしたが、完全に尻しりに食いつかれた格好だ。


    　──負けられない。ぼくが負けたらまた街が焼しよう夷い弾で焼かれる。


    　おのれを駆かり立て、一度背後を振り返って、スロットルをひらき、レオを引き剝はがしにかかる。


    　──弾だん丸がんになれ。感情を持たない弾丸に……!!


    　翼を翻ひるがえし、縦の旋せん回かいに入る。レオの追尾を確認した清顕の視界の端に、一瞬、同じ高度を縦旋回するもう一機の斑鳩が映り込んだ。


    　──リュウ。


    　同じ旋回軌き道どうに、リュウを追尾するイリアのすがたも見える。どうやらむこうも縦旋回勝負で雌し雄ゆうを決する途上らしい。同じ戦闘空域での斑鳩とベオストライクのこの勝負が、空戦の行方ゆくえを決定づけるのは明らかだ。


    　──負けるな、リュウ……!!


    　天頂を目がけて駆かけ上がりながら、清きよ顕あきは気に入らない同僚を応援した。仲は悪いがしかしリュウと共に斑いか鳩るがに乗って模も擬ぎ空戦に明け暮れたことが、自分の技量を押し上げてくれたのも事実だ。どんなに意地が悪くても、リュウは清顕の戦友だった。


    　──勝とう。この戦いに、勝とう……!!


    　渾こん身しんの祈りを戦友に送り届けて、清顕は自分の戦いへと意識を戻した。


    



    



    　この女は、いったいなんだ。　


    　油断すれば意識が飛ぶほどの強烈なＧに耐えながら、リュウ・ウォンは思わずそんな呻うめきをあげた。いくら縦旋回で強力な荷か重じゆうを浴びせようが、上下左右の細やかな空戦機動で翻ほん弄ろうしようが、全く意に介さない。当たり前のようにリュウが繰り出す芸術品のような航跡をなぞり、あろうことか距離を詰めてくる。


    　──おれより巧うまいというのか。


    　この境地に至るまでに、誰よりも血を流してきた。鍛たん錬れんに明け暮れてきた。寝ても覚めても空戦のことを考え、昼間の星が見えるほどに視力を鍛きたえ上げ、幾多の実戦を生き抜いて十数種類の戦技を体得した。


    　斑鳩に乗ったいま、おれについてこられるものはいない。


    　そう思っていた。だが白はく狼ろうは、この華きや奢しやな女は、血と汗と涙の果てにたどり着いた現在のリュウの境地へ、当たり前の顔で踏み入ってくる。


    　いや──それどころか、凌りよう駕がしてくる。


    「なんなんだ、おまえは……っ!!」


    　縦旋回を打ちつつ、リュウは白狼との距離が徐々に詰まっていることに気づく。


    　千分の一ミリほどの操縦桿かんのわずかな傾きが、上昇時のスロットルの加減が、風を読み、機体の構造限界を見極める操縦の繊せん細さいさが、時間が経たつほどに大きなひらきとなってこの空に現れる。その結果、白狼はゆっくりとこちらの背後へ確実に忍び寄ってきている。必ひつ中ちゆうの距離へ寄せようとしている。


    　ありえない。


    　──おれの腕が、おまえに劣おとるというのか。


    　唇くちびるから、血がにじんだ。嚙かみしめた奥歯が砕けそうだ。これまで積み上げてきたすべての努力を否定されるような、無む慈じ悲ひな裁さい定ていがこれからくだされようとしている。


    　──負けない。負けないぞ。負けるものか……!!


    　あの女もいま搭乗席で苦しんでいるはずだ。呼吸もできず、絶えずＧに圧迫されて目を血走らせ、早く諦あきらめてくれと祈りながら操縦桿かんを握っているはず。苦しいのはおれだけじゃない。苦しみに負けて、操縦の繊せん細さいさを失ったほうが負けるのだ。


    　遮風板のむこうに、海と空が交互に現れては消えていく。


    　いつのまにか、夕焼けの色が出ていることにリュウは気づいた。


    　優しい茜あかね色の光のなかに、突然、箕み鄕さとで帰りを待つ妻の顔が浮かんだ。


    　──リーリン。


    　大きなおなかを抱えて、寂しそうな表情で我が家の戸口に佇たたずみ、休暇を終えて軍務に戻ろうとするリュウを見送ったときの表情。


    　なぜそんなものがいまこのときに思い起こされるのか、リュウにはわからない。


    （赤ちゃんの顔を、見てあげてね）


    　かすれた切ない声まで、耳元によぎった。


    　必ず帰るさ。子どもに顔も見せずに、死ねるわけがない。安心しろ。この空ではおれは誰にも負けない。箕鄕の空はおれが守る。


    　妻に投げたそんな言葉まで、なぜかいま、耳元にありありと甦よみがえる。


    　──なにを考えているんだ、おれは。


    　交互に入れ替わる茜色の空と、まだ深い群青色の海原をスクリーンにして、リーリンの泣きそうな笑みがリュウの視界に覆おおいかぶさった。


    　そのとき背後から、獣けものの唸うなりが伝った。


    　振り返る。


    　いつのまにか白はく狼ろうが必ひつ中ちゆうの距離にまで寄せていた。まるで一跳躍で必殺の距離に詰める古いにしえの剣士のごとき空戦機動。


    　──そうか。


    　リュウはようやく、自分に起きている現象の意味を知った。


    　──おれは死ぬのか。


    　それを悟り、通信機へ伝える。


    「坂さか上がみ、すまん」


    　リュウが唯ゆい一いつ、その腕を認めた相手に、あとを託した。


    「箕鄕を守ってくれ」


    　箕鄕でおれの帰りを待つ妻を、守ってくれ。


    　最後の祈りとともに、リュウの身体からだは二十ミリ機き銃じゆう弾だんの濁だく流りゆうに呑のみ込まれ、斑いか鳩るがと一緒に粉々に砕けて蒼そう穹きゆうを舞った。


    



    



    　さっきまで斑鳩だった炎の華を視認した瞬間、通信機から仲間たちの快かい哉さいが届く。


    『斑鳩を仕留めた!!』『さっすがイリア、最高ーっ!!』『イリア、こっちへ来てくれ、おまえがいたら百ひやく人にん力りきだ!!』


    　操縦桿かんを倒し、戦場の様子を眺め渡す。


    　清きよ顕あきの奇き襲しゆうを受けて一いつ旦たんは混乱したが、時間とともに落ち着きを取り戻しつつある。さすがに幾多の決戦を制してきたヴォルテック航空隊員だけに、統制の取れた編隊空戦ができさえすれば、そうそう後れは取らない。しかし草くさ薙なぎ航空隊もここを死地と決めているのか、寡か勢せいでありながらひるむことなく立ちむかってくる。


    　視認できるところで、レオと清顕が縦旋せん回かい勝負に入っていた。ルルとララが縦旋回を円心に置いて横に旋回しながら、清顕の隙すきを窺うかがっている。双子の飛空士はレオのためなら、お気に入りの清顕相手でも引き金を引く優秀な下士官だ。


    「ルルさん、ララさん、坂さか上がみの相手はお願いします」


    『おっけー』『かわいそうだけど撃ち墜おとしちゃうよー』


    「なにかあったら呼んでください」


    　頼んでから、敵味方が最も激しく入り乱れている空域へと機首をむけた。いまだ互角の様相だが、いまあの空域へベオストライクが飛び込んだなら、趨すう勢せいは一気にこちらへ傾くだろう。


    　深く息をついて、いまの勝負で荒れた呼吸を整え、イリアはスロットルをひらく。


    　加速をつけてから上昇し、まさに白はく狼ろうの身のこなしで不ふ可か視しの坂を駆かけ上がると、高度七千から戦闘空域を俯ふ瞰かんして、次の獲え物ものを見定める。


    　できるだけ強いものを、一撃離脱で倒したい。


    　雲の使い方、俊しゆん敏びんさ、追い方、追われ方、射しや撃げきの精度……高高度から慎重に敵機の空戦機動を見極めて、最も巧うまい相手を見つけた。


    　爛らんと瞳ひとみを燃え立たせ、獲物を目がけてイリアは一気に降下する。


    　機体上部面がみるみるうちに大きくなる。獲物はきっと、自分になにが起きたか知ることなく爆ばく砕さいするだろう……。


    



    



    「リュウがやられた!!　坂上、まだ片付けられないのか!?」


    　マオロン隊長は通信機へ怒鳴る。返事はない。縦旋せん回かい勝負のまっただなかでは返事もできないことはわかっているが、急せかさずにいられない。リュウを仕留めた白狼は、煙のごとくいずこへか消え去ってしまった。


    　しかし消えるわけがない。空域のどこかに隠れてこちらの様子を窺うかがっている。舌なめずりをしながら、次の獲え物ものを品定めしているはず。


    　怖おじ気けを振り払い、声を嗄からす。


    「正しよう念ねん場ば!!　この日のために訓練してきたことを忘れるな!!　秋あき津つ魂だましいを思い知らせてやれ!!」


    　仲間を叱しつ咤た激げき励れいしながら、マオロンは追われている味方を発見し、掩えん護ごするためスロットルをひらく。今日きようの撃げき墜つい数すうはすでに六機。個人としてこれまでで最大の戦果だ。しかし機体は穴だらけ、そこかしこから煙を噴いている。


    　──墜おちるわけにいくか。おれが墜ちたらすべて終わりだ。


    　マオロンはおのれの魂を鼓こ舞ぶする。逃げる味方の機き影えいがだんだん大きくなって、追尾するベオイーグルの脇わき腹ばらが間近に迫ったそのときなぜか、央州で暮らす家族の顔が浮かんだ。


    「…………!?」


    　なぜそんなものがいまこの空域に現れるのか、意味がわからない。


    　年老いた母親と、慣れない畑仕事にくたびれた妻と、瘦やせた五人の子どもが並んでマオロンを見送っていた。この間の休暇で帰省したときの光景だった。


    　満足に食わせてやれなくてすまんなあ。軍ぐん札さつが金になればいいんだが。戦争が終わったらおれも畑で働くよ。操縦桿かんの代わりに鍬くわを持ってさ。おまえたちがもういいって言うまで、腹いっぱい食わせてやる。そのときまで我慢してくれ。またすぐに帰ってくるから。


    　自分に取りすがって泣く、あばら骨の浮き出た子どもの頭を撫なでながら、別れ際に告げた言葉まで耳元に甦よみがえる。


    　自分に起きている現象の意味が、理解できない。


    『隊長、うえっっ!!』


    　いきなり通信機から、かぐらの絶叫が響いた。


    「!?」


    　天頂を見上げる。


    　茜あかね色の空を穿うがち、まっしぐらに自分を目がけ降下してくる、白はく狼ろうの牙きば。


    　──ああ、そうか。


    　マオロンは現象の意味を悟った。


    「家族へ、すま」


    　通信機を通じて隊員たちへ託そうとした別れの言葉は、無む慈じ悲ひな二十ミリ機き銃じゆう弾だんの咆ほう哮こうによって遮さえぎられた。


    　白狼はマオロン機の胴体を食い破り、一瞬にして紅ぐ蓮れんの火か球きゆうに変えさると、風かざ切きりの音を高くあげて次なる獲え物ものの群れへと突っ込んでいった。


    



    



    『隊長!!　隊長っっ!!』『隊長がやられた、白狼に食われた!!』『取り乱すな、落ち着け、紫むらさき、おまえが指揮を執るんだっ』『清きよ顕あきくん、頼む、あとはきみだけが頼りだ!!』


    　草くさ薙なぎ航空隊の仲間たちの叫び声を片耳で聞きながら、清顕は喉のど仏ぼとけも露あらわに後ろ上方を仰あおぎ見て、血走った両目を追尾してくるレオへとむけていた。


    　──リュウ。マオロン隊長。必ず、仇かたきは取ります。


    『白狼を止められない!!　みんなあいつに食われちまう!!』『白狼に狙ねらわれたら逃げろ、正面から相手するなっ』『くそっ、またやられた、ひとりで何機墜おとしているんだ!?』


    　混乱した仲間の声が次々に通信機を震ふるわせる。あのイリアがベオストライクを駆かったなら、いくら草くさ薙なぎ航空隊員が精せい鋭えい中の精鋭だろうと対処できるものではない。地上ではあれほど可か憐れんなイリアが、この空では獰どう猛もうな狼おおかみとなって哀れな羊を一方的に葬ほうむっている。


    　──イリアに勝てるのは、ぼくだけだ。


    　──だから一刻も早く、レオ隊長を仕留めなければ……!!


    　苦しくて仕方ない。それに、先ほどから縦旋せん回かいの周辺を飛び回る二機が気になって仕方ない。


    　おそらくルルとララだろう。レオに気を取られている清きよ顕あきの隙すきを窺うかがっているのだ。


    　双子の飛空士は地上では明るく能天気でいい加減だが、空での恐ろしさは清顕も身に沁しみてわかっている。心が通いあったふたりの連れん繫けいに狙われたなら、並の飛空士では生きて戻れない。ふたり合わせての撃げき墜つい数すうは、清顕がいた当時で六十七機。ふたりが一緒になったなら、レオより上の成績を残していた。


    『掩えん護ごするよ、清顕くん……』『いま行きます、少しよう尉いどのっ!!』


    　かぐらとダムバゾリクの声が届いた。双子を牽けん制せいしてくれるようだ。


    　返事もできず、清顕は縦の荷か重じゆうに耐える。内臓の軋きしむ音が聞こえてくる。肉体を構成するすべての細さい胞ぼうが酸さん素そを求めて悲鳴をあげる。しかし音ねを上げたほうが負けだ。耐えて耐えて耐え抜くしかない。


    　──強い……!!


    　さすがにセントヴォルト海空軍の撃墜王だ。これまでの相手ならとっくに墜ちているはずだが、尋じん常じようでなく粘る。


    　──隊長の身体からだは強い。ぼくよりも、遙はるかに……。


    　いかにも屈くつ強きようそうなレオの体格を思い出した。耐久力勝負では不利ではないか。技術の勝負に持ち込むべきでは……。


    　弱気の虫が顔を出した一瞬、狙い澄ました十じゆう字じ砲ほう火かが左右斜め上方から降ってきた。


    「ぐ……っ!!」


    　これから天頂を目がけ駆かけ上がろうとした目の前に、曳えい痕こん弾だんの障壁が二筋、×字型に形成される。


    　身をひねる。ガガっ、と被ひ弾だん音おんが胴体部に響く。何発か貫かん通つう弾があった。危険すぎる一撃をなんとかかわした清顕の背後に、レオが素早く占位する。


    「くそっ……!!」


    　まずい。ヴォルテック航空隊らしい、さすがの連れん繫けいだ。いまの十じゆう字じ砲ほう火かは、ルルとララの仕し業わざだろう。地上ではあれほど無む邪じや気きなふたりが、空中では容よう赦しやなく死に神の鎌かまを見舞ってくる。


    　それも仕方ない。ふたりだって仲間のために戦っているのだ。ヴォルテック航空隊でともに戦っていたころ、味方が墜ちるたびにいつもルルとララは泣きそうな声で散さん華げしたものの名前を呼んでいた。戦災孤児だったふたりは、ヴォルテック航空隊の隊員たちを家族のように思っているから、家族に危害を加えるものはたとえ相手が清きよ顕あきやかぐらだろうと本気の射しや弾だんを射かけてくる。


    　──ぼくだって、同じだ。


    　守るべきものは箕み鄕さとの空。市民たちの生命をこの翼の背後に背負っている。もう二度と、あんな川かわ面もを見たくない。


    　ならば天空の戦士として堂々と渡り合うまで。


    　たとえ相手がレオやルルやララであろうとも。


    「ダムバ、かぐらさん、双子を牽けん制せいしてください……!!」


    　レオに追われながら頼む。ふたりの応を確認してから、追尾を引き剝はがすために雲から雲へ次々に突っ込んでこちらの行ゆく先を幻げん惑わくする。しかしレオは諦あきらめてくれない。どれほどに雲を割っても、振り返ったなら獅し子しのエンブレムが背後にある。


    　打開策がないまま、逃げて逃げて逃げ抜く。可能な限りに蛇だ行こうして、空戦している群れのなかに突っ込み、複雑な半円をいくつも空中に描えがき出す。


    　墜おちていく敵味方の飛空機を利用して、激突すれすれのところで回避する。桿かんさばきひとつ間違えれば墜つい死し必ひつ至しの危険な飛行だが、追うほうにも同等以上の負担を強いる。散華の炎からあがった黒こく煙えんも、追尾を振り切るための立派なついたてになる。戦場に存在するあらゆるものを利用して、清顕は逃げる。


    　先頭を清顕が行き、レオがつづき、ルルとララがその左右を守っている背後から、ダムバゾリクとかぐらが追つい従じゆうしている。清顕は常人であれば気を失うような複雑な航跡をあえて描き、かぐらの背後に占位することを狙ねらった。


    『取った……!!　掩えん護ごします!!』


    　歓喜の声とともに、ダムバゾリクがレオに対して射弾を注いだ。レオはフットバーを蹴けりつけて退避するが、後ろ上方に食らいついたダムバゾリクは清顕を逃がすために執しつ拗ように射弾する。隙すきをつかれたルルとララがダムバゾリクに取り憑ついて牽制の銃じゆう撃げきを見舞うが、今度は双子の後ろからかぐらが二十ミリ機き銃じゆう弾を注いでくる。


    「よくやった、ダムバ……!!」


    　頼もしい列機に称賛を送り、清顕はついにレオの追尾を引き剝はがして上昇をはじめた。下方で敵味方の五機が入り乱れるさまを一瞬にして把握し、レオのベオストライクを見定める。


    　視認した瞬間、フルスロットルで上方から迫る。


    　照しよう準じゆんのなかに膨ふくれあがる、ベオストライクの機体上部面。


    　──レオ隊長。


    　あふれ出そうな涙を、かろうじてこらえた。もはや自分は人間ではなく鋼鉄であり弾だん丸がんなのだから、涙などもつはずがない。


    　──父とアクメド師と、あなたが、ぼくの師です。


    　それだけ告げて、胴体部を狙ねらい、二十ミリ機き銃じゆう弾だんの引き金を引いた。


    　夕焼けの空を裂さいて、真っ赤かな濁だく流りゆうが降り注ぎ──。


    　ベオストライクの右翼が吹き飛ぶ。


    　レオの機体は胴体を軸じくにして回転し、構造限界を迎えた左翼がもげて、胴体だけになって雲の彼方かなたへ消えて行った。


    『やった、ベオストライクを墜おとした!!』『見事です、少しよう尉いどの!!』『清きよ顕あきくん、双子も頼む……!!』


    　通信が歓喜に湧わく。


    　胴体を狙ったが、レオは射しや弾だんに気づきとっさに回避したらしい。レオが無事に機体から逃のがれ出て落らつ下か傘さん降下していることを祈りながら、清顕は機首を返して上方を見上げ、ダムバゾリクとかぐらが双子に追われているさまを視認した。


    　スロットルをひらき、双子の下腹を目がけて空を駆かけ上がる。双子はレオが墜ちたことに混乱し、我を忘れているのか、ダムバゾリクに対して怒りの機銃弾を空が焼けるほどに射かけつづける。


    　──ルルさん。ララさん。


    　感傷に沈むヒマは、ここにはない。それはわかっているけれど、あの砂浜で見た双子の無む邪じや気きな笑え顔がおがどうしても浮かんでしまう。


    　清顕の二十ミリ機銃が、双子のひとりの翼を破壊した。


    　機体がぐらりと体勢を崩し、そのまま力なく錐きりもみしながら落下していく。


    　落下傘の華がひらくか確認したかったが、残ったひとりが許してくれない。


    　肉体の半身をもがれたように、双子の生き残りが清顕に機首をむけて、猛烈な銃撃を見舞ってくる。きっと搭乗席で半狂乱になっているに違いない。ルルだろうか。ララだろうか。どちらか判じるすべもないが、清顕は上昇しながら軸じく線せんを外し、とどめを列機に委ゆだねる。


    　振り返った視線の先で、かぐらの銃撃が双子の翼をもぎとった。


    　ルルもしくはララは、自みずからの半身をなぞるように、似た軌き道どうで錐きりもみしながら下方に漂ただよう層雲に突っ込み、見えなくなった。


    　──感傷は捨てろ。感情もいらない。ぼくはもう、人間ではない。


    　こみ上げてくる痛みと悲しみを、無理やりにねじ伏せる。


    　──弾だん丸がんは、泣かない。


    　押しひらいた目を、戦闘空域へ差しむける。


    『坂さか上がみ、頼む、白はく狼ろうが強すぎる……!!』『味方がみんなあいつにやられる、早く来てくれ……!!』


    　仲間たちの懇こん願がんが通信を震ふるわせる。どんなに技術と経験を振り絞ろうが、束になって取り囲もうが、村むら雨さめではベオストライクに勝てない。


    　残るベオストライクは一機。


    　こちらも斑いか鳩るがは一機のみ。


    　──やはり、こうなるのか。


    　清きよ顕あきはおのれの覚悟を確認する。


    　ことここに至るまでに、何度も何度もおのれの意識へ、その覚悟を擦すり込んできた。


    　もう迷わない。


    　──イリアを墜おとす。


    　翼が、茜あかね色の日差しをはじく。


    　──待っていろ、イリア。


    　──きみと決着をつける……!!


    　人間性を捨て去り、鋼鉄の弾だん丸がんとなった清顕は、戦闘空域に愛いとおしい白はく狼ろうのすがたを求めて上昇を開始した……。


    



    



    　通信からの絶叫が、いま戦闘空域でなにが起きているのか教えてくれる。


    『レオ隊長!!　そんなバカな、ウソだと言ってください、レオ隊長っ!!』『隊長は無事か、機体はどこへ行った!?』『わからない、ルルとララもやられた!!』『ちくしょう!!　ちくしょう!!　ちくしょう!!』『やったのは黒ウサギだ、坂さか上がみを逃がすな!!』『あの野や郎ろう、絶対許さねえ、撃ち墜としてやる!!』


    　イリアは胃の底からこみ上げてくる感情の塊かたまりを、かろうじて呑のみ込んだ。


    　レオが墜ちた。ルルとララも墜ちた。


    　イリアは下方を見やった。範囲の広い層雲が海原を隠していて、落らつ下か傘さんの有う無むが視認できない。機体から脱出しさえすれば、海面へ落下傘降下して、味方の飛空艇や小艦艇、潜水艦に拾い上げてもらえるのだが。


    　無事を祈ってから、イリアは顔を上げた。


    　空戦場に、仲間を思って泣きわめく時間はない。それは地上に戻ってからだ。いまこの空に翼を広げるものがやるべきことは、ただ敵を墜とすこと、それのみ。


    『頼むぜイリア、おまえがエースだ!!』『掩えん護ごは任せろ、おまえは撃げき墜ついだけに専念してくれ!!』


    　仲間たちの励ましの声が届く。イリアは強く頷うなずく。


    「はい。掩護頼みます」


    　頼もしい家族たちが背後を守ってくれる。だからわたしは撃墜することだけを考えるんだ。


    　空を見晴らす。西の空は死んでいった飛空士たちの血の色のごとき、深しん紅くの夕焼けだった。もう三十分もすれば、視界が闇やみに閉ざされる。決着をつけなければならない。


    　──草くさ薙なぎ航空隊を、壊かい滅めつさせる。


    　エースの眼光が空域を射い貫ぬく。残存する草くさ薙なぎ航空隊は二十機弱。ヴォルテック航空隊は五十数機がまだ生きている。これから数の格差はひらいていくだろう。時間が経たつほど寡か勢せいは損害が増えていき、多勢は損害を受けにくくなる。決着の時間帯に差しかかっている。こちらの勝ちは動くまい。


    　だがしかし、この状況を覆くつがえしうる、唯ゆい一いつの変数が敵のなかにいる。


    　それはいま、雲に紛まぎれて接近してきている。


    　視認しなくてもわかる。戦闘空域全体が「彼」の発する異常な戦闘能力に共鳴し、凍いてついた緊張を帯びている。


    　先ほどから立てつづけに墜おちていく味方は、すべて「彼」に仕留められている。数の不利など意にも介さず、まるで止まった的を射貫くような気安さで、ヴォルテック航空隊の精せい鋭えいを次々と海原に叩たたき込む恐るべき敵機。これまで被ひ撃げき墜ついが一度もないレオとルルとララを、ほとんど問題にせずに撃墜してしまった超一流の敵エース。


    　──坂さか上がみ。


    　──いや……黒ウサギ。


    　──きみを放置すれば、わたしの仲間が食われる……！


    　イリアは心を研ぎ澄ます。


    　個人的感情をすべてぬぐい去る。


    　一いつ塊かいの戦闘機械となって、空域へ知覚の網あみを張る。


    　空に選ばれた飛空士のみがもつ、人間の感覚を凌りよう駕がした「第六感」とも呼ばれる不ふ可か視しの触しよつ覚かく。雲に遮さえぎられて見えない空域へ、イリアは全神経を注ぎ込み、常人に見えない隠れた敵を看かん破ぱする。


    　恐るべき黒ウサギを、決戦の空に探し求める。


    　空の一角──高度五千五百をすさまじい高速でこちらにむかってくるわずかな影を、イリアの感覚が摑つかんだ。


    　高度六千二百に占位していたイリアは、ぐるりとそちらへ首を回す。


    　雲の立ちこめた領域だ。夕焼けの色はわずかに雲の間かん隙げきにたなびくのみ。


    　雲のほうが多い。だが、しかし、いる。明らかな戦闘速度でこちらへ急迫してくる脅きよう威いが、びりびりとイリアの肌はだに伝う。


    　──居場所が、わかる。


    　イリアの瞳ひとみが、彩度を失う。


    　代わりに鈍にび色いろの冷えた炎が宿る。


    　ベオストライクを構成する鉄の一部となり、イリアは西北西の空を見下ろし、雲の隙すき間まから飛び出してくる獲え物ものを待ち受ける。


    　二十ミリ機き銃じゆうの引き金へ、指をかける。


    　──きみにわたしがわかるか。


    　見み据すえた雲の皮ひ膜まくが、うっすらと黒くにじんだ。


    　プロペラの猛たける音が、皮膜のむこうから届く。


    　気流が雲を押し流す。立ちこめた雲が急速に晴れていき、暗い洞どう窟くつのような雲の間かん隙げきを裂さいて、いきなり黒ウサギがイリアの目の前に飛び込んで来た。


    　同時に、二十ミリ機き銃じゆう弾だんを黒ウサギの面前に注ぎ込む。


    　必ひつ中ちゆうの一撃。


    　焼け爛ただれた白はく狼ろうの牙きばが、黒ウサギの喉のど首くびを食いちぎる──。


    　はずだが、黒ウサギは横っ跳びで必殺の射しや弾だんをかわし、白狼の左横をすり抜けて、乱戦を目がけて駆かけ込んでいく。


    　──感じている……!!


    　イリアは後方を振り返り、それを確信する。


    　イリアが清きよ顕あきの存在を感知したように、清顕もイリアの存在を感知し、待ち伏せを読み切って、必中の反航射撃をかわしてみせた。


    　イリアの全身が、経験したことのない感情の波にさらされ、ぞくぞくと震ふるえる。


    『また斑いか鳩るがだ、イリア、なんとかしてくれ!!』『坂さか上がみを止めろ、イリア、みんなこいつにやられるんだ!!』


    　通信機に悲鳴が交こう錯さくする。イリアはベオストライクを急旋せん回かいさせて、清顕が消えていった空域へ機首をむける。まだ胸の鼓こ動どうがやまないが、それを押し隠して戦闘空域へ翼を広げる。


    「いま行きます。黒ウサギを仕留めます」


    　通信機へ、そう呼びかけた。


    「黒ウサギからは逃げてください。必ずわたしが墜おとします……」


    　イリアは乱戦のただなかへ舞い戻る。そして敵味方が激しく嚙かみ合う空域に斑鳩の翼を探し求める……。


    



    



    「はあ、はあ、はあ……!!」


    　荒く息をつきながら、清顕は今日きよう、十三機目の敵機を照しよう準じゆんに収め、二十ミリ機銃弾を注ぎ込んだ。


    　爆ばく砕さいをはた目で確認し、フットバーを蹴けりつける。追尾してきた敵機に、ダムバゾリクが食らいつく。かぐらが見えない。もしや墜ちたのか。


    「かぐらさんは……!?」


    『紫むらさきは全体の指揮を執とっている！　指揮権四位まで全員死んじまった!!』


    「了解……!!」


    　マオロン隊長をはじめ、士官飛空士が狙ねらわれているようだ。指揮権五位のかぐらが編隊の指揮を執とるなどと、非常な劣れつ勢せいであることは明らかだった。


    　乱戦のさなかへ目を走らせる。


    　ベオイーグルはもはや、清きよ顕あきにむかってこない。


    　正面からやりあえば墜おとされることに気づいている。海を割る聖者のごとく、清顕の行く道から敵機が逃げていく。


    　もちろん、ただ逃げているわけではない。


    　彼らは待っているのだ。斑いか鳩るがを墜とせる唯ゆい一いつの機体を。


    　超一流のエース……白はく狼ろうを。


    　清顕は雲を裂さいて上昇する。天頂に星が見えた。西の空にたなびく層雲が、真っ赤かに焼けた空を背景にして黒くたなびいている。もうじき夜が来る。有視界戦闘の限界が迫る。


    　──イリア。きみの存在がわかる。


    　清顕の知覚が、こちらへ猛進してくる脅きよう威いを感じ取る。


    　先ほど、雲のむこうで待ち受けるイリアを、理屈を超えた感覚で察知したのと同じように。


    　水蒸気の尾を曳ひいて、清顕は高度七千にまで上りつめた。


    　この高度には雲がなく、西の残照のおかげで互いの機体が視認できる。


    　村むら雨さめもベオイーグルも入ってこられない高高度。空の色は清せい澄ちような紅くれない。天頂の星たちが、深遠な静寂をまとい清顕を見守っている。


    　これ以上ない、一騎討ちの舞台だ。


    　──ここで待とう。イリアが来るのを。


    　静かな面おも持もちで、清顕は旋せん回かいしながら「恋人」の訪れを待った。


    　西の空には、鮮あざやかな夕焼けがたなびいていた。折り重なった層雲の隙すき間まに、焼け残った青がまだ薄くにじんでいて、青と紫むらさきと紅の複雑な陰影は海原に映り込んでいた。


    　夕焼けのなかにまた、在ありし日のイリアの笑みが思い出されてしまう。


    　はじめてエアハント島でデートしたとき、展望台で見た笑え顔がおだった。


    　あの笑みに、胸の中心を射い貫ぬかれたことをまだ覚えている。


    　澄み切った高空の静けさが、そんな甘い感傷を胸に持ち運んでくる。


    　清顕は首を振って、戦場にふさわしくないものを払い落とした。


    　人間性も感情もなにもかも捨ててこの空にたどり着いた。


    　いまここにいる自分は、空から敵機を排除する、ただの殺人機械だ。


    　ほどなく──。


    　雲が裂けた。


    　翼端から水蒸気の筋を曳ひきながら、白狼は紅の空を背景にして、清顕の前に現れた。


    　高度七千を旋せん回かいする清顕を視認し、同じ高度まで慎重に上りつめる。


    　水平距離一千メートルを置いて、黒ウサギと白はく狼ろうはまるで模も擬ぎ空戦の開始を待つかのようにゆったりと同じ方向に旋せん回かいをはじめた。


    　清きよ顕あきは鋼鉄の眼まな差ざしを、彼方かなたのイリアに注いだ。


    　イリアも搭乗席から、同じ右旋回を打ちながら冷たく研ぎ澄ませた目線を送ってきている。


    　自分たちのやるべきことは、もう悟っていた。


    　思えば、はじめからこういう運命だったのだろう。


    　守るべきものを背負って、互いに駆かけてきた道がこうして交こう叉さし、逃げ道もない。


    　だからこの先は、もう人間としてのすべてを捨て去って。


    　空から敵を排除する戦闘機械の一部分となって。


    　白狼を、仕留めよう。


    　味方を次々と撃ち墜おとし、箕み鄕さとへ爆ばく弾だんの雨を降らせて、罪もないひとびとを焼き殺す敵の先兵を、この手で撃ち墜とさねば。


    　──行くぞ、白狼。


    　眼差しだけで、そう呼びかける。


    　──おまえを墜とす、黒ウサギ。


    　イリアの返事が、聞こえた気がした。


    　翼端を、白狼が切った。


    　その瞬間、清顕は操縦桿かんを倒し、スロットルをひらき、猛然と白狼の尾部を目がけ襲おそいかかる。


    　白狼もまた翼端を切った一刹せつ那な、獣けものが跳躍するかのごとく、一気に距離を詰めてくる。


    　清顕の眼光が、白狼の額ひたいに突き立つ。


    　互いを左斜め前方に見み据すえて、機体を三十度ほど傾け、躊ちゆう躇ちよなく急速に接近する。


    　開幕とほぼ同時の反航勝負。


    　照しよう準じゆんにイリアを収める。


    　イリアもまっすぐにこちらを目指し、清顕を照準に収める。


    　一瞬にして射しや撃げき距離に入る。


    　──ためらったほうが、死ぬ。


    　清顕はイリアを目がけ、二十ミリ機き銃じゆう弾だんを注ぎ込む。


    　同時にイリアも清顕へ、真っ赤かな曳えい痕こん弾だんのブーケを投げかける。


    　機体をひねり、互いの射弾をかわす。


    　お互いの決意に噓偽いつわりがないことは、いまの一撃で互いに知れた。


    　一切容よう赦しやなく、敵の肉体を挽ひき肉に変える覚悟が清顕にもイリアにもある。


    　ぎりっ、と清顕は内面の痛みに耐える。


    　覚悟していたはずの痛みだ。いまさら騒ぐものではない。


    　しかし肉体の痛みよりも数千倍、数万倍に匹ひつ敵てきする心の痛みに、魂たましいが泣き叫ぶ。


    　──ぼくは機械だ。痛みなど感じない。


    　歯を食いしばり、魂をねじ伏せて、清きよ顕あきは天あま翔かける戦士としての自分を奮ふるい立たせる。


    　──必ず白はく狼ろうを仕留めるよ。聯れん介すけ。


    　自分の盾たてとなって死んでいった列機へ呼びかけ、清顕は友の仇かたきへと機首をむける。


    　──リュウ。マオロン隊長。あなたたちの死を無駄にしない。


    　──妹を機銃掃そう射しやで殺された少年。きみとの約束を果たすからね。


    　灼しやく爛らんの眼光をイリアへ突き立て、鋼鉄の獣けものとなり、敵機との距離を再び詰める。


    　遮風板のむこう、高度七千メートル。白狼は精せい悍かんな身のこなしで、清顕の脇わき腹ばらを狙ねらおうとしている。


    　高度六千あたりに広くたなびいて海原を隠している層雲が、なぜかそのとき白銀の原野に見えた。ベオストライクという白馬に騎き乗じようし、二十ミリ機銃の剣を片手に構えた気高く凜り々りしい女性騎士が、こちらへ駆かけ込んでくる。


    　胸が締め付けられるほど美しい、白銀の騎士。


    　その美しいひとへ、ぼくは三十七ミリ機関砲ほうという大剣を振るわねばならない。彼女が天空の騎士であるように、ぼくもまた空のサムライであるから。


    　斑いか鳩るがという悍かん馬ばを駆って、清顕もまた大剣を肩口に背負い、まっしぐらに天空の騎士を目がけ斬きり込んでいく。


    　互いの剣と剣が打ち下ろされ、夕焼け空に火花を散らす。かすっただけでも致ち命めい傷しようとなる必殺の一撃だ。歯を食いしばり、互いの剣が背負った重みを感じながら、騎士とサムライはこれまで磨き上げてきた戦技と戦技をぶつけ合う。


    　一撃ごとに、互いの想おもいが伝ってくる。地上の理屈などから遠く離れた、高高度の摂理がふたりの間をつないでいる。


    　抑えきれない愛いとおしさが、清顕の胸の底を焼いていた。イリアと剣を交わすほどに、互いが胸に秘めていた感情が伝わってくる。


    　必殺の斬ざん撃げきを体のさばきでかわした騎士は、見たこともない手た綱づなさばきで愛馬を横滑りさせ、可か憐れんな表情に裂れつ帛ぱくの気合いをみなぎらせ、サムライの脇腹へ横殴りの剣を送り込む。


    　直撃したならこの空へ臓器をぶちまけるであろう危険な一撃。サムライは身体からだを強引にひねり、かろうじてその切っ先を避けるが体勢の不利を悟る。


    　一いつ旦たん、距離を取らねば。


    　背後を取られることを覚悟して、清顕は機首を下げた。見たこともないイリアの戦技に不意を打たれた格好だ。


    　──やはり強い。恐ろしく強い。


    　その事実を肝きもに銘めいじる。清顕が草くさ薙なぎ航空隊でリュウを相手に腕を磨いてきたように、イリアもまた幾度の航空決戦に参加して、昔よりも遙はるかに強く巧うまくなっている。


    　──だけど負けない。必ずきみを墜おとす……!!


    　おのれを励ましながら、清きよ顕あきは高度六千にたなびく層雲のうちへ退避する……。


    



    



    　なぜだか清顕が、真っ白な原野を行くサムライに見えた。


    　三十七ミリ機関砲ほうという大剣を背負い、斑いか鳩るがという悍かん馬ばを駆かって疾しつ駆くする空のサムライ。


    　なんて美しい戦士だろう。イリアは高度七千メートルで出会ったサムライに見み惚とれながら、自みずからの剣を掲かかげ打ち下ろしつづけた。


    　斬ざん撃げきと斬撃が、幾度も空中に交こう錯さくして真っ赤かな曳えい痕こんを刻んだ。


    　剣を交わすごとに、互いの想おもいが空間を超えて心に波は紋もんを呼び起こす。


    　相あい対たいするサムライが心に秘めた、胸が締め付けられるくらいの悲しみも、切なさも、苦しみも、そのままイリアの心へと流れ込んだ。


    　高高度をずっと飛びつづけた影響で、酸さん素そ不足に陥おちいった脳が見せる幻げん覚かくだろうか。それでいいとイリアは思った。これほどの愛いとおしさを抱えながら、それでも涙をこらえてイリアへ必殺の斬撃を見舞う清顕のことが、けなげで、可愛くて、愛おしくて愛おしくて仕方なかった。


    　イリアも、涙はこらえた。


    　この舞台に涙など、もはや不純物以外のなにものでもない。


    　ただ鷹たかの眼孔で空戦機動に目を凝こらし、なにをしてくるのか察知して、そのうえをいくために集中した。


    　大剣を頭上に構えたサムライが加速し、イリアの頭頂部を目がけ必殺の一撃を振り下ろしてくる。


    　だがイリアは手綱さばきで斬撃をかわすと、愛馬を横滑りさせながらサムライの脇腹を目がけて横殴りの剣を振るう。


    　幾多の決戦で敵機を仕留めた、イリアが独自に編み出した戦技。見たことのない技を受け、サムライは体勢を崩すと、不利を察知したのか一いつ旦たんこちらと距離を取ろうとする。


    　──させるか。


    　イリアは愛馬の脇わきを蹴ける。高いいななきを上げて、ベオストライクは白銀の平原を蹴け立たててサムライを追尾する。


    　サムライは追尾を振り切ろうと、平原の水蒸気へと身を隠す。


    　──無駄だ。


    　イリアは決戦空域へ知覚の網あみを張る。


    　一切の濁にごりを濾ろ過かし、研ぎ澄ませた意識が、空域全体へと拡散する。


    　水蒸気の皮ひ膜まくを看かん破ぱして、機き影えいを捉とらえる。


    　転瞬、白はく狼ろうが駆かける。


    　雲を突き破り、血の色の空のむこう、断雲と断雲の狭はざ間まを縫ぬうように逃げる黒ウサギを視認する。


    　なぜだか、太陽はすでに水平線のむこうに落ちたというのに、ひどく空が眩まぶしく思える。


    　西の空の赤から青にいたる光の波長が、妙に明るく鮮あざやかだ。


    　酸さん素そマスクをつけているとはいえ、高高度を飛びつづけた影響が視界に現れているのか。翼が切り分けた雲がきらきらと、七彩の光の粒りゆう子しを撒まいた。


    　西の空から天頂へ至る赤から青へのグラデーションがやけに透明で眩しく、色の奥行きが深く清せい澄ちようにすぎる。空の景け色しきはこれまでさんざん見てきたが、いまこの空は違う次元に紛まぎれ込んだかのように在あり方が異なる。


    　天上とは、こういう世界なのかもしれないな。


    　清きよ顕あきとやりあううちに、空のむこうにある世界へ分け入ってしまったのだろうか。どこか聖性さえも感じさせる、あらゆる光の波長がさざめく夕焼け。


    　その夢む幻げんの空のただなかを、虹にじの尾を曳ひきながら、黒ウサギが駆けていく。


    　ベオストライクのスロットルをふかす。白狼が跳躍する。黒ウサギの背後に肉にく薄はくし、爪つめを振り上げ、必殺の一撃を振り下ろす。


    　黒ウサギは横っ跳びにかわす。白狼は逃がさない。すぐに第二の爪を打ち下ろす。一撃を放つたびに、空間が裂さけて、その裂け目から薔ば薇ら色の粒子があふれ出てくる。


    　──なんて美しくて、なんて残酷な空だろう。


    　イリアは陶とう酔すいと悲しみの狭間でそんなことを思う。


    　人間であることをやめて、戦闘機を構成する鉄の一分子となり果てたはずなのに、まだそんな感慨が爆はぜるのか。


    　まるで空が人間性の残りかすをすくい上げて、おまえはまだ人間じゃないかと、わたしの目の前に見せつけているような。


    　鉄のはずなのに。弾だん丸がんであるはずなのに。感情の奔ほん流りゆうが、身体からだの内側を切り刻む。


    　──清顕、聞こえるか？


    　焼け爛ただれた二十ミリ機き銃じゆう弾だんを愛いとおしいひとへ注ぎ込みながら、イリアは空を通じて語りかけた。


    　この夢む幻げんの空においては、空間に隔へだてられていようと、お互いが密閉された搭乗席のなかにいようと、関係ない。


    　心が空に溶け合っている。


    　清顕とひとつになっている。


    　それが、わかる。


    　──聞こえるよ、イリア。


    　返事が届く。おそらくは自分の願望がつくり出した幻げん聴ちようだろうけれど、それでいいとなぜか思える。


    　──すごい空だね。こんな光と色彩を、見たことがない。


    　斑いか鳩るがが左に流れる。イリアはフットバーを蹴けりつけて、斑鳩の背に食らいつく。プロペラの咆ほう哮こうがひときわ高く、空域へ響く。


    　懸けん命めいに逃げる尾部エンジンの爆ばく音おんが、こちらの風防を震ふるわせる。


    　──うん。この世の光景とは思えない。


    　寄せる。照しよう準じゆん器きのなか、斑鳩の両翼が十じゆう字じ環かんからはみ出す。機体を左右にスライドさせて清きよ顕あきは逃げようとするが、イリアはすべての機動を先読みし、追尾の手を緩ゆるめない。


    　──不思議なんだ。さっきからなぜか、昔のことが思い出される。


    　あらゆる色彩を内包した光のスペクトルを、二十ミリ機き銃じゆう弾だんがずたずたに破砕する。焼け爛れた炸さく薬やく弾、焼しよう夷い弾、徹てつ甲こう弾、曳えい痕こん弾が、虹にじ色の水蒸気を押し破り、黒ウサギの背へ追いすがる。


    　──ぼくも。視界に記憶の風景が覆おおいかぶさってる。


    　煮えたぎる溶岩流が、黒ウサギをかすめた。あらゆるものを爆ばく砕さいさせる炸薬弾の弾流が空間に炎を芽吹かせる。


    　──覚えてるかな。エリアドール飛空艇で見た、流星雨。


    　尾部エンジンが火を噴いた。どこかに被弾したらしい。黒ウサギは機首を下げる。降下角五十五度の急降下。降下の勢いで火を消すつもりだ。


    　──あんなの見たことなかった。本当に綺き麗れいだったね。


    　白はく狼ろうは逃がさない。空中分解覚悟の急降下にも、ひるむことなくついていく。遮風板のむこういっぱいが、広くたなびく層雲に埋まった。


    　すさまじいＧがのしかかる。身体からだを前に傾けて、操縦桿かんを押し込む。身体の血液が沸ふつ騰とうしそうになるが、黒ウサギの機き影えいから目を離さない。


    　虹色の航跡を曳ひきながら逃げる清顕を、照準に収める。


    　光の濁だく流りゆうが照準器の内部に渦巻く。斑鳩の尾部プロペラが水蒸気の飛沫しぶきを蹴け立たて、虹にじをリボンのように切り分ける。限界近い加速荷か重じゆうに皺しわ寄る翼が、風を切って高空の歌を歌う。


    　──士官室で、いつも空戦の話をしたね。


    　光と風と歌のむこう、断雲を越えて飛ぶ銀翼が見えた。


    　──きみがいれた紅茶、大好きだった。


    　十五ミリ機銃と二十ミリ機銃の引き金へ、同時に指をかける。


    　──机に突っ伏して眠ってるきみの背中に毛布をかけた。


    　高度六千。一千メートルもダイブした。だが斑鳩は降下を止めない。


    　──あの毛布、イリアだったんだ。ありがとう。


    　イリアは離れない。ついていく。機首を起こしたときが勝機だ。


    　──いいよ。おんぶしてくれたから。


    　高度五千五百。五千二百。五千。　


    　──またきみをおんぶしたいな。


    　二千メートル級の大ダイブ。鍛きたえ上げた飛空士でなければとっくに失神するはずだが、斑いか鳩るがはまだ降下する。急降下が終わらない。


    　──酔ったふりをして、きみに頰ほおを押しつけたっけ。


    　翼が折れそうなほどしなう。これ以上の降下に機体が耐えきれない。悲鳴をあげる呼吸器官を絞りあげ、イリアはベオストライクのもつすべての火力を解き放つ。


    　──幸せだった。あのままきみをおんぶして、ずっと歩きたかった。


    　焼け爛ただれた四つの光こう箭せんが、斑鳩を包む。


    　擦さつ過かの火花が散る。胴体部に破は孔こうがひらく。十五ミリ機き銃じゆう弾だんがあけた孔あなだ。


    　──もう、あのころには戻れないね。


    　がくん、と一瞬、斑鳩の機体が傾く。さらなる被弾があったらしく、新たな黒こく煙えんがイリアを目がけて流れ来る。


    　──悲しいけど、前へ進まなきゃ。


    　螺ら旋せん状の黒煙を吐きながら、傷ついた黒ウサギが逃げる。イリアの唇くちびるから血がにじむ。魂たましいが泣き叫ぶ。けれど魂をねじ伏せる。ここにいるのは鋼鉄の狼おおかみであり、一いつ塊かいの戦闘機械だ。


    　破損した機体を懸けん命めいに操あやつり、それでも清きよ顕あきは上昇へ転じようとしている。彼が狙ねらうのは、斜め気味の縦旋せん回かい。


    　させてはならない。イリアの直感が、そう告げる。


    　──神さまは、どうしてこんなに残酷なんだろう。


    　傷ついた清顕はいま、起き死し回かい生せいの一撃を狙っている。


    　──なにか意味があるんだよ、きっと。


    　清顕の狙う進路へ、イリアは冷徹な照準を定める。


    　──わたしたちに、こんな殺しあいをさせるのが？


    　一撃で搭乗席を砕くであろう無む慈じ悲ひな一斉射しや撃げきを、黒ウサギの前方へ見舞う。


    　──ぼく、ときどき思うんだ。神さまにとっては善とか悪とかどうでもよくて。


    　──なにが正しいとか間違っているとかもどうでもよくて。


    　──人間が苦しみのなかであがくすがたそのものを、神さまは見たいんじゃないかな。


    　しかし清顕は見越し射撃を察知している。素早くフットバーを蹴けり込んで軸じく線せんを外し、ついに機首を持ち上げる。


    　──意地悪な神だね。


    　斜め気味の宙返りに入る斑鳩に、ベオストライクは食らいつく。清顕がなにを狙ねらっているのか、空間を越えて通じ合った心が教えてくれる。


    　もう、決着のときがすぐそこに来ている。


    　──苦しみを乗り越えたとき、新しいなにかがひらけるのかも。


    　交わすべき戦技は、ただひとつ。


    　カルステン・ターン。


    　士官学校で何度も共に練習をした、伝説の空戦機動を、いまこの空に描えがきたい。


    　──もうすぐ、決着だね。


    　イリアは涙をこらえる。天空を昇りつめる愛いとおしいひとの背を追いかける。


    　──うん。どちらかが死ぬね。


    　斜め宙返りの頂点付近へ、黒ウサギが差しかかる。


    　カルステン・ターンを可能にする、無重力空域がそこにある。


    　これで決着がつくから。


    　どちらかがこの空に散るから。


    　最後に、ひとつだけ。


    　真実の想おもいを、きみに伝えたい。


    



    　──ずっと、きみと一緒にいたかった。


    



    　イリアの両目から、涙があふれてくる。機械のはずなのに。感情を失ったはずなのに。人間であることをやめてこの空へ来たはずなのに、それでもまだ、わたしの心は愛おしいひとを求めて泣くのか。


    　あふれ出る涙のむこう、清きよ顕あきはこの世ならざる青を背景に、光の尾を曳ひきながら天空のステップを踏む。


    　水の粒りゆう子しが乱舞する。虹にじが砕けたように七彩が空いっぱいにきらきら舞い散り、その眩まぶしさに思わず目を細めた。


    　なんて美しいターンだろう。


    　きみのような飛び方をするひとを、見たことがないよ。


    　空中に静止したまま、まるでただひとり無重力状態にいるかのように、機体を泳がせながら機首だけがイリアの脇わき腹ばらを指向する。


    　なんて完かん璧ぺきな、カルステン・ターン。


    



    　──きみのことが好きだった。


    



    　そんな清顕の声が伝い、視界が水の皮ひ膜まくに覆おおわれる。


    　涙を、抑えきれない。


    　背負い込んだものをすべて投げ捨て、きみをこの手に抱きとめて、このけがれない空をいつまでも舞えたら。


    　その夢は叶かなわないから、せめてきみが成し遂げたものと同じ、ステップを踏むよ。


    　イリアは空に、わずかな光域を見つけ出す。


    　ターンを可能にする刹せつ那なの空域。


    　失速と構造限界が同時に存在する、事象の境界。


    　操縦桿かんを傾けて、わずかに右フットバーを踏んだのち、左を強く踏み込む。


    　刹那、すさまじい重力と慣かん性せいの威力が搭乗席を押し潰つぶす。


    　肋ろつ骨こつが砕け、内蔵が潰れてもおかしくないほどの加圧。


    　しかしイリアは目を凝こらす。


    　舞い踊る黒ウサギの影を見る。


    　はじめて恋したひとへ、翼がささやく。


    



    　──永遠に、共に。


    



    　地上の物理法則を超えた、天空の論理がベオストライクに作用する。


    　清きよ顕あきとイリアの輪りん舞ぶから、光のスペクトルが放射される。


    　搭乗席のむこうからあらゆる波長の光が降り注いできて、イリアの周囲を包み込んだ。


    　これは爆ばく散さんの炎だろうか。


    　それとも清顕が砕け散った光か。


    　いきなり身体からだが軽くなる。


    　紅くれないが自分の周囲を圧する。


    　熱い。


    　あらゆるものが、溶けてゆく。


    　わたしが、砕けてゆく。


    　空の、かけらになる。


    　──イリア。


    　光の奔ほん流りゆうのなかから、手が差し出される。


    　イリアもまた、手を差し伸べる。


    　手と手が、結びあう。


    　──清顕。


    　名前を呼んで、イリアは光の洪水に埋もれる。


    　灼しやく爛らんの光のなかへ空が消える。視界が消える。消えてゆく意識が最後に、想おもいを言葉に変える。


    　──放さない。


    　──放さない。


    　──愛してる。


    　──愛してる。


    　ふたり呼び交わす言葉だけ、光のうちに幾度も幾度も響き合う……。


    



    



    「これは……!?」


    　村むら雨さめの搭乗席のなか、紫むらさきかぐらはたったいま垣かい間ま見た光景に言葉を失う。


    　清きよ顕あきとイリアが高高度での一騎討ちに入ったことを雲の隙すき間まから視認して、かぐらは編隊の指揮を執とりつつ注意を上方へ払っていた。


    　ほどなくしてイリアに追われた清顕が急降下してきて、二、三発、徹てつ甲こう弾だんの直撃を受けるのが見えた。


    　清顕は斜め気味の宙返りに入って再び上昇していき、イリアも同じ機動で空を駆かけ上がっていった。


    　いてもたってもいられなくなり、かぐらはふたりを追って上昇した。


    　雲を突き破り、見上げた先で──。


    　斑いか鳩るがとベオストライクは、見たこともないターンを同時に打った。


    　まるでふたりだけが無重力状態で舞い踊るような、不ふ可か思し議ぎな空戦機動。


    　ふたりの描えがいた流麗な航跡に見とれた次の瞬間、斑鳩の尾部プロペラと、ベオストライクの前部プロペラが接触し、一瞬にして砕け散った。


    　二機はもつれ合うように空を墜おちていき、互いの翼が接触してもげ落ち、それから層雲のなかへ入って見えなくなった。


    「清顕くん!!　イリア!!」


    　名前を呼んで、かぐらは慌あわてて層雲のなかへ突っ込んだ。


    　雲は分厚かった。ふたりを視認できないまま雲を突き破り、高度一千あたりを見回してみたが、多すぎる断雲に遮さえぎられて落らつ下か傘さんらしきものはどこにも見えない。


    　かぐらは唇くちびるを嚙かみしめた。捜索したいのはやまやまだが、自分には編隊指揮という大役があった。ふたりが生きていると信じて、心残りを立ちきり、格闘戦のただなかへ戻っていった。


    　日はもう落ちていた。残照も消えていく。もうすぐ視界はゼロになる。今日きようの空戦は痛み分けということにして、朱す雀ざくへ帰投するよう、通信機に呼びかけた。


    　そのとき──。


    　ふと、遙はるか下方に飛空艇が飛んでいるのが見えた。


    　ウラノスでも、セントヴォルトでも、秋あき津つでもない、四発エンジンをもつ未知の勢力の飛空艇だった。民間機にしては、戦闘空域を悠々と飛行して空戦見物するなどずいぶん胆きもの据すわった飛空士だ。戦闘機に追われたとしても、鈍どん重じゆうな飛空艇で逃げ切る自信があるということか。


    　飛空艇はかぐらに気づいて、機首を返し、雲に隠れつつ下方へ降りていった。海原には大小の島々が点在し、飛空艇には格好の降着場を提供している。あの島に隠れてやりすごすつもりだろう。


    　妙に心に引っかかったが、そんなものに構う時間があるはずもなく、かぐらは戦闘空域へ舞い戻って、味方の帰投を掩えん護ごしつづけた。


    



    



    「男」は飛空艇の操縦桿かんを握り、こちらを観察していた村むら雨さめが機首を返して乱戦に戻っていくのを確認した。


    　余計な追尾を受けずに済んだことを感謝し、いま仔し細さいを見物していたふたりのエースの一騎討ちを回想する。


    　見事な戦技の応おう酬しゆうだった。ふたりともいつか「空の王」の座に昇りつめることを確信させる一騎討ちだった。


    　空中接触のあと、落ちていくふたりを追尾した。


    　層雲を抜けたのち、断雲のむこうで、白い落下傘がふたつ咲くのが見えた。


    　男は胸を撫なで下ろし、落下傘の落下点を見極めた。


    　ひとりは意識を失っているらしく、両手をだらりと垂らしたまま、風に流されていた。もうひとりは気を失ったほうを心配し、落下傘を操作してついていっているようだった。そしてふたりが同じ島に降り立つところが見えた。


    　放っておいたなら、ふたりは孤島に取り残されたままになる。このあたりの海域には大小二百近い島々があり、捜索は困難だろう。


    　ふたりとも、こんなところで朽くち果てる人材ではない。


    　ふたりにふさわしい空がある。


    　ふさわしい主あるじがいる。


    　自分なら彼らへ、新しい翼を届けることができる。この状況は天てん佑ゆうというべきだ。


    　男はためらうことなく、ふたりが降り立った島を目指し、飛空艇の高度を落としていった。


    



    　二十五．


    



    　古式ゆかしい儀礼に則のつとり、引っ越しの準備を整えた一行はラミア離宮を出て、一路エヴァンゲリス地区を目指した。


    　白の修道服に身を包んだニナ・ヴィエントは馬車で山道を降りたのち、空中都市プレアデスの王府へつづく街道の途中でこれまた儀礼に則のつとって馬車を降りて徒歩になり、田舎いなか道を歩いて行く。


    　沿道に居並んだひとびとが口々に祝福の言葉や紙かみ吹雪ふぶきを投げるなか、ニナは顔色ひとつ変えずに、近しいひとびとを背後に引き連れ、道みち行ゆきを粛しゆく々しゆくと歩いた。


    



    　帝紀一三四九年、十二月十二日、ウラノス王都プレアデス──。


    



    　ニナのすぐ後ろにウルシラがつづき、そのあとからイグナシオが三十名の近この衛え兵へいを引き連れて行進していく。ミオは近衛兵の背後、従者の列でライナと共に歩いていった。


    　ライナは頭の後ろに両手を当てて、よく晴れた空を見上げ、楽しげにぼやく。


    「えらいことになっちまったよなあ」


    　ミオは不満そうに傍かたわらを見やって、


    「無駄話禁止。真ま面じ目めな顔してなさい」


    「つーてもよー。まさかこんなことになるとはなー。えらいご主人さまに仕つかえちまったもんだぜまったく」


    　言葉とはうらはらに、ライナはこの状況を楽しんでいるらしく、いつもよりさらに軽薄そうな笑みを振りまく。


    「うるさいって。これから堅いとこ行くんだから、へらへらしないで」


    　ミオはライナの脇わき腹ばらをつねって黙らせると、また真面目な顔をこしらえて隊列の先に目をやった。だんだん、王府が近づいてくる。


    



    



    　エヴァンゲリス地区の入り口で、ウラノスの空軍旗と海軍機、それに王旗を背後になびかせた三名の執しつ政せい官かんがニナを出迎えた。


    　仰ぎよう々ぎようしい儀礼用の言葉でなにごとかニナに話しかけ、ニナが了承したのを受けてきびすを返し、元げん老ろう院いんへつづく道を先導する。


    　ニナは凜りんと胸を張ったまま、執しつ政せい官かんのあとにつづく。


    　街中では一級礼装に身を包んだ王府の直衛兵が街道の両脇わきに配されて、ニナを護衛している。道の両脇いっぱいに並んだひとびとが、田舎道にいたひとびとと同じ祝福の言葉を投げかけ、花はな弁びらや紙吹雪をニナ一行に投げかける。


    　一行は手を振ることなく、賑にぎ々にぎしい街道を抜けていき、議場にたどり着く。


    　石造りの荘重な議場内では、元老院と下か院いん、すべての議員が集まってニナを待っていた。


    　壇上へあがったニナへ、執政官が議決済みのウラノス統治全権授じゆ与よを伝える。


    　鳴り響く拍手のなか、ニナはウラノス全軍の指揮権、最高支配者としての尊称、政策立案権、議会決定への拒否権をためらうことなく受け取る。


    　ウラノスのすべてを支配する権力が、いま、ニナ・ヴィエントに託された。ニナが望みさえすれば、この星そのものを統治できるほどの強大な権限だ。


    　ニナは無表情を崩すことなく、議場の外へ出る。


    　広場では十数万人の市民たちが、ニナを待ち受けていた。


    　まだ本決まりではない。市民たちの承認が必要なのだ。


    　ニナは凜と顔をあげて、プレアデス市民たちを睥へい睨げいする。


    　執政官がマイクを通じて呼びかける。


    『選ばれし市民たちよ。ニナ・ヴィエントを新たなる王として承認するならば、歓かん呼こを以もつて応こたえよ』


    　次の瞬間、十数万市民が張り上げた天空を突き破るほどの歓声が、プレアデスの空へ打ち上がった。大気の震動が見えるほどの大だい音おん声じようが、幾度も幾度も空中都市に響き渡る。


    　執政官はニナの前に跪ひざまずき、決定を伝える。


    『我らが王ニナ・ヴィエントに、聖アルディスタの祝福があらんことを』


    　再び沸わき上がった歓呼と指笛、紙吹雪。先王オルテガの即位時を遙はるかに超える、熱狂的な市民たちの歓迎を以て、ニナは新たなるウラノス王として即位した。


    　控えていた教きよう皇こうイラストリアリが、承認の王冠を持ってニナの面前に歩み寄る。


    　跪いたニナに、王の冠かんむりがイラストリアリの手で戴せられる。


    　ウラノスが新たな時代に入ったことを告げる、ニナ・ヴィエント戴たい冠かんの儀式だった。


    　ニナはゆっくりと立ち上がり、市民たちへむかい、ドレススカートの端を摑つかんで右足を引き一礼する。終わらない歓呼が天空を震ふるわせるなか、ニナは静かな瞳ひとみで大衆を見つめていた。


    



    



    　ミオはイグナシオと並んで、議場内の暗がりからニナの戴冠を見届けた。


    　ニナが本当にウラノス王になってしまった。先ほど授じゆ与よされた権限は、ウラノス全軍をニナの指先ひとつで動かせるほどに強大なものだ。


    「これで、うまくいくのかな」


    　イグナシオに問うた。口数の少ない専従騎士は、目を閉じて首を左右に振る。


    「これからが本番だ」


    　強い眼まな差ざしをニナの背に注いだまま、イグナシオは動かない。


    「この先で魑ち魅み魍もう魎りようが待ち受けている。そう簡単に新しん参ざん者ものに強大な権利を行こう使しさせるはずがない。あらゆる手を使って妨害をしてくる。……ニナさまを守り抜くぞ。なにがあっても。この命が尽きようと」


    　イグナシオには珍しく、決意を言葉に変えていた。ウラノス王府へ入ってからいよいよ、本当のニナの闘争がはじまるのだ。この先、王府の隅に追いやられたデミストリ派からさまざまの妨害が加えられることは想像にかたくない。命の危険さえありうるだろう。イグナシオの言うとおり、ここからが正しよう念ねん場ばなのだ。


    　ミオも頷うなずく。


    「……うん。……わたしも、ニナさまの力になりたい。……ニナさまならきっと、この世界を変えられるから……」


    　決意を込めた視線の先に、あまりに細いウラノス王ニナ・ヴィエントの背中があった。


    　これからあの華きや奢しやな背にどんな苛か烈れつな重圧が、謀ぼう略りやくが、魑ち魅み魍もう魎りようの悪意が降り注ぐのか、ミオには見当もつかない。


    　けれど、ラミア離宮の仲間たちと共に、どんな困難が起ころうとニナを守り抜くとミオは決めた。心優しくて芯しんが強く、どんな困難な状況でもおのれの役割を全うしようとするニナのことが大好きだから。


    　その先に、素晴らしい未来があると信じるから……。


    



    　†††


    



    　長い夢を見ていた。


    　エアハント士官学校の士官室で、わたしは懐なつかしい仲間たちと一緒に、ソファにもたれてドーナツを食べていた。


    　わたしの隣ではバルタさんが丁てい寧ねいな手つきでセシルにコーヒーをいれていて、かぐらさんに茶化されていた。そのむかいに座ったライナと清きよ顕あきはずっとくだらない話に興じていて、キッチンでミオがひとり、スパゲティを茹ゆでていた。


    　去年の九月までは、当たり前の日常だった。


    　ずっとつづくと思っていた、七人の風景。


    　わたしはバルタさんがいれてくれたコーヒーに口をつけた。


    　キッチンからミオがいなくなっていることに気づいた。火にかけられたままの寸ずん胴どう鍋の中身がぐらぐら煮え立ったままだった。


    　わたしはソファから腰をあげて火を消した。ミオがいないので仕方なく、わたしが人数分のスパゲティを作ってソファに戻った。


    　ソファに戻ると、清顕とかぐらさんがいなくなっていた。


    　セシルが怪け訝げんそうに顔をあげて、なぜ七人分もスパゲティを作ったのかと問うた。


    「わたしたちは、七人だから」


    　そう答えた途端、セシルがいなくなっていた。


    　見回すと、ライナが見たこともない冷たい表情をして、わたしに憎しみの目を投げかけ、ドアをあけて士官室を出ていった。


    　ソファでひとり、バルタさんがコーヒーを飲んでいた。


    「ミオ。清きよ顕あき」


    　いなくなったひとの名前を呼んだ。


    「かぐらさん。ライナ。セシル。どこに行った。みんなのために作ったのに」


    　返事はない。


    　わたしはスパゲティの大皿を手に持ったまま、バルタさんとふたりだけで、いつまでも士官室に取り残されていた。


    



    



    　火の爆はぜる音で目が覚めた。


    　夢から醒さめたイリアの目の前いっぱいが、星空だった。


    　三千もある、ひとつひとつの星の色が違っていた。輝かがやきがあまりに密すぎて、星と星が呼び交わす声が聞こえてきそうだ。


    　砂を嚙かむ波の音があった。


    　自分が夜の砂浜に仰あお向むけに横たわっていることに気づいた。


    　生きている。


    　そう思った。


    　傍かたわらから伝う熱は、焚たき火だった。橙だいだい色の炎が夜の底に揺らいでいた。


    　ゆっくりと上体を起こし、身体からだのどこにも異変がないことを確認した。


    　それから火のむこうを見た。


    　坂さか上がみ清顕は砂浜に腰を下ろして、焚き火を挟み、黙って海を見ていた。


    　イリアは腰に手を当てた。拳けん銃じゆうはそのまま、ホルスターに収まっていた。


    　右手をホルスターに当てて、イリアは慎重に焚き火から離れ、清顕から距離を取った。


    　清顕はイリアが起きたことに気づき、静かな表情で振りむく。


    　イリアは豹ひようのように身を屈かがめ、さっと後方へ飛びのいてから、拳銃を引き抜いて銃口を清顕へむけた。


    　清顕は言葉を発することなく、自分にむけられた拳銃を見つめるのみ。


    「きみが、レオ隊長を殺した」


    　イリアは言葉を振り絞った。


    「ルルさんとララさんも殺した」


    　声が震ふるえていることに、どうか気づかれないよう祈った。


    「わたしの仲間たちを、大勢殺した」


    　清きよ顕あきは相変わらず、座ったまま動かない。


    　火のむこうの清顕は、もうこの世界の住人ではないかのように、揺らいで見えた。


    「うん。ぼくが殺した」


    　ふざけているわけではないことは、落ち着いた口く調ちようでわかった。


    　イリアは震ふるえる銃口を清顕の眉み間けんにむけて、引き金に指をかけた。


    　たくさんの仲間を殺した憎むべき敵だ。


    　清顕を生かしておけば、また味方が大勢撃ち墜おとされる。


    　憎め。殺せ。レオやルルやララの仇かたき討ちだ。


    　懸けん命めいにおのれを駆かり立てた、そのとき。


    　──たとえ敵味方に分かれようと、我々は憎み合うことはない。


    　──友情は永遠だ。


    　あの誓いが、イリアの耳元に響いた。


    　右腕が震える。


    　撃てるわけがない。


    　こんな終わり方で、いいわけがない。


    「バン」


    　投げやりな調子で、口で発射音を言った。
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    　砂浜に拳けん銃じゆうを投げ捨てて、泣きそうな顔を清きよ顕あきへむけて、告げる。


    「いまのできみは死んだ。草くさ薙なぎ航空隊の坂さか上がみ清顕は未帰還となった。ご愁しゆう傷しようさま」


    　清顕は少しだけ笑んだ。


    　それから指で拳銃のかたちを作ると、イリアの眉み間けんへむけて、発射音を口に出す。


    「ヴォルテック航空隊のイリア・クライシュミットは未帰還となった。お悔くやみを」


    　イリアは肩をすくめ、両の手のひらを星空へむけて、焚たき火の傍かたわらに腰を下ろした。


    　ふたり、焚き火を挟んで座り込み、言葉もなく夜の海と星空を見ていた。


    　このままこの島にこうしていたなら、本当に未帰還として扱われるだろう。イリアも清顕も戦死したこととなり、遺族に賜し金きんと年金が送られて、故郷に墓が建つ。


    　わたしはいま、清顕に撃たれて死んだ。


    　そう思うと、背負っていた重いものがすべて、自分の周囲から消えていった。


    　祖国も、戦友も、倒すべき敵も、なにもなかった。


    　ただひとりのイリア・クライシュミットが夜の海を見ているだけだった。あの狂熱の決戦空域は消え去り、深遠な夜空がふたりきりの砂浜に三千の星彩を降らせていた。


    　静けさの繭まゆにくるまれて、潮しお騒さいと自分の鼓こ動どうが互い違いに打ち寄せていた。身のうちの脈動が、早くなる。


    　心音を聞かれたくない、とイリアは思った。


    　一騎討ちの際、空を通じて交わした会話を思い出し、自然に頰ほおが赤らむ。


    　あれは幻げん聴ちようだったのだろうか。


    　それにしてはあまりにも現実味のある声だった。まるで清顕とひとつに溶け合って会話しているように思えた。


    　──彼に確かめたら、どう答えるだろう。


    　そんな想おもいがこみ上げてきて、火を通して、清顕の様子をちらりと見た。


    　同じ瞬間、清顕もまた、炎を通してイリアへ横目を送った。


    　偶然に目が合い、ふたり同時に顔中を真っ赤かにして、またうつむいてしまう。


    　激しくなる心臓の音を聞かれてしまいそうで、イリアは抱きかかえた膝ひざに顔を埋めた。


    　──幻聴だ。ふたりとも搭乗席にいるのに、あんな会話ができるわけがない。


    　──あれはわたしの願望だ。清顕に確かめるわけにはいかない……。


    　イリアは無理やり、自分にそう言い聞かせた。照れくさくて、恥ずかしくて、自分が情けなくなってくる。飛空機の操縦なら自由自在にこなせるが、自分自身の内面はどう操作していいのかさっぱりわからない。


    　──愛してる。


    　──愛してる。


    　一騎討ちの最後の瞬間に呼び交わした声が、また耳元に甦よみがえる。いま地上で改めて回想しただけで、思わず身み悶もだえしてしまいそうな赤せき裸ら々らすぎる内面の吐と露ろだ。恥ずかしすぎて、清きよ顕あきの顔をまともに見られない。


    　気まずさをごまかしたいのか、清顕が口をひらいた。


    「……これから、どうしよう」


    　イリアは動揺を押し隠し、真っ赤かな顔を上げた。


    「……助けが、来るのかな」


    　清顕は黙もつ考こうして、答える。


    「来たら、また離ればなれだよ」


    　助けに来るのがセントヴォルトにせよ、秋あき津つにせよ、ふたり一緒にはいられない。また空に駆かり出されて、今日きようのような殺しあいをさせられるだろう。


    「もうこりごりだ。きみと戦いたくない……」


    　本ほん音ねを漏もらした。


    「……ぼくも。……もう、できない……」


    　あんな思いをしてまで、なぜ空を飛ばねばならないのか。


    「では、どうする……？」


    　この先が、見えない。


    　行くところが、ない。


    　ずっとこの島にいれば、戦争はしなくて済む。しかし本当にそれでいいのだろうか。いまこうしている間も、誓せい約やくの仲間たちはそれぞれの場所でおのれの夢にむかって駆かけている。その一方、わたしたちはこの島でずっと、目を閉じて耳に手を当てて、魚を捕ったり野草を摘つんだりして生きていくのだろうか。わたしはそんなことをするために、幼おさないころから飛空機械の操縦を仕込まれてきたというのか。


    　違う。


    　わたしの天命は、飛ぶことだ。


    　しかしこの翼を託すことのできる存在が、ない。


    　この命すべてを捧ささげるに値する、よりどころがない。


    「わたしの翼を、委ゆだねられる存在が欲しい」


    　気持ちをそのまま言葉にして、清顕へ告げた。彼も頷うなずく。


    「祖国じゃない、別のなにかのためなら……まだ飛べる」


    　未帰還となり、祖国を失ったふたりだから、もっと自由な空を求めてもいいじゃないか。


    　でも、どこに行けばいいのだろう。


    　なにをすればいいのだろう。


    　進むべき道が見えずに途方に暮れた、そのとき──。


    　背後の草むらから、砂が鳴った。長身の人影が、のっそりとすがたを現す。


    「……!?」


    　清きよ顕あきとイリアは驚いて、振り返る。


    　男は焚たき火と、その傍かたわらの人影に気づく。


    「ここだったか。探したぞ」


    　清顕はその声に聞き覚えがあるらしい。思わず拳けん銃じゆうを拾おうとしたイリアを、片手で制す。


    「あなたは……!!」


    　男はゆっくりと、火のそばへ歩み寄ってくる。


    　黒のロングコートの下に、飛空服を身につけている。後ろで束ねた長い髪。ナイフで削そいだような顔の皮ひ膚ふ、鋭するどすぎる眼光。


    「おまえたちを捕ほ虜りよにする」


    　なんの武器も持たず、男はさも当然といった面おも持もちでそんなことを言う。


    「抵抗せず、おれの飛空艇に乗れ。おれの主あるじに会わせる。それからどうするかは、おまえたちが決めろ」


    　清顕は震ふるえる声で、男の名を呼んだ。


    「アクメド師匠」


    　幼おさない清顕に飛空機の操縦技術を叩たたき込んだ「空の王」アクメド。


    　ウラノスのカーナシオンと並び立つ多島海の超エースが、いま、清顕とイリアに救いの手を差し伸べていた。


    「謁えつ見けんしたなら、おまえたちは必ず生しよう涯がいの忠誠を誓う」


    　アクメドは口元に確信の笑みをたたえ、清顕とイリアを見やった。


    



    「エリザベート・シルヴァニア」


    



    　砂浜に座ったままの清顕へ片手を差し出し、手を引いて立たせる。


    「おれの主君だ。彼女がおまえたちに、新しい翼を託すだろう」


    　未来が見えているかのように、アクメドはそんなことを告げた。


    　そのときイリアの目に、なぜかアクメドの背後に翻ひるがえる旗が見えた。


    　アクメド自みずからが召集し育て上げた、世界最強の戦闘機隊の軍団旗。


    



    　──ワルキューレ。


    



    「共に来い。女王エリザベートのために飛べ」


    



    　アクメドが差し出した手を、イリアは握りかえした。


    　清きよ顕あきと共にワルキューレの戦闘服に身を包み、見たこともない戦闘機に乗って、女王エリザベートが指し示した空域を統すべる、未来の自分を幻げん視しした。
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